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年
は
十じ

っ

干か
ん

十
二に

支し

で「
乙き

の
と
み巳

」。

十
二
支
は
子ね

か
ら
始
ま
り
、亥い

で
終
わ
る
12
種
類
の
動
物
に
例
え
ら
れ

た
も
の
。十
干
は
、中
国
で
1
か
ら
10
ま

で
数
え
る
た
め
に
使
わ
れ
、陰
陽
五
行

に
も
通
じ
、木
・
火
・
土
・
金
・
水
の
5
要

素
に
そ
れ
ぞ
れ「
陽
＝
兄え

」と「
陰
＝

弟と

」で
10
種
類
。干
支
の
組
み
合
わ
せ
は

60
種
類
で
、還
暦
の
所ゆ

え
ん以

で
あ
る
。

　

乙
は
、草
木
が
し
な
や
か
に
伸
び
る

様
子
や
横
へ
と
広
が
っ
て
い
く
意
味
を

持
つ
。巳
は
蛇
。脱
皮
を
繰
り
返
す
こ
と

か
ら
不
老
不
死
の
シ
ン
ボ
ル
で
、乙
巳

は「
再
生
や
変
化
を
繰
り
返
し
な
が
ら

柔
軟
に
発
展
し
て
い
く
」年
と
い
わ
れ

て
い
る
。

　

昨
年
は
甲
辰
だ
っ
た
。陽
の
気
が
動

き
万
物
が
振
動
し
て
大
き
く
成
長
す
る

と
い
う
意
味
が
あ
る
一
方
で
、元
日
に

は
能
登
半
島
地
震
が
起
き
、衆
院
選
で

は
与
党
過
半
数
割
れ
が
起
き
た
。過
去

を
振
り
返
る
と
辰
年
は
、波は

瀾ら
ん

万
丈
の

年
が
多
か
っ
た
。戊
辰
戦
争（
1
8
6
8

年
）、日
露
戦
争（
1
9
0
4
年
）が
起

き
、戦
後
は
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件（
76
年
）、

リ
ク
ル
ー
ト
事
件（
88
年
）も
辰
年
だ
っ

た
。

　

さ
て
、今
年
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。ま
さ

に
蛇
が
脱
皮
す
る
ご
と
く
、再
生
し
て

発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。

 

　
写
真
＝
長
岡
健
太
郎
　
文
＝
池
袋
陽
一

今

波
瀾
万
丈
の「
甲
辰
」か
ら

「
乙
巳
」で
再
生
、発
展
を
期
待

干支の「へび」にちなんだ縁起物などを準備する巫女たち（2024年11月、福岡県太宰府市）
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＊保阪正康「世代の近現代史」はお休みです

新
春
浅
草
歌
舞
伎
力
を
合
わ
せ
て
伝
統
の
バ
ト
ン
を
引
き
継
い
で
い
き
た
い

2025年はこんなに楽しい!

蔦
屋
重
三
郎
の「
べ
ら
ぼ
う
」な
軌
跡
を
訪
ね
る

梵
字
を
な
ぞ
っ
て
開
運
！

令
和
ロ
マ
ン〝
史
上
初
〞連
覇

冒
険
と
紅
茶
の
香
り

ス
リ
ラ
ン
カ
山
岳
地
帯
の

夏
の
衆
参
ダ
ブ
ル
選
、内
閣
不
信
任

荻
原
博
子
の
家
計「
い
ろ
は
カ
ル
タ
」

変
わ
り
ゆ
く「
政
治
家
と
S
N
S
」の
日
常

増
田
惠
子

26
歳 

副
校
長
が
挑
む
学
校
改
革

石
破
首
相
が
単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
語
っ
た
こ
と

細
野
豪
志
、吉
田
晴
美
、伊
藤
孝
恵
の
三
者
三
様
の
戦
術
に
迫
る

広
島
の
私
立
高
校
、
定
員
割
れ
か
ら
入
学
者
倍
増
の
理
由

新
春
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

２
０
２
５
年
の
家
計
＆
経
済
が
す
べ
て
わ
か
る
!

M
―
1
の
歴
史
は
新
た
な
段
階
に
入
っ
た

「
シ
ン
・
ケ
イ
ち
ゃ
ん
」始
動
！　

60
代
後
半
か
ら
の
新
し
い
生
き
方

歌
手
・
女
優

（
ピ
ン
ク・レ
デ
ィ
ー
）

山
登
り
好
き
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
お
す
す
め

「
難
関
大
」学
科
別
最
終
難
易
度

▼
ト
ラ
ン
プ
米
国
は
デ
ジ
タ
ル・
金
融
複
合
体
に
／
象
徴
イ
ー
ロ
ン・マ
ス
ク　
▼
石
破
首
相
は
古
い
自
民
党
を
脱
し
、10
年
先
へ
の
重
い
発
言
を

産
業
基
盤
を
再
生
せ
よ

「
医
療
・
防
災
」「
食
と
農
」

「
教
育
」が
三
本
柱

産
業
基
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再
生
せ
よ
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・
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災
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農
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教
育
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三
本
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産
業
基
盤
を
再
生
せ
よ

「
医
療
・
防
災
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食
と
農
」

「
教
育
」が
三
本
柱

巳
年
守
護
、金
運
招
来
、

立
身
出
世
、病
気
不
調
退
散
…

実
力
派
人
気
力
士
が

続
々
誕
生
し
、目
が
離
せ
な
い

日
本
は
対
米
自
立
し
、

ア
ジ
ア
に
足
場
を
築
け

専
門
誌
編
集
長
が
大
胆
予
言　

わ
が
業
界
は
こ
れ
が
く
る
！

空
前
の
令
和
大
相
撲
ブ
ー
ム
が
来
る
！

寺島実郎の
動乱2025予測

interview川
柳
で
詠
む「
永
田
町
生
き
も
の
劇
場
」 

2025年

帰
っ
て
き
た
加
齢
な
る
日
々 

新
春
特
別
編

隣
人
の
孤
独
死
が　
　
現
実

教
え
て

く
れ
た

日
本
人
が
知
ら
な
い「
シ
ン
・
ガ
チ
中
華
」

Ａ
Ｉ
こ
そ
、
高
齢
者
の
味
方
だ

シ
リ
ー
ズ 

能
登
に
生
き
る

「
老
年
格
差
で
負
け
な
い 
人
生
の
黄
金
期
は
70
代
だ
!
」正
月
編

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予
防
で

健
康
長
寿

疲
れ
た
胃
腸
に
ス
ー
プ
が
効
く
！

脳
を
い
き
い
き
さ
せ
る 

パ
ズ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

む
せ
る
、
食
べ
物
を
こ
ぼ
す
、
声
の
か
す
れ
、
夜
の
咳

「
の
み
込
み
力
」の
衰
え
が

誤
嚥
性
肺
炎
に
つ
な
が
る

河
合
塾
、駿
台
、

東
進
、ベ
ネ
ッ
セ

新
課
程
元
年
も
安
全
志
向
な
し　

難
関
大
は
志
望
者
増
で
激
戦
に

こ
ん
な
事
も
あ
ん
な
事
も　

加
齢
人
出
来
事
録

年
末
年
始
に
酷
使
し
た
胃
腸
を
リ
セ
ッ
ト
！

誰
も
が
向
き
合
う
べ
き
社
会
の
課
題

木
工
製
品
を
制
作
す
る
木
地
師
の
挑
戦

在
日
中
国
人
が
惚
れ
込
む
本
場
の
味
を
楽
し
み
つ
く
す
!
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２
０
２
５
年
は
ど
ん
な
年
に

な
る
の
か
。
寺
島
実
郎
氏
（
日

本
総
合
研
究
所
会
長
、
多
摩
大

学
長
）
に
よ
る
弊
誌
恒
例
の
新

年
大
予
測
を
お
届
け
し
た
い
。

　

今
年
も
ロ
ン
ド
ン
・
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
誌
が
年
末
に
発
表
す
る

キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
始
め
た
い
。

ち
な
み
に
24
年
は
、「V

ote-a-
ram
a

（
選
挙
だ
ら
け
の
年
）」

「M
ultipolar disorder

（
複

過
半
数
割
れ
、
石
破
茂
・
少
数

与
党
政
権
が
綱
渡
り
の
よ
う
な

政
権
運
営
を
行
っ
て
い
る
の
は

見
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
ま
さ

に
選
挙
だ
ら
け
の
年
が
複
合
的

無
秩
序
を
も
た
ら
し
、
次
は
ど

う
な
る
か
、
と
い
う
不
透
明
感

の
ま
ま
、
年
越
し
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。そ
し
て
、ロ
ン
ド
ン
・

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
誌
に
よ
る
25
年

の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「T

rum
p, 

technology, and uncertainty

（
ト
ラ
ン
プ
、技
術
、そ
し
て
不
確

実
性
）」「Broader disorder

（
広
が
る
無
秩
序
）」と
な
っ
た
。

ト
ラ
ン
プ
の
再
来
と
Ａ
Ｉ
を
軸

と
し
た
最
先
端
技
術
の
発
展
が

社
会
の
不
確
実
性
を
高
め
て
お

り
、
世
界
は
よ
り
無
秩
序
に
向

け
て
動
く
の
で
は
な
い
か
と
展

望
し
て
い
る
。

　

こ
の
不
透
明
な
時
代
を
ど
う

切
り
取
り
、
ど
う
向
き
合
う
べ

き
か
。
寺
島
氏
に
聞
い
た
。

告
を
発
し
た
（
１
９
６
１
年
１

月
の
大
統
領
退
任
演
説
）
が
、

今
ワ
シ
ン
ト
ン
で
起
き
て
い
る

こ
と
を
、
凝
縮
し
て
表
現
す
る

な
ら
、『
デ
ジ
タ
ル
・
金
融
複

合
体
』
な
る
も
の
が
米
国
の

政
治
を
大
き
く
壟ろ

う

断だ
ん

す
る
構

図
に
入
っ
て
き
て
い
る
」

　
動
乱
必
至
の
顔
ぶ
れ
だ
。

「
不
動
産
業
の
オ
ー
ナ
ー
と

し
て
き
わ
ど
い
経
営
を
し
て

き
た
人
物
が
大
統
領
に
な
っ

「
ト
ラ
ン
プ
再
来
の
米
国
が
、

世
界
の
大
き
な
不
透
明
感
の
中

心
に
い
る
こ
と
だ
け
は
間
違
い

な
い
。
た
だ
、
ト
ラ
ン
プ
政
権

の
陣
容
が
固
ま
り
、
こ
の
政
権

の
基
本
性
格
が
は
っ
き
り
し
て

き
た
。
か
つ
て
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ

ワ
ー
が
、『
軍
産
複
合
体
』
の

存
在
を
指
摘
、
軍
と
産
業
が
組

ん
で
政
治
や
議
会
に
過
剰
な
影

響
力
を
行
使
し
、
米
国
の
命
運

を
決
め
て
し
ま
う
可
能
性
に
警

た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
（
金
融

資
本
主
義
の
総
本
山
）
の
代
理

人
と
も
言
う
べ
き
人
が
財
務
長

官（
ス
コ
ッ
ト・ベ
ッ
セ
ン
ト
）、

反
ワ
ク
チ
ン
主
義
者
が
厚
生
長

官
（
ロ
バ
ー
ト
・
ケ
ネ
デ
ィ
・

Jr
）
に
指
名
さ
れ
て
い
る
。
ヘ

リ
テ
ー
ジ
財
団
が
『
エ
リ
ー
ト

か
ら
の
独
立
』
と
い
う
分
析
を

大
統
領
選
の
総
括
リ
ポ
ー
ト
に

出
し
て
い
る
が
、
ま
さ
に
、
経

済
人
、
産
業
人
が
『
反
エ
リ
ー

ト
主
義
』『
反
知
性
主
義
』
的

大
衆
の
反
逆
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

に
、
こ
れ
ま
で
イ
ン
サ
イ
ダ
ー

と
し
て
ワ
シ
ン
ト
ン
を
支
配
、

食
い
物
に
し
て
き
た
既
成
政
治

家
、
高
級
官
僚
を
一
掃
し
よ
う

と
ト
ラ
ン
プ
現
象
を
引
き
起
こ

合
的
無
秩
序
）」
で
あ
っ
た
。

「
危
機
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー（
民
主

主
義
）」
と
い
う
時
代
の
変
転

を
匂に

お

わ
せ
る
添
え
書
き
が
つ
い

て
い
た
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り

の
展
開
と
な
っ
た
。
世
界
70
カ

国
以
上
で
国
政
選
挙
が
あ
り
、

42
億
人
が
投
票
に
参
加
、
英
国

で
は
14
年
ぶ
り
に
保
守
党
か
ら

労
働
党
政
権
に
交
代
、
フ
ラ
ン

ス
で
は
与
党
が
大
敗
、
右
派
政

党
が
躍
進
し
、
米
国
で
は
、
議

会
襲
撃
事
件
で
黒
幕
視
さ
れ
四

つ
の
刑
事
裁
判
を
抱
え
る
ト
ラ

ン
プ
が
大
統
領
に
再
選
さ
れ

た
。

　

政
変
の
波
動
は
北
東
ア
ジ
ア

に
も
及
ん
だ
。
台
湾
で
１
月
、

韓
国
で
４
月
、
日
本
で
10
月
に

総
選
挙
が
行
わ
れ
、
３
カ
国
と

も
に
軌
を
一
に
し
て
少
数
与
党

政
権
に
転
落
し
た
。
尹ユ

ン
・
錫ソ

ン

悦
ニ
ョ
ル

韓
国
大
統
領
の
突
然
の
「
非
常

戒
厳
」
宣
布
に
始
ま
る
韓
国
政

界
の
一
連
の
混
乱
も
、
背
景
に

そ
れ
が
あ
る
。

　

日
本
も
ま
た
自
公
が
大
き
く

ロンドン・エコノミスト誌の
巻頭を飾ったイーロン・マスク

ト
ラ
ン
プ
を
使
お
う
と
す
る
米
国
の
有
力
者

自立自立し、し、
場場をを築築けけ
ト
ラ
ン
プ
米
国
は
デ
ジ
タ
ル・金
融
複
合
体
に
／
象
徴
イ
ー
ロ
ン・マ
ス
ク

産
業
基
盤
を
再
生
せ
よ 「
医
療・防
災
」「
食
と
農
」「
教
育
」が
三
本
柱



13

し
て
き
た
、
と
の
構
図
が
見
え

て
く
る
」

「
そ
の
象
徴
と
も
い
え
る
の
が

イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
だ
。
ロ
ン

ド
ン
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
誌
の
11

月
23
日
号
の
表
紙
が
わ
か
り
や

す
い
（
別
掲
）。
床
に
座
り
込

ん
で
、
自
動
車
や
ロ
ケ
ッ
ト
の

お
も
ち
ゃ
を
手
に
無
邪
気
に
笑

っ
て
い
る
。『D

isrupter-in-
chief

』、〝
首
席
破
壊
者
〞
と

で
も
い
う
皮
肉
な
タ
イ
ト
ル
付

き
だ
。
産
業
資
本
主
義
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
自
動
車
産
業
で

は
、
テ
ス
ラ
を
起
ち
上
げ
、
Ｅ

Ｖ
化
と
自
動
運
転
化
を
主
導

し
、
情
報
通
信
で
は
『
Ｘ
』（
旧

ツ
イ
ッ
タ
ー
）
を
取
得
、
宇
宙

産
業
で
は
、『
ス
ペ
ー
ス
Ｘ
』

を
事
業
展
開
し
、
衛
星
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
・
ア
ク
セ
ス
・
サ
ー

ビ
ス
『
ス
タ
ー
リ
ン
ク
』
を
保

有
す
る
。
そ
の
マ
ス
ク
が
７
月

に
ト
ラ
ン
プ
支
持
を
打
ち
出

し
、
１
８
０
億
円
を
寄
付
し
、

新
設
さ
れ
る
『
政
府
効
率
化
省

（
Ｄ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
）』
の
ト
ッ
プ
に
就

任
す
る
。
ポ
ス
ト
を
買
っ
た
と

も
見
え
る
構
図
で
動
い
て
い
る

の
が
今
の
米
国
の
政
治
だ
」

　
な
ぜ
マ
ス
ク
は
ト
ラ
ン
プ
に

肩
入
れ
す
る
？

「
デ
ジ
タ
ル
資
本
主
義
の
総
本

山
で
あ
る
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

が
、
二
つ
に
割
れ
た
の
が
、
今

回
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。
シ

リ
コ
ン
バ
レ
ー
は
あ
る
意
味

〝
多
国
籍
軍
〞
だ
っ
た
。
ア
ッ

プ
ル
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ

ズ
は
実
は
シ
リ
ア
系
で
あ
っ

た
、
と
い
う
こ
と
か
ら
も
わ
か

る
よ
う
に
、
中
国
人
で
あ
ろ
う

と
イ
ン
ド
人
で
あ
ろ
う
と
、
そ

の
分
野
の
専
門
性
の
高
い
優
れ

た
人
が
活
躍
で
き
る
場
と
し
て

輝
い
て
き
た
。
当
然
の
こ
と
な

が
ら
移
民
排
斥
に
対
し
て
一
番

敏
感
な
業
界
で
、
民
主
党
支
持

が
従
来
の
立
場
だ
っ
た
。
マ
ス

ク
自
身
も
、
父
親
が
移
民
だ
っ

た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、

南
ア
に
生
ま
れ
、
カ
ナ
ダ
に
移

　

新
年
を
こ
と
ほ
ぐ
余
裕
も
な
い

ほ
ど
の
内
憂
外
患
を
「
全
体
知
の

巨
人
」
が
解
く
。
激
動
に
見
舞
わ

れ
続
け
る
内
政
は
言
わ
ず
も
が
な

だ
が
、
私
た
ち
は
ト
ラ
ン
プ
の
ア

メ
リ
カ
と
ど
う
向
き
合
う
べ
き
な

の
か
？　

寺
島
氏
が
言
う
「
デ
ジ

タ
ル
・
金
融
複
合
体
」と
は
何
か
？　

必
読
の
、
動
乱
２
０
２
５
予
測
。

日本日本はは対米対米
アジアにアジアに足足

倉重篤郎
ニュースニュースニュース
最前線最前線最前線

の

寺
島
実
郎

寺
島
実
郎
のの
動
乱
２
０
２
５
予
測

動
乱
２
０
２
５
予
測

「
全
体
知
」の
思
索
者

石破首相は石破首相は
古い自民党を脱し古い自民党を脱し、、
10年先への重い発言を10年先への重い発言を

てらしま・じつろう　1947年生まれ。日本総合研究所会長。
世界的視点で日本の針路について重要な問題提起を行ってきた
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住
、
米
国
籍
も
取
っ
た
三
重
国

籍
者
だ
。
こ
の
人
が
な
ぜ
ト
ラ

ン
プ
を
支
持
し
た
か
だ
」

「
私
自
身
、
こ
の
３
、
４
年
米

国
を
定
点
観
測
す
る
中
で
、
米

経
済
人
が
『
寺
島
さ
ん
、
そ
う

は
言
う
け
れ
ど
、
ト
ラ
ン
プ
も

そ
ん
な
に
悪
く
な
い
で
す
よ
』

と
、
ハ
リ
ス
の
よ
う
な
富
裕
層

課
税
強
化
で
は
な
く
、
隠
れ
ト

ラ
ン
プ
的
に
、
規
制
緩
和
や
減

税
を
支
持
し
て
い
る
と
い
う
変

化
を
薄
々
感
じ
始
め
て
い
た
。

も
っ
と
踏
み
込
ん
で
言
う
と
、

ト
ラ
ン
プ
が
自
己
中
心
的
で
、

自
己
利
益
最
大
化
を
図
っ
て
、

自
分
の
周
り
に
気
に
入
っ
た
人

だ
け
を
登
用
し
て
い
る
、
と
い

う
構
図
で
は
な
く
、
逆
に
、
ト

ラ
ン
プ
を
パ
ペ
ッ
ト
（
操
り
人

形
）
と
し
て
使
お
う
と
し
て
い

る
連
中
が
彼
を
大
統
領
に
押
し

立
て
た
構
図
に
見
え
る
」

　
ト
ラ
ン
プ・パ
ペ
ッ
ト
論
だ
。

「
私
は
１
９
８
０
年
代
の
終
わ

り
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
４

年
、
そ
の
後
６
年
間
ワ
シ
ン
ト

ン
に
い
た
が
、
そ
の
４
年
間
の

う
ち
、
ト
ラ
ン
プ
と
あ
る
会
合

で
同
席
し
た
。
彼
が
プ
ラ
ザ
・

ホ
テ
ル
の
買
収
な
ど
で
若
き
不

動
産
王
と
し
て
の
し
上
が
っ
て

き
た
時
だ
。
ち
ょ
う
ど
日
本
が

バ
ブ
ル
最
盛
期
で
、
米
本
土
を

買
い
占
め
ん
と
ば
か
り
の
勢
い

の
時
、
日
本
の
銀
行
に
金
を
借

り
に
来
て
い
た
ト
ラ
ン
プ
の
、

『
な
ぜ
敗
戦
国
の
相
手
に
頭
下

げ
て
金
を
借
り
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ん
だ
』
と
い
う
憤
然
と
し

た
雰
囲
気
と
、
挑
み
か
か
る
ガ

ッ
ツ
を
漂
わ
せ
て
い
た
の
を
覚

え
て
い
る
。
あ
れ
か
ら
30
年
、

そ
う
い
う
オ
ー
ラ
が
今
の
ト
ラ

ン
プ
に
は
全
く
感
じ
ら
れ
な

い
。
自
分
に
言
い
寄
っ
て
く
る

人
た
ち
だ
け
を
信
用
す
る
、
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
欠
け
た
リ
ー
ダ
ー

に
な
り
か
け
て
い
る
、
と
感
じ

る
」

　
マ
ス
ク
の
狙
い
は
何
？

「
ポ
イ
ン
ト
は
デ
ジ
タ
ル
分
野

に
対
し
て
世
界
で
逆
風
が
吹
い

て
い
る
こ
と
だ
。
ブ
ラ
ジ
ル
で

は
偽
情
報
拡
散
の
ア
カ
ウ
ン
ト

規
制
に
応
じ
ず
、
８
月
に
国
内

で
の
『
Ｘ
』
の
サ
ー
ビ
ス
停
止

を
最
高
裁
か
ら
命
令
さ
れ
た
。

そ
の
後
豪
州
で
は
16
歳
未
満
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
を
禁
止
し
た
（
11

月
に
国
会
で
法
案
可
決
）
し
、

欧
州
で
は
デ
ジ
タ
ル
課
税
圧
力

が
強
ま
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う

各
国
の
規
制
強
化
に
対
し
マ
ス

製
兵
器
の
『
爆
買
い
』
な
ど
、

日
米
安
保
体
制
の
固
定
化
を
も

っ
て
自
分
た
ち
の
飯
の
タ
ネ
に

し
て
き
た
ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ン
ド

ラ
ー
と
い
う
人
た
ち
が
、
新
政

権
で
は
相
手
に
さ
れ
ず
、
消
え

て
い
く
こ
と
だ
。
そ
れ
は
あ
る

面
で
は
、
日
本
が
米
国
と
正
対

す
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
」

　
ど
う
切
り
替
え
る
か
？

「
外
交
・
安
保
に
つ
い
て
は
、

米
国
へ
の
過
剰
期
待
、
過
剰
依

存
体
質
か
ら
脱
却
、
日
本
自
身

が
ア
ジ
ア
に
し
っ
か
り
と
足
場

を
つ
く
り
、
米
国
を
孤
立
さ
せ

な
い
よ
う
ア
ジ
ア
の
国
々
を
ど

う
引
っ
張
っ
て
い
く
か
、
そ
の

構
想
を
ど
う
示
す
か
が
問
わ
れ

て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
の
『
米
国
離
れ
』

が
顕
著
に
な
り
始
め
て
い
る
。

必
要
な
の
は
多
国
間
の
貿
易
の

仕
組
み
で
あ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太

平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協

定
）
加
盟
拡
大
や
、
ア
ジ
ア
の

安
全
保
障
に
関
す
る
多
国
間
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
形
成
だ
」

　
対
米
過
剰
依
存
ど
う
解
消
？

ク
が
、
企
業
と
し
て
立
ち
向
か

う
よ
り
ト
ラ
ン
プ
に
擦
り
寄
り
、

『
Ｕ
Ｓ
Ａ
』
と
い
う
マ
ー
ク
を

背
負
っ
て
米
政
府
と
一
体
に
な

っ
て
向
き
合
っ
た
方
が
有
利
だ

と
判
断
し
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
る
」

「
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
い
つ

の
間
に
か
こ
の
男
は
ウ
ォ
ー
ル

ス
ト
リ
ー
ト
に
ま
で
食
い
こ

み
、
金
融
資
本
主
義
の
次
世
代

バ
ー
ジ
ョ
ン
と
も
い
え
る
仮
想

通
貨
の
世
界
に
踏
み
込
ん
だ
。

『
Ｄ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
』
と
い
う
彼
が
ト

ッ
プ
を
務
め
る
新
組
織
名
は
奇く

し
く
も
、
彼
が
育
て
よ
う
と
し

て
い
る
仮
想
通
貨
の
世
界
の
キ

ー
ワ
ー
ド
で
も
あ
る
（
ド
ー
ジ

コ
イ
ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ミ

ー
ム
か
ら
誕
生
し
た
暗
号
資

産
）。
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の
人

た
ち
も
、
仮
想
通
貨
の
世
界
に

生
き
て
い
る
人
た
ち
も
、
マ
ス

ク
同
様
、
短
絡
的
な
ト
ラ
ン
プ

を
お
だ
て
、
有
利
に
使
っ
た
方

が
い
い
と
い
う
判
断
だ
。
ワ
シ

ン
ト
ン
は
い
つ
の
間
に
か
、
デ

ジ
タ
ル
・
金
融
複
合
体
に
グ
リ

ッ
プ
さ
れ
始
め
て
い
る
と
も
言

え
る
。『
ト
ラ
ン
プ
２
・
０
（
ト

ラ
ン
プ
２
期
目
）』
を
理
解
す

る
時
に
、
こ
れ
を
視
界
に
入
れ

て
お
く
べ
き
だ
と
い
う
の
が
、

10
年
の
米
国
体
験
と
、
そ
の
後

四
半
世
紀
米
国
と
向
き
合
っ
て

き
た
私
の
見
方
だ
。
こ
の
米
国

と
ど
う
向
き
合
う
の
か
が
、
今

年
の
日
本
の
最
大
の
課
題
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
」

「
た
だ
、
ト
ラ
ン
プ
２
・
０
に

は
、ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
面
も
あ
る
。

集
団
的
自
衛
権
行
使
解
禁
や
米

石
橋
湛
山
に
ア
ジ
ア
と
の
連
携
を
学
べ
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「
米
国
と
の
関
係
の
再
設
計
が

必
要
だ
。
そ
れ
は
反
米
で
も
反

安
保
と
い
う
次
元
で
の
話
で
も

な
く
、
敗
戦
後
80
年
が
経
過
し

て
も
外
国
軍
隊
を
受
け
容い

れ
て

い
る
日
本
の
〝
保
護
領
〞
的
異

常
さ
を
解
消
、
令
和
の
条
約
改

正
と
も
言
う
べ
き
措
置
と
し

て
、
青
森
か
ら
沖
縄
ま
で
の
す

べ
て
の
米
軍
基
地
・
施
設
を
日

米
協
議
の
テ
ー
ブ
ル
に
載
せ
、

東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
に
と
っ

て
の
重
要
性
（
抑
止
力
）
を
精

査
、
選
別
す
る
こ
と
で
、
米
軍

の
基
地
・
施
設
全
体
を
段
階
的

に
縮
小
す
べ
き
だ
。
地
位
協
定

改
定
も
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
れ

が
、
戦
後
踏
み
固
め
て
き
た
日

米
同
盟
を
こ
の
局
面
で
進
化
さ

せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
」

「
特
に
強
調
し
た
い
の
は
、『
拡

大
抑
止
』
と
い
う
核
政
策
の
見

直
し
だ
。
岸
田
文
雄
政
権
の
頃

か
ら
、
単
に
米
国
の
核
の
傘
の

下
で
守
ら
れ
る
、
と
い
う
だ
け

で
は
な
く
、
核
の
共
同
管
理
と

い
う
枠
組
み
で
、『
日
本
側
も

よ
り
責
任
あ
る
形
で
コ
ミ
ッ
ト

す
べ
き
だ
』
と
い
う
こ
と
が
、

米
側
か
ら
持
ち
か
け
ら
れ
て
い

る
。
先
の
日
米
安
保
協
議
で
も

拡
大
抑
止
に
関
す
る
議
論
が
閣

僚
級
に
格
上
げ
さ
れ
た
。
だ
が

冷
静
に
見
れ
ば
、
核
の
共
同
管

理
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
の
実

質
的
な
核
装
備
で
あ
り
、
唯
一

の
被
爆
国
と
し
て
そ
こ
ま
で
日

本
が
関
与
す
る
の
か
、
と
い
う

問
題
だ
。
今
日
本
と
し
て
や
れ

る
範
囲
内
の
こ
と
を
考
え
た
な

ら
ば
、
例
え
ば
被
団
協
の
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
受
賞
を
契
機
に
、

核
兵
器
禁
止
条
約
に
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
参
加
し
、
中
で
も
条
約
第

６
条
（
被
害
者
援
助
と
環
境
修

復
）
に
つ
い
て
参
画
、
貢
献
し

て
い
く
な
ど
の
動
き
を
と
る
べ

き
で
は
な
い
の
か
」

「
今
か
ら
１
０
０
年
前
の
１
９

２
０
年
代
、
大
日
本
主
義
の
大

合
唱
で
帝
国
主
義
が
吹
き
荒
れ

て
い
る
さ
な
か
、石
橋
湛
山
は
、

領
土
拡
大
主
義
の
経
済
的
非
合

理
性
や
、
植
民
地
政
策
の
持
続

不
能
性
に
着
目
、
自
由
交
易
を

拡
大
す
る
小
日
本
主
義
を
訴
え

た
。
結
果
的
に
そ
の
路
線
が
正

し
い
こ
と
は
戦
後
に
な
っ
て
わ

か
っ
た
が
、
今
ま
た
21
世
紀
未

来
圏
に
向
け
て
、
日
本
を
真
に

再
生
す
る
構
想
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
湛
山
は
当
時
『
弱
小
国

を
新
た
な
産
業
基
盤
に
据
え
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」

　
少
数
与
党
政
局
ど
う
み
る
？

「
自
民
党
と
い
う
コ
ッ
プ
の
中

の
嵐
で
言
う
と
、
昨
年
の
総
選

挙
の
結
果
、『
右
』の
部
分
が
削そ

ぎ
落
さ
れ
、
石
破
氏
に
対
し
退

陣
を
迫
る
よ
う
な
勢
い
が
な
い
。

立
憲
民
主
党
は
、
議
席
は
増
え

た
が
敵
失
に
よ
る
膨
張
で
あ
っ

て
、
国
民
が
そ
の
政
策
に
深
く

共
鳴
し
て
増
え
た
も
の
で
は
決

し
て
な
い
。
国
民
民
主
党
な
ど

中
間
野
党
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の

競
い
合
い
が
始
ま
っ
て
い
る
様

相
で
、
政
治
に
重
要
な
の
は
、

こ
と
の
軽
重
、
優
先
順
位
の
判

断
だ
。『
１
０
３
万
円
の
壁
』

突
破
と
い
う
議
論
も
結
構
だ

が
、
で
は
こ
の
国
の
分
配
の
基

軸
を
全
体
と
し
て
ど
う
変
え
る

か
と
い
う
議
論
こ
そ
望
み
た
い
」

　
石
破
氏
へ
の
助
言
は
？

「
目
先
の
政
策
課
題
を
こ
な
し

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、

『
古
い
自
民
党
』
に
羽
交
い
締

め
に
あ
っ
て
い
る
、
と
の
印
象

だ
が
、責
任
あ
る
立
場
と
し
て
、

10
年
、
20
年
先
の
日
本
を
徹
底

的
に
考
え
抜
い
て
、
じ
わ
り
と

重
心
の
低
い
発
信
を
始
め
て
い

け
る
か
ど
う
か
。
未
来
を
拓ひ

ら

く

宰
相
に
な
れ
る
か
ど
う
か
、
年

初
は
そ
の
岐
路
に
な
る
の
で
は

な
い
か
」◇　

　
　

◇

　

寺
島
氏
が
、
先
に
出
版
し
た

『
21
世
紀
未
来
圏　

日
本
再
生

の
構
想
』（
岩
波
書
店　

24
年

５
月
）
で
、
日
本
の
進
む
べ
き

道
筋
を
湛
山
流
に
示
し
た
こ
と

は
、
当
欄
で
も
紹
介
し
た
。
石

破
氏
は
寺
島
書
を
熟
読
玩
味
、

表
紙
が
す
り
減
る
ま
で
持
ち
歩

い
て
い
る
、
と
い
う
。
そ
の
味

が
ジ
ワ
リ
染
み
出
て
く
る
か
。

と
の
連
携
』
と
い
う
言
葉
を
使

っ
た
が
、
現
代
に
お
い
て
は
成

長
著
し
い
ア
ジ
ア
と
の
連
携
を

ど
う
す
る
か
が
日
本
に
と
っ
て

の
サ
バ
イ
バ
ル
フ
ァ
ク
タ
ー
に

な
っ
て
き
て
い
る
」

　
経
済
政
策
は
ど
う
か
？

「『
半
導
体
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

だ
け
で
経
済
が
蘇

よ
み
が
え
る
の
か
』

と
い
う
問
い
か
け
に
き
ち
ん
と

答
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
呪
縛
を
断
ち
切

り
、
中
央
銀
行
（
日
銀
）
の
政

治
利
用
を
や
め
、
緩
み
切
っ
た

財
政
規
律
を
取
り
戻
す
べ
く
、

長
期
的
、
現
実
的
な
財
政
再
建

計
画
を
明
示
す
る
。『
も
の
づ

く
り
国
家
日
本
』
と
い
う
固
定

観
念
を
柔
ら
か
く
見
直
し
、
日

本
の
未
来
産
業
の
基
軸
に
『
医

療
・
防
災
』
と
『
食
と
農
』『
教

育
（
人
材
育
成
）』
を
据
え
、

戦
後
の
日
本
が
蓄
積
し
て
き
た

産
業
技
術
基
盤
を
吸
収
・
活
用

し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
重
点
分
野

石
破
氏
は
未
来
を
拓
く
宰
相
に
な
れ
る
か

倉重篤郎
ニュースニュースニュース
最前線

の 「全体知」の思索者・寺島実郎の動乱2025予測
日本は対米自立し、アジアに足場を築け
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夏の衆参ダブル選、、

政局の「乱」
　

年
末
に
放
送
さ
れ
る
恒
例
の

１
年
を
振
り
返
る
テ
レ
ビ
熊
本

の
報
道
特
別
番
組
に
、
毎
年
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
呼
ん
で

い
た
だ
い
て
い
る
。
新
し
い
年

が
ど
ん
な
年
に
な
る
か
を
漢
字

一
字
で
表
現
す
る
コ
ー
ナ
ー
。

２
０
２
５
年
に
つ
い
て
、
私
は

迷
わ
ず
「
乱
」
と
フ
リ
ッ
プ
に

書
い
た
。
す
る
と
キ
ャ
ス
タ
ー

か
ら
突
っ
込
ま
れ
た
。

「
確
か
去
年
も
『
乱
』
で
し
た

よ
ね
」

　

恥
ず
か
し
な
が
ら
す
っ
か
り

忘
れ
て
い
た
。
24
年
は
、
岸
田

文
雄
政
権
は
支
持
率
が
底
辺
を

這は

い
、
裏
金
問
題
を
払ふ

っ

拭し
ょ
く
で

き
ず
に
退
陣
。
石
破
茂
政
権
が

誕
生
す
る
も
、
衆
院
選
で
自
民

党
・
公
明
党
の
与
党
過
半
数
割

れ
。
私
の
予
測
通
り
、
政
治
は

乱
れ
に
乱
れ
た
。
で
は
、
新
し

い
年
25
年
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

少
数
与
党
で
予
算
案
や
法
案

採
決
も
ま
ま
な
ら
な
い
、
夏
に

は
参
院
選
や
首
都
決
戦
の
東
京

都
議
選
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
さ
ら
に
政

治
の
流
れ
を
変
え
、
ア
メ
リ
カ

の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
就
任
で
国

際
情
勢
は
大
き
く
変
わ
り
、
日

本
も
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
…
…
。

や
は
り
「
乱
」
が
続
く
と
断
言

で
き
る
。

　

少
数
与
党
の
国
会
運
営
の
最

初
で
最
大
の
ヤ
マ
は
、
２
月
か

ら
３
月
に
か
け
て
だ
と
自
公
の

幹
部
は
口
を
揃そ

ろ

え
る
。

「
衆
院
で
新
年
度
予
算
の
採
決

が
行
わ
れ
る
。
自
公
で
過
半
数

が
な
い
の
だ
か
ら
、
通
す
た
め

に
は
野
党
の
賛
成
が
必
要
。
ど

の
党
に
協
力
を
求
め
る
か
。
党

を
超
え
て
一
本
釣
り
で
い
く
の

か
」（
自
民
党
幹
部
）

　

自
公
が
現
在
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
て
い
る
の
が
、
国
民
民
主
党

と
日
本
維
新
の
会
だ
。
昨
年
の

衆
院
選
後
か
ら
、
国
民
民
主
は

納
税
が
生
じ
る
年
収
１
０
３
万

円
の
壁
に
つ
い
て
、
上
限
を
１

７
８
万
円
に
し
て
「（
特
に
若

者
の
）
手
取
り
を
増
や
す
」
と

自
公
に
迫
っ
て
き
た
。

　

自
公
国
３
党
の
個
別
会
談
で

議
論
は
始
ま
っ
た
も
の
の
、
自

公
両
党
は
新
年
度
の
税
制
改
正

大
綱
に
は
１
２
３
万
円
と
明

記
。
こ
れ
に
国
民
民
主
が
強
く

反
発
し
、
３
党
の
幹
事
長
会
談

で
１
７
８
万
円
を
目
指
し
て
継

続
協
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

国
民
民
主
は
、
こ
の
壁
の
要
求

を
自
公
が
の
む
な
ら
、
新
年
度

予
算
案
へ
の
賛
成
も
あ
る
と
し

て
い
る
。

　

２
０
２
５
年
の
「
政
局
」
は
、
波
乱
含
み
だ
。
少
数
与

党
は
、新
年
度
予
算
案
を
ど
う
や
っ
て
成
立
さ
せ
る
の
か
。

夏
の
参
院
選
と
同
じ
日
に
衆
院
解
散
・
総
選
挙
を
行
う「
衆

参
ダ
ブ
ル
選
挙
」
も
さ
さ
や
か
れ
る
。
そ
ん
な
中
、
石
破

茂
首
相
が
鈴
木
哲
夫
氏
の
単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
た
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

 

鈴
木
哲
夫

内内閣閣不信任不信任 石
破
首
相
が

単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

語語
っっ
た
こ
と

た
こ
と

すずき・てつお　1958年生まれ。ジャーナリスト。テレビ西日本、フジ
テレビ政治部、日本ＢＳ放送報道局長などを経てフリー。豊富な政治家
人脈で永田町の舞台裏を描く。テレビ・ラジオのコメンテーターとして
も活躍。近著『くまモン知事』『石破茂の「頭の中」』『シン・防災論』
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０
０
％
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、

教
育
無
償
化
の
方
が
許
容
で
き

る
か
。
た
だ
、
野
党
ペ
ー
ス
が

過
ぎ
る
と
、
党
内
か
ら
『
な
ん

で
そ
ん
な
に
妥
協
す
る
ん
だ
』

と
反
発
は
出
る
」

　

一
方
の
国
民
民
主
と
維
新
。

政
策
実
現
の
た
め
に
、「
各
論

で
是
々
非
々
交
渉
し
、
与
党
と

部
分
連
合
的
に
政
策
を
実
現
す

る
新
し
い
形
」（
国
民
民
主
議

員
）
と
話
す
が
、
維
新
幹
部
の

一
人
は
「
こ
の
交
渉
は
諸も

ろ

刃は

の

剣
」
と
し
て
、
こ
う
続
け
る
。

「
夏
に
参
院
選
が
あ
る
。
予
算

案
全
体
に
賛
成
す
る
と
与
党
の

レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
、
参
院
選

で
自
公
と
の
対
決
姿
勢
が
薄
れ

て
し
ま
う
」

　

参
院
選
前
の
注
目
は
、
内
閣

不
信
任
案
だ
。
閣
僚
経
験
の
あ

る
自
民
ベ
テ
ラ
ン
は
こ
う
話

す
。

「
立
憲
民
主
党
は
参
院
選
を
前

に
必
ず
全
面
対
決
姿
勢
に
な

り
、
内
閣
不
信
任
案
を
出
す
可

能
性
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
自

　

維
新
は
「
教
育
無
償
化
」
に

つ
い
て
、
新
年
度
の
予
算
化
を

自
公
に
求
め
て
い
る
。
24
年
12

月
に
維
新
の
代
表
に
な
っ
た
吉

村
洋
文
大
阪
府
知
事
は
、
独
自

に
大
阪
府
で
高
校
授
業
料
の
無

償
化
を
実
現
し
て
お
り
、「
無

償
化
を
全
国
に
展
開
す
る
こ
と

で
国
政
政
党
の
代
表
と
し
て
の

ア
ピ
ー
ル
に
な
る
」（
維
新
衆

院
議
員
）。
予
算
は
、
６
０
０

０
億
円
で
実
現
可
能
と
試
算
。

新
年
度
か
ら
の
実
施
に
つ
い
て

自
公
と
議
論
を
続
け
る
。
維
新

は
新
年
度
予
算
案
へ
の
賛
成
を

チ
ラ
つ
か
せ
な
が
ら
、
教
育
無

償
化
を
目
指
す
。

　

自
民
は
ど
の
野
党
と
組
む
か

天て
ん

秤び
ん

に
か
け
る
と
同
時
に
、
野

党
の
分
断
も
狙
う
。
野
党
側
は

し
た
た
か
に
目
玉
政
策
を
通
す
、

と
い
う
構
図
だ
。
し
か
し
、
こ

と
は
そ
う
簡
単
に
は
い
か
な
い
。

ま
ず
は
自
民
側
。
岸
田
元
首
相

に
近
い
自
民
党
ベ
テ
ラ
ン
議
員

が
言
う
。

「
１
０
３
万
円
の
問
題
は
、
税

収
や
税
制
に
直
結
す
る
の
で
１

公
で
粛
々
と
否
決
だ
っ
た
が
、

今
は
少
数
与
党
。
単
純
に
数
で

見
る
と
可
決
し
て
し
ま
う
。
維

新
や
国
民
民
主
は
ど
う
す
る
の

か
。
い
く
ら
政
策
的
に
自
公
と

部
分
連
合
と
い
っ
て
も
、
参
院

選
直
前
に
不
信
任
案
を
否
決
し

て
、
自
公
に
手
を
貸
す
わ
け
に

は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
野
党
全

体
の
踏
み
絵
に
も
な
る
」

　

日
米
外
交
に
つ
い
て
の
姿
勢

も
明
か
し
た
。

「
外
交
と
い
う
の
は
お
互
い
に

利
益
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
だ
。
ト
ラ
ン
プ

次
期
大
統
領
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

だ
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
こ
に

通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
思
う
。

意
外
に
議
論
で
き
る
と
思
っ
て

い
る
」

　

そ
し
て
、
一
時
影
を
潜
め
た

「
石
破
ら
し
さ
」
を
問
う
と
、

本
音
と
姿
勢
を
語
っ
た
。

「
日
米
地
位
協
定
の
見
直
し
や

ア
ジ
ア
版
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
、
も
ち

ろ
ん
や
り
た
い
。
で
も
自
民
党

総
裁
選
で
圧
勝
だ
っ
た
わ
け
で

は
な
く
、
党
内
基
盤
も
弱
い
。

そ
の
中
で
実
現
し
て
い
く
た
め

に
は
、
閣
僚
や
党
幹
部
た
ち
に

任
せ
な
が
ら
、
そ
し
て
議
論
し

な
が
ら
、
世
論
に
支
持
し
て
も

ら
い
な
が
ら
、
一
つ
一
つ
実
現

し
て
い
く
し
か
な
い
。
ら
し
さ

や
理
想
が
な
け
れ
ば
、
政
治
家

の
意
味
は
な
い
。
一
つ
一
つ
、

一
日
一
日
を
や
っ
て
い
く
姿
勢

で
臨
み
た
い
」

　
一
方
の
石
破
首
相
サ
イ
ド
は
。

「
可
決
さ
れ
た
ら
総
辞
職
な
ん

か
し
な
い
。
衆
院
解
散
で
衆
参

ダ
ブ
ル
選
挙
だ
。そ
う
な
る
と
、

野
党
に
と
っ
て
衆
院
選
は
そ
う

簡
単
に
勝
て
る
か
ど
う
か
わ
か

ら
な
い
。
立
憲
は
解
散
覚
悟
で

不
信
任
案
を
出
せ
る
の
か
」

（
同
・
自
民
ベ
テ
ラ
ン
）

　

昨
年
末
、
Ｂ
Ｓ
11
の
番
組
で

石
破
首
相
に
単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
し
た
。
25
年
、
困
難
を
極
め

る
国
会
運
営
に
ど
う
立
ち
向
か

う
の
か
。

「
少
数
与
党
だ
け
に
、
通
常
国

会
は
臨
時
国
会
の
何
倍
も
の
ス

ケ
ー
ル
に
な
る
。
野
党
に
対
し

て
丁
寧
に
、
し
か
し
、
そ
れ
以

上
に
世
論
に
対
し
て
き
ち
ん
と

説
明
し
て
、
そ
れ
も
あ
り
か
な

と
納
得
し
て
も
ら
う
こ
と
が
も

っ
と
大
事
だ
」（
石
破
首
相
、

以
下
同
）

　

そ
し
て
、
過
去
の
経
験
を
挙

げ
た
。

「
防
衛
相
時
代
に
、
有
事
法
制

や
イ
ラ
ク
派
遣
、
イ
ン
ド
洋
給

油
な
ど
で
反
対
論
が
国
民
に
相

当
あ
っ
た
。
で
も
国
会
で
丁
寧

に
丁
寧
に
説
明
し
て
議
論
し
、

最
後
は
修
正
案
に
し
て
通
っ
た
。

あ
の
と
き
の
熟
議
で
、
国
民
世

論
が
『
ま
あ
そ
れ
も
あ
り
か
』

と
半
数
を
超
え
る
方
々
が
理
解

し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か

ら
、
野
党
も
巻
き
込
ん
で
法
案

が
通
っ
た
。
い
ま
は
、
あ
の
経

験
と
同
じ
。
世
論
に
向
け
て
し

っ
か
り
説
明
し
て
、
予
算
や
法

律
を
成
立
さ
せ
て
い
き
た
い
」

「
一
つ
一
つ
実
現
し
て
い
く
し
か
な
い
」
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「
声
は
熱
を
伝
え
ら
れ
ま
す
か

ら
、
映
像
で
騙だ

ま

せ
な
い〝
地
〞が

出
る
真
剣
勝
負
な
ん
で
す
よ
ね
」

　

そ
う
語
る
の
は
自
民
党
の
細

野
豪
志
衆
院
議
員
だ
。
国
会
議

員
を
25
年
近
く
務
め
、
閣
僚
も

経
験
し
た
細
野
氏
。
Ｘ
（
旧
ツ

イ
ッ
タ
ー
）
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数

は
13
万
と
、
国
会
議
員
の
中
で

も
数
が
多
い
。

　

そ
ん
な
細
野
氏
が
こ
こ
数

年
、
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
が
音
声
配
信
ア
プ
リ
「
Ｖ
ｏ

ｉ
ｃ
ｙ
（
ボ
イ
シ
ー
）」。
審
査

を
通
過
し
た
人
が
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
ー
に
な
れ
る
音
声
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
で
、
会
員
登
録
者

数
は
２
３
０
万
人
、
チ
ャ
ン
ネ

ル
数
は
２
０
０
０
に
及
ぶ
。

　

23
年
か
ら
「
細
野
豪
志
の
今

日
も
元
気
に
！
」
と
い
う
毎
朝

　
東
京
都
知
事
選
で
の「
石
丸
現

象
」や
衆
院
選
で
の
国
民
民
主
党

の
躍
進
、兵
庫
県
知
事
選
に
お
け

る
斎
藤
元
彦
知
事
の
再
選
な
ど
、

選
挙
の
勝
敗
を
決
め
る
大
き
な

要
因
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
欠
か
せ

な
い
時
代
に
な
っ
た
。そ
ん
な
変

化
の
中
で
、政
治
家
た
ち
は
今
、

ど
の
よ
う
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
用
い
て
、

自
ら
の
主
張
を
伝
え
よ
う
と
模

索
し
て
い
る
の
か
。
３
人
の
国

会
議
員
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

猶
予
は
、
ボ
イ
シ
ー
が
き
っ
か

け
で『
じ
ゃ
あ
や
っ
て
み
よ
う
』

と
動
い
て
み
た
ん
で
す
」

　

ボ
イ
シ
ー
を
始
め
て
約
２
年

が
経
過
し
た
現
在
、
フ
ォ
ロ
ワ

ー
は
８
８
０
０
人
（
12
月
25
日

現
在
）を
超
え
、「
23
年
Ｖ
ｏ
ｉ

ｃ
ｙ
人
気
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｔ
Ｏ
Ｐ

10
」
の
「
専
門
家
」
部
門
で
４

10
分
程
度
の
番
組
で
、
旬
な

政
治
ト
ピ
ッ
ク
を
中
心
に
幅

広
い
テ
ー
マ
を
扱
う
。
子
育

て
や
教
育
に
つ
い
て
発
信
し

て
人
気
を
集
め
る
若
い
世
代

の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
と
対

談
す
る
こ
と
も
。

「
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
多
い
方
は

い
ろ
ん
な
声
を
聞
い
て
い
ま

す
か
ら
、
い
い
機
会
で
す
よ

ね
。
子
ど
も
の
発
達
障
害
や

低
体
重
児
の
子
ど
も
の
就
学

位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
。
選
挙

区
の
静
岡
県
で
も
「
ボ
イ
シ
ー

聞
い
て
い
ま
す
」
と
声
を
か
け

ら
れ
る
こ
と
も
増
え
た
。
ボ
イ

シ
ー
を
続
け
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
、
選
挙
や
知
名
度
ア
ッ
プ

の
た
め
だ
け
で
は
な
い
。

「
ボ
イ
シ
ー
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
を
形
成
で
き
る
と
こ
ろ
が
他

　

２
０
２
４
年
は
政
治
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
関
係
が
注

目
さ
れ
た
年
だ
っ
た
。
果
た
し
て
、
今
後
こ
の

傾
向
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か
。
ラ
イ

タ
ー
で
あ
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
田
原
総
一

朗
氏
と
と
も
に
「
田
原
カ
フ
ェ
」
を
運
営
す
る

田
中
渉
悟
氏
が
、
国
会
議
員
を
直
撃
取
材
し
、

「
政
治
家
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」
の
日
常
を
考
察
し
た
。

専
用
の
マ
イ
ク
で
配
信
を
収
録
す
る
細
野

豪
志
衆
院
議
員

事
務
所
の
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
と
発
信
の
内

容
を
考
え
る
吉
田
晴
美
衆
院
議
員

自
前
の
ス
マ
ホ
で
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を

収
録
す
る
伊
藤
孝
恵
参
院
議
員

ライター

田中渉悟
たなか・しょうご　ライター。1993年生まれ、岡山市出身。
早稲田大在学中に田原総一朗氏が塾頭を務めていた「大隈
塾」で学ぶ。現在はフリーで執筆、哲学対話を行う。田原
氏と若者が語るトークイベント「田原カフェ」も運営

ほその・ごうし　自民党衆院議員（９期）、静岡５区。1971年生まれ、滋賀県出身。京都
大法学部卒。三和総合研究所研究員（現三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング）、衆院
秘書を経て2000年の衆院選で初当選。民主党政権時代に、首相補佐官、環境相などを歴任

自
民
党
・
細
野
豪
志
衆
院
議
員
の
ボ
イ
シ
ー

細野豪志、吉田晴美、伊藤孝恵の
三者三様の戦術に迫る

選挙選挙は〝〝推し活〟〟変わりゆく
「政治家とSNSNS」の日常



19 2025.1.19-26

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
違
い
ま
す
。
Ｘ
は

（
誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
で
）
荒
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
け
ど
、
ボ
イ
シ

ー
は
建
設
的
な
や
り
取
り
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
ね
」

　
細
野
氏
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は
、

熱
心
な
リ
ス
ナ
ー
か
ら
の
コ
メ

ン
ト
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
。
感

情
的
な
批
判
や
人
格
攻
撃
は
な

く
、
あ
く
ま
で
も
政
策
や
意
見

に
つ
い
て
、
落
ち
着
い
て
考
え

を
交
わ
す
場
に
な
っ
て
い
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
リ
ス
ナ
ー
（
月
額

５
０
０
円
）
に
な
る
と
、
限
定

放
送
を
聞
け
る
だ
け
で
な
く
、

リ
ア
ル
で
交
流
す
る
機
会
も
得

ら
れ
る
。
リ
ス
ナ
ー
と
国
会
を

見
学
し
た
り
、
細
野
氏
の
趣
味

で
あ
る
落
語
を
観
に
行
っ
た
り
、

距
離
の
近
さ
も
特
徴
だ
。

　

と
は
い
え
ボ
イ
シ
ー
だ
け
で

は
拡
散
力
に
限
界
が
あ
り
、
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
や
Ｘ
と
の
併
用

は
欠
か
せ
な
い
。
他
の
媒
体
に

も
力
を
入
れ
な
い
と
「
置
い
て

い
か
れ
る
」
と
い
う
危
機
感
が

あ
る
。
細
野
氏
は
、
こ
う
力
を

込
め
た
。

「
今
は
自
民
党
と
い
え
ば
裏
金

の
イ
メ
ー
ジ
が
圧
倒
的
だ
が
、

安
全
保
障
な
ど
政
策
を
し
っ
か

り
勉
強
し
て
い
る
議
員
は
た
く

さ
ん
い
る
ん
で
す
。
そ
う
い
っ

た
面
を
こ
っ
ち
か
ら
積
極
的
に

発
信
し
て
い
か
な
い
と
（
国
民

に
）
ス
ル
ー
さ
れ
て
し
ま
う
」

　

立
憲
民
主
党
の
吉
田
晴
美
衆

院
議
員
は
、
24
年
に
党
の
代
表

選
に
当
選
１
回
で
立
候
補
し
、

大
き
な
話
題
を
集
め
た
。

　

吉
田
氏
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

を
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
と
運
用
し

て
い
る
。
国
会
議
員
に
な
る
前

に
大
学
で
教

き
ょ
う

鞭べ
ん

を
執
っ
て
い
た

経
験
が
あ
り
、
現
在
で
も
事
務

所
に
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
を
受
け

入
れ
て
い
る
ほ
か
、「
吉
田
ゼ
ミ
」

と
題
し
た
自
主
勉
強
会
も
主
宰

し
て
い
る
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

の
発
信
も
そ
の
延
長
線
上
に
あ

り
、
学
生
が
内
容
を
考
え
て
発

信
し
て
い
る
。

「
大
学
で
教
え
て
い
た
時
、
い

ろ
ん
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
学
生
に

さ
せ
て
み
た
ら
、
１
年
後
に
す

ご
く
成
長
し
て
感
動
し
ま
し
た
。

そ
の
時
に
、
若
い
人
た
ち
の
力

を
出
せ
て
い
な
い
の
は
、
大
人

の
責
任
じ
ゃ
な
い
か
と
感
じ
た

ん
で
す
」

　

発
信
の
内
容
は
吉
田
氏
の
政

治
活
動
の
み
な
ら
ず
、「
海
洋

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」「
食
品
ロ
ス
」

「
ギ
ャ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
」と
い
っ
た

テ
ー
マ
を
自
主
的
に
調
べ
、
研

究
発
表
の
よ
う
に
投
稿
す
る
こ

と
も
あ
る
。
ま
た
吉
田
氏
が
料

理
を
つ
く
る
様
子
を
「
は
る
み

ん
キ
ッ
チ
ン
」
と
題
し
て
公
開

も
し
て
い
る
。

「
私
は
割
と
放
任
主
義
な
ん
で

す
が
、『
失
敗
し
て
も
大
丈
夫
。

責
任
は
私
が
取
る
か
ら
』
と
伝

え
て
自
由
に
や
ら
せ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
ち
ゃ
ん
と
応
え
て
く
れ

る
ん
で
す
」

　

若
い
世
代
の
感
性
を
生
か
し

た
発
信
ス
タ
イ
ル
は
、
立
憲
民

主
党
の
代
表
選
で
も
話
題
に
な

っ
た
。「
硬
軟
織
り
交
ぜ
て
い

て
面
白
い
」
と
若
い
記
者
か
ら

感
想
を
も
ら
っ
た
と
い
う
。

　

一
方
で
、
代
表
選
で
は
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
危
険
性
と
可
能
性
の
両
方

を
感
じ
た
。
当
選
１
回
の
１
年

生
議
員
が
立
候
補
す
る
と
い
う

異
例
な
出
来
事
に
対
し
て
、
主

に
Ｘ
で
批
判
的
な
コ
メ
ン
ト
が

多
く
寄
せ
ら
れ
た
の
だ
。

「
代
表
選
に
出
た
こ
と
で
フ
ォ

ロ
ワ
ー
が
増
え
た
一
方
、
否
定

的
な
コ
メ
ン
ト
も
多
く
な
り
、

悲
し
い
で
す
よ
ね
。
私
が
落
ち

込
む
と
応
援
し
て
く
れ
て
い
る

人
た
ち
も
心
配
す
る
の
で
、
な

る
べ
く
見
な
い
よ
う
に
し
て
い

た
ん
で
す
」

　

そ
れ
で
も
、
選
挙
戦
が
進
む

に
つ
れ
て
応
援
の
コ
メ
ン
ト
や

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
増
え
、「
選
挙

初
日
と
は
全
く
違
う
反
応
を
得

ら
れ
た
」
と
振
り
返
る
。

「
当
選
１
回
で
の
立
候
補
は
異

例
で
し
た
が
、
永
田
町
の
慣
習

を
打
ち
破
り
た
い
と
い
う
思
い

に
共
感
し
て
後
押
し
し
て
く
れ

た
人
た
ち
が
い
た
こ
と
が
、
本

当
に
力
に
な
り
ま
し
た
」

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
さ
ま
ざ
ま
な
主
張

が
交
錯
し
て
い
る
空
間
だ
。
同

じ
思
想
信
条
を
持
つ
人
々
が
先

鋭
化
し
た
り
、
対
立
が
激
化
し

た
り
す
る
危
険
性
も
あ
る
。
自

ら
の
政
策
を
一
方
的
に
声
高
に

主
張
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

「
考
え
が
異
な
る
人
を
ど
う
や
っ

て
巻
き
込
む
か
」
も
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
吉
田
氏
は
語
る
。

よしだ・はるみ　立憲民主党衆院議員（２期）、東京８区。1972年生まれ、山形県
出身。立教大文学部卒。英国立バーミンガム大大学院修了。投資会社、証券会社
社員、法相秘書官、神田外語大学特任教授などを経て、2021年の衆院選で初当選

立
憲
民
主
党
・
吉
田
晴
美
衆
院
議
員
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
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「
例
え
ば
、
私
は
原
発
に
頼
ら

な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
そ

の
結
論
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ

ス
を
丁
寧
に
説
明
し
な
い
と
賛

同
は
得
ら
れ
な
い
。
こ
れ
か
ら

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
そ
の
発
信
を
ど

う
や
っ
て
い
く
か
が
問
わ
れ
る

時
代
だ
と
思
い
ま
す
」

家
庭
の
朝
を
リ
ア
ル
に
伝
え
て

い
る
。

「
も
っ
と
重
厚
感
の
あ
る
、
政

治
家
ら
し
い
発
信
を
し
な
さ
い

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
政
治
が
重
々
し
い
か
ら
遠

い
の
で
す
。選
挙
は〝
推
し
活
〞

で
、
演
説
会
は
〝
フ
ァ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
〞
だ
か
ら
楽
し
い
と

友
人
は
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
」

　

伊
藤
氏
の
よ
う
に
子
育
て
を

し
な
が
ら
政
治
家
を
す
る
日
常

を
オ
ー
プ
ン
に
発
信
す
る
こ
と

は
、
永
田
町
の
中
で
は
決
し
て

「
当
た
り
前
」
で
は
な
か
っ
た
。

伊
藤
氏
の
独
創
的
な
発
信
セ
ン

ス
は
、
国
民
民
主
党
の
戦
略
に

も
生
か
さ
れ
て
い
る
。
大
躍
進

し
た
衆
院
選
で
、
伊
藤
氏
は
国

民
民
主
党
の
オ
ン
ラ
イ
ン
戦
略

の
中
心
を
担
っ
た
。

「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ラ
イ
ブ
の

コ
メ
ン
ト
に
『
外
国
人
土
地
取

得
規
制
法
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル

し
た
方
が
い
い
』
と
あ
っ
て
、

地
味
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
つ

つ
も
翌
日
、
政
策
バ
ナ
ー
を
つ

く
っ
て
Ｘ
に
投
稿
し
た
ん
で

す
。
そ
れ
が
も
の
す
ご
い
反
響

で
し
た
」

　

24
年
10
月
の
衆
院
選
期
間

中
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
熱
気
が
、

街
頭
で
の
熱
量
に
つ
な
が
っ
て

い
る
手
ご
た
え
が
あ
っ
た
と
い

う
。
伊
藤
氏
は
、
有
権
者
と
の

双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
可
能
性
を
こ
う
指
摘
す
る
。

「
今
回
の
選
挙
は
オ
ン
ラ
イ
ン

と
オ
フ
ラ
イ
ン
が
完
全
に
シ
ー

ム
レ
ス
に
な
っ
た
初
め
て
の
国

政
選
挙
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
、
私

た
ち
の
目
の
前
に
い
な
い
人
た

ち
の
声
を
ど
う
や
っ
て
集
め
て

政
策
に
す
る
か
が
重
要
に
な
る

は
ず
で
す
」

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
政
治
の
動
向
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な

っ
た
今
、
政
治
家
と
有
権
者
が

よ
り
近
い
距
離
で
、
相
互
に
発

信
し
合
え
る
空
間
が
形
成
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
伝

え
る
側
も
受
け
取
る
側
も
、

「
何
が
正
し
い
の
か
」
と
い
う

「
問
い
」
を
持
ち
続
け
る
こ
と

が
、
大
事
だ
ろ
う
。

が
、
本
当
に
時
代
錯
誤
や
摩ま

訶か

不
思
議
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

そ
れ
で
も
私
に
も
で
き
た
ん
だ

か
ら
、『
あ
な
た
な
ら
絶
対
で

き
る
よ
！　

新
し
い
当
た
り
前

を
一
緒
に
作
ろ
う
よ
！
』
と
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
必
死
に
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
ま
す
」

　

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
政
治
の
舞

を
き
っ
か
け
に
政
治
家

を
志
し
、
当
時
勤
め
て

い
た
リ
ク
ル
ー
ト
の
育

休
中
に
立
候
補
し
た
。

そ
れ
ま
で
政
治
と
は
縁

が
な
く
、
右
も
左
も
分

か
ら
な
い
ま
ま
突
入
し

た
選
挙
戦
で
は
、
１
歳

と
３
歳
の
子
を
抱
っ
こ

し
て
活
動
し
た
こ
と
が

賛
否
両
論
を
呼
ん
だ
。

「
国
会
の
常
識
は
社
会

の
非
常
識
と
言
い
ま
す

　

先
の
衆
院
選
で
大
躍
進
し
た

国
民
民
主
党
。
そ
の
う
ね
り
の

中
心
で
注
目
を
集
め
て
い
る
の

が
、
同
党
の
伊
藤
孝
恵
参
院
議

員
で
あ
る
。

　

21
年
に
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ

ャ
ン
ネ
ル
「
伊
藤
た
か
え
ち
ゃ

ん
ね
る
」
を
開
設
し
、
24
年
10

月
の
衆
院
解
散
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
登
録
者
数
１
万
人
を
達
成
。

そ
こ
か
ら
怒ど

濤と
う

の
勢
い
で
急
増

し
、
翌
11
月
に
は
２
万
人
を
超

え
た
。

「
政
策
解
説
よ
り
も
、
子
育
て

し
な
が
ら
議
員
と
し
て
働
く
日

常
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
あ
り

の
ま
ま
過
ぎ
て
、
カ
ビ
が
生
え

た
ま
な
板
ま
で
映
り
込
ん
で
し

ま
っ
て
い
る
の
は
、
さ
す
が
に

ど
う
か
と
思
い
始
め
ま
し
た
」

　

伊
藤
氏
は
小
学
生
２
人
の
母

で
も
あ
る
。
次
女
の
耳
の
障
害

台
裏
か
ら
家
族
の
様
子
ま
で
オ

ー
プ
ン
に
発
信
し
て
い
る
の
が

特
徴
だ
。
同
党
の
榛し

ん

葉ば

賀か

津づ

也や

幹
事
長
が
、
伊
藤
氏
が
初
当
選

し
た
頃
の
失
敗
談
を
暴
露
し
て

い
る
動
画
は
20
万
回
再
生
。
朝

起
き
て
子
ど
も
た
ち
を
学
校
に

行
か
せ
る
ま
で
の
モ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
テ
ィ
ン
回
で
は
、
子
育
て

国
民
民
主
党
・
伊
藤
孝
恵
参
院
議
員
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

いとう・たかえ　国民民主党参院議員（２期）、愛知県選挙区。1975年生まれ、
名古屋市出身。金城学院大文学部卒。テレビ大阪、資生堂、リクルートを経て、
2016年の参院選で初当選。国民民主党で参院国対委員長などを務める

変わりゆく「政治家とSNS」の日常選選挙は
〝推し活〟〝推し活〟
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私
立
広
島
桜
が
丘
高
校
（
広

島
市
東
区
）
は
２
年
前
、
定
員

割
れ
し
た
。
２
４
０
人
の
定
員

に
対
し
て
、
２
０
２
２
年
度
の

入
学
者
は
２
３
０
人
。し
か
し
、

城
県
水
戸
市
出
身
。
両
親
と
も

に
高
卒
の
家
庭
に
生
ま
れ
た
一

人
っ
子
だ
。
小
学
校
か
ら
成
績

は
優
秀
で
、
茨
城
県
内
有
数
の

進
学
校
で
あ
る
県
立
水
戸
第
一

高
校
に
進
学
。
そ
の
後
、
東
京

大
を
志
望
す
る
も
、
現
役
と
１

浪
の
受
験
で
失
敗
。
２
浪
を
母

親
に
相
談
し
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
猛
省
し
た
。

「『
な
ん
で
あ
な
た
は
大
学
受

験
す
る
の
、な
ん
で
東
大
な
の
』

と
母
親
に
言
わ
れ
た
の
で
す

が
、
そ
れ
ま
で
東
大
を
な
ぜ
受

け
る
の
か
を
考
え
た
こ
と
が
な

か
っ
た
。
プ
ラ
イ
ド
が
高
く
、

見み

栄え

を
張
っ
て
『
東
大
』
と
言

っ
て
い
た
だ
け
で
し
た
」

　

家
庭
環
境
や
金
銭
面
に
苦
労

し
て
大
学
に
進
学
し
た
友
人
ら

の
話
を
聞
く
う
ち
に
、「
教
育

は
生
ま
れ
た
環
境
か
ら
人
生
を

逆
転
す
る
チ
ャ
ン
ス
な
の
に
、

で
き
な
い
人
が
い
る
の
が
お
か

し
い
」
と
感
じ
、
官
僚
や
政
治

家
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　

官
僚
へ
の
登
竜
門
で
あ
る
国

家
総
合
職
試
験
の
合
格
者
を
多

く
輩
出
し
て
い
る
大
学
を
調
べ

る
と
、
東
大
、
早
稲
田
大
、
中

央
大
の
法
学
部
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
三
つ
を
受
け
る
と
決

23
年
度
は
３
２
１
人
、
24
年
度

は
４
４
８
人
と
、
わ
ず
か
２
年

で
入
学
者
を
ほ
ぼ
倍
増
さ
せ
た
。

　

奇
跡
的
な
経
営
改
善
を
成
し

遂
げ
た
立
役
者
が
、
副
校
長
の

桐
原
琢た

く
まさ
ん
（
26
）。
23
年
４

月
に
24
歳
で
就
任
し
て
か
ら
、

定
期
テ
ス
ト
の
廃
止
、
校
訓
・

校
章
の
変
更
、
授
業
に
ｅ
ス
ポ

ー
ツ
を
導
入
、
教
育
課
程
の
変

更
な
ど
、
既
存
の
学
校
の
あ
り

方
は
大
き
く
変
化
し
た
。

「
教
員
や
生
徒
が
自
分
た
ち
で

考
え
、
変
化
し
た
い
と
思
っ
た

こ
と
が
大
き
い
で
す
」

　

そ
う
語
る
桐
原
さ
ん
は
、
茨

　

わ
ず
か
２
年
で
入
学
者
が
倍
増
し
た
広
島
桜
が
丘

高
校
。
そ
の
立
役
者
は
、
26
歳
の
副
校
長
だ
。
就
任

か
ら
２
年
で
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
導
入
や
定
期
テ
ス
ト
廃

止
、
独
自
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
生
徒
自
ら
考
え
る
授
業

な
ど
、
既
存
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
改
革
を
進
め
て

き
た
。
生
徒
が
主
体
的
に
学
ぶ
学
校
像
を
紹
介
す
る
。

中学生と保護者が対象のオープンスクールで中学生と保護者が対象のオープンスクールで
生徒と話す桐原さん（右）生徒と話す桐原さん（右）

広
島
桜
が
丘
高
校
副
校
長
の

広
島
桜
が
丘
高
校
副
校
長
の

桐
原
琢
さ
ん

桐
原
琢
さ
ん

▼▼
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
導
入
、定
期
テ
ス
ト
廃
止

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
導
入
、定
期
テ
ス
ト
廃
止

▼▼
生
徒
の
主
体
性
を
育
む
独
自
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

生
徒
の
主
体
性
を
育
む
独
自
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

▼▼
教
育
改
革
で
全
国
モ
デ
ル
を
目
指
す

教
育
改
革
で
全
国
モ
デ
ル
を
目
指
す

奇跡のV字回復！

広
島
の
私
立
高
校
、定
員
割
れ
か
ら
入
学
者
倍
増
の
理
由

学
校
改
革

学
校
改
革

副
校
長
が
挑
む

26歳歳
２
浪
、東
大

１
点
足
り
ず
不
合
格

濱井正吾
はまい・しょうご　1990年生まれ。教育ジャーナリスト。ニックネームは「９浪はまい」。
９浪目で早稲田大教育学部に入学した。卒業後は教育関連企業に就職し、取材・執筆活
動を始める。競馬好きで、大学時代は競馬サークルに所属した。著書に『浪人回避大全』

教育ジャーナリスト
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め
た
。
全
国
模
試
で
東
大
Ａ
判

定
だ
っ
た
も
の
の
、
最
低
合
格

点
に
１
点
足
り
ず
東
大
は
不
合

格
。
早
稲
田
は
補
欠
合
格
が
繰

り
上
が
ら
ず
、
中
央
大
に
進
学

し
た
。

　

大
学
進
学
後
、
２
浪
目
に
英

作
文
の
添
削
を
し
て
も
ら
っ
た

東
大
医
学
部
の
宇
佐
見
天す

ば
る彗
さ

ん
と
意
気
投
合
し
、「
教
育
の

力
で
地
方
の
教
育
格
差
を
な
く

し
た
い
」
と
、
19
年
に
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
Ｐ
Ａ

Ｓ
Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
」
を
一
緒
に
立

ち
上
げ
た
。
教
育
に
関
す
る
動

画
を
発
信
し
、
現
在
の
登
録
者

数
35
万
人
超
。
そ
の
活
動
を
続

け
る
中
で
、「
今
す
ぐ
に
教
育

現
場
で
や
れ
る
こ
と
を
や
り
た

い
」と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
ん
な
時
、
広
島
桜
が
丘
高
校

か
ら
「
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

を
し
て
み
な
い
か
と
い
う
打
診

を
受
け
た
。

　

桜
が
丘
高
校
は
も
と
も
と
、

学
校
内
に
「
校
内
予
備
校
」
を

展
開
す
る
Ｒ
Ｇ
Ｂ
サ
リ
ヴ
ァ
ン

に
経
営
状
態
を
改
善
す
る
た
め

の
相
談
を
し
て
い
た
。
桐
原
さ

ん
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
Ｒ
Ｇ

Ｂ
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
土
岐
靖
社
長

が
、「
学
校
改
革
と
し
て
『
人

事
的
な
改
革
』
の
目
玉
が
ほ
し

い
。
日
本
の
教
育
を
良
く
し
た

い
と
い
う
使
命
感
が
あ
り
、
熱

量
の
あ
る
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ

は
最
高
の
人
財
」
と
、
桐
原
さ

ん
を
紹
介
し
た
。

　

桐
原
さ
ん
は
大
学
４
年
の
４

月
か
ら
広
島
に
月
２
回
程
度
通

う
よ
う
に
な
り
、
９
月
か
ら
は

週
３
回
通
う
よ
う
に
な
っ
た
。

「
授
業
や
行
事
を
見
学
し
、
先

生
や
生
徒
と
話
し
ま
し
た
。
そ

の
過
程
で
気
づ
い
た
課
題
を
も

と
に
学
校
の
宣
伝
や
変
革
の
方

法
を
提
案
し
た
ら
、
実
践
し
て

み
る
よ
う
に
と
。
す
る
と
、
定

員
割
れ
し
て
い
た
学
校
で
、
定

員
を
81
人
上
回
る
入
学
者
が
あ

っ
た
ん
で
す
」（
桐
原
さ
ん
、

以
下
同
）

　

桜
が
丘
高
校
の
教
員
が
中
学

校
へ
の
営
業
で
学
校
改
革
の
内

容
を
丁
寧
に
説
明
し
た
り
、
入

試
説
明
会
で
土
岐
社
長
と
桐
原

さ
ん
が
登
壇
し
て
学
校
が
変
わ

る
こ
と
を
保
護
者
に
説
明
し
た

り
し
て
、
前
年
度
ま
で
と
は
違

う
学
校
で
あ
る
こ
と
を
地
道
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
っ
た
こ
と
が

大
き
い
と
い
う
。

　

そ
の
成
果
が
評
価
さ
れ
た
桐

原
さ
ん
は
、
大
学
卒
業
後
に
副

校
長
に
就
任
す
る
。
就
任
か
ら

の
１
年
半
で
、
教
員
や
生
徒
た

ち
と
四
つ
の
改
革
を
進
め
た
。

　

一
つ
目
は
生
徒
に
合
わ
せ
た

授
業
ス
タ
イ
ル
の
実
施
。
桐
原

さ
ん
は
普
段
、
公
民
科
の
必
修

科
目「
公
共
」を
教
え
て
い
る
。

教
員
免
許
は
持
っ
て
い
な
い

が
、
広
島
県
か
ら
臨
時
免
許
が

授
与
さ
れ
、
週
10
コ
マ
の
授
業

を
担
当
。
そ
の
授
業
も
、
教
科

書
を
読
ん
で
先
生
が
一
方
的
に

教
え
る
と
い
う
一
般
的
な
ス
タ

イ
ル
で
は
な
い
。

「
校
長
は
『
公
立
で
は
な
い
の

で
、
生
徒
た
ち
一
人
一
人
を
特

別
扱
い
す
る
』
と
言
い
ま
す
。

生
徒
が
や
り
た
い
こ
と
や
好
き

な
こ
と
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
す

る
と
い
う
空
気
が
教
員
に
あ
る

の
で
、
生
徒
が
自
分
で
受
け
た

い
授
業
形
態
を
選
べ
る
よ
う
な

体
制
が
あ
り
ま
す
」

　

以
前
は
、教
員
が
前
に
立
ち
、

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
書
く
一
方

向
型
の
授
業
ス
タ
イ
ル
が
多
か

っ
た
。
そ
の
形
式
は
こ
の
２
年

で
大
き
く
変
化
し
た
。

　

た
と
え
ば
、
授
業
の
初
め
に

「
民
主
主
義
に
つ
い
て
の
ま
と
め

ス
ラ
イ
ド
を
作
り
、
隣
の
人
に

発
表
す
る
」
と
い
う
授
業
の
ゴ

ー
ル
を
設
定
し
た
場
合
、
ス
ラ

イ
ド
を
作
る
た
め
に
生
徒
は
さ

ま
ざ
ま
な
手
段
を
使
う
こ
と
が

で
き
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
オ
ン

ラ
イ
ン
教
材
の「
す
ら
ら
」や「
ス

タ
デ
ィ
サ
プ
リ
」
を
使
用
し
た

り
、講
義
動
画
や
教
科
書
、レ
ベ

ル
別
の
学
習
プ
リ
ン
ト
を
使
っ

た
り
し
て
学
習
す
る
。
多
様
な

方
法
を
生
徒
自
ら
選
択
し
て
学

び
、
授
業
の
終
わ
り
に
隣
の
人

に
説
明
し
、理
解
を
確
認
す
る
。

　

ア
メ
リ
カ
国
立
訓
練
研
究
所

の
研
究
に
よ
る
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
勉
強
方
法
の
中
で
も
、
学
習

し
た
内
容
の
平
均
定
着
率
が
一

番
高
い
の
が
「
他
の
人
に
教
え

る
」
場
合
と
さ
れ
る
。
理
に
か

な
っ
た
授
業
形
式
と
い
え
る

が
、
生
徒
を
取
り
巻
く
時
代
背

景
の
変
化
も
あ
る
と
い
う
。
今

年
度
の
入
学
者
の
１
０
０
人
以

上
が
、
小
中
学
校
で
不
登
校
を

経
験
し
て
い
る
の
だ
。

「
今
の
生
徒
は
、
ネ
ッ
ト
で
調

べ
た
ら
情
報
が
手
に
入
る
時
代

２
年
生
の
探
究
の
授
業
で
は
、「
ピ
タ

ゴ
ラ
ス
イ
ッ
チ
」
を
製
作

教
育
改
革
の

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ

教
員
、生
徒
と
進
め
た

四
つ
の
改
革
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に
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
高
校

に
入
っ
た
ら
変
わ
れ
る
の
で
は

な
い
か
。
そ
ん
な
期
待
を
持
っ

て
来
て
い
ま
す
。
自
分
の
好
き

な
こ
と
を
『
主
体
的
』
に
選
ぶ

こ
と
が
、
学
ぶ
こ
と
に
意
欲
的

に
な
る
秘ひ

訣け
つ

だ
と
思
い
ま
す
」

　

生
徒
た
ち
が
学
校
に
来
た
く

な
る
よ
う
な
「
主
体
的
な
学

び
」。
二
つ
目
の
改
革
と
し
て
、

「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
」
を
授
業
に
導

入
し
た
。「
ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー
グ
」

「
ゴ
ッ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
」「
テ
ト

リ
ス
」
と
い
う
三
つ
の
ゲ
ー
ム

を
使
う
。
毎
日
５
時
間
目
、
週

５
コ
マ
、
１
年
生
の
総
合
的
な

探
究
の
時
間
で
実
施
す
る
中

で
、
学
校
行
事
と
し
て
大
会
も

開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
学
校
で
点
数
化
で
き
な
い
力

で
あ
る
非
認
知
能
力
『
桜
が
丘

６
マ
イ
ン
ド
（
自
信
・
向
上
・

探
究
・
受
容
・
疎
通
・
協
調
）』

を
育
成
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
学
校
の
新
し
い
校

訓
が
『
自
考
自
創
』
で
、『
自

ら
考
え
、
自
ら
（
を
）
創
る
』

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
の
で

す
が
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
授
業
は

そ
の
一
つ
で
す
」

　

ゲ
ー
ム
と
聞
く
と
余
暇
の
時

間
に
思
え
る
授
業
だ
が
、
生
徒

が
企
画
・
設
計
。「
誰
一
人
残

さ
ず
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
決
め
、

操
作
方
法
が
簡
単
な
ゲ
ー
ム
を

選
ん
だ
。
生
徒
が
主
体
的
に
ゼ

ロ
か
ら
授
業
を
創
る
活
動
は
、

「
テ
ト
リ
ス
」
で
何
百
万
点
を

獲
得
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
通

常
の
授
業
で
は
わ
か
ら
な
い
生

徒
の
才
能
の
発
見
も
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
三
つ
目
が
定
期
テ

ス
ト
の
廃
止
だ
。

「
中
間
テ
ス
ト
や
期
末
テ
ス
ト

は
、知
識
が
定
着
し
て
、日
常
生

活
で
使
え
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
も
の
で
す
。
し
か
し
現
状

は
、
直
前
に
集
中
し
て
知
識
を

詰
め
込
ん
で
テ
ス
ト
で
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
を
す
る
た
め
、
覚
え
て

い
る
の
は
そ
の
と
き
だ
け
で
、

す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
う
。
そ
の

難
点
を
ど
う
に
か
し
た
い
と
い

う
危
機
感
が
あ
り
ま
し
た
」

　

定
期
テ
ス
ト
で
成
績
を
評
価

す
る
の
で
は
な
く
、「
単
元
テ

ス
ト
」
３
割
、
リ
ポ
ー
ト
や
発

表
・
プ
レ
ゼ
ン
な
ど
の
「
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
」３
割
、「
単

元
振
り
返
り
」
４
割
と
い
う
総

合
的
に
成
績
を
評
価
す
る
仕
組

み
を
考
案
し
た
。

「
単
元
テ
ス
ト
は
、
定
期
試
験

よ
り
も
実
施
ス
パ
ン
が
短
く
、

ボ
リ
ュ
ー
ム
が
少
な
い
試
験
で

す
。
章
が
終
わ
っ
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
確
認
す
る
テ
ス
ト
を
必
ず

２
〜
３
回
実
施
し
て
、
実
生
活

で
使
え
る
知
識
と
し
て
定
着
さ

せ
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
は
不
十

分
な
の
で
振
り
返
り
も
し
ま

す
。こ
こ
で
も
重
要
な
の
が『
６

マ
イ
ン
ド
』。
ど
の
よ
う
な
場

面
で
六
つ
の
能
力
を
意
識
し
て

学
べ
た
か
を
『
振
り
返
り
シ
ー

ト
』
に
記
入
し
て
、
生
徒
自
身

に
振
り
返
っ
て
も
ら
い
ま
す
」

　

四
つ
目
の
改
革
は
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
変
更
だ
。
桜
が
丘
高

校
は
普
通
科
だ
が
、
国
語
・
数

学
・
英
語
な
ど
教
科
学
習
の
標

準
単
位
数
（
卒
業
要
件
で
履
修

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
単
位

数
）
を
ギ
リ
ギ
リ
に
し
て
、
そ

の
分
、
探
究
の
授
業
や
特
色
あ

る
授
業
を
増
や
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
授
業
の
コ
マ
数
を

減
ら
し
て
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で

毎
日
６
時
間
授
業
に
し
、
今
ま

で
実
施
し
て
い
た
水
曜
日
の
７

時
間
目
の
授
業
や
、
土
曜
日
の

午
前
中
の
授
業
を
廃
止
し
た
。

こ
れ
は
、
生
徒
た
ち
が
学
校
外

で
活
動
す
る
時
間
を
確
保
す
る

狙
い
が
あ
る
。

　

ま
た
、
国
語
・
数
学
・
英
語

な
ど
の
時
間
を
減
ら
し
た
分
、

前
述
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
代
表
さ

れ
る
総
合
的
な
探
究
の
時
間

や
、
自
分
の
将
来
の
夢
を
自
分

で
実
現
さ
せ
る
た
め
の
「
自
考

学
習
」
の
時
間
を
増
や
し
た
。

　

桜
が
丘
高
校
は
、
大
学
進
学

が
３
割
、
専
門
学
校
進
学
が
３

割
、
就
職
が
４
割
と
い
う
環
境

だ
。
桐
原
さ
ん
は
進
路
指
導
に

も
力
を
入
れ
る
。
生
徒
が
「
行

き
た
い
学
校
に
す
る
」「
行
き

た
い
進
路
を
実
現
さ
せ
る
」
こ

と
を
目
指
す
日
々
だ
。

「
日
本
が
好
き
で
、
こ
の
国
の

た
め
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
で
も
今
は
、
経
済
成
長

力
が
下
が
っ
て
、
世
界
的
に
見

て
も
少
し
ず
つ
力
が
落
ち
て
き

て
い
ま
す
。
日
本
の
国
力
を
上

げ
て
い
き
た
い
。
そ
の
根
底
に

は
、
教
育
が
あ
る
。
建
設
業
界

も
飲
食
業
界
も
Ｉ
Ｔ
業
界
に

も
、
人
材
教
育
を
す
る
仕
組
み

は
あ
り
ま
す
。
日
本
の
教
育
の

仕
組
み
自
体
を
広
島
か
ら
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
し
て
、
社
会
の
仕
組

み
を
変
え
て
い
き
た
い
で
す
」

生徒たちがさまざまな道具を持ち寄り、チー
ムで協力しながら作品を完成させていく

総
合
的
に
成
績
を

評
価
す
る
仕
組
み

26歳副校長が挑む学校改革
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『
な
ん
と
か
な
る
よ
！　

と
り

あ
え
ず
酒
で
も
飲
む
か
』
と
励

ま
し
て
く
れ
た
り
、『
お
っ
、

悪
い
も
の
が
つ
い
て
い
る
』
と

私
の
肩
を
払
い
、『
俺
の
口
臭

で
お
前
を
や
っ
つ
け
て
や

る
！
』
と
、
除
霊
の
よ
う
な
お

ま
じ
な
い
を
し
て
く
れ
た
り

（
笑
）。
面
白
く
、
そ
し
て
初
め

て
会
っ
た
時
か
ら
笑
顔
が
と
て

も
素す

敵て
き

な
人
で
し
た
。
周
り
の

人
も
皆
『
桑
木
の
笑
顔
は
人
を

癒
や
す
』
と
言
っ
て
い
た
の
で

す
。
私
は
そ
ん
な
主
人
の
笑
顔

に
近
づ
き
た
い
と
思
い
な
が

ら
、
丸
二
十
二
年
間
の
結
婚
生

活
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
」

　

だ
が
一
度
だ
け
桑
木
さ
ん
の

笑
顔
が
消
え
た
時
が
あ
っ
た
そ

う
だ
。

「
当
時
、
体
調
が
悪
い
の
か
な

と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
彼

が
出
勤
し
た
後
、
鏡
に
映
る
自

分
を
見
て
、
私
自
身
の
笑
顔
が

な
い
の
が
原
因
か
も
し
れ
な
い

と
思
い
当
た
っ
た
ん
で
す
。
だ

か
ら
そ
の
日
、
全
開
の
笑
顔
で

『
お
か
え
り
！
』
と
主
人
を
迎

え
ま
し
た
。
す
る
と
彼
は
戸
惑

い
な
が
ら
も
、
い
つ
も
の
笑
顔

に
戻
っ
た
ん
で
す
」

　

笑
顔
は
連
鎖
す
る
―
ど
ん

な
時
で
も
笑
顔
を
忘
れ
ず
に
い

よ
う
と
思
っ
た
。

「
何
か
を
人
に
聞
く
時
も
、
笑

顔
で
尋
ね
れ
ば
ほ
と
ん
ど
の
人

が
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
す
よ

ね
。そ
れ
に
口
角
を
上
げ
る
と
、

自
分
で
自
分
の
脳
を
も
騙だ

ま

せ
る
。

大
変
だ
、
つ
ら
い
と
い
う
気
持

ち
よ
り
、『
幸
せ
』『
楽
し
い
』と

感
じ
る
ほ
う
に
世
界
が
開
け
る

ん
で
す
。
そ
う
い
う
も
の
を
主

人
と
の
生
活
か
ら
学
び
ま
し
た
」

　

笑
顔
は
夫
か
ら
、
凛
と
し
た

佇た
た
ず
ま
い
は
20
年
以
上
通
う
ク

ラ
シ
ッ
ク
・
バ
レ
エ
か
ら
身
に

つ
け
た
。
バ
レ
エ
の
レ
ッ
ス
ン

で
体
幹
を
鍛
え
て
き
た
か
ら
、

ス
テ
ー
ジ
で
の
立
ち
方
、
歌
の

発
声
な
ど
に
年
齢
を
感
じ
さ
せ

な
い
の
だ
。

　

そ
れ
に
し
て
も
20
年
以
上
も

「
習
い
ご
と
」
を
続
け
る
と
は

す
ご
い
。

「
仕
事
に
役
立
て
た
い
と
い
う

気
持
ち
と
、
バ
レ
エ
に
魅
了
さ

れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
」
と
ケ
イ

ち
ゃ
ん
は
言
い
、「
で
も
ポ
ワ

ン
ト
（
ト
ゥ
シ
ュ
ー
ズ
／
バ
レ

エ
ダ
ン
サ
ー
が
用
い
る
靴
）
を

履
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

数
年
前
か
ら
な
ん
で
す
よ
」
と

肩
を
す
く
め
る
。

「
バ
レ
エ
初
心
者
が
ポ
ワ
ン
ト

で
踊
る
と
怪け

我が

を
し
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
ち

ゃ
ん
と
指
導
者
の
先
生
か
ら
Ｏ

Ｋ
が
出
る
ま
で
履
け
な
い
ん
で

す
。
し
か
も
私
の
場
合
は
先
生

か
ら
許
可
が
出
て
も
足
に
持
病

が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
試
し

て
も
痛
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
…

…
。
で
も
私
よ
り
あ
と
か
ら
バ

レ
エ
を
始
め
た
方
が
ポ
ワ
ン
ト

を
履
い
て
美
し
く
踊
る
姿
を
見

て
い
た
ら
悔
し
く
て
、
3
年
ほ

ど
前
に
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

ま
し
た
。
す
る
と
か
つ
て
は
痛

か
っ
た
の
に
、
20
年
近
く
の
キ

ャ
リ
ア
が
あ
れ
ば
な
ん
な
く
履

け
た
の
で
す
！　

し
っ
か
り
基

礎
を
や
る
っ
て
大
事
な
ん
だ
と

実
感
し
ま
し
た
」

　

週
に
１
回
の
バ
レ
エ
の
レ
ッ

ス
ン
で
体
幹
を
、
そ
し
て
月
に

１
回
の
ピ
ラ
テ
ィ
ス
で
筋
肉
を

鍛
え
続
け
て
い
る
。
ほ
か
に
も

自
分
な
り
の
方
法
で
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
保
ち
、「
や
る
だ
け

の
こ
と
を
や
っ
た
と
い
う
自
信

の
も
と
に
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
て

い
る
」
と
い
う
。

「
歌
う
こ
と
が
好
き
な
気
持
ち

　

撮
影
中
、
と
て
も
和
や
か
な

雰
囲
気
だ
っ
た
。
ケ
イ
ち
ゃ
ん

の
口
か
ら
時
折
飛
び
出
す
ジ
ョ

ー
ク
と
笑
顔
に
つ
ら
れ
て
、
そ

こ
に
い
る
誰
も
が
思
わ
ず
フ
フ

フ
と
笑
っ
て
し
ま
う
。
も
ち
ろ

ん
プ
ロ
だ
か
ら
、
そ
の
よ
う
に

振
る
舞
え
る
面
も
あ
る
だ
ろ
う

が
〝
作
り
笑
い
〞
と
い
う
感
じ

が
し
な
い
の
だ
。
ケ
イ
ち
ゃ
ん

に
は
内
心
、
今
日
は
撮
影
や
歌

う
気
分
で
は
な
い
な
…
…
と
い

う
時
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
う
尋
ね
る
と
、「
こ
の
笑

顔
は
、
主
人
か
ら
も
ら
っ
た
も

の
な
ん
で
す
」
と
ニ
ッ
コ
リ
。

昨
年
夏
、
病
の
た
め
亡
く
な
っ

た
夫
・
桑
木
知
二
さ
ん
と
の

日
々
を
振
り
返
る
。

「
私
に
と
っ
て
ス
ポ
ン
ジ
み
た

い
な
存
在
で
し
た
。
疲
れ
た
時

や
、悩
み
事
を
打
ち
明
け
る
と
、

　
ピ
ン
ク
・
レ
デ
ィ
ー
の
「
ケ
イ
ち
ゃ
ん
」
こ
と
歌
手
の
増
田
惠
子
さ
ん
が

　
ピ
ン
ク
・
レ
デ
ィ
ー
の
「
ケ
イ
ち
ゃ
ん
」
こ
と
歌
手
の
増
田
惠
子
さ
ん
が

今
月
、
有
楽
町
で
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
と
い
う
。
デ
ビ
ュ
ー
か
ら

今
月
、
有
楽
町
で
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
と
い
う
。
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
4949
年
、
年
、

6767
歳
に
な
っ
た
ケ
イ
ち
ゃ
ん
は「
年
齢
を
重
ね
た
か
ら
こ
そ
の
表
現
が
あ
る
」

歳
に
な
っ
た
ケ
イ
ち
ゃ
ん
は「
年
齢
を
重
ね
た
か
ら
こ
そ
の
表
現
が
あ
る
」

と
話
す
。
歌
に
込
め
る
思
い
や
、
今
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
を
聞
い
た
。

と
話
す
。
歌
に
込
め
る
思
い
や
、
今
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
を
聞
い
た
。

バ
レ
エ
で
体
幹
を
鍛
え
続
け
る

写真／今井一詞

新春インタビュー新春インタビュー
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経た

っ
て
い
な
い
の
で
、
今
は
ま

だ
そ
こ
ま
で
考
え
ら
れ
な
い
の

で
す
け
れ
ど
も
…
…
。
で
も
主

人
が
〝
食
は
大
事
〞
と
常
々
言

っ
て
い
た
の
で
、
も
う
少
し
経

っ
た
ら
自
分
の
た
め
に
ち
ゃ
ん

と
し
た
も
の
を
お
料
理
し
て
、

主
人
の
遺
影
の
前
で
食
べ
た
い

で
す
ね
」

　

実
は
ケ
イ
ち
ゃ
ん
、
桑
木
知

二
さ
ん
と
結
婚
す
る
44
歳
ま

で
、
冷
蔵
庫
に
は
果
物
と
ヨ
ー

グ
ル
ト
、
化
粧
品
し
か
入
っ
て

い
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
な
ぜ
化

粧
品
が
？
と
尋
ね
る
と
、「
新

鮮
な
ほ
う
が
効
く
か
な
と
思
っ

て
冷
蔵
庫
に
保
存
し
て
い
た
ん

で
す
け
ど
、
全
然
意
味
が
な
い

と
後
で
わ
か
り
ま
し
た
。
む
し

ろ
ク
リ
ー
ム
が
冷
た
く
固
く
な

っ
て
し
ま
っ
て
…
…
」
と
お
茶

目
に
答
え
る
。

　

夫
の
桑
木
さ
ん
は
結
婚
当

初
、そ
ん
な
冷
蔵
庫
を
見
て「
ケ

イ
さ
〜
、
こ
ん
な
も
の
し
か
食

べ
て
い
な
い
か
ら
太
れ
な
い
ん

だ
よ
。
人
間
は
残
さ
れ
た
時
間

に
何
を
食
べ
る
か
が
大
事
。
一

食
一
食
を
大
切
に
、
お
い
し
い

っ
て
全
部
身
に
な
る
よ
う
な
ち

ゃ
ん
と
し
た
も
の
を
食
べ
た
ほ

う
が
い
い
」と
諭
し
た
。以
来
、

外
食
ば
か
り
だ
っ
た
ケ
イ
ち
ゃ

ん
が
、
鰹

か
つ
お

節ぶ
し

と
昆
布
か
ら
ダ

シ
を
と
っ
た
お
味み

噌そ

汁
を
作

り
、
だ
し
巻
き
卵
や
魚
を
焼
い

て
朝
食
を
準
備
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
と
こ
ろ
が
結
婚
し
て
１

年
後
、「
ケ
イ
さ
〜
、
朝
は
ト

ー
ス
ト
が
い
い
な
ぁ
」
と
桑
木

さ
ん
。

「
も
っ
と
早
く
言
っ
て
よ
ー
と

思
い
ま
し
た
（
笑
）。
で
も
ね
、

主
人
と
結
婚
し
て
か
ら
本
当
に

食
事
が
変
わ
っ
た
ん
で
す
。
そ

れ
ま
で
は
胸
焼
け
し
て
し
ま
う

の
で
、
お
肉
は
あ
ま
り
食
べ
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
主
人
は
疲

れ
た
時
こ
そ
肉
だ
と
。豚
、牛
、

鶏
の
お
肉
を
い
た
だ
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
し
、
お
魚
も
野
菜

も
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
体
力

が
つ
き
ま
し
た
」

　

さ
て
静
岡
出
身
の
ケ
イ
ち
ゃ

ん
は
、
大
の
緑
茶
好
き
で
も
あ

る
。
毎
朝
丁
寧
に
お
茶
を
淹い

れ

る
習
慣
が
あ
る
と
い
う
。

「
多
忙
だ
っ
た
若
い
頃
は
ち
ゃ

ん
と
お
茶
を
飲
む
時
間
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
度
解
散

し
て
か
ら
静
岡
の
茶
葉
を
取
り

寄
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

親
友
の
ご
主
人
の
実
家
が
あ
る

地
域
の
『
川
根
茶
』
や
、
最
近

は
父
の
実
家
が
あ
る
掛
川
の
煎

茶
『
さ
え
み
ど
り
』
に
ハ
マ
っ

て
い
て
。
時
々
茶
葉
同
士
を
ブ

レ
ン
ド
し
た
り
も
し
て
楽
し
み

ま
す
。
急
須
に
茶
葉
を
入
れ
、

は
幼
い
頃
か
ら
ず
っ
と
変
わ
ら

な
い
け
れ
ど
も
、
表
現
が
多
彩

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
自
分
の
中
で
心
に
響
く
部
分

が
変
わ
っ
た
か
ら
。
40
代
ま
で

は
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
魅
了
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
50
代
に
な
っ
て
か

ら
詩
に
心
を
奪
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
60
代
半
ば
を
過
ぎ
て
か

ら
特
に
人
間
愛
の
よ
う
な
歌
詞

に
心
を
惹ひ

か
れ
る
よ
う
に
。
今

の
私
が
感
動
し
た
歌
詞
を
、
み

な
さ
ん
の
心
に
訴
え
か
け
る
よ

う
な
表
現
で
歌
い
た
い
で
す
。

だ
か
ら
ぜ
ひ
コ
ン
サ
ー
ト
に
来

て
く
だ
さ
い
ね
」

　

そ
う
言
わ
れ
て
も
、
年
を
取

る
と
な
か
な
か
行
っ
た
こ
と
の

な
い
歌
手
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
敷

居
が
高
く
感
じ
る
。

　

と
こ
ろ
が
ケ
イ
ち
ゃ
ん
の
コ

ン
サ
ー
ト
で
は
、
コ
ア
な
フ
ァ

ン
は
50
代
60
代
だ
が
、
そ
の
親

世
代
や
子
ど
も
世
代
な
ど
幅
広

い
年
齢
層
が
歌
っ
て
踊
っ
て
大

盛
り
上
が
り
に
な
る
と
い
う
。

「
コ
ン
サ
ー
ト
っ
て
『
こ
こ
で

は
こ
う
い
う
話
を
し
よ
う
』
と

大お
お

雑ざ
っ

把ぱ

に
は
決
め
て
い
ま
す

が
、
実
際
に
は
お
客
様
の
反
応

で
作
り
上
げ
て
い
く
も
の
。
生

の
良
さ
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
以

前
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
絶
対
に

成
功
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
た

曲
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ

が
歌
詞
を
間
違
え
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
場
で
会
場
の
み
な
さ

ん
に
伝
え
た
ら
、『
そ
ん
な
の

言
わ
な
き
ゃ
わ
か
ら
な
い
の

に
、
ケ
イ
ち
ゃ
ん
は
正
直
な
ん

だ
か
ら
。
も
う
一
回
歌
え
ば
い

い
』
と
フ
ァ
ン
の
方
が
声
を
上

げ
て
く
れ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で

『
い
い
ん
で
す
か
。
そ
れ
で
は

歌
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
』
と

（
笑
）。
私
は
話
し
出
す
と
止
ま

ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
い
つ

も
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
時
間
ギ
リ

ギ
リ
、
時
に
は
オ
ー
バ
ー
し
て

し
ま
う
。

　

も
ち
ろ
ん
プ
ロ
だ
か
ら
ミ
ス

は
ダ
メ
、
き
っ
ち
り
し
な
く
て

は
い
け
な
い
の
で
す
が
、
そ
う

や
っ
て
来
て
く
れ
る
方
と
心
が

通
じ
合
え
る
瞬
間
が
幸
せ
で

す
」

　

ず
っ
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

た
ケ
イ
ち
ゃ
ん
が
、
一
度
だ
け

答
え
に
つ
ま
っ
た
の
が
「
こ
れ

か
ら
の
楽
し
み
」
に
つ
い
て
触

れ
た
時
だ
っ
た
。「
今
は
ね
、

ち
ょ
っ
と
、
う
ー
ん
難
し
い
質

問
で
す
ね
」
と
言
っ
て
目
を
潤

ま
せ
る
。

「
主
人
が
亡
く
な
っ
て
半
年
も

毎
朝
丁
寧
に
お
茶
を
淹
れ
る

新春インタビュー新春インタビュー
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湯
温
85
度
を
注
ぎ
、
お
茶
請
け

を
準
備
、
頃
合
い
を
見
て
湯
呑の

み
に
茶
を
注
ぐ
。
す
る
と
甘
み

と
渋
み
の
あ
る
お
い
し
い
お
茶

の
時
間
も
楽
し
み
な
が
ら
、
主

人
の
あ
の
味
を
出
せ
る
よ
う
に

コ
ー
ヒ
ー
の
淹
れ
方
を
研
究
し

て
み
よ
う
か
な
」

　
ケ
イ
ち
ゃ
ん
の
新
し
い
朝
、

新
し
い
一
年
が
始
ま
る
。

 

取
材
・
文
／
笹
井
恵
里
子

が
出
来
上
が
り
ま
す
」

　
対
し
て
、
夫
の
桑
木
さ
ん
は

コ
ー
ヒ
ー
派
だ
っ
た
。
朝
は
お

互
い
に
自
分
の
好
き
な
飲
み
も

の
を
淹
れ
る
時
間
が〝
神
聖
な
、

心
落
ち
着
く
ひ
と
と
き
〞
だ
っ

た
と
い
う
。

「
私
は
コ
ー
ヒ
ー
が
苦
手
で
し

た
。
で
も
主
人
が
淹
れ
て
く
れ

た
コ
ー
ヒ
ー
は
甘
く
て
と
ろ
っ

と
し
て
い
て
、
す
ご
く
お
い
し

か
っ
た
。
だ
か
ら
今
年
は
お
茶

新
た
な
挑
戦
へ

「
笑
顔
の
力
」で
人
生
を
謳
歌

【チケット発売所】
イープラス、チケットぴあ、
ローソンチケット
【問い合わせ】
サンライズプロモーション
0570-00-3337（平日12時～15時）

【日時】
2025年1月28日（火）
開場17：00／開演18：00
【会場】
東京都千代田区有楽町2丁目5番地1号　
有楽町マリオン別館7F
【料金】
全席指定席11000円（税込）

『増田惠子＆KEI（ピンク・レディー）I Love Singing‼『増田惠子＆KEI（ピンク・レディー）I Love Singing‼
～Premium Encore Live＠I'M A SHOW～Premium Encore Live＠I'M A SHOW（銀座・数寄屋橋）（銀座・数寄屋橋）～』～』

ミラ・ショーン　コロネット（株）03-5216-6515
ブラウス 50,600円　パンツ　39,600円　アクセサリー 私物
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「
イ
オ
ン
は
ツ
ル
ハ
に
続
き
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
大
手
の
ア
オ
キ

取
り
込
み
に
動
く
の
で
は
な
い

か
」（
市
場
関
係
者
）
と
の
見

方
が
浮
上
し
て
い
る
。
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
業
界
の
再
編
は
、
さ

ら
に
熾し

烈れ
つ

を
極
め
る
の
か
。

　
２
０
２
４
年
２
月
、
イ
オ
ン

は
グ
ル
ー
プ
傘
下
に
持
つ
ウ
エ

ル
シ
ア
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
Ｈ
Ｄ
）
と
、
ツ
ル
ハ
Ｈ
Ｄ
と

の
経
営
統
合
の
た
め
の
協
議
を

開
始
し
た
と
発
表
し
た
。
業
界

最
大
手
の
ウ
エ
ル
シ
ア
と
２
位

の
ツ
ル
ハ
統
合
に
よ
り
、
売
上

高
は
２
兆
円
を
超
え
る
。

「
ウ
エ
ル
シ
ア
の
ほ
う
が
売
上

高
で
は
上
回
る
が
、
経
営
統
合

で
イ
オ
ン
は
、
ウ
エ
ル
シ
ア
の

名
前
は
残
し
つ
つ
、
ツ
ル
ハ
を

親
会
社
に
す
る
こ
と
で
、
創
業

家
の
顔
を
立
て
る
配
慮
も
欠
か

ン
ト
だ
。

「
オ
ア
シ
ス
を
創
業
し
た
セ

ス
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
最
高
投
資

責
任
者
は
、
同
族
経
営
会
社
を

標
的
に
、
次
々
と
株
を
買
い
占

め
て
創
業
家
排
除
の
株
主
提
案

を
仕
掛
け
て
き
た
。
な
か
で
も

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
っ
た
の
が
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
業
界
だ
っ
た
」

（
市
場
関
係
者
）
と
さ
れ
る
。

　

23
年
６
月
に
は
ツ
ル
ハ
の

「
創
業
家
に
よ
る
企
業
支
配
」

を
問
題
視
し
、
鶴
羽
順
社
長
の

父
・
鶴
羽
樹
氏
が
就
く
取
締
役

会
長
職
の
廃
止
や
、
社
外
取
締

役
候
補
５
人
の
選
任
な
ど
を
要

求
。
さ
ら
に
24
年
７
月
に
、
同

じ
く
同
族
経
営
会
社
で
あ
る
ク

ス
リ
の
ア
オ
キ
Ｈ
Ｄ
の
株
式
を

大
量
保
有
し
、
社
長
の
青
木
宏

憲
氏
と
、
そ
の
弟
で
あ
る
副
社

長
の
孝
憲
氏
の
退
任
を
求
め

た
。

　

オ
ア
シ
ス
側
の
提
案
は
株
主

総
会
で
否
決
さ
れ
た
が
、
こ
の

と
き
ツ
ル
ハ
の
窮
地
を
救
っ
た

の
が
、
筆
頭
株
主
の
イ
オ
ン
だ

っ
た
。
24
年
に
入
り
、
イ
オ
ン

は
オ
ア
シ
ス
が
保
有
し
て
い
た

ツ
ル
ハ
株
を
取
得
し
、
持
分
法

適
用
会
社
化
し
て
、
ウ
エ
ル
シ

ア
と
の
統
合
を
決
め
た
。

　

さ
ら
に
イ
オ
ン
は
、「
統
合

５
年
以
内
に
３
兆
円
の
売
上

高
」
を
目
標
に
掲
げ
て
お
り
、

「
規
模
拡
大
を
求
め
て
ア
オ
キ

買
収
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
」（
市
場
関
係
者
）

と
の
見
方
が
有
力
だ
。
ク
ス
リ

の
ア
オ
キ
Ｈ
Ｄ
は
、「
健
康
と

美
と
衛
生
」
を
理
念
に
掲
げ
、

全
国
25
府
県
で
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
９
５
１
店
舗
、
専
門
調
剤
薬

局
６
店
舗
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
18
店
舗
を
展
開
す
る
。
し

か
し
、
そ
こ
に
は
資
本
の
壁
が

控
え
て
い
る
。

「
ア
オ
キ
は
、
ツ
ル
ハ
と
同
じ

よ
う
に
23
年
以
降
、
オ
ア
シ
ス

に
株
付
け
さ
れ
、
経
営
に
圧
力

を
受
け
て
い
た
。そ
の
過
程
で
、

イ
オ
ン
が
オ
ア
シ
ス
の
保
有
株

を
買
い
取
る
形
で
、
傘
下
に
収

め
る
動
き
が
み
ら
れ
た
。
し
か

し
、
ア
オ
キ
の
創
業
家
一
族
の

抵
抗
は
激
し
く
、
頓
挫
し
た
格

好
に
な
っ
て
い
る
」（
大
手
証

券
幹
部
）

　

24
年
５
月
時
点
で
、
イ
オ
ン

は
ア
オ
キ
の
９
・
98
％
を
保
有

す
る
筆
頭
株
主
で
、
傘
下
の
ツ

ル
ハ
も
ア
オ
キ
株
の
５
・
13
％

を
保
有
し
て
い
た
。
ま
た
オ
ア

シ
ス
は
４
・
27
％
を
保
有
し
て

お
り
、
３
者
の
保
有
株
を
合
算

す
る
と
、19
・
38
％
に
達
す
る
。

　

し
か
し
、
ツ
ル
ハ
の
よ
う
に

イ
オ
ン
の
軍
門
に
降
る
の
を
嫌

っ
た
ア
オ
キ
の
創
業
家
は
、
株

の
買
い
増
し
に
動
い
た
。
ア
オ

キ
の
創
業
家
一
族
と
岩
盤
の
持

ち
合
い
株
を
含
め
る
と
、「
株

主
総
会
で
重
要
事
項
に
拒
否
権

を
発
動
で
き
る
３
分
の
１
以
上

の
株
式
を
確
保
し
た
」（
同
）

と
さ
れ
る
。

　

ク
ス
リ
の
ア
オ
キ
Ｈ
Ｄ
は
12

月
５
日
、
複
数
の
地
方
ス
ー
パ

ー
と
事
業
譲
渡
契
約
を
締
結

し
、
独
自
路
線
を
ひ
た
走
る
。

徹
底
抗
戦
の
ア
オ
キ
創
業
家
一

族
に
、
イ
オ
ン
は
い
か
な
る
手

を
繰
り
出
す
の
か
。

 

（
森
岡
英
樹
）

さ
な
か
っ
た
」

（
メ
ガ
バ
ン
ク

幹
部
）

　

鍵
を
握
っ
て

い
た
の
は
、
香

港
の
投
資
フ
ァ

ン
ド
、
オ
ア
シ

ス
・
マ
ネ
ジ
メ

イ
オ
ン
vs.
ア
オ
キ
創
業
家
の
攻
防

ド
ラ
ッ
グ
業
界
再
編
加
速
の
行
方

イオンは今後、どのように動
くのか…

もりおか・ひでき　1957年生まれ。経済ジャーナリスト。早稲田大
卒業後、経済紙記者、米コンサルタント会社を経て、2004年に独立
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病
院
ま
で
送
り
迎
え
し
た
よ
」
と
運

転
手
は
笑
っ
て
い
た
。
無
差
別
殺
人

犯
が
逃
亡
中
と
な
れ
ば
、
自
分
の
身

は
自
分
で
守
る
ほ
か
な
い
。

　

果
た
し
て
容
疑
者
は
現
場
か
ら
１

キ
ロ
足
ら
ず
の
自
宅
に
こ
も
っ
て
い

た
。
近
く
の
蕎そ

麦ば

店
か
ら
出
前
を
取

り
、
警
察
が
突
入
し
た
際
も
抵
抗
し

な
か
っ
た
と
い
う
。

「
無
敵
の
人
」。
犯
罪
心
理
学
者
の

出
口
保
行
さ
ん
（
東
京
未
来
大
副
学

長
）
の
見
立
て
で
あ
る
。

　

通
常
の
場
合
、
十
分
な
動
機
が
あ

　

ク
リ
ス
マ
ス
が
近
づ
い
た
週
末
の

夜
、
中
学
３
年
の
男
女
が
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
の
店
内
で
見
知
ら
ぬ
男
に
刺
さ

れ
た
。
女
子
生
徒
は
失
血
死
。
未
来

は
永
遠
に
閉
ざ
さ
れ
た
。

　
容
疑
者
逮
捕
ま
で
の
１
週
間
近
く
、

地
元
は
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ
た
。

　

現
場
は
私
の
実
家
に
近
い
。
週
明

け
、
校
区
内
の
小
学
校
は
送
り
迎
え

の
保
護
者
で
ご
っ
た
返
し
た
。「
み

ん
な
丸
腰
な
の
よ
。
こ
こ
に
男
が
刃

物
を
持
っ
て
飛
び
込
ん
だ
ら
と
思
う

と
、
か
え
っ
て
怖
か
っ
た
よ
」
と
母

は
言
う
。

　

帰
省
し
た
折
、
現
場
近
く
で
流
し

て
い
る
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
た
。「
お

年
寄
り
を
自
宅
か
ら
目
と
鼻
の
先
の

っ
た
と
し
て
も「
つ
か
ま
る
の
で
は
」

と
の
不
安
が
踏
み
と
ど
ま
ら
せ
る
。

犯
行
に
及
ん
で
も
逃
げ
る
の
が
普
通

だ
。

　

今
回
の
ケ
ー
ス
は
い
ず
れ
に
も
当

て
は
ま
ら
な
い
。
刃
物
を
用
意
し
、

駐
車
場
か
ら
店
内
を
観
察
し
て
標
的

を
物
色
し
た
。
選
ん
だ
の
は
抵
抗
さ

れ
な
い
子
ど
も
や
女
性
だ
っ
た
。
逃

げ
る
つ
も
り
は
な
い
か
ら
サ
ン
ダ
ル

履
き
で
犯
行
に
及
ん
だ
。

「
無
敵
の
人
」
に
共
通
す
る
の
は
、

社
会
へ
の
強
い
恨
み
と
、「
こ
れ
以

上
失
う
も
の
は
何
も
な
い
」
と
い
う

孤
独
だ
と
出
口
さ
ん
は
言
う
。

　
２
０
２
１
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の

夜
、
京
王
線
の
車
両
で
見
知
ら
ぬ
乗

客
を
刃
物
で
刺
し
、
車
内
に
放
火
し

た
男
を
思
い
出
す
。
ダ
ー
ク
ヒ
ー
ロ

ー
「
ジ
ョ
ー
カ
ー
」
に
扮ふ

ん

し
、
犯
行

後
は
座
席
で
た
ば
こ
を
く
ゆ
ら
し
逃

げ
る
気
配
も
な
か
っ
た
。

「
人
を
殺
し
て
死
刑
に
な
り
た
か
っ

た
」
と
供
述
し
た
と
い
う
（
判
決
は

懲
役
23
年
）。
常
軌
を
逸
し
て
い
る

の
は
間
違
い
な
い
が
、
社
会
が
無
視

し
て
い
い
問
題
で
も
な
い
。

事件のあったマクドナルドの店舗前で手を合わせる
女性＝北九州市小倉南区で2024年12月21日

「
無
敵
の
人
」
の
凶
行
に
ど
う
向
き
合
う

第 71回

もとむら・ゆきこ　科学ジャーナリスト、同志社大生命医科学部特別客員教授。
毎日新聞客員編集委員。人生初の京都暮らしを満喫中。新著に『科学目線』。
趣味は散歩、居酒屋、数独
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円
高
、
株
価
は
暴
落
、
不
支
持

が
支
持
を
上
回
っ
た
石
破
政
権
。

で
す
が
、「
金
利
を
上
げ
な
い
」

発
言
や
日
本
維
新
の
会
を
抱
き

込
ん
で
の
補
正
予
算
の
成
立
な

ど
、
な
り
ふ
り
構
わ
ぬ
あ
の
手

こ
の
手
で
、
意
外
と
し
ぶ
と
く

続
き
そ
う
。
今
年
は
、
庶
民
生

活
に
顔
を
向
け
た
政
策
を
！

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
「
24
時

間
以
内
に
終
わ
ら
せ
る
」
と
豪

語
し
た
ト
ラ
ン
プ
氏
が
間
も
な

く
米
大
統
領
に
な
り
、
停
戦
の

た
め
に
ア
メ
リ
カ
が
先
陣
を
切

っ
て
行
っ
た
ロ
シ
ア
経
済
制
裁

を
解
く
可
能
性
が
出
て
き
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
、
意
外
な
も
の
が
値

上
が
り
し
そ
う
。
禁
輸
で
ア
メ

リ
カ
に
売
れ
ず
、
ロ
シ
ア
か
ら

日
本
に
大
量
に
来
た
水
産
物
が
、

再
び
ア
メ
リ
カ
で
売
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
そ
う
。
た
と
え
ば
カ

ニ
は
、
販
売
が
日
本
に
集
中
し

　

み
ん
な
の
一
大
関
心
事
は
、

「
年
収
１
０
３
万
円
の
壁
」
と

「
ガ
ソ
リ
ン
の
暫
定
税
率
廃
止
」。

　

衆
院
選
で
議
席
を
伸
ば
し
た

国
民
民
主
党
が
、
補
正
予
算
の

成
立
と
引
き
換
え
に
、
与
党
か

ら
１
０
３
万
円
の
控
除
を
１
７

８
万
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を

目
指
し
、
ガ
ソ
リ
ン
の
暫
定
税

率
を
廃
止
す
る
約
束
を
引
き
出

し
ま
し
た
。

　

け
れ
ど
「
目
指
す
」
の
一
言

が
入
っ
た
た
め
税
制
調
査
会
か

ら
「
目
指
し
た
け
れ
ど
１
２
３

万
円
し
か
出
せ
ま
せ
ん
」
と
言

わ
れ
、
ガ
ソ
リ
ン
は
時
期
を
明

示
し
な
か
っ
た
の
で
い
つ
実
施

す
る
か
わ
か
ら
な
い
。
過
去
に

２
度
も
詰
め
の
甘
さ
で
ガ
ソ
リ

ン
の
ト
リ
ガ
ー
条
項
凍
結
解
除

を
逃
し
た
だ
け
に
、
ま
た
も
与

党
に
し
て
や
ら
れ
た
感
が
残
り

ま
す
。

　

一
方
、
政
権
誕
生
で
為
替
は

た
た
め
に
一
昨
年
か
ら
３
割
程

度
安
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

元
の
高
値
に
戻
り
そ
う
。
い
っ

ぽ
う
停
戦
が
実
現
す
れ
ば
、
ロ

シ
ア
の
領
空
が
通
れ
る
よ
う
に

な
る
の
で
、
２
倍
以
上
の
価
格

だ
っ
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
産
サ
ー
モ

ン
な
ど
は
逆
に
安
く
な
り
そ
う

で
す
。

　

停
戦
す
れ
ば
、
家
計
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
影
響
が
出
そ
う
で
す
。

　国内外ともに激動が続きそうな2025年だが、気になるのは
私たちの「暮らし」だ。住宅ローン金利や日経平均株価は上
がるのか。安心老後を手に入れるにはどうすればいいのか、
正しい節約術は……？　家計に関わる時事ネタで、経済ジャー
ナリストの荻原博子さんに「いろはカルタ」を作ってもらった。

おぎわら・ひろこ　1954年、長野県生まれ。大学卒業後、経済事務所勤務を経て
独立。経済の仕組みを生活者の視点からわかりやすく解説する家計経済のパイオ
ニア。最新刊『65歳からは、お金の心配をやめなさい』（PHP新書）など著書多数

「いろはカルタ」
荻原博子のの

103万円の壁 から日経平均 地球温暖化まで

2025年の家計＆経済がすべてわかる!

意
外
と
し
ぶ
と
い

石
破
政
権

い

ロ
シ
ア
停
戦
で
、

カ
ニ
が
高
値

ろ

家
計
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２
０
２
５
年
４
月
の
「
65
歳

ま
で
の
雇
用
確
保
の
義
務
化
」

で
、会
社
は「
定
年
制
の
廃
止
」

か
「
65
歳
ま
で
の
定
年
の
引
き

上
げ
」「
希
望
者
全
員
の
65
歳

ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
の
導

入
」
の
い
ず
れ
か
を
選
択
・
実

施
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

例
外
と
し
て
、
13
年
３
月
末

ま
で
に
労
使
協
定
に
よ
り
継
続

雇
用
制
度
の
対
象
者
を
限
定
す

る
基
準
を
定
め
て
い
た
事
業
主

の
対
象
者
限
定
も
、
こ
の
時
点

で
な
く
な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
65
歳
ま
で
働
き
た

い
人
は
、
全
員
、
雇
用
が
守
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
給
料
に
つ
い
て
の

規
定
は
な
い
の
で
、
低
賃
金
す

ぎ
た
ら
新
し
い
働
き
口
を
探
す

の
も
あ
り
で
し
ょ
う
。

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
関
係
者
の
話
を

総
合
す
る
と
、
25
年
の
日
経
平

均
は
４
万
円
前
後
で
、
そ
う
大

き
く
は
上
が
ら
な
い
よ
う
。

　

相
場
の
格
言
「
辰た

つ

巳み

天
井
」

は
、
辰
年
と
巳
年
は
高
値
で
そ

こ
が
ピ
ー
ク
か
も
と
い
う
こ
と
。

そ
の
後
に
「
午う

ま

・
尻
下
が
り
」

「
未ひ

つ
じ・
辛
抱
」
と
い
う
言
葉
が

続
く
の
で
、
ち
ょ
っ
と
警
戒
が

必
要
な
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

個
人
的
に
は
、
世
界
的
に
景

気
減
速
の
兆
候
が
見
ら
れ
、
特

に
民
主
主
義
国
の
政
治
が
不
安

定
化
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

ト
ラ
ン
プ
政
権
と
い
う
大
き
な

不
確
定
要
素
も
あ
る
だ
け
に
、

良
く
て
横
ば
い
か
な
と
い
う
気

が
し
ま
す
。

　

投
資
に
積
極
的
に
乗
り
出
す

よ
う
な
環
境
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
、
投
資
す
る
な
ら
火や

け
ど傷
を

し
な
い
程
度
に
慎
重
に
！

　

昨
年
12
月
２
日
か
ら
、
新
規

の
紙
の
保
険
証
は
発
行
廃
止
に
。

た
だ
、会
社
員
の
ほ
と
ん
ど
は
、

今
年
12
月
１
日
ま
で
は
使
え
る

し
、
そ
の
後
は
自
動
的
に
保
険

証
と
同
じ
「
資
格
確
認
書
」
が

送
ら
れ
る
の
で
心
配
な
い
。

　

大
変
な
の
は
、「
マ
イ
ナ
保

険
証
」
を
持
っ
て
い
る
人
。
カ

ー
ド
の
電
子
証
明
書
は
、
５
年

ご
と
に
自
治
体
の
窓
口
に
行
っ

て
更
新
手
続
き
を
し
な
く
て
は

な
ら
ず
、
20
年
か
ら
３
年
間
、

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
釣
ら
れ
て

カ
ー
ド
を
つ
く
っ
た
多
く
の
人

は
、
25
年
か
ら
順
次
カ
ー
ド
の

更
新
が
必
要
に
。

　

更
新
し
な
い
と
「
マ
イ
ナ
保

険
証
」
は
使
え
ま
せ
ん
が
、
更

新
す
る
に
は
平
日
の
昼
間
に
会

社
を
休
ん
で
、
自
治
体
の
窓
口

ま
で
わ
ざ
わ
ざ
足
を
運
ば
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
で
、
た
ぶ
ん

更
新
で
き
な
い
ま
ま
に
な
る
人

も
大
量
に
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　

け
れ
ど
、
心
配
し
な
く
て
も

大
丈
夫
。
カ
ー
ド
を
更
新
せ
ず

放
っ
て
お
く
と
、
３
カ
月
後
に

は
請
求
な
し
で
自
動
的
に
「
資

格
確
認
書
」が
送
ら
れ
て
く
る
。

　

し
か
も
、
そ
の
間
３
カ
月
は

診
療
が
必
要
に
な
っ
て
も
、オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
な
ど
で
対
処
。

　

ち
な
み
に
「
資
格
確
認
書
」

は
、
診
察
の
た
び
に
手
続
き
し

な
く
て
は
い
け
な
い
「
マ
イ
ナ

保
険
証
」に
比
べ
て
、月
１
回
、

病
院
の
窓
口
に
出
せ
ば
い
い
だ

け
。
保
険
証
と
同
じ
く
ら
い
便

利
で
す
。

　

昨
年
の
暮
れ
に
日
銀
が
金
利

の
引
き
上
げ
を
見
送
り
、
植
田

和
男
日
銀
総
裁
は
、
春
闘
で
の

賃
上
げ
状
況
を
見
定
め
、
ト
ラ

ン
プ
政
権
の
関
税
実
施
な
ど
の

政
策
を
見
極
め
た
い
と
発
言
。

　

つ
ま
り
、
今
年
３
月
く
ら
い

ま
で
は
様
子
見
の
構
え
。
た
だ

利
上
げ
へ
の
意
欲
は
ま
だ
あ
る
。

　

だ
と
す
れ
ば
、
借
金
が
あ
る

人
は
、
今
の
う
ち
に
返
し
て
お

い
た
ほ
う
が
い
い
。
特
に
住
宅

ロ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
大
半
の

方
が
変
動
金
利
で
借
り
て
い
る

の
で
、
金
利
が
上
が
る
と
そ
の

ぶ
ん
返
済
が
増
え
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
（
５
年
間
は
返
済
額

は
同
じ
で
す
）。
ま
た
、
こ
れ

日
経
平
均
は
、

「
辰
巳
天
井
」？

に

保
険
証
廃
止
で
も
、

放
っ
て
お
け
ば

大
丈
夫

ほ

働
く
シ
ニ
ア
、

65
歳
ま
で
安
泰

は

返
済
は
、

金
利
が
上
が
る
前
に

な
る
べ
く
減
ら
す

へ
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か
ら
ロ
ー
ン
で
借
り
る
予
定
が

あ
る
人
は
、
今
年
の
う
ち
に
で

き
る
だ
け
貯
金
し
て
、
金
利
が

上
が
っ
て
も
慌
て
な
い
よ
う
に

借
入
金
額
を
減
ら
す
努
力
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

ト
ラ
ン
プ
次
期
大
統
領
は
、

昨
年
11
月
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
、
中
国

か
ら
の
全
輸
入
品
に
対
し
て
10

％
の
追
加
関
税
を
、
メ
キ
シ
コ

と
カ
ナ
ダ
か
ら
の
全
輸
入
品
に

対
し
て
25
％
の
関
税
を
課
す
と

発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
、
３
国
か
ら
ア

メ
リ
カ
に
輸
出
さ
れ
る
も
の
の

値
段
が
上
が
る
だ
け
で
な
く
、

大
和
総
研
の
試
算
で
は
日
本
か

ら
の
輸
出
も
減
っ
て
、
実
質
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
最
大
で
マ
イ
ナ
ス
１
・

４
％
に
も
な
る
と
の
こ
と
。

　

し
か
も
国
防
次
官
に
は
、
対

中
国
軍
備
増
強
派
の
コ
ル
ビ
ー

氏
を
起
用
す
る
と
発
表
。
昨
年

５
月
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
「
日
本
は
防
衛
費
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
３
％
程
度
に
増
強
す
る
必
要

が
あ
る
」と
言
っ
て
い
た
人
物
。

　

ア
メ
リ
カ
の
言
い
な
り
の
日

本
は
、
ま
た
ま
た
お
金
を
搾
り

取
ら
れ
、
そ
の
お
金
は
政
府
が

国
民
か
ら
増
税
で
搾
り
取
る
。

景
気
が
良
く
な
る
は
ず
な
い
！

　

地
球
温
暖
化
が
止
ま
り
ま
せ

ん
。
し
か
も
「
温
暖
化
対
策
は

詐
欺
」
と
豪
語
す
る
ト
ラ
ン
プ

氏
が
大
統
領
と
な
り
、
中
国
に

次
ぐ
世
界
第
２
位
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
国
ア
メ
リ
カ
が
、
温

暖
化
を
防
ぐ
た
め
の
パ
リ
協
定

か
ら
再
離
脱
し
そ
う
。
す
で
に

ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
石
油
や
天
然

ガ
ス
の
生
産
拡
大
路
線
を
強
調
。

　

た
だ
、
こ
の
ま
ま
だ
と
南
極

の
氷
が
２
１
０
０
年
ま
で
に
25

％
消
え
る
と
い
う
試
算
も
あ
り
、

家
庭
レ
ベ
ル
で
温
暖
化
防
止
対

策
を
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

　

ガ
ソ
リ
ン
を
使
わ
な
い
で
、

自
転
車
や
公
共
交
通
機
関
を
活

用
す
る
。
買
い
物
に
は
、
必
ず

エ
コ
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
い
く
。

同
じ
部
屋
で
家
族
団だ

ん

欒ら
ん

し
、
暖

房
や
照
明
の
利
用
度
を
減
ら
す
。

買
い
物
前
に
冷
蔵
庫
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
フ
ー
ド
ロ
ス
を
防
ぐ
。

こ
れ
ら
の
対
策
は
、
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
を
減
ら
す
と
同
時

に
家
計
の
節
約
に
も
な
り
ま
す
。

「
老
後
は
２
０
０
０
万
円
必

要
」
だ
の
「
物
価
高
に
備
え
て

４
０
０
０
万
円
必
要
」だ
の
と
、

不
安
を
煽あ

お

る
言
葉
ば
か
り
。

　

こ
ん
な
言
葉
に
煽
ら
れ
て
、

投
資
に
走
っ
て
ド
ツ
ボ
に
ハ
マ

っ
た
人
が
続
出
し
た
24
年
。
株

価
の
乱
高
下
に
つ
い
て
い
け
ず

に
な
け
な
し
の
貯
金
を
失
っ
た

り
、
投
資
詐
欺
に
引
っ
か
か
っ

て
大
切
な
老
後
資
金
ま
で
巻
き

上
げ
ら
れ
た
人
も
。

　

そ
う
な
る
と
、
新
た
な
不
安

が
ス
ト
レ
ス
と
な
り
、
寿
命
を

縮
め
る
と
い
う
本
末
転
倒
な
こ

と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

「
安
心
な
老
後
」
は
、
投
資
を

す
れ
ば
や
っ
て
く
る
と
い
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、

家
計
の
状
況
が
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
足
元
を
し
っ
か
り
見
る
。

そ
の
中
で
ど
う
や
っ
て
充
実
し

た
人
生
を
送
る
か
を
考
え
る
。

高
齢
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
老

い
先
短
い
の
で
投
資
で
は
リ
ス

ク
を
抱
え
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

お
金
さ
え
あ
れ
ば
幸
せ
に
な

れ
る
な
ど
と
い
う
考
え
は
捨
て
、

「
足
る
を
知
る
」
の
精
神
で
、

心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
。
そ
れ

こ
そ
老
後
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す

最
大
の
方
法
な
の
で
す
。

　

国
民
民
主
党
の
、
控
除
を
年

収
１
０
３
万
円
か
ら
１
７
８
万

円
に
引
き
上
げ
て
手
取
り
を
増

や
す
要
求
は
、
な
ん
と
１
２
３

万
円
の
低
水
準
で
決
着
し
そ
う
。

理
由
は「
財
源
が
な
い
」で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
や
物
価
高
で
国

民
が
苦
し
ん
だ
19
年
度
か
ら
23

年
度
に
か
け
て
、
国
の
税
収
は

過
去
最
高
を
更
新
し
続
け
、
直

近
で
は
約
14
兆
円
も
増
加
。
と

こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
が
湯
水
の
如ご

と

く
無
駄
な
も
の
に
使
わ
れ
た
。

　
５
年
前
に
１
０
０
兆
円
を
突

破
し
た
一
般
会
計
の
歳
出
は
、

す
で
に
１
１
０
兆
円
を
超
え
、

数
兆
円
だ
っ
た
「
補
正
予
算
」

は
10
〜
30
兆
円
が
あ
た
り
ま
え
。

会
計
検
査
院
に
よ
れ
ば
、
22
年

度
の
補
正
予
算
32
兆
円
中
、
４

割
近
い
11
兆
７
０
０
０
億
円
が

年
度
内
に
使
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
と
の
こ
と
。

　

血
税
を
取
る
こ
と
に
は
熱
心

で
す
が
、
使
う
ほ
う
は
手
前
勝

手
で
ゆ
る
ゆ
る
。
し
か
も
増
税

の
柱
は
消
費
税
で
、
赤
字
家
計

ぬ
か
に
く
ぎ
、

止
ま
ら
な
い

税
金
の
無
駄
遣
い

ぬ

地
球
温
暖
化
、

家
庭
で
で
き
る

対
策
を

ち

リ
ス
ク
管
理
で
、

老
後
も
安
心

り

ト
ラ
ン
プ
関
税
で
、

日
本
は
不
況
？

と
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か
ら
も
容
赦
な
く
徴
収
す
る
。

そ
ん
な
政
治
の
あ
り
方
を
、
そ

ろ
そ
ろ
見
直
す
時
期
に
来
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
飛
躍
的
な

進
歩
で
、
家
庭
の
節
約
方
法
も

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
エ
ア
コ
ン
。
使
わ

な
い
時
に
は
こ
ま
め
に
消
す
こ

と
が
節
約
に
な
る
と
い
わ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
最
近
の
エ
ア
コ

ン
は
、
立
ち
上
げ
に
最
も
電
力

を
使
い
稼
働
中
は
ほ
と
ん
ど
節

電
状
態
。
な
の
で
、
20
分
く
ら

金
持
ち
」
と
書
き
ま
し
た
。
10

年
経た

ち
、
そ
の
状
況
は
今
も
変

わ
ら
な
い
。ど
の
年
代
よ
り
も
、

70
歳
以
上
が
一
番
お
金
持
ち
。

　
た
だ
、
ど
ん
な
に
た
く
さ
ん

お
金
を
持
っ
て
い
て
も
、
あ
の

世
ま
で
は
持
っ
て
い
け
ま
せ
ん
。

か
と
い
っ
て
、死
後
に
残
す
と
、

相
続
争
い
の
火
種
に
な
る
。

　
司
法
統
計
に
よ
れ
ば
、
20
年

に
起
き
た
相
続
争
い
の
調
停
・

審
判
は
約
１
万
５
０
０
０
件
。

こ
の
う
ち
約
３
分
の
１
は
、
相

続
税
も
か
か
ら
な
い
１
０
０
０

万
円
以
下
の
相
続
で
揉も

め
て
い

る
。
も
し
自
分
の
子
供
た
ち
が

そ
ん
な
争
い
を
起
こ
し
た
ら
、

子
供
同
士
、
一
生
憎
し
み
合
う

か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
ん
な
こ
と
に
な
る
く
ら
い

な
ら
、
い
っ
そ
財
産
を
使
い
切

っ
て
潔
く
逝
き
ま
し
ょ
う
。

　
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
、
旅

行
介
護
士
が
付
き
添
え
ば
旅
行

は
で
き
ま
す
。
な
に
よ
り
、
元

気
な
う
ち
に
頻
繁
に
家
族
旅
行

で
お
金
を
使
え
ば
、
財
産
は
残

ら
な
く
て
も
子
供
た
ち
の
中
に

楽
し
い
思
い
出
が
残
っ
て
、
自

分
の
死
後
も
仲
良
く
す
る
は
ず
。

　
そ
ろ
そ
ろ
人
生
の
終
わ
り
を

感
じ
始
め
た
ら
、
貯
め
る
こ
と

よ
り
も
有
効
に
お
金
を
使
う
こ

と
を
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
25
年
も
明
る
く
、た
く
ま
し
く

前
を
向
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
! !

い
席
を
外
す
な
ら
消
さ
ず
に
そ

の
ま
ま
の
ほ
う
が
節
約
に
な
り

ま
す
。
掃
除
機
も
、
片
付
け
な

が
ら
切
っ
た
り
つ
け
た
り
し
て

掃
除
す
る
よ
り
も
、
最
初
に
片

付
け
、
一
気
に
ゴ
ミ
を
吸
い
取

っ
た
ほ
う
が
節
約
に
な
る
。

　
テ
レ
ビ
も
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
か

ら
液
晶
テ
レ
ビ
に
な
り
、
待
機

電
力
が
ほ
と
ん
ど
か
か
ら
な
く

な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
ま
め
に

消
す
と
い
ち
い
ち
デ
ジ
タ
ル
番

組
表
な
ど
の
読
み
込
み
を
し
直

さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、

余
計
な
電
力
が
必
要
に
な
る
。

　
買
い
物
の
前
に
は
冷
蔵
庫
チ

ェ
ッ
ク
が
必
要
で
す
が
、
開
け

た
ま
ま
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
り
ス

マ
ホ
で
庫
内
を
一
発
撮
影
し
た

ほ
う
が
冷
気
を
逃
さ
な
い
。

　
そ
も
そ
も
、
ス
ー
パ
ー
を
回

っ
て
１
円
で
も
安
い
も
の
を
買

う
よ
り
も
、
ち
ょ
っ
と
働
け
ば

そ
の
分
は
稼
げ
る
時
代
で
す
。

　
節
約
の
ル
ー
ル
も
昔
と
は
か

な
り
変
わ
っ
て
い
る
の
で
新
し

い
時
代
に
合
わ
せ
更
新
が
必
要
。

　
約
10
年
前
に
、
マ
ガ
ジ
ン
ハ

ウ
ス
か
ら
『
貯た

め
込
む
な
！

　

お
金
は
死
ぬ
前
に
使
え
。』
と

い
う
本
を
出
し
、
そ
こ
で
「
日

本
人
は
、
死
ぬ
と
き
に
一
番
お

ル
ー
ル
が
変
わ
っ
た

家
計
の
節
約

る

お（
を
）金
は
、

死
ぬ
前
に
使
え
！

を

荻原博子の家計家計「いろはカルタ」
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旧
年
中
は
年
の
瀬
も
押
し
迫
っ
た
17

日
、
あ
わ
た
だ
し
く
２
０
２
４
年
度
補

正
予
算
が
成
立
し
、
24
日
、
政
策
活
動

費
の
全
廃
を
含
む
政
治
改
革
関
連
３
法

も
参
院
で
可
決
、
成
立
し
た
。
一
方
で

野
党
が
強
く
求
め
て
き
た
企
業
・
団
体

献
金
の
禁
止
や
政
治
資
金
の
世
襲
禁
止

は
あ
っ
さ
り
見
送
ら
れ
、
パ
ー
テ
ィ
券

に
至
っ
て
は
俎そ

上じ
ょ
うに
も
載
ら
な
か
っ
た
。

政
治
と
カ
ネ
の
問
題
が
問
わ
れ
た
わ
り

に
は
、
与
野
党
と
も
に
何
と
し
て
も
収

入
源
を
死
守
し
た
い
本
音
と
、
カ
ネ
を

ば
ら
ま
く
こ
と
＝
政
治
と
い
う
、
岩
盤

の
よ
う
な
政
治
の
本
態
が
、あ
ら
た
め
て

垣
間
見
え
た
臨
時
国
会
だ
っ
た
と
思
う
。

　

か
く
し
て
政
治
は
皮
肉
に
も
ほ
ぼ
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
進
み
、
メ
デ
ィ
ア

は
連
日
、
与
野
党
の
生
煮
え
の
野
合
を

ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
で
報
じ
続
け
た
の
だ

が
、
眼
を
凝
ら
せ
ば
そ
の
影
に
埋
も
れ

て
私
た
ち
の
耳
目
に
十
分
に
届
か
な
か

っ
た
大
事
な
ニ
ュ
ー
ス
が
い
く
つ
も
あ

る
。
た
と
え
ば
こ
の
と
こ
ろ
騒
が
れ
て

い
た
日
産
自
動
車
の
業
績
不
振
が
、
こ

こ
へ
来
て
つ
い
に
ホ
ン
ダ
と
の
経
営
統

合
と
い
う
大
変
革
に
行
き
着
き
そ
う
な

こ
と
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
常
々
規
模

を
求
め
て
の
合
従
連
衡
を
繰
り
返
し
て

き
た
自
動
車
業
界
で
あ
る
が
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
と
つ
な
ぐ
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
、

自
動
運
転
、
車
載
用
電
池
な
ど
の
次
世

代
技
術
が
求
め
ら
れ
る
い
ま
、
海
外
メ

ー
カ
ー
の
後
塵
を
拝
す
る
日
本
が
合
併

に
よ
っ
て
具
体
的
に
何
を
ど
の
よ
う
に

推
進
し
て
ゆ
く
の
か
、
必
ず
し
も
自
明

で
は
な
い
上
に
、
企
業
文
化
の
異
な
る

二
社
で
は
新
体
制
の
構
築
も
容
易
で
は

な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
経
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営
統
合
し
か
道
は
な
い
の
だ
ろ
う
日
本

の
自
動
車
産
業
の
行
く
末
に
は
、
市
井

も
手
に
汗
を
握
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

ま
た
11
月
末
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン

で
開
か
れ
た
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条

約
第
29
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
29
）

も
、
35
年
ま
で
先
進
国
が
気
候
変
動
対

策
費
と
し
て
途
上
国
に
支
出
す
る
年
間

３
０
０
０
億
ド
ル
の
補
助
金
と
融
資
に

つ
い
て
、
現
金
で
の
支
援
を
求
め
る
途

上
国
か
ら
大
き
な
不
満
の
声
が
上
が
る

と
い
う
不
穏
さ
だ
っ
た
。
も
と
も
と
石

油
と
ガ
ス
に
依
存
す
る
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ

ャ
ン
は
会
議
を
ま
と
め
る
十
分
な
意
欲

を
欠
い
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
資
金
の

拠
出
に
及
び
腰
の
先
進
国
と
途
上
国
の

対
立
は
深
く
、
こ
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
の
枠
組
み

の
将
来
性
に
疑
問
符
さ
え
付
き
始
め
て

い
る
と
海
外
メ
デ
ィ
ア
は
伝
え
て
い
る
。

異
常
気
象
が
一
段
と
進
む
一
方
で
会
議

そ
の
も
の
が
座
礁
し
か
け
て
い
る
い
ま
、

日
本
政
府
と
日
本
人
一
般
の
意
識
は
あ

ま
り
に
低
い
の
で
は
な
い
か
。

　

ち
な
み
に
、
経
産
省
が
12
月
17
日
に

示
し
た
新
し
い
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
」
の
素
案
か
ら
「
原
発
依
存
度
を
可

能
な
限
り
低
減
す
る
」
と
い
う
従
来
の

文
言
が
消
え
た
の
も
、
も
っ
と
騒
が
れ

て
よ
い
ニ
ュ
ー
ス
だ
っ
た
。
こ
れ
は
目

標
に
遠
く
及
ば
な
い
脱
炭
素
の
現
状
へ

の
危
機
感
と
い
う
よ
り
、
欧
州
の
よ
う

に
石
炭
火
力
全
廃
に
踏
み
切
れ
な
い
現

実
を
原
発
推
進
で
糊こ

塗と

し
た
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。
折
し
も
国
は
、
半
導
体
工

場
や
Ａ
Ｉ
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
建
設
ラ

ッ
シ
ュ
で
電
力
需
要
が
増
え
る
と
い
う

予
想
に
便
乗
し
て
、
国
会
で
の
熟
議
も

な
く
一
気
に
原
発
回
帰
を
図
っ
た
の
だ

が
、
現
実
に
は
老
朽
化
原
発
の
建
て
替

え
や
造
設
が
簡
単
に
進
む
は
ず
も
な

し
。
仮
に
造
設
し
て
も
、
出
力
調
整
が

し
に
く
い
原
発
と
再
エ
ネ
の
共
存
で
は

再
エ
ネ
の
出
力
調
整
の
増
加
が
避
け
ら

れ
ず
、
40
年
に
求
め
ら
れ
て
い
る
再
エ

ネ
比
率
４
〜
５
割
の
達
成
に
水
を
差
す

こ
と
に
な
ろ
う
。
と
ま
れ
、
い
ま
さ
ら

巨
費
を
投
じ
て
原
発
を
増
設
す
る
こ
と

の
非
現
実
性
に
眼
を
つ
む
る
政
治
と
電

力
業
界
の
、
こ
の
思
考
停
止
の
先
に
あ

る
の
は
や
は
り
、
停
滞
と
沈
下
か
ら
抜

け
出
せ
な
い
老
残
の
日
本
で
あ
る
。

　

能
登
半
島
地
震
で
始
ま
っ
た
昨
年
は

内
外
と
も
に
選
挙
イ
ヤ
ー
と
な
っ
た
が
、

総
じ
て
候
補
者
も
選
挙
活
動
も
有
権
者

も
、
従
来
と
は
様
変
わ
り
し
た
感
が
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
政
策
の
当
否
や
あ
る

べ
き
社
会
の
姿
と
い
っ
た
具
体
性
で
は

な
く
、必
ず
し
も
中
身
を
問
わ
な
い「
目

新
し
い
何
か
」「
耳
新
し
い
何
か
」
が

一
気
に
ブ
ー
ム
と
な
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
全
盛
の

い
ま
、
メ
デ
ィ
ア
も
私
た
ち
有
権
者
も

本
欄
で
取
り
上
げ
た
よ
う
な
個
別
の
話

題
を
ス
ル
ー
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た

の
だ
が
、こ
ん
な
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
日
々

の
先
に
あ
る
の
は
民
主
主
義
の
落
日
と
、

低
次
元
の
独
善
や
独
裁
で
あ
る
。
新
し

い
年
は
そ
の
下
で
分
断
さ
れ
放
置
さ
れ

て
ゆ
く
人
間
の
困
難
―
貧
困
、差
別
、

老
い
な
ど
、
い
わ
く
言
い
難
い
難
問
に

地
道
に
向
き
合
い
た
い
と
思
う
。

た
か
む
ら
・
か
お
る　
１
９
５
３
年
、大
阪
市
生
ま
れ
。

93
年『
マ
ー
ク
ス
の
山
』で
直
木
賞
。98
年『
レ
デ
ィ・ジ
ョ

ー
カ
ー
』で
毎
日
出
版
文
化
賞
。２
０
１
６
年
の『
土
の

記
』で
野
間
文
芸
賞
な
ど
を
受
賞
す
る
。そ
の
他
の
著

書
に『
我
ら
が
少
女
Ａ
』な
ど
多
数

No.273

ポピュリズムの日々 の
先にあるのは民主主義の落日

毎日新聞出版
2090円（税込み）『銃を置け、戦争を終わらせよう』髙村薫

最新刊 未踏の破局
における思索
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年
の
暮
れ
も
押
し
迫
っ
て
書
い
て
い

る
こ
の
原
稿
は
、
年
が
明
け
て
読
者
に

届
く
最
初
の
号
に
掲
載
さ
れ
る
。
い
ま

さ
ら
記
す
ま
で
も
な
い
メ
デ
ィ
ア
環
境

の
激
変
期
、
し
か
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
現
実
政

治
の
う
ね
り
を
作
る
装
置
に
躍
り
出
た

と
騒
が
れ
る
最
中
、
紙
の
週
刊
誌
と
い

う
媒
体
の
こ
の
牧
歌
的
な
佇た

た
ずま
い
が
私

は
む
し
ろ
好
き
だ
。
だ
か
ら
本
稿
も
旧

年
を
振
り
返
り
つ
つ
、
少
し
長
い
時
間

軸
で
物
事
を
考
察
し
て
み
た
い
。

　

旧
年
の
末
、
ナ
ベ
ツ
ネ
こ
と
渡
邉
恒

雄
氏
が
逝
っ
た
。
こ
の
国
最
大
の
発
行

部
数
を
誇
る
読
売
新
聞
と
そ
の
グ
ル
ー

プ
を
長
年
牛
耳
っ
た
氏
の
〝
功
罪
〞
を

回
顧
す
る
追
悼
記
事
は
本
誌
前
号
も
掲

載
し
、
ラ
イ
バ
ル
各
紙
も
評
伝
記
事
を

一
斉
に
載
せ
た
。
だ
が
、
私
に
と
っ
て

古
巣
メ
デ
ィ
ア
の
先
輩
だ
か
ら
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
、
東
京
新
聞
に
掲
載
さ

れ
た
魚
住
昭
氏
の
寄
稿
評
伝
が
群
を
抜

い
て
正せ

い

鵠こ
く

を
射
た
内
容
に
思
わ
れ
た
。

　

か
つ
て
『
渡
邉
恒
雄　

メ
デ
ィ
ア
と

権
力
』（
講
談
社
文
庫
）
を
著
し
、
渡

邉
氏
へ
の
直
接
取
材
も
重
ね
た
魚
住
氏

は
、
寄
稿
で
も
氏
の
本
質
を
氏
自
身
の

言
葉
で
見
事
に
抽
出
し
た
。
巨
大
新
聞

を〝
経
営
者
兼
主
筆
〞と
し
て
支
配
し
、

「
俺
は
最
後
の
独
裁
者
」
と
語
っ
て
憚

は
ば
か

ら
な
か
っ
た
渡
邉
氏
は
、
こ
ん
な
ふ
う

に
言
い
放
っ
て
い
た
と
い
う
。「
才
能

の
あ
る
や
つ
な
ん
か
邪
魔
だ
。
俺
に
と

っ
ち
ゃ
、
俺
の
言
う
こ
と
に
忠
実
に
従

う
や
つ
だ
け
が
優
秀
な
社
員
だ
」

　

そ
し
て
こ
う
も
。「
世
の
中
を
思
う

方
向
に
も
っ
て
い
こ
う
と
し
て
も
力
が

な
き
ゃ
で
き
な
い
ん
だ
。
俺
に
は
幸
か

不
幸
か
１
千
万
部
あ
る
。
そ
れ
で
総
理

を
動
か
せ
る
。
政
党
勢
力
も
思
い
の
ま

ま
、（
略
）
読
売
が
書
い
た
通
り
に
な

る
。
こ
ん
な
う
れ
し
い
こ
と
は
な
い
わ

ね
」。
魚
住
氏
は
「
恐
ろ
し
い
ほ
ど
の

率
直
さ
」
に
半
ば
感
嘆
し
つ
つ
、「
多

様
な
言
論
と
権
力
の
チ
ェ
ッ
ク
が
新
聞

の
生
命
だ
と
い
う
意
識
は
み
じ
ん
も
感

じ
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
書
く
。

　

と
同
時
に
魚
住
氏
は
、
か
つ
て
大
阪

読
売
で
社
会
部
長
を
務
め
、
反
戦
・
反

差
別
の
紙
面
作
り
に
気
を
吐
い
た
故
・

黒
田
清
氏
に
想
い
を
致
す
。
渡
邉
氏
が

牛
耳
る
読
売
か
ら
退
社
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
黒
田
氏
は
こ
ん
な
言
葉
を
遺の

こ

し
た

と
い
う
。「
読
売
は
権
力
に
す
り
寄
っ

て
る
な
ん
て
も
ん
じ
ゃ
な
い
。
権
力
者

が
新
聞
を
作
っ
て
る
ん
だ
。
そ
ん
な
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
じ
ゃ
な
い
よ
」

　

あ
ら
た
め
て
振
り
返
れ
ば
、
渡
邉
氏

が
読
売
の
論
説
委
員
長
に
就
い
た
の
が

１
９
７
９
年
、
主
筆
就
任
が
85
年
、
そ

し
て
主
筆
を
兼
務
し
た
ま
ま
の
社
長
就

任
が
91
年
。
そ
れ
ま
で
の
読
売
も
中
道

で
は
あ
っ
た
が
、
庶
民
の
喜
怒
哀
楽
に

寄
り
添
う
大
衆
紙
の
色
彩
が
濃
く
、
社

ジ ャ ー ナ リ ズ ム　 第 477 回

「独裁者」の功罪と相対化
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点
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か
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内
に
は
自
由
な
空
気
も
残
り
、
こ
の
あ

た
り
は
読
売
社
会
部
出
身
の
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
作
家
だ
っ
た
故
・
本
田
靖
春

氏
の
作
品
な
ど
に
も
詳
し
い
。

　

し
か
し
、渡
邉
氏
が
読
売
を
牛
耳
り
、

ま
さ
に
「
多
様
な
言
論
と
権
力
の
チ
ェ

ッ
ク
が
新
聞
の
生
命
」
と
い
う
気
配
は

消
え
た
。
特
に
90
年
代
以
降
は
時
の
政

権
と
歩
調
を
合
わ
せ
、そ
の
背
を
押
し
、

メ
デ
ィ
ア
界
全
体
の
風
景
も
変
え
た
。

朝
日
、毎
日
に
対
峙
す
る
読
売
、産
経
。

お
よ
そ
あ
ら
ゆ
る
政
治
イ
シ
ュ
ー
が
こ

の
対
立
構
図
で
是
非
が
語
ら
れ
、
系
列

の
テ
レ
ビ
局
な
ど
で
も
同
様
の
構
図
が

形
作
ら
れ
た
。

　

一
方
で
こ
の
国
の
戦
後
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
の
相
当
部
分
を
新
聞
メ
デ
ィ
ア
が

担
っ
て
き
た
と
捉
え
る
な
ら
、
新
聞
界

全
体
の
潮
流
は
こ
の
構
図
と
か
な
り
異

な
る
。
近
年
の
政
治
イ
シ
ュ
ー
で
い
え

ば
、安
保
法
制
に
せ
よ
、改
憲
に
せ
よ
、

メ
デ
ィ
ア
に
と
っ
て
言
論
・
報
道
の
自

由
に
直
結
す
る
特
定
秘
密
保
護
法
等
々

に
せ
よ
、
全
国
各
地
の
ブ
ロ
ッ
ク
紙
、

有
力
地
方
紙
で
賛
意
を
唱
え
た
新
聞
は

ほ
ぼ
皆
無
。「
多
様
な
言
論
と
権
力
の

チ
ェ
ッ
ク
が
新
聞
の
生
命
」
な
ら
、
そ

れ
を
か
ろ
う
じ
て
堅
持
し
て
政
権
に
疑

義
を
突
き
つ
け
た
の
が
新
聞
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
の
主
流
で
は
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
渡
邉
氏
に
牛
耳
ら
れ
た
巨

大
新
聞
の
変
質
に
よ
っ
て
中
央
で
は
明

ら
か
に
風
景
が
変
わ
り
、
重
大
な
政
治

イ
シ
ュ
ー
も
ま
る
で
是
と
非
が
拮き

っ

抗こ
う

し

て
い
る
か
の
よ
う
に
相
対
化
さ
れ
た
。

結
果
と
し
て
政
権
は
ど
れ
ほ
ど
勢
い
を

得
た
か
。
つ
ま
り
、
読
売
の
変
質
を
主

導
し
た
渡
邉
氏
は
、
も
と
よ
り
巨
大
新

聞
の
「
独
裁
者
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
や

は
り
こ
の
国
の
「
軸
」
を
動
か
し
た
稀き

代だ
い

の
存
在
で
は
あ
っ
た
。
た
だ
、
為
政

者
な
ら
ば
と
も
か
く
、
メ
デ
ィ
ア
人
と

し
て
の
氏
の
振
る
舞
い
を
こ
れ
も
〝
功

罪
〞で
相
対
化
し
て
し
ま
う
こ
と
な
ど
、

少
な
く
と
も
私
に
は
で
き
な
い
。

青 木 理 の カ ウ ン タ ー　・

青
木
理 

あ
お
き
・
お
さ
む

１
９
６
６
年
生
ま
れ
。共
同
通
信
記
者
を
経
て
、フ
リ
ー
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
。

丹
念
な
取
材
と
鋭
い
思
索
、独
自
の
緻
密
な
文
体
に
よ
っ
て
時
代
の
深
層
に
肉
薄
す
る
。

著
書
に『
安
倍
三
代
』『
情
報
隠
蔽
国
家
』『
暗
黒
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
国
家
』『
時
代
の
抵
抗
者
た
ち
』

『
時
代
の
異
端
者
た
ち
』な
ど
多
数
。近
刊
に『
破
壊
者
た
ち
へ
』『
カ
ル
ト
権
力
』『
時
代
の
反
逆
者
た
ち
』

 

レ
イ
ア
ウ
ト
●
鈴
木
成
一
デ
ザ
イ
ン
室
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げる。現在、毎日新聞客員編集委員。ブログに「二代目・日本魁新聞社」がある
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新
年
、
お
め
で
と
う
！
と
言
い
た
い

け
ど
…
…
複
雑
な
気
分
だ
。

　
正
月
は
異
常
な
物
価
高
。
と
も
か
く

カ
ネ
が
か
か
っ
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー

キ
の
値
段
が
一
年
前
よ
り
３
割
近
く
ア

ッ
プ
の
ケ
ー
ス
も
。
正
月
料
金
も
…
…

値
段
は
変
わ
ら
な
い
が
「
分
量
」
が
大

幅
に
減
っ
た
。
今
年
は
「
公
共
交
通
料

金
の
値
上
げ
」
が
決
ま
っ
て
い
る
。

　
３
年
前
（
２
０
２
２
年
２
月
）、
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始
ま
り

（
日
米
の
金
利
差
拡
大
が
原
因
で
）「
円

安
」
も
進
ん
だ
。
だ
か
ら
「
あ
る
程
度

の
物
価
高
」
を
覚
悟
し
た
が
…
…
。
そ

れ
に
し
て
も
、
政
府
の
「
物
価
高
」
対

策
は
ゼ
ロ
に
等
し
い
。

　
昨
年
80
歳
に
な
っ
た
。お
上
か
ら「
長

生
き
の
ご
褒
美
」
に
税
金
は
払
わ
な
く

て
も
よ
い
！
と
言
っ
て
も
ら
い
た
い
ほ

ど
、「
税
金
」
を
払
い
続
け
た
。

　
生
活
し
た
ら
↓
住
民
税
、
働
い
た
ら

↓
所
得
税
　
家
を
持
っ
た
ら
↓
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
・
不
動
産
取

得
税
、
貰も

ら

っ
た
ら
↓
相
続
税
、
あ

げ
た
ら
↓
贈
与
税
、
買
っ
た
ら
↓

消
費
税
・
地
方
消
費
税
、
車
に
乗

っ
た
ら
↓
自
動
車
税
＆
ガ
ソ
リ
ン

税
、
飲
ん
だ
ら
↓
酒
税
、
吸
っ
た

ら
↓
た
ば
こ
税・た
ば
こ
特
別
税・

地
方
た
ば
こ
税
、
風
呂
に
入
っ
た

ら
↓
入
湯
税
…
…
。
昨
年
か
ら
は

週
、
馬
券
を
買
う
た
び
に
「
10
％
の
国

庫
納
付
金
」
を
払
っ
て
い
る
。
最
近
は

…
…
「
介
護
保
険
料
」
と
い
う
名
前
の

「
税
金
」
も
バ
カ
に
な
ら
な
い
。

　
幾
つ
に
な
っ
て
も
「
税
金
地
獄
」
が

続
く
。

　
し
か
も
…
…
不
景
気
で
あ
る
。

　
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
と
き
は
１

年
９
カ
月
で
、
景
気
が
回
復
し
た
が
、

２
０
１
４
年
に
消
費
税
が
８
％
に
な
っ

て
か
ら
不
景
気
が
続
き
、
19
年
10
月
に

10
％
に
な
っ
て
か
ら
さ
ら
に
経
済
状
態

は
深
刻
だ
。
は
っ
き
り
言
っ
て
、「
消

費
税
地
獄
」
だ
。

　
な
ぜ
、
お
上
は
食
料
品
、
水
道
水
、

医
療
費
、
教
育
費
な
ど
生
活
必
需
品
に

消
費
税
を
か
け
て
い
る
の
か
？

　
イ
ギ

リ
ス
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な

ど
は
生
活
必
需
品
は
非
課
税
だ
。

　
日
本
は
「
貧
乏
国
」
で
あ
る
。

　
24
年
の
日
本
の
一
人
当
た
り
名
目
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
32
・
８
５
９
㌦
。
前
年
の
33
・

８
９
９
㌦
か
ら
３
・
１
％
減
少
し
た
。

「
一
人
当
た
り
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
ラ
ン
キ
ン

グ
」
で
は
39
位
で
あ
る
。

　
近
い
国
と
比
較
す
る
と
…
…
マ
カ
オ

が
８
位
、
香
港
20
位
、
韓
国
33
位
、
台

湾
37
位
。
台
湾
に
も
追
い
抜
か
れ
た
。

　
石
破
さ
ん
、
何
と
か
し
て
く
れ
！

　
取
り
あ
え
ず
、
食
料
品
の
消
費
税
は

ゼ
ロ
に
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
？

「
１
０
３
万
円
の
壁
」
論
争
よ
り
、
消

費
税
大
改
革
を
し
な
け
れ
ば
、
２
０
２

５
年
、
こ
の
令
和
７
年
に
日
本
人
は

次
々
に
死
ぬ
ぞ
！

（
ワ
ケ
が
分
か
ら
な
い
理
由
で
）
森
林

環
境
税
な
る
モ
ノ
を
払
わ
さ
れ
た
。

　
当
方
に
は
無
縁
だ
が「
と
ん
税
」「
特

別
と
ん
税
」な
る
も
の
が
あ
る
ら
し
い
。

外
国
の
貿
易
船
が
日
本
の
港
に
入
港
し

た
と
き
に
払
う
国
税
。船
の
大
き
さ（
総

ト
ン
数
）
に
よ
っ
て
「
１
ト
ン
あ
た
り

何
円
」
と
い
う
形
で
税
額
が
決
め
ら
れ

る
ら
し
い
。

　
楽
し
み
に
し
て
い
る
競
馬
。
毎
週
毎

石
破
さ
ん
、食
料
品
を「
消
費
税
ゼ
ロ
」に
し
な
い
と
、日
本
人
は
死
ぬ
ぞ
！

何とかして！石破さん

9
7
1
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ト
ラ
ン
プ
米
次
期
大
統
領
か
ら
１
月
20
日
の
大

統
領
就
任
式
に
招
か
れ
た
中
国
の
習
近
平

国
家
主
席
は
、
招
待
を
受
け
る
の
か
、
世
界

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
「
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
ガ
イ
（
す
ば
ら

し
い
男
）」「
中
国
と
は
あ
ら
ゆ
る
課
題
を
と
も
に
解
決

で
き
る
」
と
甘
い
言
葉
を
投
げ
た
。
中
国
経
済
失
速
の

危
機
の
中
で
「
早
く
辞
め
て
く
れ
」
と
い
う
圧
力
に
押

さ
れ
て
い
る
習
氏
に
は
威
信
回
復
の
チ
ャ
ン
ス
だ
が
、

思
わ
ぬ
罠わ

な

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
２
０
１
７
年
、
米

フ
ロ
リ
ダ
州
の
マ
ー
ル
ア
ラ
ー
ゴ
で
初
め
て
会
談
し
た

時
、
ト
ラ
ン
プ
氏
か
ら
突
然
「
シ
リ
ア
に
巡
航
ミ
サ
イ

ル
を
59
発
撃
っ
た
」
と
告
げ
ら
れ
、
習
氏
は
１
分
近
く

声
が
出
な
か
っ
た
。
翌
年
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
ブ
エ
ノ

ス
ア
イ
レ
ス
の
会
談
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
通
信
設

備
大
手
「
華
為
技
術
」（
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
）
の
最
高
財

務
責
任
者
、孟
晩
舟
氏
を
カ
ナ
ダ
で
逮
捕
し
た
と
告
げ
、

習
氏
を
愕が

く

然ぜ
ん

と
さ
せ
た
。今
回
は
何
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　

習
氏
招
待
の
ニ
ュ
ー
ス
が
米
メ
デ
ィ
ア
で
流
れ
た
の

は
24
年
12
月
11
日
。
そ
の
前
日
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
次
期

政
権
の
経
済
成
長
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
担
当
国
務
次

官
に
対
中
強
硬
派
の
テ
ッ
ク
企
業
顧
問
、ジ
ェ
イ
コ
ブ・

ヘ
ル
バ
ー
グ
氏
を
指
名
し
た
。

　

ヘ
ル
バ
ー
グ
氏
は
、
Ａ
Ｉ
技
術
競
争
で
中
国
を
打
倒

せ
よ
と
主
張
す
る
「
Ａ
Ｉ
版
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
」
を

11
月
発
表
し
た「
米
中
経
済
・
安
全
保
障
調
査
委
員
会
」

（
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
）
の
メ
ン
バ
ー
だ
。
国
家
安
全
保
障
担
当

の
大
統
領
副
補
佐
官
に
指
名
さ
れ
た
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ウ

ォ
ン
氏
が
そ
の
計
画
を
ま
と
め
た
。

　

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
は「
Ａ
Ｉ
・
暗
号
資
産
の
皇
帝
」

ポ
ス
ト
が
新
設
さ
れ
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
投
資
家
、

デ
ー
ビ
ッ
ド
・
サ
ッ
ク
ス
氏
が
指
名
さ
れ
た
。
Ａ
Ｉ
戦

争
の
陣
立
て
を
固
め
た
う
え
で
ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
習
氏

を
招
待
し
た
。
習
氏
が
罠
を
疑
う
の
は
自
然
だ
ろ
う
。

　

一
方
の
習
氏
は
、
中
国
指
導
部
内
で
孤
立
を
深
め
て

い
る
。
12
月
18
日
か
ら
20
日
ま
で
マ
カ
オ
返
還
25
周
年

記
念
式
典
に
臨
ん
だ
が
、
専
用
機
の
タ
ラ
ッ
プ
を
下
り

る
足
も
と
が
少
し
お
ぼ
つ
か
な
か
っ
た
。

　
７
月
、
脳
梗こ

う

塞そ
く

の
発
作
で
一
時
入
院
し
た
の
を
き
っ

か
け
に
習
氏
の
独
裁
権
力
は
弱
ま
り
、
軍
を
中
心
に
集

団
指
導
制
復
活
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
続
い
て
い
る
。

　

マ
カ
オ
に
同
行
し
た
政
治
局
の
メ
ン
バ
ー
は
、蔡
奇・

書
記
処
常
務
書
記
、
何
衛
東
・
中
央
軍
事
委
副
主
席
、

何
立
峰
副
首
相
と
李
鴻
忠
・
全
人
代
常
務
委
員
会
副
委

員
長
だ
っ
た
が
、
李
氏
を
除
く
３
人
は
み
な
習
派
の
福

建
閥
だ
っ
た
。
習
派
の
常
務
委
員
で
も
、
浙
江
閥
の
李

強
首
相
、上
海
閥
の
丁
薛
祥
副
首
相
の
姿
は
な
か
っ
た
。

党
中
央
香
港
マ
カ
オ
指
導
小
組
の
組
長
の
丁
氏
が
マ
カ

オ
の
式
典
に
い
な
い
の
は
奇
妙
だ
。

　

軍
事
委
員
会
で
は
張
又
侠
副
主
席
が
、
人
事
権
を
握

る
福
建
閥
の
苗
華
・
政
治
工
作
部
主
任
を
汚
職
容
疑
で

失
脚
さ
せ
、苗
氏
が
抜ば

っ

擢て
き

し
た
習
派
将
官
を
多
数
逮
捕
、

習
氏
の
軍
権
が
揺
ら
い
で
い
る
。
中
露
軍
事
協
力
の
た

め
８
月
、
ロ
シ
ア
を
訪
問
し
た
習
派
の
李
橋
銘
陸
軍
司

令
官
も
逮
捕
さ
れ
た
と
い
う
噂う

わ
さが
流
れ
て
い
る
。
事
実

な
ら
、
習
氏
に
は
大
き
な
打
撃
だ
。
国
内
の
引
退
圧
力

は
さ
ら
に
高
ま
り
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
就
任
式
に
出
る
余

裕
は
な
い
だ
ろ
う
。

「トラ」の罠はＡＩ



季
節
の
人
た
ち

新

森

健

Ken M
ori

人
間
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

も
り
・
け
ん　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
専
修
大
非
常

勤
講
師
。
２
０
１
２
年
、『「
つ
な
み
」
の
子
ど
も

た
ち　

作
文
に
書
か
れ
な
か
っ
た
物
語
』
で
大
宅

壮
一
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
を
受
賞
。
17
年
に
は

『
小
倉
昌
男　

祈
り
と
経
営
』
で
大
宅
壮
一
メ
モ

リ
ア
ル
日
本
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
大
賞
を
受
賞

2025.1.19-26 40

　

二
〇
二
五
年
が
明
け
た
。
今
年
は
さ

ま
ざ
ま
な
「
周
年
」
の
年
で
も
あ
る
。

　

近
い
と
こ
ろ
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
か
ら
五
年
が
あ
る
。
早
い
も
の

で
、
世
界
を
震し

ん

撼か
ん

さ
せ
た
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
か
ら
も
う
五
年
だ
。
中
国
・
武
漢
か

ら
広
が
り
だ
し
た
感
染
症
は
ア
ジ
ア
、

欧
州
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。
日
本
は
当

初
、
豪
華
客
船
程
度
だ
っ
た
が
、
安
倍

晋
三
首
相
（
当
時
）
は
学
校
一
斉
休
校

に
踏
み
切
り
、
そ
の
後
緊
急
事
態
宣
言

を
発
出
。
飲
食
店
な
ど
が
閉
店
し
て
い

っ
た
。
あ
の
時
「
も
う
従
来
の
よ
う
な

社
会
に
は
戻
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
」

と
感
じ
た
絶
望
感
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

十
年
前
は
、
二
〇
一
五
年
九
月
の
安

全
保
障
関
連
法
成
立
前
に
行
わ
れ
て
い

た
国
会
前
の
反
対
デ
モ
が
あ
る
。
珍
し

く
学
生
た
ち
が
決
起
し
た
Ｓシ

ー

ル

ズ

Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
ｓ

と
い
う
団
体
が
賑に

ぎ

わ
せ
て
い
る
と
い
う

の
で
何
度
か
現
地
に
足
を
運
ん
だ
。

　

あ
ま
り
報
道
は
伝
え
て
い
な
か
っ
た

が
、
実
は
あ
の
デ
モ
の
風
景
も
昼
と
夜

で
は
異
な
っ
て
い
た
。
夜
は
若
者
が
集

ま
り
、
大
音
量
で
盛
り
上
が
っ
て
い
た

が
、
昼
に
行
く
と
、
国
会
前
庭
に
た
む

ろ
し
て
い
る
の
は
六
十
代
以
上
の
デ
モ

に
慣
れ
た
ベ
テ
ラ
ン
ば
か
り
だ
っ
た
。

「
そ
れ
で
ね
、お
れ
は
言
っ
て
や
っ
た
の

よ
」「
お
お
、
そ
り
ゃ
、
い
い
な
」
と
歓

談
し
た
り
弁
当
を
食
べ
た
り
で
楽
し
げ

な
風
景
だ
っ
た
。
要
は
、
あ
の
デ
モ
の

実
質
は
、
昔
な
が
ら
の
労
働
運
動
系
の

人
た
ち
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　

三
十
年
と
な
る
一
九
九
五
年
で
は
、

一
月
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
三
月
の

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
、
九
月
の
沖
縄
米

兵
少
女
暴
行
事
件
、
十
月
か
ら
の
一
連

の
オ
ウ
ム
裁
判
、
十
一
月
は
「
ウ
ィ
ン

ド
ウ
ズ
95
」
発
売
な
ど
、
時
代
を
画
す

大
き
な
出
来
事
が
相
次
い
だ
。
オ
ウ
ム

事
件
関
連
で
は
上か

み

九く

一い

色し
き

村む
ら

突
入
の
警

察
官
や
脱
会
信
者
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
材
に
出
て
い
た
が
、
私
自
身
、

あ
の
年
を
境
に
何
か
大
き
く
日
本
が
変

わ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

た
だ
、
こ
う
し
た
周
年
も
の
で
、
な

ん
と
い
っ
て
も
大
き
い
の
は
戦
後
八
十

年
だ
ろ
う
。
三
月
・
東
京
大
空
襲
、
六

月
・
沖
縄
戦
の
慰
霊
の
日
、
八
月
・
広

島
と
長
崎
の
原
爆
、
終
戦
記
念
日
。
民

間
人
八
十
万
人
を
含
め
約
三
百
十
万
人

が
犠
牲
に
な
っ
た
。
あ
の
戦
争
に
関
し

て
当
事
者
を
前
面
に
出
し
て
大
き
く
取

り
上
げ
る
の
は
今
年
が
最
後
だ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
高
齢
で
元
気
な
方
も
い
る

の
で
当
事
者
が
す
ぐ
に
い
な
く
な
る
わ

け
で
は
な
い
。
私
も
三
年
ほ
ど
前
、
真

珠
湾
攻
撃
か
ら
八
十
年
に
際
し
て
、
実

際
に
艦
上
攻
撃
機
に
乗
り
込
み
、
航
空

魚
雷
を
撃
ち
込
ん
だ
元
搭
乗
員
の
方
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

当
時
一
〇
三
歳
だ
っ
た
男
性
は
記
憶

が
驚
く
ほ
ど
明め

い

晰せ
き

で
、
詳
細
に
経
験
を

語
っ
て
く
れ
た
。
男
性
は
、
兵
士
と
し

て
あ
の
戦
争
に
参
加
し
、
命
を
か
け
た

こ
と
に
は
誇
り
を
も
っ
て
い
た
が
、

「
少
な
く
と
も
一
九
四
三
年
ご
ろ
ま
で

に
降
参
し
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
。
そ
う

す
れ
ば
あ
れ
ほ
ど
の
死
者
を
出
さ
な
か

っ
た
は
ず
」
と
静
か
に
嘆
い
て
い
た
。

　

今
後
、
直
接
的
な
体
験
者
が
少
な
く

な
る
の
は
避
け
が
た
い
。
戦
争
報
道
が

な
く
な
る
こ
と
は
な
い
が
、
今
後
は
ど

の
よ
う
に
伝
え
て
い
く
か
が
課
題
に
な

っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

　

日
本
で
は
少
数
与
党
に
よ
る
政
府
だ

が
、
米
国
で
は
横
暴
な
大
統
領
が
就
任

す
る
二
〇
二
五
年
。
ど
ん
な
一
年
に
な

る
の
か
、
そ
し
て
過
去
の
教
訓
を
活い

か

し
て
い
け
る
か
。
一
年
の
始
ま
り
に
思

い
を
巡
ら
せ
て
い
る
。

一
年
の
始
ま
り
に
思
う「
周
年
」と
教
訓

連載 258
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波
乱
の
日
々

　

二
〇
二
四
年
、
最
後
の
原
稿

―
。

こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、一
月

に
能
登
の
大
地
震（
震
度
７
！
）が
あ

り
、そ
れ
と
は
全
然
関
係
無
い
け
れ
ど
、

浦
和
の
友
人
の
家
が
火
事
で
全
焼
。さ
ら

に
浅
草
の
友
人
夫
婦
の
夫
の
ほ
う
が
目

ま
い
な
ど
の
異
変
あ
り
入
院
。
さ
ら
に

さ
ら
に
私
の
妹
も
腹
痛
で
入
院
…
…
。

　

と
い
う
わ
け
で
、
私
自
身
は
何
事
も

無
か
っ
た
も
の
の
、心
配
事ご

と

が
次
々
と
。

二
人
と
も
結
局
の
と
こ
ろ
大だ

い

事じ

に
至
る

こ
と
な
く
、ホ
ッ
と
し
た
の
だ
が
…
…
。

　

ト
シ
を
と
る
っ
て
、
こ
う
い
う
こ
と

か
と
、今
さ
ら
な
が
ら
に
身
に
し
み
た
。

二
〇
二
五
年
は
、
ど
う
か
お
だ
や
か
で

あ
っ
て
ほ
し
い
。

驚
異
の
お
二
人

　

さ
て
、
話
は
ガ
ラ
リ
と
変
わ
っ
て
。

何
か
の
ハ
ズ
ミ
で
「
昔
、『
光
子
の
窓
』

と
い
う
草
笛
光
子
さ
ん
の
オ
シ
ャ
レ
な

バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
が
あ
っ
た
な
あ
」
と

懐
か
し
く
思
い
出
し
た
。
Ｔ
Ｖ
草
創
期

で
、
私
は
子
ど
も
だ
っ
た
け
れ
ど
、
カ

ッ
コ
い
い
な
あ
と
、
憧
れ
た
。

　

私
は
映
画
好
き
で
、
歌
舞
伎
以
外
の

演
劇
全
般
に
は
、
あ
ま
り
興
味
が
薄
い

の
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
草
笛
光
子
さ

ん
の
舞
台
は
何
度
か
見
て
い
る
。

　

今
や
八
十
代
後
半
だ
ろ
う
か
、
と
思

っ
て
ス
マ
ホ
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
た

ら
、
エ
エ
ッ
〜
、
九
十
一
歳
と
あ
る
で

は
な
い
か
？　

ビ
ッ
ク
リ
！　

映
画
出

演
リ
ス
ト
を
見
る
と
、
ギ
ッ
シ
リ
。
作

家
の
佐
藤
愛
子
さ
ん
役
で
、『
九
十
歳
。

何
が
め
で
た
い
』
で
主
演
さ
れ
て
い
る

の
だ
っ
た
！

　

い
や
は
や
何
と
も
。
佐
藤
愛
子
さ
ん

の
ほ
う
も
す
ご
い
、
今
や
百
一
歳
！　

自
慢
た
ら
し
く
書
き
ま
す
が
、
十
年
ほ

ど
、い
や
、も
っ
と
前
だ
っ
た
ろ
う
か
、

文
藝
春
秋
の
編
集
者
が
佐
藤
愛
子
さ
ん

を
紹
介
し
て
く
れ
て
、
何
度
か
顔
を
合

わ
せ
、
お
宅
に
も
伺
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
た
い
せ
つ
に
し
て
い
た
で
あ
ろ
う

キ
モ
ノ
を
、「
も
う
着
な
い
か
ら
」
と
、

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
も
し
て
。
私

の
好
み
の
、
地
味
め
で
ス
ッ
キ
リ
し
た

キ
モ
ノ
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
キ
モ
ノ
で
外
出
す
る

気
に
な
れ
ず
、
タ
ン
ス
の
中
に
し
ま
わ

れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の
だ
け
れ
ど

…
…
。
今
や
コ
ロ
ナ
も
下
火
に
な
り
つ

つ
あ
る
よ
う
で
、
お
正
月
は
佐
藤
愛
子

さ
ん
の
恩お

ん

賜し

（
!?
）
の
キ
モ
ノ
で
過
ご

し
て
み
よ
う
か
な
、
と
。

で
す
し
、
ま
す
し

　

さ
て
。
話
は
ガ
ラ
リ
と
変
わ
っ
て
、

ち
ょ
っ
と
し
た
イ
ヤ
ミ
を
…
…
。

　

近
頃
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
話
し
方
が

気
に
な
っ
て
た
ま
ら
な
い
。
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
答
え
る
選
手
た
ち
の
中
に
、
語

尾
を
、
や
た
ら
と
「
…
…
で
す
し
」
と

か
「
…
…
ま
す
し
」
と
言
う
選
手
が
多

い
の
だ
。「
…
…
で
す
」「
…
…
ま
す
」

と
セ
ン
テ
ン
ス
を
切
っ
た
ほ
う
が
ス
ッ

キ
リ
し
て
い
い
の
に
。
妙
な
ハ
ヤ
リ
に

な
っ
て
い
る
。普
通
に「
で
す
」「
ま
す
」

で
は
、
そ
っ
け
な
い
と
で
も
思
っ
て
の

こ
と
な
の
か
？　

そ
れ
と
も
一
過
性
の

ハ
ヤ
リ
に
す
ぎ
な
い
の
だ
ろ
う
か
？

草笛光子さん（第45回日本アカデミー
賞授賞式で優秀助演女優賞と会長功労
賞を受賞し、あいさつをする。2022年）

な
か
の
・
み
ど
り
　
出
版
社
勤
務
な
ど
を
経
て
エ
ッ

セ
イ
ス
ト
に
。
著
書
に『
い
く
つ
に
な
っ
て
も
』ほ
か

二
〇
二
五
年
は
、ど
う
か
お
だ
や
か
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
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日
本
史

今
ま
で
に
な
い

人
物
伝

本
郷
和
人

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授
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に
身
を
置
く
人
で
あ
り
、
報
道

さ
れ
た
伝
統
芸
能
に
似
た
お
稽け

い

古こ

を
長
く
続
け
て
い
た
の
で
す
。

「
酷ひ

ど

い
事
件
だ
ね
。
ど
う
思

う
？
」
と
尋
ね
る
と
、
彼
女
は

言
い
ま
し
た
。「
あ
あ
、あ
れ
ね
。

も
ち
ろ
ん
悪
い
こ
と
な
ん
だ
け

ど
、で
も
、こ
の
界か

い

隈わ
い

じ
ゃ
あ
、

し
ば
し
ば
聞
く
こ
と
よ
。
師
匠

が
お
弟
子
さ
ん
に
手
を
出
す
の

は
、
業
界
全
体
で
黙
認
さ
れ
て

い
る
の
。
普
通
は
お
弟
子
さ
ん

側
が
騒
ぎ
立
て
な
い
か
ら
、ニ
ュ

ー
ス
に
な
ら
な
い
。
噂う

わ
さが
流
れ

　

ぼ
く
が
30
歳
く
ら
い
で
し
た

か
ら
、
35
年
く
ら
い
前
の
話
で

す
。あ
る
伝
統
芸
能
の
世
界
で
、

師
匠
が
弟
子
に
対
し
、
男
女
の

関
係
を
強
引
に
迫
る
と
い
う
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
が
報
じ
ら
れ
ま
し

た
。
高
学
歴
な
女
性
が
急
速
に

増
え
て
、
大
学
で
の
セ
ク
ハ
ラ

事
件
が
問
題
に
な
り
始
め
て
い

た
時
期
で
し
た
。
他ひ

人と

事ご
と

で
は

な
い
な
、
も
っ
て
他
山
の
石
と

し
よ
う
と
思
っ
た
ぼ
く
は
、
友

人
に
感
想
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

彼
女
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
世
界

て
も
、
師
匠
の
尊
厳
と
か
名
誉

に
は
全
く
傷
が
つ
か
な
い
の
」。

い
や
、
す
ご
い
話
だ
、
と
衝
撃

を
受
け
た
の
で
鮮
明
に
覚
え
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
現
在
は

違
う
の
で
し
ょ
う
。
で
も
芸
の

世
界
へ
の
女
性
の
進
出
が
進
ま

な
い
理
由
と
し
て
、
こ
う
し
た

野
蛮
な
慣
行
が
関
係
し
て
い
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

絵
の
社
会
も
男
社
会
だ
っ
た

の
で
、
若
い
松
園
は
そ
れ
は
苦

労
し
た
で
し
ょ
う
。
で
も
彼
女

は
努
力
を
続
け
、
力
を
つ
け
て

い
き
ま
す
。
15
歳
の
時
、
第
３

回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
出
品
し

た
「
四
季
美
人
図
」
が
一
等
褒

状
を
受
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

来
日
中
の
ビ
ク
ト
リ
ア
女
王
の

三
男
ア
ー
サ
ー
王
子
が
購
入
す

る
栄
誉
に
浴
し
ま
す
。
こ
の
こ

と
で
彼
女
は
、「
京
に
天
才
少

女
あ
り
」
と
世
間
か
ら
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

18
歳
で
師
匠
を
変
え
、
幸こ

う

野の

楳ば
い

嶺れ
い

（
１
８
４
４
〜
95
）
に
師

事
。
こ
の
人
は
近
代
京
都
画
壇

の
開
拓
者
と
評
価
さ
れ
る
人

で
、
多
く
の
画
家
を
世
に
送
り

出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
松
園
の

最
初
の
師
匠
、
鈴
木
松し

ょ
う

年ね
ん

の

ラ
イ
バ
ル
の
よ
う
な
存
在
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

　

松
園
が
弟
子
入
り
し
て
程
な

く
、
楳
嶺
は
死
去
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
彼
女
は
楳
嶺
門
下
四
天

王
の
筆
頭
と
目
さ
れ
、
京
都
画

壇
の
中
心
人
物
だ
っ
た
竹
内
栖せ

い

鳳ほ
う

（
１
８
６
４
〜
１
９
４
２
）

に
師
事
し
ま
し
た
。栖
鳳
31
歳
、

松
園
20
歳
の
時
で
す
。

　

栖
鳳
は
近
代
日
本
画
の
先
駆

者
で
、
そ
の
画
歴
は
半
世
紀
に

及
び
、
帝
室
技
芸
員
を
務
め
、

第
1
回
の
文
化
勲
章
を
受
章
し

て
い
ま
す
。画
風
は
四
条
派（
江

戸
時
代
中
期
に
始
ま
る
、
京
都

画
壇
の
一
大
勢
力
）
を
基
礎
と

し
て
、
狩
野
派
の
技
法
や
西
洋

の
写
実
画
法
を
取
り
入
れ
て
お

り
、
革
新
的
な
画
風
を
示
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
守
旧
派
か

ら
「
鵺ぬ

え

派は

」
と
揶や

揄ゆ

さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
技

量
に
は
悠
然
た
る
迫
力
が
備
わ

っ
て
い
て
、
近
代
を
代
表
す
る

大
家
で
あ
る
こ
と
に
は
異
論
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　

終
始
官
展
（
文
展
、
帝
展
、

日
展
な
ど
政
府
が
主
催
し
た
展

覧
会
）
に
と
ど
ま
り
、
在
野
の

横
山
大
観
と
画
壇
の
双
璧
を
な

し
て「
西
の
栖
鳳
、東
の
大
観
」

と
称
さ
れ
ま
し
た
。
弟
子
の
育

成
に
も
力
を
入
れ
、
画
塾
「
竹ち

く

杖じ
ょ
う

会か
い

」
を
主
宰
し
、
俊
英
を
世

に
送
り
出
し
ま
し
た
。
た
だ
し

女
性
の
弟
子
で
あ
っ
た
六む

人と

部べ

暉き

峰ほ
う

（
１
８
７
９
〜
１
９
５
６

年
）
は
師
匠
と
男
女
の
仲
に
な

連
載 

そ
の
九
十

ほんごう・かずと　東京都生まれ。東京大・同大学院で石井進氏・五味文彦氏に
師事し日本中世史を学ぶ。ＮＨＫ大河ドラマ「平清盛」など、ドラマ、アニメ、
漫画の時代考証にも携わる。『新・中世王権論』『日本史のツボ』（ともに文藝春秋）、
『戦国武将の明暗』（新潮社）、『上皇の日本史』（中央公論新社）など著書多数

美
人
画
に
独
自
の

境
地
を
開
い
た
天
才
少
女

上
村
松
園 

（
下
）
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っ
た
た
め
に
画
業
か
ら
身
を
退

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
彼
女
は

栖
鳳
が
湯
河
原
に
移
り
住
む
と

同ど
う

棲せ
い

し
、
彼
の
画
業
を
支
え
ま

し
た
（
も
ち
ろ
ん
栖
鳳
に
は
別

に
妻
子
が
あ
っ
た
）。

　

松
園
は
画
業
に
い
そ
し
む
一

方
で
、
27
歳
の
時
に
妊
娠
し
、

長
男
の
松

し
ょ
う

篁こ
う

を
出
産
し
ま
し

た
。
こ
の
方
は
後
に
画
家
と
し

て
大
成
し
て
文
化
勲
章
を
受
章

す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
父
親
は
松
園
の
最
初
の
師

匠
で
あ
る
鈴
木
松
年
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
松
園
と
松
年
の
子

で
あ
れ
ば
、
素
晴
ら
し
い
画
家

が
誕
生
す
る
道
理
で
す
が
、
そ

ん
な
に
甘
い
話
で
は
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
と
も
あ
れ
、
松

園
は
詳
し
い
事
情
を
説
明
し
て

い
ま
せ
ん
の
で
、父
親
は
誰
か
、

す
。
鳥
を
描
く
た
め
に
、
奈
良

の
ア
ト
リ
エ
に
鳥
小
屋
を
設
け
、

凡お
よ

そ
２
８
０
種
類
、
１
２
０
０

羽
の
鳥
を
飼
育
し
、
日
々
ス
ケ

ッ
チ
を
続
け
た
そ
う
で
す
。
昭

和
59
（
１
９
８
４
）
年
に
文
化

勲
章
を
受
章
し
て
い
ま
す
。

　

親
子
二
代
で
文
化
勲
章
か
、

す
ご
い
な
あ
、
な
ん
て
思
っ
て

い
た
ら
、
実
は
親
子
三
代
な
ん

で
す
ね
。
松
篁
の
子
の
淳あ

つ

之し

さ

ん
は
、
こ
れ
ま
た
日
本
画
家
。

お
父
さ
ん
譲
り
の
鳥
小
屋
を
管

理
し
な
が
ら
、
四
季
折
々
の
植

物
や
動
物
を
描
い
た
花
鳥
画
を

作
成
し
ま
し
た
。
令
和
4
（
２

０
２
２
）
年
、
文
化
勲
章
を
受

章
し
ま
し
た
。
い
ま
政
界
で
は

世
襲
の
弊
害
が
取
り
沙
汰
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
芸
術

の
世
襲
な
ら
ば
、
何
の
問
題
も

あ
り
ま
せ
ん
ね
。
本
当
に
素
晴

ら
し
い
で
す
。

　

令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
の

11
月
１
日
、
淳
之
さ
ん
は
老
衰

の
た
め
、
奈
良
市
内
の
自
宅
で

亡
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

91
歳
の
大
往
生
で
し
た
。

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
の

六
人
部
暉
峰
は
彼
女
よ
り
四
つ

下
で
す
か
ら
、
仮
に
松
園
と
栖

鳳
の
間
に
ロ
マ
ン
ス
が
あ
っ
た

と
し
て
も
不
思
議
は
あ
り
ま
せ

ん
。
で
も
、
そ
の
詮
索
は
野や

暮ぼ

と
い
う
も
の
で
し
ょ
う
。

　

松
園
は
未
婚
の
母
の
道
を
選

び
、
画
業
に
打
ち
込
ん
で
い
き

ま
し
た
。
世
間
は
彼
女
に
好
奇

の
目
を
向
け
た
よ
う
で
す
。
前

回
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
松
園

は
時
に
年
下
の
青

年
と
の
恋
愛
に
苦

し
み
、
大
ス
ラ
ン

プ
に
陥
っ
た
よ
う

で
す
（
３
年
ほ
ど

絵
を
描
い
て
い
な

い
）。
で
も
苦
し

み
な
が
ら
も
、
理

解
の
あ
る
母
に
見

守
ら
れ
、
一
人
息

子
を
育
て
な
が
ら

（
松
篁
さ
ん
の
思

い
出
話
に
よ
る

と
、
絵
を
描
い
て

い
る
と
き
の
松
園

さ
ん
は
絵
に
夢
中

に
な
り
、
息
子
は
放
っ
て
お
か

れ
た
そ
う
で
す
。
ま
あ
、
仕
方

が
な
い
か
な
）、
彼
女
は
女
性

の
真
の
美
し
さ
を
描
き
続
け
ま

し
た
。

　

彼
女
が
た
ど
り
着
い
た
境
地

を
示
す
名
作
と
し
て
著
名
な
絵

が
「
序
の
舞
」（
61
歳
の
作
）

で
す
。「
こ
の
絵
は
、
私
の
理

想
の
女
性
の
最
高
の
も
の
と
言

っ
て
い
い
、
自
分
で
も
気
に
入

っ
て
い
る
『
女
性
の
姿
』
で
あ

り
ま
す
。（
中
略
）
何
も
の
に

も
犯
さ
れ
な
い
、
女
性
の
う
ち

に
ひ
そ
む
強
い
意
志
を
、
こ
の

絵
に
表
現
し
た
か
っ
た
の
で
す
。

幾
分
古
典
的
で
優
美
で
端
然
と

し
た
心
持
ち
を
、
私
は
出
し
得

た
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
松
園

『
青
眉
抄
』「
作
画
に
つ
い
て
」）

　

松
園
は
昭
和
23（
１
９
４
８
）

年
、
女
性
と
し
て
初
め
て
文
化

勲
章
を
受
章
。
そ
の
翌
年
に
74

歳
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
息

子
の
松
篁
は
「
花
鳥
画
」
の
最

高
峰
と
言
わ
れ
る
画
家
に
成
長

し
ま
し
た
。
写
実
に
徹
し
、
格

調
高
い
作
品
を
描
い
て
い
ま

優
美
で
端
然
と
し
た

女
性
の
心
持
ち
を
描
く

イラスト：岡田　丈
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落
語
界
の
戦
後
の
名
人
と
い
え
ば
五
代
目
古
今
亭
志

ん
生
と
八
代
目
桂
文
楽
だ
。「
黒
門
町
の
師
匠
」
と
い

わ
れ
た
文
楽
は
１
８
９
２
年
に
生
ま
れ
１
９
７
１
年
に

79
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
幸
い
、
わ
た
し
も
何
度
か
（
テ

レ
ビ
で
）
観
た
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
し
印
象
に
強
く
残

っ
て
い
る
の
は
志
ん
生
の
方
だ
っ
た
が
。

　

桂
文
楽
の
、
と
い
う
か
お
そ
ら
く
落
語
史
上
も
っ
と

も
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
彼
の
最
後
の
高
座
で
あ

る
。
１
９
７
１
年
８
月
31
日
、
国
立
劇
場
小
劇
場
で
、

三
遊
亭
圓
朝
作
の
「
大
仏
餅
」
を
演
じ
た
文
楽
は
「
あ

た
く
し
は
、
芝
片
門
前
に
住
ま
い
お
り
ま
し
た
」
と
ま

で
喋し

ゃ
べり
、
続
く
「
神
谷
幸
右
衛
門
」
と
い
う
こ
と
ば
が

続
か
ず
、
絶
句
し
た
。
文
楽
は
「
台せ

り
ふ詞
を
忘
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
…
…
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
…
…
も
う
一
度
、

勉
強
を
し
直
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
深
々
と
観
客
に
頭

を
下
げ
る
と
高
座
を
下
り
、
以
降
、
亡
く
な
る
ま
で
の

３
カ
月
の
間
、二
度
と
高
座
に
戻
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

名
人
の
潔
さ
だ
ろ
う
か
。
舞
台
の
袖
で
、
文
楽
は
「
三

代
目
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
よ
」
と
呟つ

ぶ
やい
た
と
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
「
三
代
目
」
と
は
、
明
治
時
代
の
名
人
１
９

３
０
年
に
73
歳
で
亡
く
な
っ
た
三
代
目
柳
家
小
さ
ん

だ
。
三
代
目
小
さ
ん
は
、
晩
年
脳
軟
化
症
に
よ
る
認
知

症
を
発
症
し
、
同
じ
噺は

な
しを
し
た
り
、
噺
を
し
て
い
る
と

別
の
噺
が
交
じ
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
わ

れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
八
代
目
文
楽
と
並
び
称
さ
れ

た
五
代
目
志
ん
生
は
１
９
７
３
年
に
83
歳
で
亡
く
な
っ

た
が
、
亡
く
な
る
５
年
前
の
68
年
、
上
野
鈴
本
演
芸
場

で
の
高
座
が
最
後
に
な
っ
た
。
そ
の
最
後
の
高
座
で
、

志
ん
生
は
「
二
階
ぞ
め
き
」
を
演
じ
て
い
た
が
、
途
中

か
ら
「
王
子
の
狐
」
に
変
わ
っ
て
い
た
。

　

落
語
は
「
話
芸
」
で
あ
り
、
落
語
家
た
ち
は
、
繰
り

返
し
噺
を
口
演
し
て
身か

ら
だ体
に
覚
え
さ
せ
て
ゆ
く
。
だ
が
、

そ
れ
で
も
認
知
症
は
、
落
語
家
の
身
体
に
し
み
つ
い
て

い
る
は
ず
の
「
噺
」
を
奪
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
音
楽
の
世
界
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
以
前
、
わ

た
し
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
（
現
Ｘ
）
で
驚
く
べ
き
映
像
を

観
た
。
マ
ル
タ
・
Ｃ
・
ゴ
ン
ザ
レ
ス
は
、
１
９
６
０
年

代
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
バ
レ
リ
ー
ナ
と
し
て
活
躍
し

て
い
た
が
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
に
侵
さ
れ
ほ

と
ん
ど
記
憶
を
失
い
、
晩
年
は
車
椅
子
生
活
を
お
く
っ

て
い
た
。
そ
ん
な
マ
ル
タ
さ
ん
に
、
音
楽
療
法
支
援
団

体
が
一
つ
の
支
援
活
動
を
行
っ
た
。
そ
の
動
画
が
公
開

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
動
画
撮
影
直
後
に
、
マ
ル
タ

さ
ん
は
亡
く
な
っ
た
。

　

老
い
て
、
視
線
も
定
ま
ら
な
い
マ
ル
タ
さ
ん
の
耳
に

ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
が
か
け
ら
れ
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の

「
白
鳥
の
湖
」
が
流
さ
れ
る
。
そ
の
瞬
間
、
マ
ル
タ
さ

ん
の
表
情
が
一
変
し
、
ゆ
る
や
か
に
両
手
が
上
が
っ
て

ゆ
く
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
マ
ル
タ
さ
ん
が
踊
っ
た
「
白

鳥
の
湖
」
の
振
り
付
け
と
同
じ
も
の
だ
っ
た
。
少
し
身

体
を
傾か

し

げ
る
と
こ
ろ
も
、
そ
し
て
な
に
よ
り
驚
く
べ
き

こ
と
に
、
も
っ
と
も
繊
細
な
、
指
先
の
細
か
い
動
き
さ

え
、
マ
ル
タ
さ
ん
は
「
覚
え
て
」
い
た
の
で
あ
る
。

　

優
れ
た
音
楽
家
か
ら
は
「
音
」
の
記
憶
を
奪
う
こ
と

は
で
き
な
い
の
だ
。

189 名人の黄昏



2025.1.19-2645

　

イ
タ
リ
ア
移
民
の
子
ど
も
と
し
て
生
ま
れ
た
ト
ニ

ー
・
ベ
ネ
ッ
ト
は
20
世
紀
（
か
ら
21
世
紀
に
か
け
て
）

を
代
表
す
る
偉
大
な
ポ
ッ
プ
ス
＆
ジ
ャ
ズ
歌
手
だ
。
お

そ
ら
く
も
っ
と
も
有
名
な
ヒ
ッ
ト
曲
は
１
９
６
２
年
の

「
想
い
出
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
」
だ
ろ
う
。
ベ
ネ
ッ

ト
は
ポ
ッ
プ
ス
の
歌
手
で
あ
る
と
同
時
に
、
リ
ベ
ラ
ル

な
考
え
方
の
持
ち
主
と
し
て
も
知
ら
れ
、
ア
パ
ル
ト
ヘ

イ
ト
（
人
種
隔
離
政
策
）
を
敷
い
て
い
た
時
代
の
南
ア

フ
リ
カ
へ
の
公
演
を
拒
否
し
て
い
る
。

　

60
年
代
後
半
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
や
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ス
ト

ー
ン
ズ
な
ど
ロ
ッ
ク
が
人
気
を
高
め
る
と
、
ベ
ネ
ッ
ト

の
人
気
は
い
っ
た
ん
落
ち
た
。
だ
が
60
歳
を
超
え
た
80

年
代
か
ら
不
死
鳥
の
よ
う
に
復
活
、
と
り
わ
け
21
世
紀

に
入
る
と
若
い
歌
手
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
そ
の

人
気
に
拍
車
を
か
け
た
。

　

２
０
０
６
年
の
『
デ
ュ
エ
ッ
ツ
』 

は
デ
ィ
ク
シ
ー
・

チ
ッ
ク
ス
、
エ
ル
ト
ン
・
ジ
ョ
ン
、
セ
リ
ー
ヌ
・
デ
ィ

オ
ン
と
、
そ
し
て
11
年
の
『
デ
ュ
エ
ッ
ツ
Ⅱ
』 

で
は
ア

レ
サ
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
、
ウ
ィ
リ
ー
・
ネ
ル
ソ
ン
、
ノ

ラ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
、
エ
イ
ミ
ー
・
ワ
イ
ン
ハ
ウ
ス
た
ち

と
。
ど
ち
ら
も
大
ヒ
ッ
ト
ア
ル
バ
ム
と
な
り
「
若
い
歌

手
と
デ
ュ
エ
ッ
ト
す
る
ト
ニ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト
」
の
イ
メ

ー
ジ
が
一
気
に
強
く
な
っ
た
。
正
直
に
い
う
と
、
わ
た

し
が
ト
ニ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト
を
熱
心
に
聴
く
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、『
デ
ュ
エ
ッ
ツ
Ⅱ
』 

か
ら
、
そ
れ
も
収
録
風

景
の
動
画
を
観
て
か
ら
だ
っ
た
。
な
に
よ
り
驚
い
た
の

が
１
曲
目
に
収
録
さ
れ
て
い
た
レ
デ
ィ
ー
・
ガ
ガ
と
の

「
ザ
・
レ
デ
ィ
・
イ
ズ
・
ア
・
ト
ラ
ン
プ
」
だ
っ
た
。

レ
デ
ィ
ー
・
ガ
ガ
は
ジ
ャ
ズ
も
歌
う
の
か
。
し
か
も
、

な
ん
て
素す

敵て
き

な
ん
だ
！　

実
は
、
レ
デ
ィ
ー
・
ガ
ガ
と

の
コ
ン
ビ
に
い
ち
ば
ん
刺
激
を
受
け
た
の
は
ト
ニ
ー
・

ベ
ネ
ッ
ト
本
人
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
以
降
、
ふ

た
り
は
、
14
年
に
『
チ
ー
ク
・
ト
ゥ
・
チ
ー
ク
』、
21

年
に
『
ラ
ヴ
・
フ
ォ
ー
・
セ
ー
ル
』
と
い
う
デ
ュ
エ
ッ

ト
ア
ル
バ
ム
を
出
し
、
ふ
た
り
で
公
演
を
行
う
よ
う
に

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
過
酷
な
状

況
の
下
だ
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

ト
ニ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト
は
16
年
に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
を

発
症
、
過
去
の
記
憶
を
失
い
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。『
ラ

ヴ
・
フ
ォ
ー
・
セ
ー
ル
』
の
録
音
中
に
は
、
も
う
デ
ュ

エ
ッ
ト
の
相
手
が
誰
な
の
か
す
ら
わ
か
ら
な
か
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
歌
い
始
め
た
瞬
間
、
ベ
ネ
ッ

ト
は
完
璧
な
歌
唱
を
披
露
し
た
。「
歌
の
記
憶
」
は
失

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
ん
な
ベ
ネ
ッ
ト
を
レ
デ

ィ
ー
・
ガ
ガ
は
、
音
楽
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
支
え
つ

づ
け
た
。
そ
の
様
子
は
、
録
音
風
景
や
21
年
の
『
Ｍ
Ｔ

Ｖ
ア
ン
プ
ラ
グ
ド
』、
な
に
よ
り
、
ト
ニ
ー
・
ベ
ネ
ッ

ト
の
ラ
ス
ト
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
っ
た
同
年
８
月
５
日
の

「
ワ
ン
・
ラ
ス
ト
・
タ
イ
ム
：
ア
ン
・
イ
ブ
ニ
ン
グ
・

ウ
ィ
ズ
・
ト
ニ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト
＆
レ
デ
ィ
ー
・
ガ
ガ
」

と
題
さ
れ
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
公
演
録
画
で
観
る

こ
と
が
で
き
る
（
観
客
席
に
は
ク
リ
ン
ト
ン
元
大
統
領

の
姿
も
あ
る
）。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
が
進
行
し
た
ト
ニ

ー
・
ベ
ネ
ッ
ト
は
ほ
と
ん
ど
こ
と
ば
を
発
し
な
い
し
、

ず
っ
と
ピ
ア
ノ
に
も
た
れ
た
ま
ま
。
観
客
へ
の
挨あ

い

拶さ
つ

も

同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
。
け
れ
ど
も
歌
は
素
晴
ら
し
か

っ
た
。
レ
デ
ィ
ー
・
ガ
ガ
と
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
を
披
露
す

る
公
演
最
終
盤
を
迎
え
、
ラ
ス
ト
ソ
ン
グ
は
「
想
い
出

の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
」。
歌
い
終
わ
っ
た
ト
ニ
ー
・

ベ
ネ
ッ
ト
を
レ
デ
ィ
ー
・
ガ
ガ
が
諭
す
よ
う
に
「
さ
あ

一
緒
に
戻
り
ま
し
ょ
う
」
と
声
を
か
け
、
腕
を
か
ら
め

て
舞
台
袖
へ
戻
っ
て
ゆ
く
。
最
後
に
ト
ニ
ー
・
ベ
ネ
ッ

ト
が
大
き
く
手
を
振
り
、
消
え
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
そ

れ
が
人
び
と
が
観
た
ベ
ネ
ッ
ト
の
最
後
の
姿
だ
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
２
年
後
、
ト
ニ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト
は
96
歳
で

亡
く
な
る
。
そ
の
10
日
後
、
レ
デ
ィ
ー
・
ガ
ガ
は
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
に
長
大
な
追
悼
文
を
発
表
し
た
が
、
そ
の

終
わ
り
の
方
に
こ
ん
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

「
記
憶
を
失
っ
て
ゆ
く
時
期
は
、
そ
の
当
人
に
と
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
時
間
で
す
。
自
分
が
置
か
れ
た
弱
さ

を
認
め
る
こ
と
、
そ
し
て
同
時
に
最
後
ま
で
威
厳
を
持

ち
続
け
よ
う
と
す
る
こ
と
。
ト
ニ
ー
は
そ
の
渦
中
に
ず

っ
と
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
た
だ
、
覚
え
て
お
い
て
も

ら
い
た
か
っ
た
。
ど
ん
な
に
彼
を
愛
し
て
い
た
か
、
そ

し
て
ど
れ
ほ
ど
感
謝
し
て
い
る
の
か
を
。
彼
は
す
べ
て

を
失
っ
て
い
き
ま
し
た
…
…
け
れ
ど
も
、
わ
た
し
に
は

わ
か
っ
た
の
で
す
。
彼
は
、
も
は
や
自
分
が
も
と
の
自

分
で
は
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
わ
た
し
と
共
に
歌
お

う
と
し
て
く
れ
た
、
自
分
の
い
ち
ば
ん
弱
い
部
分
を
わ

た
し
に
見
せ
て
く
れ
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ
っ
て
」

　
「
記
憶
」
を
失
っ
て
も
「
名
人
」
は
黄た

そ
が
れ昏
の
光
の
下
で
、

音
楽
を
紡
ぎ
だ
し
た
。
さ
て
作
家
は
ど
う
な
の
か
。

た
か
は
し・げ
ん
い
ち
ろ
う　

１
９
５
１
年
、広
島
県
生
ま
れ
。作
家
。著
書
に『
Ｄ
Ｊ
ヒ
ロ
ヒ
ト
』『「
不
適
切
」っ
て
な
ん
だ
っ
け
』な
ど
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「
お
取
り
寄
せ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｂ
Ｅ

Ｓ
Ｔ 

１
０
０
」だ
っ
た
と
い
う
。

　
２
０
２
４
年
の
『
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ

Ｑ
Ｌ
Ｏ
』
で
予
想
以
上
に
反
響

が
あ
っ
た
特
集
は
12
月
号
の

建
部
博
編
集
長
は
こ
う
話
す
。

「
お
取
り
寄
せ
需
要
は
以
前
か

ら
あ
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

以
降
、
自
宅
で
の
生
活
を
よ
り

快
適
に
、
幸
せ
に
過
ご
し
た
い

と
い
う
志
向
が
強
ま
っ
て
い
ま

す
。
お
取
り
寄
せ
は
決
し
て
安

い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

贅ぜ
い

沢た
く

を
し
て
で
も
楽
し
み
た

い
、
と
い
う
人
が
増
え
て
い
る

の
で
し
ょ
う
」

　

お
取
り
寄
せ
の
中
身
は
男
性

誌
ら
し
く
「
焼
き
肉
」
や
「
も

つ
鍋
」「
う
な
ぎ
」「
海
鮮
丼
」

「
ハ
ン
バ
ー
グ
」
な
ど
ガ
ッ
ツ

リ
系
が
中
心
で
１
０
０
ジ
ャ
ン

ル
に
分
け
て
ラ
ン
キ
ン
グ
。
ハ

ン
バ
ー
グ
が
特
に
人
気
だ
っ
た

と
い
う
。

　

睡
眠
な
ど
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連

の
特
集
も
好
評
で
「
寝
具
に
こ

だ
わ
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

寝
て
い
る
間
に
呼
吸
や
睡
眠
時

間
を
計
測
し
て
睡
眠
の
質
を
向

上
さ
せ
る
革
新
的
な
寝
具
『
ス

　

世
界
情
勢
も
日
本
政
治
も
２
０
２
５
年
は
引
き
続
き
激
動
の
予
感
。
で
は
私
た
ち
の
身
近
な

暮
ら
し
で
は
ど
ん
な
変
化
が
起
き
る
の
か
。
健
康
か
ら
家
電
、
食
品
ま
で
、
ニ
ッ
チ
で
奥
が
深

い
情
報
の
宝
庫
「
専
門
誌
」
の
編
集
長
ら
に
「
わ
が
業
界
こ
れ
が
く
る
！
」
を
聞
い
た
。

『
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｑ
Ｌ
Ｏ
』編
集
長　
『
家
電
批
評
』統
括
編
集
長

建
部
　
博
氏

２
０
２
５
年

大
胆
予
言

大
胆
予
言

専
門
誌
編
集
長

専
門
誌
編
集
長
がが

尿
漏
れ
、薄
毛
…
男
性
特
有
の
悩
み
を
解
決
す
る

尿
漏
れ
、薄
毛
…
男
性
特
有
の
悩
み
を
解
決
す
る

「
メ
イ
ル
テ
ッ
ク
」が
広
が
る
気
配

「
メ
イ
ル
テ
ッ
ク
」が
広
が
る
気
配

わ
が
業
界

わ
が
業
界
はは

こ
れ
こ
れ
がが
く
る
く
る！！

健
康
、オ
カ
ル
ト
、家
電
、冷
凍
食
品
…
ニ
ッ
チ
な
世
界
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マ
ー
ト
マ
ッ
ト
レ
ス
』
が
関
心

を
集
め
ま
し
た
」（
建
部
氏
、

以
下
同
）

　

25
年
に
き
そ
う
な
も
の
は

「
メ
イ
ル
テ
ッ
ク
」。
近
年
、
女

性
特
有
の
身
体
の
悩
み
を
解
決

す
る「
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
」が
浸
透

し
て
き
た
が
、
そ
の
男
性
版
が

「
メ
イ
ル
テ
ッ
ク
」
だ
。「M

ale

（
男
性
）」
と
「T

echnology

（
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）」
を
か
け
合

わ
せ
た
造
語
で
、
薄
毛
や
尿
漏

れ
な
ど
男
性
特
有
の
悩
み
を
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
解
決
し
て
い
く

技
術
の
こ
と
を
指
す
。

「
11
月
号
で
特
集
し
た
中
で

『
尿
漏
れ
対
策
パ
ン
ツ
』
の
反

応
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
こ
と

に
驚
き
ま
し
た
。
見
た
目
は
普

通
の
パ
ン
ツ
で
す
が
、
内
側
に

高
機
能
吸
水
シ
ー
ト
が
敷
い
て

あ
り
、
漏
れ
た
尿
を
吸
い
込
ん

で
く
れ
ま
す
。吸
水
力
、防
臭

力
、は
き
心
地
、
デ
ザ
イ
ン
で

テ
ス
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

人
に
言
え
ず
独
り
悩
ん
で
い
た

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
対
し
、『
こ

ん
な
い
い
モ
ノ
が
あ
る
よ
』
と

最
新
技
術
で
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

メ
ー
カ
ー
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
男
性
特
有
の
健
康
の
悩
み

に
つ
い
て
社
会
認
知
が
進
み
、

メ
イ
ル
テ
ッ
ク
は
今
後
ま
す
ま

す
興
味
が
も
た
れ
る
分
野
だ
と

思
い
ま
す
」

『
家
電
批
評
』
は
ど
う
か
。

「
24
年
、強
か
っ
た
の
は
折
り
た

た
み
ス
マ
ホ
。
パ
リ
五
輪
で
世

界
中
の
選
手
た
ち
が
折
り
た
た

み
ス
マ
ホ
で
自
撮
り
し
て
い
た

光
景
が
テ
レ
ビ
に
映
し
出
さ
れ

ま
し
た
が
、あ
の
効
果
だ
と
思
い

ま
す
。
ア
イ
フ
ォ
ン
に
次
ぐ
ト

レ
ン
ド
と
し
て
い
よ
い
よ
定
着

す
る
か
な
、と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

他
に
24
年
、
盛
り
上
が
っ
た

の
は
『
Ｖ
Ｒ
・
Ｍ
Ｒ
ヘ
ッ
ド
セ

ッ
ト
』。
頭
部
に
装
着
し
て
映

像
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
デ
バ

イ
ス
で
、
Ｖ
Ｒ
（
仮
想
現
実
）

だ
け
で
な
く
、
周
り
の
景
色
と

仮
想
情
報
を
合
成
し
た
「
Ｍ
Ｒ

（
複
合
現
実
）」
を
利
用
で
き
る

機
器
が
増
え
て
い
る
。

「
ド
ラ
マ
や
映
画
、
動
画
な
ど

を
ど
こ
で
も
手
軽
に
大
画
面
で

観
る
こ
と
が
で
き
る
メ
ガ
ネ
型

デ
ィ
ス
プ
レ
イ（
Ｘ
Ｒ
グ
ラ
ス
）

も
人
気
で
、25
年
も
注
目
で
す
」

　

24
年
の
飲
食
業
界
で
は
、
１

品
の
ポ
ー
シ
ョ
ン（
盛
り
付
け
）

を
小
さ
く
し
て
、
１
回
に
多
種

類
の
料
理
が
楽
し
め
る
「
小
皿

料
理
」が
流
行
し
た
。飲
食
店
や

レ
ス
ト
ラ
ン
の
ト
レ
ン
ド
を
配

信
す
る
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
「
フ

ー
ド
ス
タ
ジ
ア
ム
」
の
大
関
ま

な
み
編
集
長
は
こ
う
話
す
。

「
中
華
や
韓
国
料
理
な
ど
ア
ジ

ア
圏
の
料
理
は
大
皿
で
出
す
文

化
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を

場
や
韓
国
酒
場
な
ど
が
数
多
く

登
場
し
ま
し
た
。
チ
ェ
ー
ン
店

の
『
餃
子
の
王
将
』
や
『
大
阪

王
将
』
で
も
小
ポ
ー
シ
ョ
ン
メ

ニ
ュ
ー
を
増
や
し
て
い
ま
す
」

　

25
年
の
飲
食
業
界
の
〝
意
外

な
〞
話
題
と
し
て
大
関
編
集
長

が
挙
げ
る
の
は
、
Ｚ
世
代
の
若

者
に
人
気
の
定
食
屋
さ
ん
が
増

え
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

「
豚
の
角
煮
定
食
や
唐
揚
げ
定

食
、
焼
き
魚
定
食
な
ど
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
な
日
本
の
定
食
で
、
値

段
は
２
０
０
０
〜
２
５
０
０
円

す
る
の
で
す
が
、
若
い
人
た
ち

が
大
行
列
し
て
い
ま
す
。
そ
の

こ
だ
わ
り
は
『
ご
は
ん
』
に
あ

り
ま
す
。
土
鍋
で
炊
い
た
り
店

内
で
精
米
し
た
り
、
１
人
１
釡

で
炊
い
た
り
、
お
米
の
こ
だ
わ

り
を
ウ
リ
に
し
て
い
る
定
食
屋

さ
ん
が
増
え
て
い
る
の
で
す
」

（
大
関
氏
、
以
下
同
）

　

最
近
は
「
店
主
に
会
う
た
め

に
店
に
来
る
」
と
い
う
客
も
増

え
て
い
る
そ
う
だ
。

「
料
理
や
飲
み
物
と
い
っ
た

『
モ
ノ
』
で
は
な
く
『
ヒ
ト
』

が
目
的
で
、そ
こ
で
過
ご
す『
ト

キ
』
を
目
当
て
に
来
店
す
る
客

も
増
え
て
い
ま
す
。『
モ
ノ
消

費
』
よ
り
も
『
ト
キ
消
費
』
や

『
体
験
消
費
』
が
重
視
さ
れ
て

い
る
の
が
最
近
の
傾
向
で
す
」

「
世
界
の
謎
と
不
思
議
に
挑
戦

す
る
」
雑
誌
『
ム
ー
』。
24
年

は
創
刊
45
周
年
に
あ
た
り
、

『
地
球
の
歩
き
方
』
や
「
浅
草

花
や
し
き
」
な
ど
異
業
種
と
の

コ
ラ
ボ
で
話
題
を
呼
ん
だ
。
誌

面
で
売
れ
た
特
集
を
三
上
丈
晴

編
集
長
に
尋
ね
る
と
―
。

「
25
年
７
月
５
日
に
起
き
る
、

と
話
題
に
な
っ
て
い
る
大
災
害

に
つ
い
て
特
集
し
た
８
月
号
で

す
ね
。『
緊
急
警
告
!!　

２
０

２
５
年　

日
本
壊
滅
大
予
言
』

と
銘
打
ち
、反
響
が
あ
り
ま
し

小
皿
に
ア
レ

ン
ジ
し
て
、

１
人
で
も
立

ち
寄
り
や
す

い
カ
ジ
ュ
ア

ル
な
中
華
酒

「
フ
ー
ド
ス
タ
ジ
ア
ム
」

『
ム
ー
』

大
関
ま
な
み
編
集
長

三
上
丈
晴
編
集
長

Ｚ
世
代
が

Ｚ
世
代
が

　

定
食
屋
さ
ん
に
行
列

　

定
食
屋
さ
ん
に
行
列

「
ご
は
ん
」に
こ
だ
わ
り

「
ご
は
ん
」に
こ
だ
わ
り

ホ
ン
ト
に
く
る

ホ
ン
ト
に
く
る
!?!?

　
　

７
月
５
日
大
災
害

　
　

７
月
５
日
大
災
害

Ｕ
Ｆ
Ｏ
調
査
の

Ｕ
Ｆ
Ｏ
調
査
の

　
　
　
　

動
き
も
加
速

　
　
　
　

動
き
も
加
速
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た
。７
月
ま
で
、
折
に
触
れ
こ

の
話
題
を
取
り
上
げ
て
い
く
予

定
で
す
」

　

25
年
７
月
大
災
害
の
発
信
源

は
、
漫
画
家
の
た
つ
き
諒
さ
ん

が
１
９
９
９
年
７
月
に
発
表
し

た
単
行
本
『
私
が
見
た
未
来
』

だ
。三
上
編
集
長
が
こ
う
話
す
。

「
た
つ
き
さ
ん
が
夢
に
見
た
こ

と
が
現
実
に
な
る
、
い
わ
ゆ
る

『
予
知
夢
』
を
テ
ー
マ
に
し
て

書
い
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な

の
で
す
が
、
こ
の
本
の
表
紙
に

『
大
災
害
は
２
０
１
１
年
３
月
』

と
書
き
込
ん
で
あ
っ
た
た
め
、

東
日
本
大
震
災
の
予
言
だ
と
震

災
後
に
話
題
に
な
り
、
絶
版
だ

っ
た
本
に
15
万
円
ぐ
ら
い
の
値

が
つ
い
た
り
し
ま
し
た
」

　

た
つ
き
さ
ん
の
〝
な
り
す
ま

し
〞
が
現
れ
て
雑
誌
の
取
材
に

答
え
た
り
、
本
が
地
上
波
の
ゴ

ー
ル
デ
ン
番
組
で
紹
介
さ
れ
る

な
ど
日
本
中
を
ざ
わ
つ
か
せ

た
。〝
ホ
ン
モ
ノ
の
〞
た
つ
き

さ
ん
が
予
知
夢
を
加
筆
し
て
21

年
に
リ
リ
ー
ス
し
た
の
が
『
私

が
見
た
未
来　

完
全
版
』（
飛

鳥
新
社
）。

　

そ
の
中
に
は
こ
う
書
か
れ
て

い
る
。

〈
東
日
本
大
震
災
は
冬
で
し
た

が
、
夢
の
中
の
私
は
半
袖
姿
の

夏
服
で
す
。
そ
し
て
、
夢
で
見

た
津
波
の
高
さ
は
、
東
日
本
大

震
災
の
そ
れ
よ
り
も
、
も
っ
と

巨
大
で
し
た
〉

　

つ
ま
り
、
夢
で
見
た
巨
大
な

津
波
は
東
日
本
大
震
災
の
津
波

で
は
な
く
、こ
れ
か
ら
起
き
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
沖
の
海
面
が
持
ち

上
が
り
、
何
か
が
噴
き
出
す
。

そ
の
日
付
は
２
０
２
５
年
７
月

５
日
―
と
、
新
た
な
予
言
が

収
録
さ
れ
た
の
だ
。

「
１
９
９
９
年
に
世
界
が
滅
亡

す
る
と
い
う
ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス

の
大
予
言
や
２
０
１
２
年
12
月

に
人
類
が
滅
亡
す
る
と
い
う
マ

ヤ
の
予
言
の
よ
う
に
、
社
会
が

不
安
に
な
る
と
予
言
モ
ノ
が
流は

行や

り
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
予
言

さ
れ
た
年
を
す
ぎ
る
と
き
れ
い

に
忘
れ
去
ら
れ
ま
す
（
笑
）」

（
三
上
編
集
長
、
以
下
同
）

　

予
言
で
恐
怖
に
怯お

び

え
る
人
も

多
い
が
、危
険
の
事
前
回
避
に
も

つ
な
が
る
。
完
全
版
の
中
で
た

つ
き
さ
ん
は
こ
う
書
い
て
い
る
。

〈
大
切
な
の
は
、
準
備
す
る
こ

と
。
災
難
の
後
の
生
き
方
を
考

え
て
、
今
か
ら
準
備
・
行
動
し

て
お
く
こ
と
の
重
要
さ
を
改
め

て
認
識
し
て
ほ
し
い
〉

　

ち
な
み
に
、
25
年
７
月
に
起

こ
る
大
津
波
の
後
の
世
界
に
つ

い
て
は
「
も
の
す
ご
く
輝
か
し

い
未
来
が
見
え
る
」
と
も
。
と

こ
ろ
で
三
上
編
集
長
は
７
月
５

日
ど
う
す
る
の
か
。

「
７
月
５
日
は
土
曜
日
で
す

し
、
長
野
県
あ
た
り
に
避
難
し

よ
う
か
と
」

　

最
近
は
Ｕ
Ｆ
Ｏ
調
査
の
動
き

も
加
速
し
て
い
る
。

「
ア
メ
リ
カ
で
は
未
確
認
飛
行

物
体
（
Ｕ
Ｆ
Ｏ
）
や
未
確
認
異

常
現
象
（
Ｕ
Ａ
Ｐ
）
に
関
す
る

議
論
が
活
発
化
し
、
日
本
で
も

Ｕ
Ｆ
Ｏ
議
連
が
発
足
し
90
人
超

の
議
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

Ｕ
Ｆ
Ｏ
は
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
や
Ｓ

Ｆ
と
思
わ
れ
が
ち
で
し
た
が
、

国
家
の
安
全
保
障
上
の
重
大
な

案
件
で
軍
事
問
題
な
の
で
す
。

12
月
に
は
横
田
基
地
に
宇
宙
空

間
を
担
う
宇
宙
軍
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
ま
す
ま
す
目
が
は
な

せ
ま
せ
ん
」

『
ム
ー
』
の
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
も
大
人
気
だ

そ
う
。

「
Ｚ
世
代
は
、
ネ
ッ
ト
界か

い

隈わ
い

で

検
索
し
て
動
画
を
見
る
の
が
当

た
り
前
な
の
で
、
紙
媒
体
に
加

え
て
動
画
も
配
信
し
て
い
き
た

い
。
都
市
伝
説
系
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
ｒ
と
の
コ
ラ
ボ
も
ど
ん
ど

ん
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

◎
「
冷
凍
食
品
エ
フ
エ
フ
プ
レ

ス
」

◎
山
本
純
子
編
集
長

オ
フ
ィ
ス
ラ
ン
チ
で
も
冷
凍
食

品　
　
「
冷
凍
サ
バ
」が
熱
い
！

　

食
品
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
が
続

い
た
24
年
。
冷
凍
食
品
も
例
外

で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
長

期
保
存
が
可
能
で
、
食
品
ロ
ス

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が

で
き
る
冷
凍
食
品
は
「
コ
ス
パ

が
良
い
食
品
」
と
評
価
さ
れ
、

若
い
世
代
を
中
心
に
日
常
的
に

使
う
人
が
増
え
た
１
年
だ
っ
た

と
い
う
。

　

24
年
、
人
気
を
集
め
た
の
が

１
食
約
４
０
０
〜
５
０
０
円
で

食
べ
ら
れ
る
主
食
と
主
菜
が
セ

ッ
ト
に
な
っ
た
「
ワ
ン
ト
レ
ー

（
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
）
商
品
」
だ
。

和
食
や
洋
食
、
中
華
ま
で
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
が
豊
富
で
、
単
身
者

や
共
働
き
、
さ
ら
に
シ
ニ
ア
層

ま
で
人
気
沸
騰
中
。
山
本
純
子

編
集
長
は
こ
う
話
す
。

「
25
年
は
家
庭
内
消
費
を
超
え

て
、
オ
フ
ィ
ス
の
ラ
ン
チ
と
し

て
も
ニ
ー
ズ
を
つ
か
み
そ
う
で

す
。SL Creations

が
運
営
す

る
『O

ffice P
rem

iu
m
 

Frozen

』（
Ｏ
Ｐ
Ｆ
）
は
急
成

長
中
で
、例
え
ば
２
０
０
円
で
パ

ス
タ
や
チ
ャ
ン
ポ
ン
、１
０
０
円

で
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
が
食
べ
ら
れ

る
な
ど
手
軽
で
、
企
業
の
福
利

「
冷
凍
食
品
エ
フ
エ
フ
プ
レ
ス
」

山
本
純
子
編
集
長

オ
フ
ィ
ス
ラ
ン
チ
で
も

オ
フ
ィ
ス
ラ
ン
チ
で
も

　
　
　
　
　
冷
凍
食
品

　
　
　
　
　
冷
凍
食
品

「
冷
凍
サ
バ
」が
熱
い
！

「
冷
凍
サ
バ
」が
熱
い
！

20252025年年わが業界わが業界ははこれこれががくるくる！！
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厚
生
と
い
う
観
点
か
ら
も
導
入

す
る
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
」

　

生
活
防
衛
対
策
と
し
て
大
容

量
商
品
の
人
気
も
ま
す
ま
す
高

ま
り
そ
う
。

「
冷
凍
食
品
は
大
容
量
で
買
っ

て
も
１
〜
２
カ
月
で
消
費
す
れ

ば
よ
い
の
で
無
駄
が
あ
り
ま
せ

ん
。『
コ
ス
ト
コ
』
や
『
業
務

ス
ー
パ
ー
』
な
ど
は
以
前
か
ら

大
容
量
パ
ッ
ク
で
安
い
メ
リ
ッ

ト
が
注
目
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、そ
の
中
で
も『
冷
凍
サ
バ
』

の
人
気
が
急
上
昇
中
で
す
」

（
山
本
氏
、
以
下
同
）

　

ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
で
毎
年
恒
例

の
「
食
ト
レ
ン
ド
予
測
２
０
２

５
」
で
、
ブ
ー
ム
の
兆
し
が
見

え
る
料
理
ワ
ー
ド
七
つ
を
選
出

し
た
中
の
一
つ
が「
冷
凍
サ
バ
」

だ
っ
た
。
24
年
は
サ
バ
の
不
漁

が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
が
、「
冷

凍
サ
バ
」
の
検
索
数
は
前
年
に

比
べ
て
２
倍
以
上
と
大
幅
ア
ッ

プ
。解
凍
が
早
く
、骨
処
理
済
み

の
商
品
も
あ
り
、
忙
し
い
家
庭

の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
食
材
と
し

て
人
気
が
出
て
い
る
よ
う
だ
。

「
度
重
な
る
値
上
げ
で
、
消
費

者
は
少
し
で
も
安
く
て
お
得
、

ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
る
も
の
を
求

め
て
い
ま
す
。
ム
ダ
に
な
ら
ず

お
得
と
い
う
こ
と
で
冷
凍
魚

介
、
冷
凍
肉
、
冷
凍
野
菜
が
生

鮮
に
取
っ
て
代
わ
る
日
も
近
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　

も
う
一
つ
、
25
年
に
き
そ
う

な
の
は
冷
凍
フ
ル
ー
ツ
。
冷
凍

フ
ル
ー
ツ
と
い
え
ば
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
な
ど
ベ
リ
ー
類
が
主
流
だ

が
「
生
鮮
を
買
う
の
は
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
マ
ン
ゴ
ー
も
冷
凍
の

も
の
は
売
れ
て
い
ま
す
し
、
パ

イ
ナ
ッ
プ
ル
や
高
級
な
ア
サ
イ

ー
、
フ
ル
ー
ツ
ミ
ッ
ク
ス
な
ど

も
今
後
注
目
さ
れ
そ
う
で
す
」

　

最
後
に
山
本
編
集
長
か
ら
お

知
ら
せ
。「
２
月
に
『
ご
当
地

冷
凍
食
品
大
賞
』
の
発
表
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

『
ご
当
地
冷
食
』
ブ
ー
ム
が
到

来
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
冷

凍
食
品
で
日
本
全
国
の
ご
当
地

の
味
わ
い
が
家
に
い
な
が
ら
楽

し
め
る
。「
時
空
間
超
越
』
の

冷
凍
食
品
だ
か
ら
こ
そ
、
本
場

の
味
わ
い
を
そ
の
ま
ま
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
」

◎
「
安
心
」

◎
東
宮
千
鶴
編
集
長

◎
「
野
菜
ブ
ー
ム
」
で
毒
出
し

す
る
人
が
続
出
！
？

　

さ
ま
ざ
ま
な
健
康
情
報
を
読

者
に
提
供
す
る
隔
月
刊
の
雑
誌

『
安
心
』。
24
年
の
１
年
間
で
読

者
の
反
応
が
大
き
か
っ
た
特
集

は
「
酢
タ
マ
ネ
ギ
」「
オ
ク
ラ

水
」「
サ
バ
缶
タ
マ
ネ
ギ
」
の

三
つ
だ
と
い
う
。

　

酢
タ
マ
ネ
ギ
は
、
ス
ラ
イ
ス

し
た
タ
マ
ネ
ギ
を
酢
に
漬
け
て

作
る
。
オ
ク
ラ
水
は
、
オ
ク
ラ

の
ヘ
タ
を
切
っ
て
ひ
と
晩
水
に

浸
し
、そ
の
水
を
飲
む
健
康
法
。

サ
バ
缶
タ
マ
ネ
ギ
は
、
切
っ
た

タ
マ
ネ
ギ
と
サ
バ
缶
を
混
ぜ
て

食
べ
る
と
い
う
も
の
。

「
ど
れ
も
簡
単
に
作
る
こ
と
が

で
き
て
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、

動
脈
硬
化
な
ど
に
効
果
が
あ
り

ま
す
。
医
師
や
薬
に
頼
ら
ず
、

自
分
で
手
作
り
で
き
る
身
近
な

食
べ
物
で
病
気
を
防
ぐ
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
が
ウ
ケ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
」（
東
宮
千
鶴
編
集

長
、
以
下
同
）

　

25
年
も
、
引
き
続
き
日
常
の

食
べ
物
で
病
気
を
防
ぐ
と
い
う

メ
ソ
ッ
ド
が
ブ
ー
ム
に
な
り
そ

う
だ
と
い
う
。

「
な
か
で
も
編
集
部
の
イ
チ
オ

シ
は
『
野
菜
ス
ー
プ
』
で
す
。

旬
の
野
菜
で
作
る
野
菜
ス
ー
プ

に
は
強
い
抗
酸
化
力
が
あ
り
、

が
ん
や
生
活
習
慣
病
を
防
ぐ
効

果
が
あ
り
ま
す
。
冷
蔵
庫
の
残

り
野
菜
で
作
れ
ば
フ
ー
ド
ロ
ス

対
策
に
も
な
り
ま
す
」

　

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
毒
出
し
」。

「
野
菜
ス
ー
プ
に
は
、
体
に
た

ま
っ
た
毒
素
や
老
廃
物
の
排
出

を
促
す
効
果
も
あ
り
ま
す
」

『
安
心
』を
発
行
す
る
ブ
テ
ィ
ッ

ク
社
で
は
25
年
、野
菜
ス
ー
プ
本

を
数
冊
刊
行
予
定
だ
と
い
う
。

　

近
年
日
本
か
ら
乗
れ
る
豪
華

客
船
も
増
え
、「
ク
ル
ー
ズ
旅

行
」
と
い
う
ワ
ー
ド
を
耳
に
す

る
機
会
が
増
え
た
。
そ
ん
な
ク

ル
ー
ズ
の
世
界
で
大
き
な
話
題

を
呼
ん
だ
の
が
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー

が
２
０
２
８
年
に
日
本
で
ク
ル

ー
ズ
船
の
運
航
を
開
始
す
る
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
だ
。
ク
ル
ー
ズ

客
船
の
専
門
誌
「
ク
ル
ー
ズ
」

の
吉
田
絵
里
編
集
長
は
言
う
。

「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
世
界
観
を
ク

ル
ー
ズ
船
の
上
で
体
験
で
き

『
安
心
』東

宮
千
鶴
編
集
長

「
野
菜
ス
ー
プ
」で

「
野
菜
ス
ー
プ
」で

毒
出
し
す
る
人
が

毒
出
し
す
る
人
が

　
　
　
　
　
　

続
出

　
　
　
　
　
　

続
出
!?!?

大胆予言大胆予言専門誌編集長専門誌編集長がが

『
Ｃ
Ｒ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
Ｅ（
ク
ル
ー
ズ
）』

吉
田
絵
里
編
集
長

コ
ス
パ
高
で

コ
ス
パ
高
で

リ
ピ
ー
タ
ー
も
続
々

リ
ピ
ー
タ
ー
も
続
々

「
飛
鳥
Ⅲ
」も

「
飛
鳥
Ⅲ
」も

デ
ビ
ュ
ー
！

デ
ビ
ュ
ー
！
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る
、ま
さ
に『
洋
上
の
夢
の
国
』

で
す
。
こ
れ
ま
で
は
米
国
な
ど

に
行
か
な
け
れ
ば
体
験
で
き
な

か
っ
た
洋
上
版
デ
ィ
ズ
ニ
ー

が
、
28
年
に
は
お
台
場
の
東
京

港
か
ら
３
泊
程
度
の
ク
ル
ー
ズ

で
は
短
め
の
日
程
で
体
験
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
」。

　

25
年
は
日
本
近
海
で
楽
し
め

る
ク
ル
ー
ズ
船
の
選
択
肢
が
増

え
、
ク
ル
ー
ズ
の
世
界
の
盛
り

上
が
り
が
予
想
さ
れ
る
。

「
商
船
三
井
ク
ル
ー
ズ
が
『
三

井
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ジ
』
と
い
う

ク
ル
ー
ズ
船
を
新
規
就
航
さ
せ

た
ば
か
り
で
す
。
こ
れ
は
も
と

も
と
海
外
で
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き
た

ク
ル
ー
ズ
船
を
購
入
、
日
本
人

向
き
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
で

す
。
外
国
の
ク
ル
ー
ズ
船
の
雰

囲
気
の
中
で
、
和
食
な
ど
日
本

人
向
き
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
ユ
ニ
ー
ク
さ
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
」

　

さ
ら
に
25
年
夏
に
は
現
在
ド

イ
ツ
で
建
造
中
の
新
た
な
ク
ル

ー
ズ
船
『
飛
鳥
Ⅲ
』
も
デ
ビ
ュ

ー
予
定
。「
飛
鳥
Ⅱ
は
日
本
の

豪
華
客
船
の
代
名
詞
と
も
い
え

る
知
名
度
の
高
い
船
だ
け
に
、

同
じ
ク
ル
ー
ズ
ブ
ラ
ン
ド
の
次

な
る
船
『
飛
鳥
Ⅲ
』
へ
の
期
待

も
高
い
。
先
日
船
内
に
展
示
さ

れ
る
ア
ー
ト
作
品
の
公
募
展
が

行
わ
れ
た
の
で
す
が
、
全
国
か

ら
約
２
３
０
０
点
も
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
公
募
展

の
中
で
も
か
な
り
多
い
数
だ
と

ア
ー
ト
界
の
関
係
者
も
驚
い
て

い
ま
し
た
」

　

豪
華
客
船
と
い
う
響
き
か
ら

敷
居
が
高
い
と
思
わ
れ
が
ち
な

ク
ル
ー
ズ
旅
行
だ
が
、
一
度
体

験
す
る
と
実
は
リ
ピ
ー
ト
率
が

高
い
と
い
う
。

「
ク
ル
ー
ズ
旅
行
で
は
華
や
か

な
船
内
を
楽
し
め
、
さ
ら
に
荷

物
を
持
た
ず
に
港
か
ら
港
へ
楽

に
移
動
が
で
き
ま
す
。
代
金
は

決
し
て
安
価
で
は
な
い
で
す

が
、
そ
こ
宿
泊
費
、
移
動
費
、

食
費
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
費
な
ど
す
べ
て
が
含
ま
れ
て

お
り
、
実
は
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
高
い
。
そ
れ
に
気
づ

く
方
が
25
年
も
増
え
て
い
く
と

思
い
ま
す
」

　
２
０
２
４
年
の
年
末
に
大
き

な
話
題
と
な
っ
た
の
が
ホ
ン
ダ

と
日
産
の
経
営
統
合
の
ニ
ュ
ー

ス
だ
ろ
う
。
経
営
ス
タ
イ
ル
や

文
化
の
違
い
な
ど
か
ら
統
合
を

不
安
視
す
る
声
も
出
た
が
、

『CA
R and D

RIV
ER

』
の

山
本
善
隆
統
括
編
集
長
は
、こ
の

ニ
ュ
ー
ス
を
前
向
き
に
捉
え
る
。

「
ホ
ン
ダ
は
エ
ン
ジ
ン
技
術
に

お
い
て
長
い
歴
史
と
高
い
技
術

力
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
電
動

化
へ
の
大
転
換
を
進
め
て
い
ま

す
。
日
産
は
い
ち
早
く
電
気
自

動
車
『
リ
ー
フ
』
を
量
産
販
売

し
た
パ
イ
オ
ニ
ア
的
存
在
で

す
。
両
者
が
手
と
手
を
携
え
て

世
界
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
、

と
い
う
決
断
を
し
た
の
は
歓
迎

す
べ
き
話
だ
と
思
い
ま
す
」

　

一
般
の
消
費
者
と
し
て
関
心

が
向
く
の
は
、
経
営
統
合
が
完

了
し
た
場
合
、
ど
ん
な
車
が
登

場
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
だ
。

Ｂ
Ｅ
Ｖ
（
バ
ッ
テ
リ
ー
電
気
自

動
車
）
で
は
、
ホ
ン
ダ
が
26
年

か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
へ
投
入

す
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る

「
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ａ
『
０
（
ゼ
ロ
）』

シ
リ
ー
ズ
」
が
あ
る
が
、
こ
の

動
き
に
並
行
し
て
、
ホ
ン
ダ
は

独
自
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
技
術

「e:H
EV

」
の
強
化
も
打
ち
出

し
て
お
り
、
今
後
出
て
く
る
エ

ン
ジ
ン
車
の
展
開
も
見
逃
せ
な

い
、
と
山
本
編
集
長
は
言
う
。

「
ホ
ン
ダ
と
日
産
、
そ
れ
ぞ
れ

の
強
み
を
生
か
し
た
技
術
革
新

や
商
品
企
画
に
期
待
し
ま
す
。

ど
ん
な
車
が
で
き
る
の
か
楽
し

み
に
見
守
っ
て
い
き
た
い
。
と

に
か
く
楽
し
も
う
！
と
い
う
の

が
弊
誌
の
ス
タ
ン
ス
で
す
」

（
山
本
編
集
長
、
以
下
同
）

　

他
に
、
自
動
車
業
界
で
は
25

年
、
ど
ん
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
が
あ

る
の
か
。

「
ホ
ン
ダ
の
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ

ク
ー
ペ
『
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
』
が

25
年
に
デ
ビ
ュ
ー
予
定
で
す
。

電
動
化
に
舵か

じ

を
切
っ
た
と
い
わ

れ
る
ホ
ン
ダ
が
、
ガ
ソ
リ
ン
エ

ン
ジ
ン
搭
載
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
な
ら
で
は
の
〝
楽
し
さ
〞
を

提
供
し
ま
す
。
輸
入
車
で
は
、

フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
が『ID

.

バ
ズ
』
と
い
う
見
た
目
も
強
烈

に
か
わ
い
い
電
気
自
動
車
を
出

す
と
い
わ
れ
て
い
る
の
も
楽
し

み
で
す
」

　

純
エ
ン
ジ
ン
車
（
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）

か
ら
バ
ッ
テ
リ
ー
電
気
自
動
車

（
Ｂ
Ｅ
Ｖ
）、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

（
Ｈ
Ｅ
Ｖ
）、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
車
（
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
）、

水
素
車
（
Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ｖ
）
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
パ
ワ
ー
ト

レ
イ
ン
搭
載
車
が
出
て
き
た
。

「
車
は
『
よ
り
ど
り
み
ど
り
』

で
、
選
ぶ
の
に
困
る
時
代
に
な

り
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
こ
と
が

体
験
で
き
る
面
白
い
時
代
が
や

っ
て
き
た
と
言
え
ま
す
」

20252025年年わが業界わが業界ははこれこれががくるくる！！

『CA
R and D

RIV
ER

』

山
本
善
隆
統
括
編
集
長

ホ
ン
ダ
と
日
産
の
経
営

ホ
ン
ダ
と
日
産
の
経
営

　
統
合
は
前
向
き
歓
迎
！

　
統
合
は
前
向
き
歓
迎
！

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン
が

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン
が

「
よ
り
ど
り
み
ど
り
」な

「
よ
り
ど
り
み
ど
り
」な

　
　
　
時
代
を
楽
し
も
う

　
　
　
時
代
を
楽
し
も
う
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食
事
の
と
き
に
む
せ
る
こ
と

が
増
え
た
、
声
が
か
す
れ
や
す

い
―
こ
れ
ら
は「
の
み
込
む
」

機
能
の
衰
え
の
注
意
信
号
か
も

し
れ
な
い
。
食
べ
物
や
唾
液
を

の
み
込
む
働
き
の
こ
と
を
「
嚥え

ん

下げ

」
と
い
う
。
嚥
下
し
た
も
の

は
口
か
ら
食
道
、
胃
へ
と
送
ら

れ
る
が
、
本
来
、
食
道
に
送
ら

れ
る
は
ず
の
も
の
が
誤
っ
て
気

管
に
入
り
込
む
こ
と
を「
誤
嚥
」

と
い
う
。
こ
の
誤
嚥
に
よ
り
起

い
、
命
を
脅
か
し
ま
す
」
と
、

山
王
病
院
内
科
副
部
長
の
須
藤

英
一
さ
ん
は
言
う
。

　

肺
炎
と
は
そ
の
名
の
通
り
肺

に
炎
症
が
起
き
る
病
気
だ
。
病

原
微
生
物（
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
）

が
原
因
の「
感
染
に
よ
る
も
の
」

と
、
膠こ

う

原げ
ん

病
や
薬
剤
、
ダ
ニ
や

ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
ア
レ
ル
ギ
ー
な

ど
に
よ
り
肺
胞
の
壁
に
炎
症
が

起
き
、
酸
素
を
取
り
込
み
に
く

く
な
る
間
質
性
肺
炎
な
ど
が
原

因
と
な
る「
非
感
染
性
の
も
の
」

に
大
別
さ
れ
る
。

　

誤
嚥
性
肺
炎
は
、
定
義
上
は

分
類
が
あ
る
が
主
に
感
染
に
よ

る
肺
炎
の
一
つ
で
、
高
齢
者
の

か
か
る
肺
炎
と
し
て
圧
倒
的
に

多
く
、
70
代
以
降
は
肺
炎
の
約

80
％
を
占
め
る
ま
で
に
な
る

（
図
１
）。
肺
炎
球
菌
や
自
身
の

口こ
う

腔く
う

内
の
常
在
菌
で
あ
る
嫌
気

性
菌
が
原
因
と
な
る
こ
と
が
多

い
。

「
誤
嚥
性
肺
炎
に
は
の
み
込
み

機
能
の
低
下
が
大
き
く
関
わ
り

ま
す
」（
須
藤
さ
ん
、
以
下
同
）

　

私
た
ち
は
の
み
込
む
と
き

に
、
ま
ず
目
の
前
の
食
べ
物
を

「
認
知
」
し
、
食
べ
物
を
口
に

こ
る
「
誤
嚥
性
肺
炎
」
は
、
年

齢
と
と
も
に
リ
ス
ク
が
増
え
る

病
気
だ
。
日
本
人
の
死
因
は
第

１
位
か
ら
順
に
が
ん
、心
疾
患
、

老
衰
、
脳
血
管
疾
患
だ
が
、
肺

炎
は
５
位
、
誤
嚥
性
肺
炎
は
６

位
と
な
っ
て
い
る
（
※
１
）。

「
実
際
に
は
３
位
の
老
衰
に
も

高
齢
者
で
は
肺
炎
、
誤
嚥
性
肺

炎
が
相
当
含
ま
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
肺
炎
も
誤
嚥
性
肺

炎
も
、
じ
わ
じ
わ
と
体
力
を
奪

　
高
齢
に
な
り
体
力
が
奪
わ
れ
て
い
く
原
因
と
し
て
知

っ
て
お
き
た
い
の
が
「
誤
嚥
性
肺
炎
」。
誤
嚥
性
肺
炎

に
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
衰
え
る
「
の
み
込
み

力
の
低
下
」
が
関
わ
る
。
効
果
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法

や
日
常
の
少
し
の
意
識
で
、
嚥
下
機
能
が
衰
え
る
の
を

予
防
し
、
の
み
込
み
力
を
キ
ー
プ
し
よ
う
。

すどう・えいいち　国際医療福祉大臨床医学研究センター・小田原保健医療学部教授。カナ
ダ・マギール大、アルバータ州立大呼吸器グループ派遣留学などを経て2015年より現職。誤
嚥性肺炎、慢性閉塞性肺疾患を治療する。日本呼吸器学会認定指導医・呼吸器専門医

須藤英一さん
山王病院（東京都港区）
内科副部長

予
防
で
健
康
長
寿

むせる、食べ物をこぼす、声のかすれ、夜の咳

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

「「のみ込み力のみ込み力」」のの衰え衰えがが
誤嚥性肺炎につながる

力や予

改善トレーニングつき



53 2025.1.19-26

入
れ
て
口
を
閉
じ
る
。
唾
液
を

分
泌
し
な
が
ら
歯
と
舌
で
食
べ

た
も
の
を
の
み
込
み
や
す
い
よ

う
に
し
、
舌
で
そ
の
か
た
ま
り

を
咽い

ん

頭と
う

（
喉
）
に
移
動
さ
せ
て

か
ら
の
み
込
む
。

「
実
は
こ
の
の
み
込
み
と
い
う

わ
ず
か
１
秒
ほ
ど
の
瞬
間
に
、

複
雑
な
神
経
の
制
御
と
、
口
か

ら
喉
や
食
道
周
囲
に
あ
る
50
以

上
の
筋
肉
の
協
調
運
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
」

　

嚥
下
を
す
る
と
き
に
は
反
射

的
に
軟
口
蓋
が
上
が
っ
て
鼻
腔

と
の
通
路
を
閉
じ
、
喉
頭
蓋
が

下
が
っ
て
気
管
の
入
り
口
を
塞

ぐ
。
同
時
に
食
道
の
入
り
口
が

開
き
、
食
べ
物
は
食
道
か
ら
胃

へ
と
移
動
す
る
（
図
２
）。

　

こ
の
仕
組
み
の
ど
こ
か
が
う

ま
く
い
か
な
く
な
る
と
、
誤
嚥

が
起
き
る
。
認
知
症
と
な
り
目

の
前
の
も
の
を
食
べ
物
と
認
知

で
き
な
く
な
る
こ
と
だ
け
で
も

誤
嚥
が
起
こ
り
や
す
く
な
る
。

「
私
た
ち
も
目
隠
し
を
さ
れ
て

水
を
飲
ま
さ
れ
れ
ば
、
と
た
ん

に
む
せ
て
誤
嚥
し
ま
す
」

　

た
だ
し
、
む
せ
る
こ
と
（
誤

嚥
）
＝
肺
炎
で
は
な
い
。
そ
も

　

高
齢
に
な
る
と
、
喉
や
気
管

周
囲
の
筋
肉
の
働
き
が
低
下

し
、
粘
膜
の
感
覚
も
鈍
く
な

り
、
咳
反
射
が
起
こ
り
に
く
く

な
る
。
す
る
と
、
食
事
の
際
だ

け
で
な
く
寝
て
い
る
間
に
も
細

菌
の
混
じ
っ
た
唾
液
や
胃
液
が

少
し
ず
つ
気
管
に
入
り
込
み
、

誤
嚥
性
肺
炎
を
引
き
起
こ
す
温

床
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
咳

反
射
が
起
こ
ら
な
い
誤
嚥
の
こ

と
を
「
不
顕
性
誤
嚥
」、
ま
た

は「
静
か
な
る
誤
嚥
」と
呼
ぶ
。

「
寝
て
い
る
と
き
に
口
呼
吸
に

な
る
と
乾
燥
し
、
余
計
に
ウ
イ

ル
ス
、
菌
が
口
の
中
で
活
発
に

な
る
上
、
舌
の
根
が
喉
の
方
向

に
落
ち
る
と
口
腔
内
の
細
菌
が

気
管
に
侵
入
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
加
齢
と
と
も
に
食

道
の
入
り
口
が
ゆ
る
み
や
す
く

な
る
と
、
逆
流
し
た
胃
液
が
気

管
に
侵
入
し
や
す
く
も
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
静
か
な
る
誤

嚥
を
起
こ
し
て
い
る
人
は
誤
嚥

性
肺
炎
患
者
の
３
分
の
１
を
占

め
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
」

　

肺
は
常
に
酸
素
を
取
り
入
れ

二
酸
化
炭
素
を
排
出
す
る
と
い

う
ガ
ス
交
換
の
臓
器
。
誤
嚥
性

肺
炎
を
起
こ
す
と
十
分
な
酸
素

が
全
身
に
行
き
渡
ら
ず
、
体
力

も
全
身
の
筋
肉
も
低
下
す
る
。

の
み
込
み
に
関
わ
る
機
能
も
衰

え
、
唾
液
分
泌
が
減
っ
て
口
腔

内
の
不
衛
生
が
進
む
。
こ
う
し

て
誤
嚥
性
肺
炎
を
繰
り
返
す
う

ち
に
、
雪
だ
る
ま
式
に
老
化
の

悪
循
環
が
加
速
し
て
い
く
。

「
誤
嚥
性
肺
炎
の
薬
物
治
療
で

は
、
主
に
抗
菌
薬
に
よ
っ
て
肺

の
炎
症
を
し
ず
め
ま
す
。
し
か

し
、
誤
嚥
性
肺
炎
を
繰
り
返
す

う
ち
に
原
因
菌
の
種
類
が
変
化

し
、抗
菌
剤
が
効
か
な
く
な
る
、

と
い
う
こ
と
も
残
念
な
が
ら
よ

く
起
こ
り
ま
す
」

　

む
せ
る
こ
と
は
大
切
な
咳
反

射
が
で
き
て
い
る
証
拠
。
と
は

い
え
、
の
み
込
み
に
関
わ
る
嚥

下
機
能
は
50
代
ご
ろ
か
ら
衰
え

始
め
る
と
い
う
。「
の
み
込
む
機

そ
も
、
む
せ
た
り
咳せ

き

込

ん
だ
り
す
る
こ
と
は
気

管
に
入
り
込
ん
だ
異
物

を
押
し
戻
し
排
除
す
る

大
切
な
体
の
防
御
反
応

で
も
あ
り
、「
咳
反
射
」

と
呼
ぶ
。

「
つ
ま
り
、
む
せ
た
り

咳
込
ん
だ
り
で
き
て
い

る
う
ち
は
安
心
。
む
せ

ず
に
菌
が
そ
の
ま
ま
肺

に
入
る
こ
と
の
ほ
う
が

怖
い
こ
と
な
の
で
す
」

※１　令和５年（2023）人口動態統計
月報年計（概数）の概況（厚生労働省）イラスト／かざまりさ

年齢（歳）

(%)
100

80

60

40

20

0 0-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80-89 90-

入
院
し
た
肺
炎
患
者
の
う
ち

誤
嚥
性
肺
炎
が
占
め
る
割
合

全国22病院の肺炎で入院した患者589人のうち、誤嚥性肺炎が
原因である人の割合は、70歳以上では80.1％だった。
（データ: J Am Geriatr Soc. 2008 Mar;56(3):577-9.）

図１ 70歳以上では肺炎の約80％を誤嚥性肺炎が占める 

のみ込むときには神経と筋肉が
複雑な協調運動をしている

食道の入り口が
開いている

食
べ
物

声帯は
閉じている

喉仏が上に上がる
喉頭蓋が倒れる

気
管
食道の入り口が
閉じている

声帯は
開いている

喉仏

喉頭蓋
喉頭挙上筋群

軟口蓋

空気を吸うとき 食べ物をのみ込むとき

通常、呼吸をするときには食道は閉じ、気管の入り口は開いている。
のみ込むときには軟口蓋が上がり鼻腔にフタをし、喉頭挙上筋群が
収縮して喉頭蓋が気管の入り口にフタをする。このため食べ物は気
管に入ることなく食道から胃に送り込まれていく

誤嚥性肺炎誤嚥性以外の肺炎

図 2
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能
の
衰
え
チ
ェ
ッ
ク
」（
図
３
）

で
複
数
当
て
は
ま
る
よ
う
な

ら
、
今
ま
さ
に
嚥
下
機
能
の
衰

え
が
進
行
し
て
い
る
サ
イ
ン
と

受
け
取
っ
た
ほ
う
が
い
い
。

　

錠
剤
や
食
べ
物
の
の
み
込
み

に
く
さ
を
感
じ
る
と
き
に
は
、

喉
を
動
か
す
筋
肉
や
そ
れ
に
関

わ
る
神
経
の
衰
え
が
起
こ
っ
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
食
事
中

に
む
せ
る
の
も
、
誤
嚥
の
サ
イ

ン
。
ま
た
、
嚥
下
能
力
が
低
下

す
る
と
、
の
み
込
み
の
動
作
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
た
め
に
食

べ
る
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
な
っ
た

り
、
食
後
に
疲
労
感
を
感
じ
る

よ
う
に
な
る
。
口
か
ら
食
べ
物

を
こ
ぼ
す
の
は
、
食
べ
物
を
頰

張
り
咀そ

嚼し
ゃ
く
す
る
筋
力
が
低
下

し
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い

る
。
夜
、
咳
で
目
覚
め
る
こ
と

が
増
え
た
ら
、
睡
眠
中
に
唾
液

や
胃
液
が
気
管
に
入
り
込
ん
で

い
る
可
能
性
が
あ
る
。
声
が
か

す
れ
る
の
も
、
気
道
に
異
物
が

混
入
し
引
っ
か
か
っ
て
い
る
と

き
に
起
こ
る
兆
候
と
い
え
る
。

　

も
し
か
し
て
、
嚥
下
機
能
が

低
下
し
て
い
る
か
も
―
そ
う

思
っ
た
ら
、
医
療
現
場
で
も
行

わ
れ
て
い
る
、
自
分
の
「
の
み

込
み
力
」
を
簡
単
に
測
定
で
き

る
「
嚥
下
力
テ
ス
ト
（
反
復
唾

液
嚥
下
テ
ス
ト
）」
を
試
し
て

み
よ
う
。

管
に
混
入
し
そ
う
に
な
っ
た
と

き
に
も
、
瞬
時
に
咳
を
し
て
排

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

「
パ
・
タ
・
カ
・
ラ
」
の
音
を

は
っ
き
り
発
音
す
る
「
パ
タ
カ

ラ
発
声
」
を
す
る
と
、
口
や
舌

の
筋
肉
が
多
方
面
か
ら
鍛
え
ら

れ
、
唾
液
分
泌
も
促
さ
れ
る
。

慣
れ
て
き
た
ら
「
パ
パ
パ
パ
…

…
」
と
連
続
し
て
速
く
発
声
で

き
る
よ
う
に
意
識
し
て
み
よ
う
。

　

寝
る
前
と
起
床
後
に
、
枕
を

頭
か
ら
外
し
て
、
つ
ま
先
が
見

え
る
ま
で
頭
を
持
ち
上
げ
て
、

ゆ
っ
く
り
と
下
ろ
す
（
図
４
）。

こ
れ
を
５
回
ほ
ど
繰
り
返
す
。

「
喉
ま
わ
り
の
筋
肉
を
鍛
え
る

効
果
が
高
い
体
操
で
す
。
の
み

込
む
力
を
強
く
し
、
喉
に
つ
か

え
た
り
む
せ
た
り
す
る
こ
と
が

　

口
の
中
に
唾
液
を
た
め
て
、

30
秒
間
、
時
間
を
測
り
な
が
ら

唾
液
を
の
み
込
も
う
。
唾
液
を

の
み
込
む
と
き
に
喉
仏
が
一
度

上
に
移
動
し
、
元
の
位
置
に
戻

る
の
を
指
を
当
て
て
確
認
す

る
。
唾
液
が
し
っ
か
り
分
泌
さ

れ
、
喉
の
筋
肉
が
よ
く
動
け
ば

ス
ム
ー
ズ
に
「
ご
く
ん
」
と
嚥

下
で
き
る
。
こ
の
回
数
が
30
秒

あ
た
り
３
回
以
上
で
き
た
ら
問

題
な
し
。
２
回
以
下
な
ら
嚥
下

機
能
の
低
下
が
起
こ
り
始
め
て

い
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。

ち
な
み
に
筆
者
も
風
邪
を
引
い

て
い
る
と
き
に
行
っ
て
み
る

と
、
ぎ
り
ぎ
り
３
回
が
や
っ
と

で
、
治
っ
て
か
ら
再
度
行
う
と

７
回
に
な
っ
た
。
嚥
下
は
健
康

で
あ
っ
て
こ
そ
ス
ム
ー
ズ
に
行

わ
れ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

　

須
藤
さ
ん
は
、
嚥
下
機
能
を

回
復
さ
せ
る
た
め
に
、
こ
れ
ま

で
30
年
以
上
に
わ
た
っ
て
「
嚥

下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を

行
っ
て
き
た
。
そ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
中
か
ら
、
私
た
ち
が
嚥
下

機
能
維
持
の
た
め
に
心
が
け
る

と
よ
い
「
の
み
込
み
改
善
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
」
や
日
常
の
注
意
点

を
教
え
て
も
ら
っ
た
。

　

大
前
提
と
し
て
、
歯
み
が
き

を
丁
寧
に
し
、
口
腔
内
の
清
潔

を
保
つ
こ
と
を
心
が
け
よ
う
。

噛
む
力
の
低
下
や
歯
周
病
が
心

身
の
機
能
低
下
に
つ
な
が
る
と

い
う
「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」

の
概
念
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

国
内
の
11
箇
所
の
施
設
に
入
居

す
る
高
齢
者
を
対
象
に
２
年
間

追
跡
し
た
研
究
で
は
、
口
腔
ケ

ア
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
実
践
し
な
か
っ
た
グ
ル
ー

プ
よ
り
も
肺
炎
罹り

患か
ん

率
が
40
％

減
少
し
た
（
※
２
）。

「
し
っ
か
り
噛
み
、
の
み
込
む

た
め
に
は
、
口
腔
ケ
ア
と
同
じ

く
ら
い
、
全
身
の
筋
肉
を
維
持

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
食
べ

る
こ
と
と
呼
吸
す
る
こ
と
は
密

接
に
関
わ
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か

ら
よ
く
歩
き
、
呼
吸
に
関
わ
る

筋
肉
を
鍛
え
る
と
、
異
物
が
気

のみ込む機能の衰えチェック

※２　Lancet. 1999 Aug 7;354(9177):515.
※３　Cureus. 2023 Oct 29;15(10):e47921.

お
口
の
中
を
清
潔
に

の
み
込
み
テ
ス
ト
に
挑
戦

「
パ
タ
カ
ラ
発
声
」で

口
と
舌
の
動
き
を
高
め
る

の
み
込
む
筋
肉
を
鍛
え
る

「
頭
持
ち
上
げ
体
操
」

錠剤や食べ物がのみ込みにくい ➡ 嚥下能力の低下
食事中にむせることがある ➡ 誤嚥の兆候
食べるのが遅くなった、食べると疲れる ➡ 嚥下能力の低下
口から食べ物がこぼれることがある ➡ 口腔周囲の筋力低下
夜中、咳で目覚めることがある ➡ 誤嚥の兆候のひとつ

食後に声がかすれることがある ➡ 喉や気管に食べ物や唾液が 残存している

こんな症状が
あったら注意図 3
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減
っ
て
く
る
は
ず
で
す
」

　

食
事
の
合
間
に
、
食
べ
物
が

口
に
入
っ
て
い
な
い
状
態
で
ご

っ
く
ん
と
唾
液
を
の
み
込
む

「
空
嚥
下
」
を
す
る
と
、
自
然
と

の
み
込
む
訓
練
に
。
食
べ
た
も

の
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
食
道
、

胃
へ
と
運
ば
れ
や
す
く
な
る
。

「
発
声
と
嚥
下
で
使
わ
れ
る
筋

肉
は
９
割
ぐ
ら
い
一
致
し
て
い

ま
す
。
よ
く
話
す
と
唾
液
の
分

泌
も
高
ま
り
、
嚥
下
が
ス
ム
ー

ズ
に
な
り
、
口
の
中
も
清
潔
に

保
た
れ
や
す
く
な
り
ま
す
」

「
処
方
薬
の
数
を
減
ら
す
だ
け

で
の
み
込
み
力
が
改
善
し
、
活

力
が
戻
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い

の
で
、
一
度
主
治
医
に
相
談
し

て
み
て
く
だ
さ
い
」

　

む
せ
た
と
き
に
は
上
半
身
を

前
に
倒
す
の
が
ポ
イ
ン
ト
。こ
の

体
勢
を
と
る
と
誤
嚥
し
た
も
の

を
吐
き
出
し
や
す
く
な
る
。一
方
、

む
せ
る
の
を
を
抑
え
よ
う
と
水

を
飲
む
の
は
通
常
は
良
く
な
い
。

「
む
せ
て
い
る
と
き
に
サ
ラ
サ

ラ
し
た
水
を
飲
む
と
、
さ
ら
に

水
が
気
管
に
流
れ
込
ん
で
誤
嚥

が
悪
化
す
る
こ
と
が
多
い
の
で

避
け
て
く
だ
さ
い
」

　

誤
嚥
性
肺
炎
を
含
め
た
肺
炎

の
約
４
分
の
１
の
原
因
が
肺
炎

球
菌
と
さ
れ
る
。
現
在
、
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、
65
歳
以
上

に
な
る
と
各
自
治
体
の
指
定
す

る
医
療
機
関
で
公
費
で
接
種
が

で
き
る
（
公
費
負
担
は
最
初
の

1
回
の
み
）。
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
よ
り
、
肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺

炎
に
か
か
り
に
く
く
し
、
重
症

化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

　

喉
に
違
和
感
が
あ
っ
た
ら
耳

鼻
咽
喉
科
へ
。
咳
が
続
く
、
疲

れ
や
す
い
、
黄
色
い
膿う

み

の
よ
う

な
痰
が
出
る
と
き
に
は
呼
吸
器

内
科
、「
噛
む
こ
と
」
に
問
題

が
あ
る
と
き
に
は
歯
科
を
受
診

し
よ
う
。

「
高
齢
者
の
場
合
、
肺
炎
が
起

こ
っ
て
い
て
も
高
熱
が
出
な
い

こ
と
も
珍
し
く
な
い
の
で
、
免

疫
力
の
低
下
し
た
状
態
か
ら
重

症
化
す
る
前
、
た
と
え
ば
元
気

が
な
く
な
っ
た
状
態
が
３
日
続

い
た
ら
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
」

　

食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
力
に

直
結
し
、
日
々
の
生
き
が
い
で

も
あ
る
。
食
べ
る
力
の
維
持
の

た
め
に
、「
の
み
込
み
改
善
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
」
を
実
践
し
よ
う
。

 

構
成
・
文
／
柳
本
操

　
前
述
し
た「
嚥
下
力
テ
ス
ト
」

を
用
い
た
最
新
の
研
究
も
あ
る
。

国
内
の
50
代
と
60
代
の
一
般
医

師
３
１
０
人
を
対
象
に
、「
嚥
下

力
テ
ス
ト
」
に
よ
っ
て
導
い
た

嚥
下
機
能
ス
コ
ア
と
被
験
者
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
関
係
を
調

べ
た
と
こ
ろ
、
嚥
下
機
能
が
低

く
な
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
は
１

日
の
会
話
時
間
が
３
時
間
未
満

と
有
意
に
少
な
か
っ
た
（
※
３
）。

「
歌
う
こ
と
も
お
勧
め
で
す
。

歌
う
こ
と
で
自
然
と
肺
活
量
が

増
え
て
呼
吸
・
嚥
下
の
力
も
上

が
り
ま
す
。
特
に
高
音
の
と
き

に
は
喉
仏
が
持
ち
上
げ
ら
れ
、

の
み
込
み
に
重
要
な
筋
肉
が
ピ

ン
ポ
イ
ン
ト
で
鍛
え
ら
れ
ま
す
」

　

カ
ラ
オ
ケ
に
行
か
ず
と
も
、

入
浴
中
な
ど
に
好
き
な
歌
を
歌

う
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
も
高
ま

る
の
で
お
勧
め
だ
。

「
唐
辛
子
に
含
ま
れ
る
辛
み
成

分
の
カ
プ
サ
イ
シ
ン
に
は
、
嚥

下
反
射
を
促
進
す
る
『
サ
ブ
ス

タ
ン
ス
Ｐ
』
と
い
う
神
経
伝
達

物
質
の
分
泌
を
促
す
働
き
が
あ

り
、
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
」

　

ス
パ
イ
シ
ー
な
食
べ
物
は
の

み
込
み
機
能
の
維
持
に
プ
ラ
ス

に
働
く
可
能
性
が
あ
る
。

　

実
は
寝
返
り
も
大
事
。
高
齢

に
な
り
、
寝
返
り
を
打
つ
こ
と

が
少
な
く
な
る
こ
と
も
誤
嚥
リ

ス
ク
を
高
め
る
と
い
う
。

「
睡
眠
中
、
私
た
ち
が
無
意
識

の
う
ち
に
寝
返
り
を
打
つ
と
き

に
、
肺
の
中
の
詰
ま
り
か
け
た

箇
所
が
移
動
し
て
咳
反
射
が
起

き
、
痰た

ん

と
し
て
排
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
で
き
れ
ば
容
易
に
寝
返

り
を
打
て
る
よ
う
な
睡
眠
環
境

も
大
事
で
し
ょ
う
」

　

高
齢
に
な
る
と
し
ば
し
ば
投

与
さ
れ
る
睡
眠
薬
、抗
不
安
薬
、

抗
う
つ
薬
な
ど
に
は
、
口
腔
内

の
乾
燥
を
強
め
る
作
用
が
あ
る
。

やなもと・みさお　1968年、徳島県生まれ。早稲田大教育学部卒業。
心と体、生命科学、食や人物のルポルタージュをテーマに取材、編集、
執筆する。共著に『自分のこころのトリセツ』（日経BP）

会
話
し
よ
う
、歌
お
う

辛
み
成
分
を
と
る

受
診
は
ど
こ
へ
？

寝
返
り
を
し
っ
か
り
打
つ

多
剤
の
服
用
に
も
注
意

む
せ
た
と
き
の
注
意
点

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

こ
ま
め
に「
ご
っ
く
ん
」

あおむけに寝て枕を外す

肩が上がらないように注意しながら、
足のつま先が見えるまで頭を上げる

「頭持ち上げ体操」図 4

予防で健康長寿オーラルフレイル
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幸
ひ
は
酔
ひ
醒
め
の
水
年
歩
む

東
京
無
職

中
村
弘
一
（
65
）

幸
せ
つ
て
何
だ
と
問
ふ
て
ゐ
た
雑
煮

兵
庫
教
員

小
田
慶
喜
（
68
）

幸さ
き

魂た
ま

の
社
華
や
ぐ
落
椿

埼
玉
無
職

松
葉
哲
也
（
69
）

冬
の
幸
ア
ル
チ
ン
ボ
ル
ド
の
戯
れ

東
京
職
人

照
井
正
邦
（
47
）

初
春
や
僕
に
は
僕
の
幸
福
論

長
野
会
社
員
神
戸
千
寛
（
60
）

幸
せ
の
息
吹
聞
こ
え
る
春
隣

東
京
無
職

村
野
秀
子
（
72
）

薄
紙
を
は
が
す
幸
せ
冬ふ

ゆ

籠ご
も
り

高
知
無
職

福
井
淳
夫
（
84
）

古
書
店
を
出い

で
寒
き
手
に
幸
田
露
伴

茨
城
団
体
職
員

小
田
龍
聖
（
38
）

冬
麗う

ら
ら

真ま

幸さ
き

駅
に
て
鐘
鳴
ら
す

鹿
児
島

ア
ル
バ
イ
ト

山
下
香
織
（
43
）

子
の
幸
を
一
針
に
込
め
つ
る
し
雛

埼
玉
無
職

望
月
勝
男
（
84
）

秒
針
の
音
に
聞
き
入
る
霜
夜
か
な

千
葉
無
職

塩
野
谷
慎
吾
（
79
）

ま
だ
何
も
動
く
も
の
な
し
霜
の
牧

埼
玉
無
職

望
月
勝
男
（
84
）

霜
の
夜
や
三
人
で
満
つ
赤
提ち

ょ
う

灯ち
ん

兵
庫
無
職

北
前
波
塔
（
74
）

初
霜
や
小
さ
き
畑
の
猫
車

東
京
障
が
い
者

ヘ
ル
パ
ー

松
野
英
昌
（
74
）

霜
踏
み
て
細
き
ビ
ル
ら
し
地
鎮
祭

岐
阜
無
職

金
子
秀
重
（
73
）

霜
の
夜
の
白
白
明
く
る
子
の
解
熱

大
阪
主
婦

田
中
ゆ
み
子
（
83
）

残
業
終
え
サ
ド
ル
の
霜
を
払
い
け
り

岡
山
無
職

山
本
敏
男
（
75
）

朝
霜
の
早
さ
の
違
ふ
川
二
本

宮
崎
無
職

野
中
一
則
（
68
）

霜
の
朝
金
次
郎
像
あ
り
あ
り
と

佐
賀
無
職

久
原
直
道
（
72
）

農
機
小
屋
誰
か
来
た
ら
し
霜
柱

福
島
印
刷
業
藤
田
啓
司
（
73
）

天地人

天地人

冬
菫
幸
福
の
展
開
図
ほ
し

幸
先
の
骨
身
を
晒
す
冬
木
立

湯
豆
腐
や
幸
せ
問
え
ば
押
し
黙
る

老
魔
て
ふ
言
葉
生
る
る
霜
夜
か
な

霜
柱
踏
ん
で
今
か
ら
鬼
と
な
る

霜
の
朝
天
突
き
体
操
老
い
て
な
お

霜
、
幸
（
無
季
）

冬
銀
河
不
幸
せ
つ
て
鉄
の
味

東
京
　
無
職

大
岩
真
理
（
64
）

福
島
無
職

志
垣
貴
史
（
65
）

奈
良
パ
ー
ト

宮
狭
淳
泰
（
71
）

長
野
無
職

や
ば
み
ち
子
（
85
）

兵
庫
無
職

桶
本
い
ち
子
（
101
）

長
野
会
社
員

神
戸
千
寛
（
60
）

千
葉
無
職

小
林
善
司
（
100
）

霜

幸
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詩人作家

ねじめ正一

幸
甚
と
語
る
名
人
初
扇

神
奈
川

団
体
非
常
勤

奈
良
　
握
（
63
）

幸
福
と
い
ふ
色
あ
ら
ば
吾わ

れ

亦も

紅こ
う

静
岡
無
職

鈴
木
一
紘
（
82
）

冬
の
虹
幸
せ
手
繰
る
七
千
歩

山
形
無
職

菊
地
み
さ
子
（
75
）

書
初
や
幸
の
一
墨
匂
ひ
立
つ

三
重
無
職

織
田
信
勝
（
80
）

万
両
の
一
粒
ご
と
の
ち
さ
き
幸

神
奈
川

無
職

竹
澤
　
聡
（
60
）

幸
せ
が
は
み
出
し
て
ゐ
る
福
笑

石
川
無
職

青
森
生
南
子
（
73
）

亡
き
母
へ
幸

さ
い
わ
い

籠か
ご

の
中
へ
飴

香
川
無
職

島
田
章
平
（
77
）

一
椀
の
一
月
の
幸
盛
ら
れ
け
り

三
重
無
職

奥
山
　
功
（
88
）

大だ
い

根こ

干
す
母
の
幸
せ
太
り
か
な

東
京
無
職

早
田
礼
子
（
50
）

幸
福
を
測
る
物
差
し
春
隣

愛
知
無
職

坂
　
昌
子
（
81
）

こ
の
道
で
い
つ
も
逢
ふ
人
霜
の
花

東
京
薬
剤
師
車
田
久
子
（
86
）

翻
意
に
は
至
ら
ぬ
二
人
霜
強
し

京
都
会
社
員
松
尾
昌
典
（
55
）

霜
の
夜
や
満
天
の
星
身
じ
ろ
が
ず

宮
城
主
婦

玉
井
瑛
子
（
83
）

瞼ま
ぶ
たに

も
霜
を
纏ま

と

い
て
阿
蘇
の
馬

山
口
家
業
手
伝
い

豊
崎
香
穂
理
（
56
）

星
満
ち
て
い
つ
し
か
青せ

い

女じ
ょ

降
り
来
た
る
香
川
無
職

田
村
節
子
（
80
）

老
人
の
靴
紐
き
つ
く
霜
の
朝

大
分
無
職

丸
山
俊
郎
（
74
）

踏
む
霜
の
土
ひ
と
つ
な
き
ビ
ル
住
い

東
京
無
職

佐
久
間
禮
子
（
94
）

霜
解
け
て
別
れ
た
夫
婦
の
金
婚
式

東
京
作
詞
家
郡
司
恵
太
（
76
）

霜
柱
近
道
な
の
で
踏
ま
せ
て
ね

徳
島
団
体
職
員

谷
本
良
裕
（
68
）

霜
晴
や
出
来
た
て
豆
腐
水
桶
に

愛
知
無
職

前
田
憲
治
（
78
）

　

詩
人
の
谷
川
俊
太
郎
さ
ん
が
亡
く
な
っ

た
。
同
じ
阿
佐
谷
に
住
ん
で
い
た
の
で
、

仲
良
く
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
一
緒
に
「
詩

の
ボ
ク
シ
ン
グ
」
を
や
っ
た
り
、「
詩
人

漫
才
」を
や
っ
た
り
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

い
つ
も
こ
ち
ら
か
ら
声
を
か
け
る
と
、
二

つ
返
事
で
引
き
受
け
て
く
れ
て
、
い
つ
も

期
待
以
上
の
も
の
を
作
っ
て
く
れ
た
。
あ

る
時
、
私
の
詩
が
袋
小
路
に
入
っ
て
し
ま

っ
た
よ
う
だ
と
言
っ
た
ら
、「
詩
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
は
広
い
ん
だ
よ
。
も
っ
と
広
く
使

わ
な
く
ち
ゃ
。
袋
小
路
な
ん
て
い
う
の
は

早
い
よ
」
と
、
窘た

し
なめ
ら
れ
た
。
谷
川
さ
ん

の
晩
年
に
「
幸
せ
に
つ
い
て
」
の
本
が
あ

る
が
、
生
温
く
も
な
く
難
解
で
も
な
く
、

き
っ
ち
り
腑ふ

に
落
ち
る
幸
福
論
で
あ
る
。

腑
に
落
ち
な
け
れ
ば
谷
川
俊
太
郎
で
は
な

い
。
半
歩
先
で
も
二
歩
先
で
も
な
く
、
期

待
さ
れ
る
一
歩
先
で
ぴ
っ
た
り
止
ま
る
。

曖
昧
に
し
な
い
一
歩
先
の
高
級
な
表
現
力

で
あ
る
。夏
は
必
ず
短
パ
ン
に
Ｔ
シ
ャ
ツ
、

そ
の
姿
も
一
歩
先
の
高
級
感
が
あ
り
、
カ

ッ
コ
よ
く
見
え
た
。
何
度
会
っ
て
も
初
め

て
会
う
風
の
よ
う
な
人
で
あ
っ
た
。

　

今
週
の
俳
句
王
は
「
幸
」
か
ら
。「
鉄

の
味
」
に
ど
か
ん
と
き
た
。
冬
銀
河
の
広

が
り
で
首
根
っ
子
を
掴
ま
れ
、
何
も
反
論

で
き
ず
、
不
幸
せ
に
一
段
と
説
得
力
が
で

て
き
た
。「
幸
」
の
天
。「
冬
菫
」「
幸
福

の
展
開
図
」
が
す
ん
な
り
合
っ
て
い
る
と

思
い
き
や
、「
ほ
し
」
が
星
か
欲
し
か
干

し
か
、
は
た
ま
た
、
展
開
、
図
星
と
読
ま

せ
る
の
か
。
地
は
「
幸
先
」
の
言
葉
が
い

い
。
緊
張
感
の
あ
る
句
で
あ
る
。
人
は
、

湯
豆
腐
が
押
し
黙
る
と
い
う
表
現
に
説
得

力
が
あ
る
。「
霜
」
の
天
。「
老
魔
」
に
ど

き
っ
と
し
た
。
１
０
１
歳
な
れ
ば
こ
そ
詠

め
る
句
で
あ
る
。
長
寿
の
め
で
た
さ
は
一

切
な
く
厳
し
さ
だ
け
だ
。地
は「
今
か
ら
」

に
臨
場
感
が
あ
る
。
霜
柱
が
遊
び
の
延
長

線
上
に
あ
る
楽
し
い
も
の
。
人
は
「
天
突

き
体
操
」
と
い
う
言
葉
に
生
き
る
迫
力
が

あ
る
。霜
を
バ
リ
バ
リ
踏
み
つ
け
な
が
ら
、

力
ん
で
な
く
て
か
っ
こ
い
い
。

3月23日号（2月7日必着）

彼岸、朝（無季）
3月30日号（2月14日必着）

初花、他（無季）
4月6日号（2月21日必着）

子猫、満（無季）

「どかんときた」

ねじめ正一さんは今号が最終回です。ねじめ正一さんは今号が最終回です。
次回より小橋めぐみさんが宗匠を担当します。次回より小橋めぐみさんが宗匠を担当します。
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療
養
所
に
勤
め
て
い
る
天あ

ま

莉り

が
、
そ

の
人
の
着
物
を
慎
重
に
め
く
っ
た
。

　

左
胸
の
血
の
痕あ

と

は
、
刃
物
に
よ
る
刺

し
傷
ら
し
い
。
海
水
に
つ
か
っ
て
、
傷

口
が
ぎ
ゅ
っ
と
し
ま
っ
た
か
の
よ
う

で
、
血
は
止
ま
っ
て
い
る
。
だ
が
、
ど

こ
ま
で
深
く
刺
さ
れ
、
内
側
が
ど
れ
ほ

ど
傷
つ
い
て
い
る
か
は
分
か
ら
な
い
。

「
体
が
冷
え
切
っ
て
い
ま
す
、
乾
い
た

布
で
拭
い
て
差
し
上
げ
ま
し
ょ
う
」

　

天
莉
が
言
い
、
女
た
ち
が
乾
い
た
布

で
彼
の
体
を
拭
き
、
手
足
を
こ
す
り
は

じ
め
た
。
だ
が
こ
こ
で
は
火
は
焚た

け
ず
、

医
師
を
呼
べ
る
場
所
で
も
な
い
。

（
こ
の
御お

方か
た

は
死
な
せ
ら
れ
な
い
）

　

天
莉
だ
け
で
な
く
、
皆
が
思
っ
た
。

　

博
愛
を
尊
ぶ
教
え
か
ら
も
そ
う
だ
し

…
…
年
初
の
儀
式
で
十
字
に
輝
く
光
を

受
け
た
直
後
、
海
か
ら
姿
を
現
し
、
奇

跡
の
よ
う
に
息
を
吹
き
返
し
た
こ
と
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
信
仰
を
試
す
象
徴
的

な
人
物
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
い
た
。

　

と
も
か
く
助
け
を
呼
べ
る
場
所
ま
で

連
れ
出
そ
う
と
、
人
々
の
中
で
最
も
屈

強
な
男
が
彼
を
担
ぎ
上
げ
た
。
険
し
い

足
場
を
進
む
際
に
互
い
を
導
く
の
に
用

い
た
縄
で
、
彼
と
わ
が
身
を
縛
り
、
前

後
を
別
の
者
が
支
え
て
、岩
場
を
出
た
。

　

近
く
に
、
夏
場
だ
け
漁
師
が
使
う
空

き
家
が
あ
っ
た
。
誰
に
も
見
ら
れ
な
い

よ
う
注
意
し
て
彼
を
運
び
入
れ
る
。
土

間
の
中
央
に
、
丸
く
石
で
囲
ん
で
灰
を

溜
め
て
い
る
簡
素
な
炉ろ

が
あ
る
。
室
内

の
隅
に
薪ま

き

も
積
ん
で
あ
っ
た
。
壁
に
立

て
か
け
て
い
る
板
と
む
し
ろ
を
土
間
に

敷
き
、
彼
を
横
た
え
る
。

　

藩
の
お
侍

さ
む
ら
い

様
じ
ゃ
ろ
う
、
お
役
所

に
知
ら
せ
り
ゃ
助
け
て
も
ら
え
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
の
。
い
や
、
ど
こ
で
ど
う
引

き
上
げ
た
か
問
い
詰
め
ら
れ
た
ら
、
わ

し
ら
の
信
心
が
知
ら
れ
る
ぞ
な
。
そ
れ

に
、
お
役
所
に
知
ら
せ
よ
っ
た
ら
手
遅

れ
に
な
る
、す
ぐ
お
医
師
を
呼
ば
ん
と
。

ほ
う
よ
、
お
医
師
が
先
じ
ゃ
が
ね
。

　

火
を
熾お

こ
し
つ
つ
皆
が
天
莉
を
見

た
。
医
師
の
知
り
合
い
が
い
る
か
ら
だ

が
、
彼
女
の
勤
め
先
は
道
後
の
診
療
所

で
、
三み

津つ

か
ら
で
は
あ
ま
り
に
遠
い
。

救き
ゅ
う

吉き
ち

と
ヒ
ス
イ
も
さ
ぎ
の
や
に
い
る
だ

ろ
う
。
一
昨
日
、
鷹た

か

林ば
や
しと
い
う
抗
戦
派

の
藩
士
の
企
み
で
、
二
人
は
一
時
連
れ

去
ら
れ
な
が
ら
、
昨
日
み
ず
か
ら
の
力

で
脱
け
出
し
て
、
道
後
に
戻
っ
て
い
た
。

「
三
津
で
開
業
さ
れ
て
い
る
町
医
の
方か

た

を
お
訪
ね
し
て
み
ま
す
」

　

天
莉
は
小
屋
を
出
た
。
ア
テ
は
な
い

連
載
小
説

第
７
回

前
回
ま
で
の
あ
ら
す
じ

ヒ
ス
イ
や
救
き
ゅ
う

吉き
ち

ら
と
伊
予
松
山

か
ら
江
戸
に
出
て
き
た
同
藩
士

の
辰た

つ

之の

進し
ん

は
、
藩
邸
で
火
事
騒

ぎ
の
最
中
、
彼
を
鷹た

か

林ば
や
しの

仇か
た
きと

信
じ
る
嵐ら

ん

花か

に
襲
わ
れ
る
。
し

か
し
、
か
つ
て
辰
之
進
に
斬
ら

れ
、
海
の
藻も

屑く
ず

と
消
え
た
鷹
林

は
、
じ
つ
は
ヒ
ス
イ
た
ち
の
姉
・

天あ
ま

莉り

ら
の
手
に
よ
っ
て
一
命
を

と
り
と
め
て
い
た
。
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が
看
板
を
見
次
第
、
声
を
か
け
て
み
る

し
か
な
い
。
彼
女
は
農
作
業
の
時
に
身

に
着
け
る
山や

ま

袴ば
か
ま
を
は
い
て
お
り
、
海

沿
い
の
道
を
港
町
の
方
へ
向
か
っ
た
。

　

港
に
出
る
手
前
で
町
医
の
看
板
を
見

つ
け
、
早
朝
で
閉
ま
っ
て
い
る
戸
を
叩

い
た
。
誰
も
出
て
こ
な
い
。
次
に
、
港

が
見
え
る
場
所
に
看
板
を
出
し
て
い
る

町
医
の
家
で
は
、
医
師
が
昨
夜
往
診
に

出
た
ま
ま
帰
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

ど
う
し
よ
う
…
…
信
じ
る
心
が
足
り

な
い
せ
い
だ
と
責
め
ら
れ
て
い
る
気
が

し
て
、
胸
が
痛
む
。
焦
る
想
い
に
足
が

つ
い
て
こ
ず
、
前
の
め
り
に
転
ん
だ
。

「
お
お
、
ど
う
さ
れ
た
」

　

手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
、
抱
き
起
こ
さ

れ
る
。
目
の
前
に
は
、
若
い
洋
装
の
兵

士
が
い
た
。胸
に
長

ち
ょ
う

州し
ゅ
う

藩
の
紋
が
入
っ

て
い
る
。
恥
ず
か
し
さ
と
恐
れ
と
で
、

「
あ
の
、
恐
れ
入
り
ま
す
…
…
お
手
を

煩わ
ず
らわ
せ
て
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」

　

目
を
上
げ
ら
れ
ず
、
声
は
震
え
た
。

「
ほ
う
、
伊
予
は
温
泉
だ
け
で
な
く

清す
が
し
め女
（
美
女
）
も
湧
く
よ
う
だ
ね
」

　

相
手
の
笑
み
を
含
ん
だ
声
に
、
目
を

上
げ
る
。
人
懐
っ
こ
い
優
し
い
顔
立
ち

に
利
発
そ
う
な
目
を
し
た
若
い
男
が
ほ

ほ
え
ん
で
い
た
。
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「
あ
っ
、
怪け

我が

を
し
て
い
る
ね
」

　

彼
が
天
莉
の
左
の
手
を
取
っ
た
。
す

り
む
い
て
血
が
に
じ
ん
で
い
る
。

「
い
え
、
何
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」

　

手
を
引
こ
う
と
す
る
が
、
相
手
は
放

し
て
く
れ
ず
、
後
ろ
を
振
り
返
っ
て
、

「
お
ー
い
、
救
吉
ぃ
、
ヒ
ス
イ
ぃ
、
来

て
く
れ
ー
。
怪
我
人
だ
ー
っ
」

　

天
莉
は
驚
い
て
、
彼
が
声
を
か
け
た

方
へ
視
線
を
送
っ
た
。

　

桟さ
ん

橋ば
し

に
出
る
手
前
の
広
場
に
、
天
幕

を
張
っ
た
臨
時
の
救
護
所
ら
し
き
も
の

が
で
き
て
い
る
。
白
装
束
に
口
元
を
白

布
で
覆
っ
た
ヒ
ス
イ
と
救
吉
が
、
む
し

ろ
の
上
に
横
た
わ
る
長
州
藩
の
兵
た
ち

を
診
察
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　

二
人
が
こ
ち
ら
を
見
て
、
手
招
き
に

応
じ
て
駆
け
寄
っ
て
く
る
。

「
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
、
伊
藤
様
」

　

救
吉
が
若
い
男
に
声
を
か
け
、
返
事

の
前
に
、「
え
、
天
莉
姉
さ
ん
？
」

「
本
当
だ
。
ど
う
し
た
の
、
天
莉
姉
さ

ん
？　

港
に
ご
用
で
も
あ
っ
た
の
」

　

後
か
ら
来
た
ヒ
ス
イ
も
驚
い
た
様
子

で
、
二
人
は
口
元
の
白
布
を
取
っ
た
。

　

天
莉
は
呆あ

っ

気け

に
取
ら
れ
、

「
あ
な
た
た
ち
こ
そ
、
こ
ん
な
と
こ
ろ

で
、
何
を
し
て
い
る
の
…
…
」

「
長
州
藩
の
船
の
中
で
、
高
熱
を
出
す

方
々
が
何
人
も
出
て
困
っ
て
い
ら
し
た

の
で
、
伊
藤
様
に
頼
ま
れ
、
療
治
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
る
ん
だ
よ
」

　

救
吉
が
答
え
て
、「
天
莉
姉
さ
ん
、

手
の
ひ
ら
に
血
が
に
じ
ん
で
る
け
ど
」

「
あ
あ
、
こ
こ
で
い
ま
転
ば
れ
て
い
た

の
だ
…
…
知
り
合
い
な
の
だ
ね
？
」

「
は
い
。
姉
で
す
」

　

ヒ
ス
イ
が
う
な
ず
き
、「
天
莉
姉
さ

ん
、
こ
ち
ら
は
長
州
藩
の
伊
藤
俊し

ゅ
ん

輔す
け

（
博ひ

ろ

文ぶ
み

）
様
で
す
。
長
州
に
い
た
折
に
、

い
ろ
い
ろ
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

「
そ
れ
は
…
…
妹
と
弟
が
お
世
話
に
な

り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

「
い
や
い
や
、
二
人
の
藩
を
超
え
た
働

き
に
、
当
藩
こ
そ
助
け
ら
れ
た
。
今
も

そ
う
だ
。
一
緒
に
乗
船
し
て
き
た
船
医

ま
で
熱
を
出
し
て
、
困
っ
て
い
た
」

　

伊
藤
は
天
莉
の
方
へ
、「
こ
の
地
の

医
師
は
信
用
な
ら
ん
と
、
上
役
が
認
め

な
く
て
ね
。
救
吉
と
ヒ
ス
イ
に
使
い
を

出
し
て
、
来
て
も
ら
っ
た
。
我
々
は
昨

日
港
に
入
っ
た
が
、
桟
橋
に
救
吉
と
ヒ

ス
イ
が
た
ま
た
ま
い
る
の
を
見
て
、
驚

い
た
。
声
を
か
け
、
霊
泉
に
案
内
し
て

も
ら
っ
た
の
だ
。
二
人
な
ら
、
わ
が
兵

の
療
治
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
高た

か

杉す
ぎ

さ
ん
や
桂か

つ
らさ
ん
、
大お

お

村む
ら

様
と
も
親
し
い

か
ら
、
上
役
も
認
め
て
、
働
い
て
も
ら

っ
て
い
た
。
実
に
助
か
っ
て
い
る
よ
」

「
大
し
た
こ
と
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
」

　

救
吉
が
首
を
横
に
振
り
、「
熱
や
咳

の
出
る
病
は
、
人
か
ら
人
へ
う
つ
る
場

合
が
多
い
の
で
、
病
に
倒
れ
て
い
る
方

を
船
か
ら
降
ろ
し
、
薬
を
飲
ん
で
も
ら

っ
て
い
る
だ
け
で
す
」

「
そ
れ
こ
そ
望
ん
で
い
た
療
治
だ
」

　

伊
藤
が
答
え
た
と
き
、
桟
橋
の
方
か

ら
「
伊
藤
ー
っ
」
と
呼
ぶ
声
が
し
た
。

　

彼
は
相
手
へ
手
を
振
っ
て
か
ら
、

「
姉
上
の
怪
我
を
よ
く
診
て
や
れ
よ
」

　

と
言
い
置
い
て
、
駆
け
だ
し
た
。

「
手
は
大
丈
夫
、
擦
り
む
い
た
だ
け
だ

か
ら
。
そ
れ
よ
り
も
…
…
」

　

天
莉
は
二
人
を
見
つ
め
、「
あ
な
た

た
ち
に
大
切
な
話
が
あ
る
の
」

　

二
人
が
共
に
療
治
の
場
所
を
離
れ
る

こ
と
は
で
き
ず
、
薬
に
詳
し
く
な
っ
た

ヒ
ス
イ
は
残
り
、
刺
傷
に
対
処
で
き
る

救
吉
が
、
天
莉
の
後
を
つ
い
て
走
っ
た
。

　
や
が
て
天
莉
は
遅
れ
、
場
所
を
聞
い

た
救
吉
が
一
人
先
に
進
み
、
目
当
て
の

小
屋
を
見
つ
け
た
。
荒
い
息
を
整
え
、

中
に
向
か
っ
て
声
を
か
け
る
。

「
さ
ぎ
の
や
の
救
吉
と
申
し
ま
す
。
姉

の
天
莉
か
ら
頼
ま
れ
て
来
ま
し
た
」

　

戸
が
薄
め
に
開
き
、
貧
し
い
身
な
り

の
老
女
が
顔
を
出
し
た
。

「
医
師
の
仕
事
に
少
々
通
じ
て
い
ま

す
。
姉
は
す
ぐ
後
か
ら
来
ま
す
」

　

相
手
が
戸
を
大
き
く
開
き
、
救
吉
は

中
へ
入
っ
た
。
戸
が
す
ぐ
に
閉
ま
る
。

　

簡
素
な
炉
に
火
が
焚
か
れ
、
熱
が
伝

わ
る
場
所
に
人
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

乾
い
た
野
良
着
を
体
の
上
に
掛
け
ら
れ

て
、
年
寄
り
の
女
た
ち
が
彼
の
手
足
を

祈
る
よ
う
に
手
で
こ
す
っ
て
い
た
。

　

小
屋
の
中
に
い
る
の
は
、
年
の
い
っ

た
女
が
五
人
だ
け
だ
っ
た
。

　

救
吉
は
彼
女
た
ち
に
挨
拶
し
な
が

ら
、
そ
の
人
の
枕
元
に
進
み
―
あ
っ
、

と
息
を
吞の

ん
だ
。
鷹
林
、
様
…
…
。

　

彼
を
「
様
」
と
呼
ぶ
べ
き
か
迷
わ
な

く
は
な
い
。
彼
に
は
、
危
う
く
斬
ら
れ

そ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
だ
ま
さ

れ
て
ヒ
ス
イ
と
二
人
、
港
近
く
の
倉
に

閉
じ
込
め
ら
れ
、
力
を
合
わ
せ
て
縄
を

解
き
、
脱
し
た
の
が
昨
日
だ
っ
た
。
ち

ょ
う
ど
そ
の
時
刻
、
港
を
見
下
ろ
せ
る

崖
の
上
で
、
鷹
林
と
辰た

つ

之の

進し
ん

が
果
し
合

い
を
し
て
い
た
と
、
さ
ぎ
の
や
に
戻
っ

て
か
ら
知
ら
さ
れ
た
。
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話
を
聞
き
込
ん
で
き
た
の
は
、
瓦
版
屋

を
し
て
い
る
兄
の
勇ゆ

う

志し

郎ろ
う

だ
っ
た
。

「
辰
之
進
様
は
、
謀む

反ほ
ん

人に
ん

の
鷹
林
と
崖

の
上
で
丁

ち
ょ
う

々ち
ょ
う

発は
っ

止し

、
つ
い
に
胸
を
一

刺
し
、
討
ち
果
た
し
た
。
鷹
林
は
崖
か

ら
落
ち
、
海
の
藻も

屑く
ず

と
消
え
た
と
さ
」

　

救
吉
は
、
恐
る
恐
る
彼
に
ふ
れ
た
。

冷
た
い
が
、
死
者
の
冷
た
さ
で
は
な
い
。

弱
く
て
も
、
指
先
に
脈
動
が
伝
わ
る
。

体
に
掛
け
ら
れ
た
野
良
着
を
め
く
る
。

着
て
い
た
服
は
脱
が
さ
れ
た
の
か
、
裸

だ
っ
た
。
左
胸
の
、
肩
に
近
い
場
所
に

傷
が
あ
る
。
周
囲
の
肉
が
収
縮
し
て
い

る
様
子
で
、
血
は
止
ま
っ
て
い
る
。
背

中
側
を
見
る
。
わ
ず
か
に
傷
口
が
見
え

る
。
や
は
り
肉
が
縮
ん
で
傷
を
ふ
さ
い

で
い
る
。
ど
ち
ら
も
傷
口
周
辺
の
腫は

れ

は
少
な
く
、
変
色
も
見
ら
れ
な
い
。

「
運
の
い
い
御
方
だ
…
…
」

　

思
わ
ず
つ
ぶ
や
き
が
漏
れ
た
。
刀
が

貫
通
し
た
の
は
、
骨
に
当
た
ら
ず
、
肉

の
筋
に
止
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
っ

す
ぐ
刃
が
入
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
腫
れ

も
変
色
も
な
い
の
は
、
内
側
で
の
出
血

が
少
な
い
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

周
囲
の
女
た
ち
が
不
安
そ
う
に
救
吉

の
す
る
こ
と
を
見
つ
め
て
い
る
。

　

戸
を
開
い
て
く
れ
た
老
女
が
「
助
か

る
じ
ゃ
ろ
う
か
」
と
尋
ね
る
。

「
ま
だ
何
と
も
言
え
ま
せ
ん
が
、
息
が

あ
る
の
は
ま
さ
に
奇
跡
で
す
」

　

ほ
か
に
傷
が
な
い
か
確
か
め
る
。
左

脚
の
す
ね
が
妙
な
曲
が
り
方
を
し
て
い

る
。
戦

い
く
さ

場ば

で
何
度
か
見
た
。
腕
の
骨

折
も
そ
う
だ
が
、
放
っ
て
お
か
ず
、
正

し
く
つ
な
ぎ
直
し
て
固
定
し
、
安
静
に

し
て
い
れ
ば
、
骨
は
ま
た
つ
な
が
る
。

「
天
莉
で
す
」

　

外
か
ら
声
が
し
た
。
老
女
が
戸
を
開

く
。
天
莉
が
荒
い
息
を
つ
き
つ
つ
入
っ

て
き
た
。
看
護
人
で
あ
る
彼
女
に
鷹
林

の
膝
を
強
く
押
え
て
も
ら
う
。

「
骨
を
ま
っ
す
ぐ
に
し
て
固
定
す
る
。

強
く
引
く
か
ら
、
こ
ら
え
て
」

　

救
吉
は
、
鷹
林
の
足
首
と
ふ
く
ら
は

ぎ
を
持
ち
、
力
を
込
め
て
引
い
た
。
天

莉
が
引
っ
張
ら
れ
る
。

「
だ
め
だ
。
皆
さ
ん
、
姉
が
引
っ
張
ら

れ
な
い
よ
う
に
押
さ
え
て
く
だ
さ
い
」

　

女
た
ち
が
天
莉
の
肩
や
腰
に
手
を
回

す
。
救
吉
は
、
あ
ら
た
め
て
鷹
林
の
足

首
と
ふ
く
ら
は
ぎ
を
抱
え
る
よ
う
に
持

ち
、
骨
が
ま
っ
す
ぐ
に
な
る
よ
う
強
く

引
き
、
こ
こ
ぞ
と
思
う
と
こ
ろ
で
戻
し

た
。
鷹
林
に
意
識
が
あ
れ
ば
、
無
理
な

療
治
だ
っ
た
。
骨
が
元
の
形
に
戻
っ
た

か
ど
う
か
、
手
で
押
さ
え
て
確
認
し
て

ゆ
く
。
間
違
い
な
い
と
は
言
え
な
い
が
、

今
は
こ
れ
で
精
一
杯
だ
っ
た
。

　

小
屋
の
隅
に
板
切
れ
を
見
つ
け
、
脛す

ね

の
両
側
に
当
て
、
包
帯
で
固
定
す
る
。

「
今
し
ば
ら
く
様
子
を
み
ま
し
ょ
う
。

た
だ
こ
の
小
屋
で
は
…
…
」

　
救
吉
は
、
天
莉
た
ち
へ
、「
十
分
な
療

治
が
で
き
ま
せ
ん
。
全
身
を
温
め
つ
つ

水
や
薬
も
与
え
な
い
と
、
と
て
も
助
か

る
と
は
言
え
な
い
危
険
な
状
態
で
す
」

　

天
莉
は
、
さ
ぎ
の
や
の
女お

か
み将
と
大
女

将
で
あ
る
母
と
祖
母
に
懇
願
し
た
。

　

救
吉
と
ヒ
ス
イ
も
口
添
え
し
た
。
二

人
に
は
敵
と
も
い
え
る
相
手
だ
が
、
医

療
者
と
し
て
、
助
け
ら
れ
る
命
な
ら
、

そ
れ
こ
そ
命
が
け
で
助
け
た
い
。

　

相
手
は
藩
の
謀
反
人
で
あ
る
。
か
ば

え
ば
、
同
罪
と
な
り
か
ね
な
い
。

「
こ
こ
は
へ
ん
ろ
宿
で
す
よ
。
お
泊
め

す
る
の
は
、
お
へ
ん
ろ
だ
け
で
す
」

　

女
将
が
乾
い
た
声
で
言
っ
た
。

「
で
も
、
人
は
皆
、
お
の
れ
や
親
し
き

者
の
幸
せ
を
願
い
な
が
ら
、
人
の
世
を

旅
し
続
け
る
お
へ
ん
ろ
の
は
ず
で
す
」

　

ヒ
ス
イ
が
言
葉
を
返
し
た
。

　

大
女
将
が
声
を
上
げ
て
笑
っ
た
。

「
確
か
に
の
。
け
ど
鷹
林
と
い
う
お
侍

は
、
お
の
れ
や
親
し
き
者
の
幸
せ
を
願

っ
て
お
っ
た
ん
か
な
。
聞
い
た
と
こ
ろ

で
は
、
逆
で
は
な
い
の
か
な
も
し
」

「
ま
こ
と
の
願
い
が
何
か
、
当
人
に
も

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
」



622025.1.19-26

　

天
莉
は
胸
の
前
で
手
を
合
わ
せ
た
。

「
生
き
て
こ
そ
、
生
き
延
び
て
こ
そ
…

…
そ
の
先
で
真
の
願
い
が
見
つ
か
る
こ

と
も
あ
る
は
ず
で
す
」

　

さ
ぎ
の
や
の
最
も
奥
の
部
屋
に
鷹
林

を
寝
か
せ
た
。
彼
は
何
日
も
高
熱
を
発

し
、
脈
は
弱
ま
り
、
も
う
だ
め
か
と
思

う
よ
う
な
日
々
が
長
く
続
い
た
。

　

そ
れ
で
も
あ
る
時
期
か
ら
峠
を
越
し

た
よ
う
に
熱
が
下
が
り
、口
か
ら
重
湯
、

次
に
は
お
か
ゆ
も
と
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
、
庭
の
梅
が
咲
く
頃
に
は
体
を
起
こ

せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

だ
が
目
に
は
ま
だ
力
が
な
く
、
言
葉

を
発
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　

一
方
で
、
宿
の
奥
の
部
屋
に
怪
我
人

が
い
て
、
公

お
お
や
けに
は
隠
し
て
お
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
人
物
ら
し
い
、
と
い
う

こ
と
が
―
宿
の
者
に
も
秘
し
て
い
な

が
ら
、
し
ぜ
ん
と
外
に
漏
れ
た
。
道
後

の
温
泉
郷
は
、
長
く
修し

ゅ

験げ
ん

道ど
う

場じ
ょ
うの
明

み
ょ
う

王お
う

院い
ん

の
管
理
下
に
あ
る
。
そ
の
明
王
院

か
ら
呼
び
出
し
が
か
か
っ
た
。

　

女
将
と
大
女
将
が
代
表
し
て
、
奥
院

で
院
主
と
面
会
し
た
。

　

さ
す
が
に
長
く
温
泉
郷
を
守
っ
て
き

た
明
王
院
の
院
主
に
噓う

そ

は
つ
け
な
い
。

二
人
は
あ
り
の
ま
ま
を
打
ち
明
け
た
。

院
主
は
冷
静
に
話
を
聞
き
終
え
、

「
や
む
を
得
な
か
っ
た
事
情
は
理
解
い

た
そ
う
。
だ
が
、
藩
の
謀
反
人
を
か
ば

い
続
け
て
き
た
事
実
は
、
温
泉
郷
全
体

の
罪
と
し
て
責
め
ら
れ
か
ね
ぬ
」

　

鷹
林
を
、
秘
か
に
さ
ぎ
の
や
か
ら
出

す
よ
う
に
と
、
彼
は
求
め
た
。

　

だ
が
、
謀
反
人
を
引
き
取
っ
て
く
れ

る
先
が
あ
る
か
ど
う
か
。

「
当
院
で
は
、
弟
子
の
包ほ

う

源げ
ん

が
彼か

の
者

に
傷
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
よ
く
思
わ
ぬ

弟
子
た
ち
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
霊

泉
の
管
理
に
つ
い
て
多
く
の
人
の
出
入

り
が
あ
る
。
藩
の
者
が
ま
ず
立
ち
寄
る

こ
と
の
な
い
所
が
よ
か
ろ
う
」

　

町
の
中
央
を
流
れ
る
川
に
沿
っ
た
水

は
け
の
悪
い
場
所
で
、
農
民
よ
り
も
貧

し
い
暮
ら
し
を
長
く
強し

い
ら
れ
て
き
た

人
々
の
集
落
を
、
院
主
は
指
定
し
た
。

　

ジ
ン
ソ
と
い
う
長
老
が
率
い
る
彼
ら

は
、
処
刑
さ
れ
た
罪
人
の
始
末
や
、
死

ん
だ
牛
馬
の
引
き
取
り
な
ど
で
町
村
へ

呼
び
つ
け
ら
れ
は
し
て
も
、
集
落
の
外

の
者
が
入
っ
て
く
る
こ
と
は
な
い
。

　

鷹
林
は
状
態
が
落
ち
着
い
た
と
こ
ろ

で
、
ジ
ン
ソ
た
ち
の
集
落
に
移
さ
れ
た
。

ヒ
ス
イ
と
救
吉
が
数
日
お
き
に
様
子
を

み
に
訪
ね
た
が
、
日
ご
ろ
の
世
話
は
、

十
七
歳
に
な
っ
た
ジ
ン
ソ
の
孫
娘
美み

音お

が
担
っ
た
。
と
て
も
美
し
い
声
で
歌
う

こ
と
か
ら
、
明
王
院
の
院
主
が
そ
の
名

を
与
え
た
娘
で
あ
っ
た
。

　

鷹
林
は
や
が
て
立
て
る
よ
う
に
な
っ

た
。
足
の
骨
折
も
無
事
に
治
っ
た
ら
し

い
。
た
だ
足
が
萎な

え
て
お
り
、
美
音
が

支
え
た
り
杖
を
つ
い
た
り
し
て
、
歩
く

練
習
が
必
要
だ
っ
た
。
ほ
ど
な
く
「
は

い
」「
い
え
」
な
ど
の
短
い
言
葉
が
出

る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
が
…
…
ど
れ
だ

け
経た

っ
て
も
、
お
の
れ
が
誰
か
、
名
も

身
分
も
、
何
を
し
て
き
た
の
か
も
、
ま

っ
た
く
思
い
出
せ
な
い
様
子
だ
っ
た
。

　

ヒ
ス
イ
と
救
吉
が
江
戸
へ
と
発た

っ
て

半
月
、
朝
敵
と
い
う
汚
名
が
晴
ら
さ
れ

る
命め

い

が
、
じ
き
伊
予
松
山
藩
に
下
さ
れ

る
と
の
噂
が
、
城
下
の
者
た
ち
の
心
持

ち
を
浮
き
立
た
せ
て
い
た
。

　

藩
士
の
手て

島し
ま

次じ

郎ろ
う

と
青せ

い

海か
い

辰
之
進
の

兄
虎と

ら

之の

助す
け

も
そ
の
噂
が
本
当
に
な
る
日

が
い
つ
か
、
話
し
な
が
ら
歩
い
て
い
て

―
偶
然
、
町
な
か
で
息
絶
え
た
馬
が

引
き
取
ら
れ
る
現
場
に
行
き
合
っ
た
。

　

い
つ
も
の
集
落
の
者
た
ち
が
、
数
人

が
か
り
で
重
い
馬
体
を
持
ち
上
げ
、
大

八
車
に
載
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
だ
が
、

重
過
ぎ
た
ら
し
く
載
せ
そ
こ
な
い
、
大

き
な
音
が
し
た
。
手
島
と
虎
之
助
も
思

わ
ず
、
そ
ち
ら
を
見
た
。

「
タ
カ
、
首
の
方
を
持
っ
て
く
れ
」

　

長
老
ら
し
い
男
に
言
わ
れ
、
他
よ
り

背
の
高
い
男
が
、
そ
れ
ま
で
馬
の
首
を

持
っ
て
い
た
年
配
の
男
と
交
替
す
る
。

背
の
高
い
男
は
、
頭
の
中
央
の
髪
は
さ

ほ
ど
長
く
な
い
が
、
後
ろ
髪
が
長
く
、

持
ち
上
げ
る
前
に
邪
魔
に
な
り
、
荒
く

後
ろ
に
払
っ
た
。
そ
の
と
き
見
え
た
顔

に
、手
島
と
虎
之
助
は
目
を
見
張
っ
た
。

　

二
人
は
そ
の
男
か
ら
目
を
離
せ
な
か

っ
た
。
野
良
着
姿
で
、
髪
だ
け
で
な
く

無
精
ひ
げ
も
伸
び
て
い
る
。
そ
れ
で
も

身
の
こ
な
し
が
柔
ら
か
く
、
ど
こ
と
な

く
品
が
あ
っ
た
。
彼
ら
は
馬
体
を
大
八

車
に
載
せ
、
無
言
で
去
っ
て
ゆ
く
。

　

二
人
は
よ
う
や
く
顔
を
見
合
わ
せ
た

が
、
言
葉
は
出
ず
、
そ
の
男
が
ど
こ
に

暮
ら
し
て
い
る
の
か
見
届
け
る
ま
で
、

距
離
を
置
い
て
つ
い
て
い
っ
た
。

　

同
じ
頃
、
江
戸
で
は
―
朝
廷
軍
の

指
揮
を
西さ

い

郷ご
う

隆た
か

盛も
り

か
ら
託
さ
れ
た
大
村

益ま
す

次じ

郎ろ
う

が
、
上
野
を
拠
点
と
す
る
彰

し
ょ
う

義ぎ

隊た
い

を
討と

う

伐ば
つ

す
る
こ
と
を
決
し
た
。

 

（
つ
づ
く
）

レイアウト　鈴木久美
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JTBパブリッシングから出たこの本は税込み
1100円。実は帯にも間違いが…

『
小
学
生
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ 

え
ん
ぴ

つ
1
本
で
す
ご
い
変
な
文
章
を
見
抜
い

て
国
語
力
を
上
げ
る
本
』
と
い
う
長
い

タ
イ
ト
ル
の
本
が
、
発
売
か
ら
１
カ
月

も
た
た
な
い
う
ち
に
３
刷
と
売
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。
著
者
は
な
ぜ
か
名
前
を

出
さ
ず
、
監
修
者
と
し
て
私
の
名
が
前

面
に
出
て
い
ま
す
。

　

タ
イ
ト
ル
か
ら
し
て
「
変
」
な
つ
な

が
り
で
す
ね
。も
ち
ろ
ん「
す
ご
い
変
」

は
「
す
ご
く
変
」
に
す
べ
き
で
す
。
こ

の
よ
う
に
不
適
切
な
表
現
や
誤
字
を
全

編
に
わ
ざ
と
ま
き
散
ら
し
、
ペ
ー
ジ
を

め
く
る
と
（
書
名
に
つ
い
て
は
裏
表
紙

に
）
答
え
と
丁
寧
な
解
説
が
あ
る
と
い

う
構
成
の
問
題
集
で
す
。

　

例
え
ば
「
元
旦
の
朝
」
と
い
う
部
分

に
対
し
「『
元
旦
』
は
元
日
の
朝
な
の

で
『
朝
』
は
不
要
。『
元
日
の
朝
』、
も

し
く
は
『
元
旦
』
だ
け
が
適
切
で
す
」

と
解
説
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
印
刷
前
に
陰
の
著
者
か
ら
正

し
い
部
分
で
「
見
聞
を
広
げ
る
」
と
あ

る
の
は
「
見
聞
を
広
め
る
」
の
方
が
よ

い
か
と
相
談
さ
れ
ま
し
た
。「
見
聞
を

広
げ
る
」
が
誤
用
な
ん
て
聞
い
た
こ
と

も
な
い
ぞ
、
と
慌
て
て
調
べ
ま
し
た
。

　

確
か
に
辞
書
で
「
見
聞
」
を
引
く
と

大
方
は
「
を
広
め
る
」
の
用
例
が
出
て

き
ま
す
。し
か
し「
広
め
る
」に
は「
普

及
さ
せ
る
」
と
い
う
意
味
合
い
が
強
く

「
仏
教
を
広
め
る
」と
は
言
っ
て
も「
仏

教
を
広
げ
る
」
と
は
あ
ま
り
言
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
に
対
し
「
視
野
を
広
げ
る
」

と
は
言
っ
て
も
「
視
野
を
広
め
る
」
と

は
言
い
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
知
識
・
体
験

を
広
く
す
る
枠
が
そ
の
個
人
に
と
ど
ま

る
か
ぎ
り
、「
広
げ
る
」
の
方
が
ふ
さ

わ
し
い
の
で
「
見
聞
を
広
げ
る
」
で
い

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ち
な
み

に
新
潮
現
代
国
語
辞
典
で
は「
広
め
る
」

「
広
げ
る
」
両
方
に
「
見
聞
」
の
例
が

あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
の
は
少
数
派
の

よ
う
で
す
が
…
…
。

　

監
修
者
の
意
向
と
し
て
は
上
記
の
理

由
を
伝
え
「
こ
の
ま
ま
で
よ
い
」
と
答

え
ま
し
た
。
し
か
し
著
者
と
し
て
は
、

仕
込
ん
だ
誤
り
の
他
に
も
「
こ
れ
も
間

違
い
で
な
い
か
」
と
指
摘
さ
れ
る
と
困

り
ま
す
か
ら
、
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
結
局
「
見
聞
を
広
め
る
」
に

直
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
な

ぜ
「
見
聞
を
広
げ
る
」
が
辞
書
に
ほ
と

ん
ど
な
い
の
か
疑
問
で
す
。

　

こ
ん
な
具
合
に
陰
の
著
者
と
の
暗
闘

は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
大
抵
は
私
の
ア

ド
バ
イ
ス
に
応
じ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
「
元
旦
の
朝
」
は
「
元
日
の
朝
」

か
「
元
旦
」
だ
け
が
「
正
し
い
」
と
あ

っ
た
の
は
「
適
切
」
に
表
現
を
和
ら
げ

ま
し
た
。
元
旦
を
元
日
の
意
も
含
む
と

す
る
辞
書
も
あ
る
か
ら
で
す
。

　

こ
の
本
の
中
身
に
は
校
閲
と
い
う
言

葉
こ
そ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
校
閲
的
な
視

点
に
貫
か
れ
て
い
ま
す
。
毎
日
新
聞
校

閲
セ
ン
タ
ー
の
Ｘ
（
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
で

表
紙
の
謎
か
け
付
き
で
発
信
し
た
と
こ

ろ
大
反
響
で
し
た
。
こ
れ
を
読
ん
で
２

０
２
５
年
も
校
閲
的
な
知
識
を
広
げ
て

い
た
だ
け
れ
ば

―
そ
う
そ
う
、「
知

識
を
広
げ
る
」
っ
て
言
い
ま
す
よ
ね
。

だ
っ
た
ら
「
見
聞
を
広
げ
る
」
も
い
い

で
し
ょ
？　

我
な
が
ら
し
つ
こ
い
。

 

（
毎
日
新
聞
校
閲
・
岩
佐
義
樹
）

301

「
見
聞
を
広
げ
」で

陰
の
著
者
と
暗
闘

『校閲至極』『校閲記者も迷う日本語表現』（毎日新聞出版）が好評発売中です
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「
逃
げ
よ
う
っ
た
っ
て
だ
め
だ
よ
。
お

ま
え
、今
逃
げ
た
ら
、敵
前
逃
亡
だ
よ
。

銃
殺
だ
よ
」

「
で
も
、
蒲
生
さ
ん
は
長
門
室
長
と
働

き
た
が
っ
て
い
る
ん
で
す
」

「
あ
い
つ
、そ
ん
な
タ
マ
じ
ゃ
な
い
よ
。

ど
う
せ
、
口
だ
け
だ
よ
」

「
そ
う
じ
ゃ
な
い
と
思
い
ま
す
」

　

し
ば
ら
く
無
言
の
間
が
あ
っ
た
。
長

門
室
長
は
考
え
込
ん
で
い
る
の
だ
。
や

が
て
彼
は
言
っ
た
。

「
蒲
生
の
こ
と
は
後
で
考
え
る
か
ら
、

と
に
か
く
こ
っ
ち
へ
来
て
よ
」

「
わ
か
り
ま
し
た
」

　

電
話
が
切
れ
る
と
、
楠
木
は
立
ち
上

が
り
、
係
長
席
に
や
っ
て
き
た
。
Ｆ
Ｃ

室
か
ら
呼
び
出
し
が
あ
っ
た
旨
を
告
げ

る
と
、
係
長
は
「
あ
っ
そ
う
」
と
だ
け

言
っ
た
。

　

厭い
や

味み

の
一
つ
も
言
わ
れ
る
も
の
と
思

っ
て
い
た
の
で
、
肩
透
か
し
を
食
ら
っ

た
気
分
だ
っ
た
。

　

翌
日
は
六
月
十
二
日
木
曜
日
だ
。

　

登
庁
し
地
域
総
務
課
の
デ
ス
ク
に
い

る
楠
木
の
も
と
に
、
長
門
室
長
か
ら
電

話
が
あ
っ
た
。

「
渋
谷
区
長
の
ア
ポ
が
取
れ
た
っ
て
さ
」

「
本
当
に
取
れ
た
ん
で
す
ね
」

「
そ
の
よ
う
に
交
渉
し
た
ん
だ
ろ
う
？
」

「
い
や
、
半
信
半
疑
で
し
た
」

「
と
に
か
く
、こ
っ
ち
に
来
て
く
れ
る
？
」

「
今
日
は
警
ら
が
あ
り
ま
す
」

「
行
か
な
く
て
い
い
よ
」

「
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
ペ
ア
が
い
ま

す
し
…
…
」

「
ま
た
、
蒲
生
に
電
話
し
て
お
く
か
ら

…
…
」

「
そ
れ
な
ん
で
す
が
…
…
」

　

楠
木
は
声
を
落
と
し
た
。

「
そ
れ
っ
て
、
何
だ
？
」

　

楠
木
は
周
囲
を
見
回
し
て
か
ら
、
口

元
に
手
を
当
て
た
。

「
蒲
生
さ
ん
が
、
う
ら
や
ま
し
が
っ
て

い
る
よ
う
な
ん
で
す
」

「
蒲
生
と
お
ま
え
が
Ｆ
Ｃ
室
に
来
た
ら
、

遊
撃
３
は
ど
う
な
る
ん
だ
」

「
で
す
か
ら
、
自
分
と
入
れ
替
わ
り
で

蒲
生
さ
ん
を
Ｆ
Ｃ
室
に
呼
ぶ
ん
で
す
」

「
何
、
楠
木
、
Ｆ
Ｃ
室
を
辞
め
た
い
わ

け
？
」

　

辞
め
た
い
。

「
い
え
、
そ
う
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

ペ
ア
の
先
輩
に
妬ね

た

ま
れ
て
い
る
の
は
ち

ょ
っ
と
ま
ず
い
ん
で
…
…
」

「
う
ら
や
ま
し
が
っ
て
い
る
？
」

「
は
い
。
自
分
が
Ｆ
Ｃ
室
で
長
門
室
長

の
元
で
働
い
て
い
る
こ
と
が
う
ら
や
ま

し
い
よ
う
で
す
」

「
へ
え
…
…
」

「
ど
う
や
ら
Ｆ
Ｃ
に
も
興
味
を
持
っ
て

い
る
様
子
で
し
た
」

「
そ
れ
で
？
」

「
蒲
生
さ
ん
を
、
Ｆ
Ｃ
室
に
引
っ
ぱ
っ

て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？
」

連
載
小
説
◉
第
27
回
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「
じ
ゃ
あ
、
行
っ
て
き
ま
す
」

「
あ
あ
。
長
門
さ
ん
に
よ
ろ
し
く
な
」

　

係
長
も
長
門
室
長
に
は
一
目
置
い
て

い
る
よ
う
な
感
じ
だ
。
長
門
室
長
と
働

け
る
の
は
幸
せ
だ
と
、
蒲
生
が
言
っ
て

い
た
。

　

も
し
か
し
た
ら
、
そ
う
な
の
か
も
し

れ
な
い
。
だ
が
、
楠
木
に
は
ま
っ
た
く

そ
の
実
感
が
な
い
。

　

実
感
が
な
い
も
の
は
実
態
が
な
い
の

と
い
っ
し
ょ
だ
。
だ
か
ら
楠
木
は
、
考

え
な
い
こ
と
に
し
た
。

　

楠
木
が
顔
を
出
す
と
、
長
門
室
長
が

言
っ
た
。

「
や
っ
と
来
た
か
」

「
区
長
の
ア
ポ
が
取
れ
た
ん
で
す
っ

て
？
」

「
あ
あ
。
警
電
に
何
と
か
い
う
課
長
か

ら
電
話
が
あ
っ
た
」

「
区
役
所
の
産
業
観
光
課
の
課
長
で
す

ね
？
」

「
よ
く
知
ら
ん
。
す
ぐ
に
来
て
く
れ
と

い
う
こ
と
だ
」

「
え
っ
。
今
か
ら
で
す
か
？
」

「
そ
う
だ
。
十
五
分
ほ
ど
し
か
時
間
が

な
い
と
い
う
こ
と
だ
」

「
急
が
な
く
ち
ゃ
」

「
遊
撃
３
を
出
し
て
よ
」

「
い
や
、
タ
ク
シ
ー
じ
ゃ
な
い
ん
で
…

…
」

「
区
長
と
の
面
談
に
遅
れ
る
つ
も
り
か
」

「
前
に
も
言
い
ま
し
た
が
、
遊
撃
３
は

自
分
の
一
存
で
ど
う
こ
う
で
き
る
車
じ

ゃ
な
い
ん
で
す
」

「
蒲
生
に
電
話
し
て
お
く
よ
」

「
…
…
で
、
誰
が
行
く
こ
と
に
な
っ
た

ん
で
し
た
っ
け
？
」

「
お
ま
え
と
山
岡
だ
」

「
い
や
、
も
っ
と
偉
い
人
が
行
く
っ
て

話
に
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
」

「
渋
谷
署
の
牧
田
署
長
を
連
れ
て
い
け

ば
い
い
」

「
簡
単
に
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
」

「
簡
単
だ
よ
。
俺
、
電
話
し
て
お
く
か

ら
」

「
だ
っ
た
ら
、
室
長
と
署
長
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
よ
」

「
だ
か
ら
、
お
ま
え
、
俺
に
仕
事
を
振

る
な
と
言
っ
て
る
だ
ろ
う
。早
く
行
け
」

　

山
岡
が
言
っ
た
。

「
急
ご
う
」

　

楠
木
と
山
岡
は
駐
車
場
の
遊
撃
３
に

向
か
っ
た
。

「
長
門
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
よ
」

　
渋
谷
署
内
で
高
取
に
声
を
か
け
、署
長

あらすじ◉楠木肇は警視庁地域部所属の巡査部長。遊撃特別警ら隊とＦＣ室を兼務する。都内で撮影するハリウッド映画の脚本に
渋谷スクランブル交差点でのアクションシーンがあり、楠木らは区に許可を求めるが、区役所の対応は厳しい。
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「
十
五
分
だ
け
だ
か
ら
ね
」

　

小
森
課
長
は
、
牧
田
署
長
に
気
づ
い

た
様
子
で
言
っ
た
。「
え
え
と
、
そ
ち

ら
の
方
は
？
」

　

山
岡
が
紹
介
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
席

に
座
っ
て
い
た
小
森
課
長
が
慌
て
て
立

ち
上
が
っ
た
。
や
は
り
、
署
長
と
い
う

の
は
そ
れ
な
り
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る

ん
だ
な
と
、
楠
木
は
思
っ
た
。

「
渋
谷
署
の
署
長
さ
ん
で
す
か
。
こ
れ

は
失
礼
し
ま
し
た
」

　

牧
田
署
長
が
言
っ
た
。

「
で
は
、
区
長
に
会
い
に
い
こ
う
か
」

　

区
長
室
の
ド
ア
を
小
森
課
長
が
ノ
ッ

ク
す
る
。「
ど
う
ぞ
」
と
い
う
声
に
促

さ
れ
、
小
森
課
長
が
ド
ア
を
開
け
る
。

　

楠
木
た
ち
一
行
は
、
区
長
室
に
足
を

踏
み
入
れ
る
。

　

楠
木
は
山
岡
に
そ
っ
と
言
っ
た
。

「
渋
谷
署
の
署
長
室
よ
り
立
派
で
す
ね
」

　

そ
れ
を
耳
に
留
め
た
ら
し
く
、
牧
田

署
長
が
言
っ
た
。

「
質
実
剛
健
だ
よ
」

　

区
長
が
席
の
向
こ
う
で
立
ち
上
が
っ

た
。
形
ば
か
り
の
対
応
に
見
え
る
。

　

楠
木
た
ち
は
、
牧
田
署
長
を
先
頭
に

進
ん
だ
。

室
を
訪
ね
る
と
、牧
田
署
長
が
言
っ
た
。

「
何
？　

君
た
ち
、
区
長
に
ア
ポ
取
っ

た
ん
だ
っ
て
？
」

「
は
い
」

　

山
岡
が
こ
た
え
た
。「
ご
同
行
い
た

だ
け
ま
す
か
？
」

「
何
だ
よ
。
任に

ん

同ど
う

で
引
っ
ぱ
ら
れ
る
み

た
い
だ
な
。
俺
、
区
長
に
会
い
た
く
な

い
ん
だ
け
ど
な
…
…
」

「
私
ら
だ
け
で
は
、
何
と
も
心
許
な
い

の
で
、
こ
こ
は
ぜ
ひ
署
長
の
お
力
を
お

借
り
し
な
い
と
…
…
」

「
ふ
ん
。
心
に
も
な
い
こ
と
を
言
う
な

よ
」

「
本
気
で
す
」

「
し
ょ
う
が
な
い
。
で
も
、
交
渉
は
君

た
ち
が
や
る
ん
だ
ろ
う
？　

私
は
た
だ

同
席
す
る
だ
け
だ
ぞ
」

「
そ
れ
で
け
っ
こ
う
で
す
」

　

署
長
の
公
用
車
と
遊
撃
３
で
区
役
所

に
向
か
っ
た
。
遊
撃
３
に
は
、
楠
木
、

山
岡
、
高
取
の
三
人
が
乗
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
産
業
観
光
課
を
訪
ね
、
山
岡

が
小
森
課
長
に
礼
を
言
っ
た
。

「
本
当
に
ア
ポ
を
取
っ
て
く
だ
さ
っ
た

の
で
す
ね
。
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
」
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交
渉
役
は
山
岡
に
任
せ
よ
う
。
楠
木

は
そ
う
決
め
て
い
た
。
山
岡
が
深
々
と

頭
を
下
げ
て
言
っ
た
。

「
警
視
庁
Ｆ
Ｃ
室
の
者
で
す
。
ま
ず
最

初
に
お
詫
び
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」

「
お
や
…
…
」

　

区
長
は
あ
ざ
け
る
よ
う
な
笑
み
を
浮

か
べ
て
い
る
。「
何
の
話
で
し
ょ
う
」

　

山
岡
は
頭
を
下
げ
た
ま
ま
言
っ
た
。

「
渋
谷
区
で
撮
影
の
計
画
が
あ
る
こ
と

は
、
真
っ
先
に
渋
谷
区
の
責
任
者
で
あ

る
区
長
に
報
告
す
べ
き
で
し
た
」

「
今
と
な
っ
て
は
遅
い
。
そ
う
思
い
ま

せ
ん
か
？
」

　

区
長
は
、
思
っ
た
よ
り
若
々
し
い
な

と
、
楠
木
は
思
っ
て
い
た
。
で
っ
ぷ
り

太
っ
た
老
人
を
想
像
し
て
い
た
の
だ
が
、

目
の
前
の
区
長
の
体
は
引
き
締
ま
っ
て

お
り
、
短
髪
は
若
者
の
よ
う
に
潑は

つ

剌ら
つ

と

し
た
印
象
が
あ
る
。

　

山
岡
が
言
っ
た
。

「
そ
れ
を
お
詫
び
に
上
が
り
ま
し
た
」

　

区
長
は
溜
め
息
を
つ
い
た
。

「
ま
あ
、
顔
を
お
上
げ
く
だ
さ
い
」

　

山
岡
が
体
を
起
こ
す
と
、
区
長
は
机

上
の
小
箱
か
ら
名
刺
を
取
り
だ
し
た
。

そ
れ
を
機
に
名
刺
交
換
が
始
ま
っ
た
。

　

牧
田
署
長
の
名
刺
を
見
る
と
、
区
長

の
趨す

う

勢せ
い

で
す
よ
」

　

区
長
は
牧
田
署
長
を
見
た
。

「
世
の
中
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
冷
静

に
判
断
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
。
た
し

か
に
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
や
り
は
じ
め
た
よ
う
で

す
ね
。
し
か
し
、
私
に
は
そ
の
つ
も
り

は
あ
り
ま
せ
ん
」

「
都
が
前
向
き
な
ん
で
す
。
い
や
、
都

だ
け
で
は
な
く
、
国
も
推
進
す
る
方
針

で
す
」

「
国
や
都
が
何
を
考
え
よ
う
と
、
渋
谷

区
は
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
や
る

つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
」

「
な
ぜ
で
す
」

「
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
せ
ん
」

「
経
済
効
果
が
あ
る
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん

か
」

「
苦
労
し
た
り
、
危
険
を
冒
し
て
ま
で

や
る
べ
き
こ
と
と
は
思
え
ま
せ
ん
」

「
あ
の
…
…
」

　

山
岡
が
言
っ
た
。「
映
画
は
お
好
き

で
す
か
？
」

「
映
画
で
す
か
」

　

区
長
は
聞
き
返
し
て
か
ら
苦
笑
を
浮

か
べ
る
。「
そ
う
尋
ね
ら
れ
て
、
嫌
い

で
す
と
言
う
人
は
あ
ま
り
い
な
い
で
し

ょ
う
」

が
言
っ
た
。

「
ほ
う
。渋
谷
署
の
署
長
さ
ん
で
す
か
」

　

牧
田
署
長
が
「
そ
う
で
す
」
と
こ
た

え
る
。

「
署
長
さ
ん
は
、
撮
影
の
こ
と
を
ご
存

じ
だ
っ
た
の
で
す
ね
」

「
私
も
つ
い
最
近
聞
き
ま
し
た
」

「
で
も
、
私
よ
り
早
く
知
っ
て
い
た
の

で
す
ね
」

「
た
ま
た
ま
で
し
ょ
う
」

「
た
ま
た
ま
ね
え
…
…
」

「
路
上
で
撮
影
を
や
る
場
合
、
許
可
を

出
す
の
は
警
察
署
で
す
。
で
す
か
ら
、

渋
谷
署
に
情
報
が
入
る
の
が
早
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
」

「
わ
か
り
ま
し
た
」

　

区
長
は
山
岡
を
見
た
。「
謝
罪
し
た

い
と
お
っ
し
ゃ
る
な
ら
、
そ
れ
を
受
け

容い

れ
ま
し
ょ
う
」

「
で
は
…
…
」

　

山
岡
が
言
う
。「
渋
谷
で
の
撮
影
を

認
め
て
い
た
だ
け
る
の
で
す
ね
」

「
そ
れ
と
こ
れ
と
は
別
問
題
で
す
」

「
え
…
…
？
」

「
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
経
済

効
果
が
あ
る
と
い
う
お
話
を
さ
れ
た
と

聞
き
ま
し
た
」

「
は
い
。そ
れ
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
」

「
一
方
で
、
私
は
区
内
の
安
全
に
つ
い

て
責
任
を
持
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」

「
区
内
の
安
全
…
…
」

「
長
期
間
、
海
外
の
映
画
ス
タ
ッ
フ
が

寝
泊
ま
り
し
、
撮
影
現
場
で
仕
事
を
す

る
こ
と
で
、
風
紀
が
乱
れ
た
り
、
治
安

が
悪
く
な
っ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
」

「
そ
の
点
に
つ
い
て
は
…
…
」

　

山
岡
が
ち
ら
り
と
牧
田
署
長
を
見
て

言
っ
た
。「
警
察
が
責
任
を
持
っ
て
対

処
い
た
し
ま
す
」

「
口
で
は
何
と
で
も
言
え
ま
す
か
ら
ね

え
。
私
は
ね
、
一
時
期
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
の
よ
う
な
騒
ぎ
は
、
も
う
真
っ
平
な

ん
で
す
よ
」

「
あ
…
…
」

　
高
取
が
言
っ
た
。「
そ
れ
に
つ
い
て
は
、

ま
っ
た
く
同
感
で
す
」

　

区
長
は
高
取
を
一い

ち

瞥べ
つ

し
て
か
ら
言
葉

を
続
け
た
。「
で
す
か
ら
、
撮
影
を
認

め
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　

山
岡
は
困
っ
た
顔
で
楠
木
を
見
た
。

　

い
や
、
そ
ん
な
顔
さ
れ
て
も
…
…
。

　

楠
木
は
何
を
言
っ
て
い
い
か
わ
か
ら

な
い
。

　

そ
の
と
き
、
牧
田
署
長
が
言
っ
た
。

「
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
時
代
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「
わ
あ
、
よ
ろ
し
い
ん
で
す
か
」

　

二
人
は
公
用
車
で
去
っ
て
い
っ
た
。

　

楠
木
は
山
岡
に
言
っ
た
。

「
自
分
ら
も
戻
り
ま
し
ょ
う
」

　

山
岡
の
表
情
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら

冴
え
な
い
。

「
帰
っ
て
、
室
長
と
相
談
し
よ
う
」

　

二
人
は
遊
撃
３
に
乗
り
、
警
視
庁
本

部
に
向
か
っ
た
。

　

助
手
席
の
山
岡
が
言
っ
た
。

「
牧
田
署
長
は
あ
あ
言
っ
て
く
れ
た
が
、

や
っ
ぱ
り
交
渉
は
失
敗
だ
よ
な
」

　

け
っ
こ
う
落
ち
込
ん
で
い
る
。
楠
木

は
言
っ
た
。

「
道
路
上
で
の
撮
影
許
可
は
、
区
役
所

じ
ゃ
な
く
て
、
警
察
署
が
出
す
ん
で
す

よ
ね
？
」

「
そ
う
だ
な
。
そ
こ
ん
と
こ
は
別
な
ん

だ
」

「
じ
ゃ
あ
、
牧
田
署
長
の
許
可
を
も
ら

っ
て
、
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
で
、
撮

り
た
い
よ
う
に
撮
っ
ち
ゃ
っ
た
ら
ど
う

で
す
」

「
お
ま
え
、
悪
党
だ
な
」

「
だ
っ
て
そ
う
で
も
し
な
い
と
、バ
ー
ク

監
督
の
要
求
に
こ
た
え
ら
れ
ま
せ
ん
よ
」

　

山
岡
は
黙
り
込
ん
だ
。

 

（
つ
づ
く
）

者
に
い
い
ア
ピ
ー
ル
に
な
り
ま
す
ね
。

選
挙
で
お
お
い
に
優
位
に
立
て
ま
す

よ
」

　

区
長
選
挙
っ
て
、
そ
ん
な
に
単
純
な

ん
だ
ろ
う
か
。楠
木
は
そ
う
思
っ
た
が
、

も
ち
ろ
ん
黙
っ
て
い
た
。

　

高
取
が
言
っ
た
。

「
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
に
自
分
の
名
前
が
あ

る
の
を
想
像
す
る
だ
け
で
う
っ
と
り
し

ま
す
ね
」

　

区
長
は
選
挙
と
聞
い
た
と
た
ん
に
落

ち
着
か
な
い
様
子
に
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
一
人
つ
ぶ
や
い
た
。「
エ

ン
ド
ロ
ー
ル
に
名
前
か
…
…
」

　

山
岡
も
牧
田
署
長
も
沈
黙
し
た
。
言

う
べ
き
こ
と
は
言
っ
た
。
あ
と
は
、
区

長
の
返
事
を
待
つ
だ
け
だ
。

　

長
い
沈
黙
だ
っ
た
。

　
や
が
て
、
区
長
が
言
っ
た
。

「
い
い
で
し
ょ
う
。
危
険
な
撮
影
で
な

け
れ
ば
認
め
ま
し
ょ
う
」

「
危
険
な
撮
影
…
…
？
」

　

山
岡
が
聞
き
返
し
た
。
区
長
は
う
な

ず
い
た
。

「
そ
う
で
す
。派
手
な
ス
タ
ン
ト
と
か
、

事
故
が
起
き
そ
う
な
撮
影
は
禁
止
で
す
。

そ
れ
以
外
な
ら
、
撮
影
を
許
可
し
ま
し

ょ
う
」

「
例
え
ば
、
カ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
と
か
…

…
」

「
え
え
、そ
う
い
う
撮
影
は
禁
止
で
す
」

「
銃
撃
戦
は
？
」

「
だ
め
で
す
」

「
爆
薬
を
仕
掛
け
る
の
は
？
」

「
も
っ
て
の
ほ
か
で
す
」

「
そ
れ
で
は
映
画
が
撮
れ
ま
せ
ん
」

「
こ
ち
ら
の
条
件
が
の
め
な
い
な
ら
、

全
面
的
に
撮
影
を
禁
止
し
ま
す
」

　

山
岡
と
楠
木
は
再
び
顔
を
見
合
わ
せ

た
。

　

区
長
が
言
っ
た
。

「
約
束
の
十
五
分
が
過
ぎ
ま
し
た
」

　

出
て
い
け
と
い
う
こ
と
だ
。

　

楠
木
た
ち
は
、
仕
方
な
く
区
長
室
を

あ
と
に
し
た
。

　

区
役
所
の
玄
関
を
出
る
と
、
牧
田
署

長
が
言
っ
た
。

「
普
通
の
撮
影
は
で
き
る
と
い
う
こ
と

だ
。
一
歩
前
進
じ
ゃ
な
い
か
」

「
そ
う
で
す
ね
」

　

山
岡
が
言
っ
た
。
相
手
は
署
長
だ
。

そ
う
言
う
し
か
な
い
。

「
じ
ゃ
あ
、
私
は
引
き
あ
げ
る
よ
。
高

取
君
、
い
っ
し
ょ
に
公
用
車
に
乗
り
な

さ
い
。
署
ま
で
送
ろ
う
」

「
で
は
、
お
好
き
な
ん
で
す
ね
」

「
ま
あ
、
人
並
み
で
し
ょ
う
ね
」

「
映
画
館
で
映
画
を
ご
覧
に
な
り
ま
す

か
？
」

「
最
近
で
は
、
ネ
ッ
ト
配
信
で
多
く
の

作
品
を
観
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
え
え
、
映
画
館
に
も
足
を
運

び
ま
す
よ
」

「
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
は
観
る
派
で
す
か
？　

そ
れ
と
も
す
ぐ
に
席
を
立
つ
派
で
す

か
？
」

「
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
を
観
ま
す
ね
。
館
内

は
ま
だ
暗
い
で
す
か
ら
。
エ
ン
ド
ロ
ー

ル
が
終
わ
り
、
館
内
に
明
か
り
が
つ
い

て
か
ら
立
ち
上
が
り
ま
す
」

「
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
に
ご
自
分
の
お
名
前

が
ク
レ
ジ
ッ
ト
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
想
像

し
て
み
て
く
だ
さ
い
」

「
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
に
私
の
名
が
…
…
？
」

「
は
い
。
全
世
界
で
上
映
さ
れ
る
ハ
リ

ウ
ッ
ド
映
画
の
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
に
、
お

名
前
が
載
る
わ
け
で
す
」

「
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
」

「
も
し
、
撮
影
を
許
可
し
て
い
た
だ
け

る
の
な
ら
、
感
謝
の
印
と
し
て
そ
う
い

う
こ
と
も
あ
り
得
る
と
思
い
ま
す
」

「
ほ
う
…
…
」

　

牧
田
署
長
が
言
う
。「
そ
れ
は
有
権

レイアウト：トサカデザイン
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を
す
る
人
、
つ
ま
り
ソ
バ
ー
キ
ュ
リ
ア
ス
な
人
の

話
だ
。
こ
れ
は
一
見
「
断
酒
」
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
が
そ
う
で
は
な
い
。
決
め
た
い

と
き
は
決
め
る
。
し
か
し
、「
日
常
的
に
」
飲
む

こ
と
は
せ
ず
、
お
酒
を
飲
む
こ
と
を
「
非
日
常
」

と
す
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
生
き
方
な
の
だ
。
惰
性

や
習
慣
で
飲
ま
ず
に
、「
飲
み
た
い
と
き
」
の
純

度
を
高
め
て
、
飲
む
。
お
酒
と
の
付
き
合
い
方
の

理
想
形
だ
。
ソ
バ
ー
は
「
シ
ラ
フ
」
を
意
味
す
る
。

「
ソ
バ
キ
ュ
リ
」
と
も
略
さ
れ
る
よ
う
だ
。

　

私
の
知
り
合
い
に
、
毎
日
の
晩
酌
で
そ
の
日
の

「
リ
セ
ッ
ト
ボ
タ
ン
」
を
押
せ
る
、
と
い
う
人
が

い
た
。
ど
ん
な
に
忙
し
く
て
時
間
が
な
く
て
も
必

ず
お
酒
だ
け
は
飲
ん
で
い
た
。
な
ん
な
ら
記
憶
を

な
く
す
ま
で
飲
ん
で
い
た
。
お
酒
氏
と
は
「
ズ
ブ

ズ
ブ
の
関
係
」
で
あ
り
、
も
は
や
腐
れ
縁
と
す
ら

思
っ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
そ
の
人
が
昨
年
あ

た
り
か
ら
ソ
バ
ー
キ
ュ
リ
ア
ン
と
な
り
、
旅
先
だ

け
、
記
念
日
だ
け
の
飲
酒
に
絞
る
よ
う
に
な
っ

た
。「
適
度
な
距
離
感
で
の
付
き
合
い
」
に
し
た

そ
う
だ
。
健
康
的
な
毎
日
に
な
り
、
お
酒
の
こ
と

を
も
っ
と
好
き
に
な
っ
た
と
い
う
。
完
全
に
異
性

と
の
付
き
合
い
の
よ
う
だ
。
年
始
は
、
ソ
バ
ー
キ

ュ
リ
ア
ス
に
挑
戦
し
て
み
て
は
？　

　

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
く
ら
い
で
は
酒
好
き
と

は
言
わ
ん
！　

と
い
う
武
闘
派
も
出
て
き
そ
う
で

あ
る
。
愛
の
形
に
い
ろ
い
ろ
あ
る
よ
う
に
、
お
酒

と
の
適
度
な
距
離
も
人
そ
れ
ぞ
れ
な
の
か
な
。

う
で
あ
り
、
モ
テ
な
い
自
分
が
生
ま
れ
つ
き
モ
テ

て
る
人
の
話
を
聞
い
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。
昔

は
「
芸
人
な
の
に
飲
め
な
い
な
ん
て
、
人
生
半
分

だ
よ
ね
」
な
ど
、
よ
く
言
わ
れ
た
も
ん
で
あ
る
。

今
の
感
覚
か
ら
す
る
と
芸
人
に
も
下
戸
に
も
差
別

的
な
発
言
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
私
も
実

際
そ
の
通
り
だ
と
思
っ
て
い
た
。
飲
め
な
い
人
に

は
チ
ャ
ン
ス
も
回
っ
て
こ
な
い
。
お
酒
を
飲
も
う

と
い
う
口
説
き
も
存
在
し
な
い
。
飲
め
る
よ
う
に

な
れ
れ
ば
な
…
…
と
、思
っ
て
い
た
時
期
も
あ
る
。

い
ま
で
は
完
全
に
依
存
症
の
自
分
の
性
格
を
知
り
、

絶
対
に
飲
め
な
い
ほ
う
が
良
い
と
思
う
の
だ
が
、

そ
れ
で
も
お
酒
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
年
に
何
回
か

は
試
み
る
の
だ
。
そ
ん
な
私
が
目
下
、
も
っ
と
も

興
味
津
々
に
話
を
聞
い
て
し
ま
う
の
が
、
お
酒
を

飲
め
る
の
に
あ
え
て
「
飲
ま
な
い
」
と
い
う
選
択

　

私
は
お
酒
が
飲
め
な
い
。
し
か
し
好
奇
心
は
強

い
。
な
の
で
お
酒
を
飲
む
人
の
「
お
酒
の
話
」
は

と
っ
て
も
好
き
で
あ
る
。
い
や
、
こ
れ
は
相
手
が

酔
っ
ぱ
ら
っ
て
い
る
状
態
で
聞
く
わ
け
で
は
な
い
。

酔
っ
て
い
る
人
は
シ
ラ
フ
の
人
間
が
そ
ば
に
い
る

こ
と
を
心
か
ら
寂
し
が
り
、
な
ん
な
ら
嫌
が
っ
て

い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
お
互
い
シ
ラ

フ
の
と
き
に
お
酒
の
話
を
聞
く
の
で
あ
る
。
話
を

し
て
い
る
だ
け
で
お
酒
を
飲
み
た
く
な
っ
て
い
る

人
を
見
る
の
は
、
好
き
な
も
の
を
語
っ
て
い
る
人

を
見
て
い
ら
れ
る
の
で
と
て
も
幸
せ
な
気
分
だ
。

　

し
か
し
話
を
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
、
飲
め
な
い
人

と
の
「
分
断
」
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
は

ア
ル
ハ
ラ
と
か
そ
う
い
う
次
元
の
話
で
は
な
い
。

単
純
に
「
分
か
り
合
え
な
い
」
の
で
あ
る
。

　

文
化
の
違
う
異
国
の
人
の
話
を
聞
い
て
い
る
よ

「ソバーキュリアス」

vol.
091



Love Me Do ラブ・ミー・ドゥ　風水師、占師、占星術家。東洋、西洋の占術に精通し、
テレビ・ラジオ出演多数。著書も多数。最新刊『Love Me Do の月と龍が導く守護龍占術 
2025』全10冊（ブティック社）が発売中

LoveoveMeDoの
星座占い12

蠍座
10/24
 ~11/22

射手座
11/23
 ~12/21

山羊座
12/22
 ~1/19

水瓶座
1/20
 ~2/18

魚座
2/19
 ~3/20

牡牛座
4/20
 ~5/20

ラブ ミー ドゥ

双子座
5/21 
 ~6/21

牡羊座

蟹座

3/21
 ~4/19

6/22
 ~7/22

天秤座

獅子座

9/23
 ~10/23

7/23
 ~8/22

乙女座
8/23
 ~9/22

2025.1.19-26 74

もう少し分かりやすく愛情を
見せた方が良さそう。駆け引
きをしすぎず、素直さを大切
に。マイナスの出来事が起き
た時ほど前向きに考えてね。

魅力が高まっています。人が
寄ってきやすいです。ただ、
誰と関係性を深めるべきかを
考える必要があります。縁を
切るべき人もいそうです。

自分のリズムを大切にした方
がよい時。他の人にリズムを
崩されないように気をつけて
ね。頑固になってもよさそう。
金運がアップしています。

運も味方し、やりたい方向に
進んでいけます。進むべき道
が決まっていきます。また、
ある程度の自由さがないと苦
しくなりやすい時かも。

いろいろな人の意見を参考に
したい気持ちが出てきます。
コミュニケーションを大切に。
勉強したい意欲も高まりそう。
知識を増やすことが重要。

使命感をもって生きられま
す。ただ、頑張りすぎてスト
レスをためやすい時です。ス
トレス発散が大切。将来につ
いてのビジョンも考えてね。

人間関係がスムーズになりま
す。自分の立ち位置も見えて
きます。単独行動をするより
もみんなで遊んだりするなど
グループでの行動を大切に。

意外な方向に話が進んでいき
ます。面白そう！と思えるな
ら受け入れてみて。友達関係
が広がると運気が高まります。
人と会うようにしてみて。

人気運アップ！　モテ期です。
恋愛運が好調に。周りからも
良い評価を受け、仕事運も高
まります。ただ、そんな時ほ
ど謙虚さを大切にしましょう。

本来の自分を見失ってしまっ
ていないか考えないといけな
い時です。人に合わせること
よりも、自分が一体何をした
いのかを重視しましょう。

無駄を省くことが大切な時期
です。効率の良さが重要で
す。自分の利益を重視しまし
ょう。やっていて楽しいこと
だけを受け入れていってね。

パートナー運があります。良
い出会いもありそう。誘いが
あったら積極的に参加を。仕
事でも助けてくれる存在が現
れます。甘えることも大事。

2025/1/7（火）～1/21（火）



　

新
し
い
年
が
は
じ
ま
っ
た
。
今
年
は

ど
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
か
な
。

　
２
０
２
０
年
に
認
知
症
を
公
表
し
て

か
ら
５
年
目
。
公
表
の
６
年
前
、
14
年

に
軽
度
認
知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
が
わ
か

っ
た
。
そ
こ
か
ら
数
え
る
と
11
年
か
。

家
族
や
事
務
所
、
ま
わ
り
の
人
の
理
解

も
あ
り
、
な
ん
と
か
こ
こ
ま
で
元
気
に

や
っ
て
こ
れ
た
。
幸
せ
だ
。

　
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
た
ら
、

認
知
症
の
こ
と
を
や
っ
て
い
た
。国
が
、

み
ん
な
が
支
え
合
う
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
、
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
い

う
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
「
認
知
症
当
事

者
の
意
思
尊
重
を
含
む
四
つ
の
重
点
目

標
を
設
定
し
た
」
と
言
っ
て
い
る
。
ど

ん
な
こ
と
な
の
か
な
？

　

後
日
、
仕
事
の
と
き
に
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
ネ
ッ
ト
の
記
事
を
見
せ
て
く
れ
た
。

　

そ
こ
に
は
「
①
国
民
の
理
解
、
②
本

人
の
意
思
尊
重
、
③
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
す
、
④
新
た
な
知
見
、
技
術
の
活

用
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。
社
会
参
加
の

機
会
確
保
や
認
知
症
の
正
し
い
理
解
の

周
知
と
い
っ
た
推
進
す
べ
き
12
施
策
も

掲
げ
ら
れ
て
い
て
、
１
月
に
施
行
さ
れ

る
「
認
知
症
基
本
法
に
基
づ
く
初
の
策

定
」
と
あ
っ
た
。
ぼ
く
に
は
細
か
い
こ

と
は
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
認

知
症
の
人
で
も
生
き
や
す
い
社
会
に
な

る
の
な
ら
、
大
歓
迎
だ
。

　

認
知
症
の
高
齢
者
は
22
年
で
４
４
３

万
人
い
る
と
聞
い
た
。
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
人
と

の
合
計
は
推
計
で
１
０
０
０
万
人
を
超

え
た
と
い
う
。
さ
ら
に
今
か
ら
15
年
後

の
40
年
に
は
５
８
４
万
人
に
な
る
と
見

込
ま
れ
て
い
る
。
高
齢
者
の
約
３
・
６

人
に
１
人
は
認
知
症
ま
た
は
予
備
軍
だ

と
い
う
。
こ
の
ま
ま
だ
と
ど
ん
ど
ん
増

え
る
と
い
う
こ
と
か
。
決
定
的
な
治
療

方
法
や
薬
が
な
い
今
、
社
会
の
理
解
が

増
え
、
受
け
入
れ
る
態
勢
が
で
き
る
の

は
と
て
も
い
い
こ
と
。
認
知
症
に
対
す

る
偏
見
も
、
減
る
と
い
い
な
あ
。

　

ぼ
く
の
人
生
の
目
標
は
「
死
な
な
い

こ
と
」
だ
。
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
こ

の
思
い
は
変
わ
ら
な
い
。
認
知
症
の
当

事
者
に
な
っ
て
み
る
と
、
一
人
で
で
き

な
い
こ
と
が
増
え
る
。
朝
起
き
て
生
き

て
い
る
こ
と
や
ご
は
ん
が
お
い
し
い
、

と
い
う
あ
た
り
前
の
こ
と
が
あ
り
が
た

い
。
健
康
は
お
金
で
買
え
な
い
と
い
う

け
ど
、
本
当
だ
な
。

　

認
知
症
の
症
状
は
、
相
変
わ
ら
ず
進

ん
で
い
る
。
体
力
の
衰
え
も
日
々
実
感

し
て
い
て
、
バ
ス
旅
の
と
き
の
よ
う
な

距
離
を
歩
く
こ
と
は
も
う
で
き
な
い
。

　

今
思
う
と
、
あ
の
仕
事
で
よ
く
歩
く

よ
う
に
な
っ
た
し
、バ
ス
が
来
な
く
て
、

何
キ
ロ
も
歩
い
た
か
ら
、
自
然
と
体
重

が
減
っ
た
。

　

今
年
は
で
き
る
だ
け
、
外
に
出
る
機

会
を
だ
い
じ
に
し
た
い
。
あ
と
は
女
房

と
た
の
し
く
暮
ら
し
た
い
。

　

今
年
も
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
。

第91 回 生きる

えびす・よしかず　1947年生まれ。漫画家、タレント。『おぼえていても、いなくても』など著書多数

2025.1.19-2679



2025.1.19-26 82

学
院
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
）
が

１
０
６
と
い
ず
れ
も
志
望
者
が
大
き
く

増
加
し
て
い
る
。
駿
台
予
備
学
校
入
試

情
報
室
長
の
城
田
高
士
さ
ん
は
言
う
。

「
国
公
立
大
と
私
立
大
と
も
に
、
難
関

大
の
志
望
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
特
に

私
立
大
の
場
合
は
、
総
合
型
や
学
校
推

薦
型
選
抜
の
定
員
が
増
え
て
、
周
り
が

年
内
入
試
で
決
ま
っ
て
い
く
中
で
、
年

明
け
の
一
般
選
抜
ま
で
頑
張
る
受
験
生

は
、
上
位
大
学
を
目
指
そ
う
と
考
え
る

傾
向
が
強
い
の
で
し
ょ
う
。
一
般
選
抜

ま
で
頑
張
る
層
と
年
内
入
試
で
決
め
る

層
の
二
極
化
を
感
じ
ま
す
」

　

難
関
私
立
大
の
志
望
状
況
を
入
試
方

式
別
に
見
る
と
、
前
出
の
大
学
群
は
す

べ
て
、
共
通
テ
ス
ト
利
用
方
式
が
一
般

方
式
の
志
望
指
数
を
上
回
っ
て
い
る
。

難
関
私
立
大
の
共
通
テ
ス
ト
利
用
方
式

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
難
関
国
立
大
志

　

多
く
の
受
験
関
係
者
が
「
本
当
に
新

課
程
元
年
？
」
と
口
に
す
る
25
年
度
一

般
選
抜
の
志
望
状
況
。
共
通
テ
ス
ト
で

国
語
と
数
学
の
負
担
が
増
し
、
新
教
科

の
「
情
報
」
が
加
わ
る
な
ど
、
大
学
入

試
が
変
わ
る
中
で
も
受
験
生
の
弱
気
は

見
ら
れ
ず
、
難
関
大
の
志
望
者
が
増
加

し
て
い
る
か
ら
だ
。

　

駿
台
・
ベ
ネ
ッ
セ
共
通
テ
ス
ト
模
試

の
志
望
動
向
に
よ
る
と
、
旧
帝
大
に
東

京
科
学
大
と
一
橋
大
、
神
戸
大
を
加
え

た
難
関
国
立
10
大
学
の
志
望
指
数
は
１

０
５
（
前
年
を
１
０
０
と
し
た
時
の
数

値
、
以
下
同
じ
）。
私
立
大
の
志
望
指

数
は
、
早
慶
（
早
稲
田
大
、
慶
應
義
塾

大
）
が
１
１
４
、
上
理
（
上
智
大
、
東

京
理
科
大
）
が
１
１
３
、
Ｇ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ

Ｈ
（
学
習
院
大
、
明
治
大
、
青
山
学
院

大
、
立
教
大
、
中
央
大
、
法
政
大
）
が

１
１
２
、
関
関
同
立
（
関
西
大
、
関
西

河合塾　駿台　東進　ベネッセ「難関大」学科別最終難易度 

　2025年度（25年４月入学）の私立大一般選抜の出願が始
まり、大学入学共通テストが目の前に迫った。模試を重ね
て見えてきた志望状況は難関大人気を示す。難関大の学科
別難易度とともに、具体的な動きを検証する。

東京大

新
課
程
元
年
も
安
全
志
向
な
し

難
関
大
は
志
望
者
増
で
激
戦
に
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望
者
の
利
用
が
多
か
っ
た
が
、
私
立
大

専
願
者
も
増
え
て
い
る
と
い
う
。
特
に

早
慶
や
上
理
と
い
っ
た
最
難
関
私
立
大

で
増
え
方
が
顕
著
な
よ
う
だ
。
河
合
塾

教
育
研
究
開
発
本
部
の
主
席
研
究
員
、

近
藤
治
さ
ん
は
言
う
。

「
共
通
テ
ス
ト
利
用
方
式
の
志
望
者
の

増
え
方
が
大
き
い
の
は
、
大
学
入
試
セ

ン
タ
ー
試
験
か
ら
共
通
テ
ス
ト
に
な
っ

て
４
年
が
過
ぎ
対
策
が
進
ん
だ
こ
と
も

あ
り
、
私
立
大
専
願
層
も
難
関
大
の
共

通
テ
ス
ト
方
式
を
視
野
に
入
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。
25
年
度
の
共
通
テ
ス
ト

の
出
願
者
増
は
、
私
立
大
専
願
層
の
出

願
が
増
え
た
影
響
も
考
え
ら
れ
ま
す
」

　

25
年
度
の
共
通
テ
ス
ト
の
出
願
者

は
、
前
年
を
３
２
５
７
人
上
回
る
49
万

５
１
７
１
人
。出
願
者
増
の
背
景
に
は
、

ベ
ー
ス
と
し
て
18
歳
人
口
の
増
加
が
あ

る
が
、
私
立
大
専
願
者
の
影
響
も
あ
る

と
い
う
の
だ
。さ
ら
に
、新
教
科
の「
情

報
」
に
対
す
る
受
験
生
の
順
応
性
の
高

さ
も
出
願
者
増
の
背
景
に
あ
り
そ
う

だ
。
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
学

校
カ
ン
パ
ニ
ー
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
長

の
谷
本
祐
一
郎
さ
ん
は
言
う
。

「
24
年
11
月
の
模
試
で
は
、

情
報
の
平
均
点
が
上
が
り
ま

し
た
。
周
囲
の
大
人
が
考
え

る
以
上
に
、
情
報
と
い
う
科

目
に
受
験
生
は
順
応
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
経
過
措
置
と

し
て
旧
課
程
の
情
報
の
出
題

も
あ
り
ま
す
が
、
大
半
の
既

卒
生
が
模
試
で
は
新
課
程
の

情
報
を
選
択
し
て
い
ま
す
。

共
通
テ
ス
ト
の
出
願
者
が
増

え
た
の
は
、
情
報
が
ネ
ッ
ク

に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
も
一

因
で
し
ょ
う
」

　

個
別
大
学
の
状
況
を
見
て

い
こ
う
。
東
進
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
コ
ン
テ

ン
ツ
本
部
教
務
制
作
部
長
の
島
田
研
児

さ
ん
は
、
25
年
度
入
試
で
は
最
難
関
の

東
大
が
狭
き
門
に
な
り
そ
う
だ
と
言
う
。

「
２
次
試
験
の
受
験
者
を
絞
っ
て
、
よ

り
丁
寧
な
選
抜
を
行
う
た
め
に
、
東
大

は
理
Ⅲ
以
外
の
第
１
段
階
選
抜
の
予
告

倍
率
を
引
き
下
げ
ま
す
。
２
次
試
験
に

進
め
る
人
数
が
減
る
と
い
う
点
で
、
東

大
入
試
の
ハ
ー
ド
ル
が
上
が
る
と
い
え

ま
す
。
新
課
程
に
な
り
、
共
通
テ
ス
ト

が
大
き
く
変
わ
る
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

の
変
更
に
不
安
に
感
じ
て
い
る
受
験
生

は
一
定
数
い
る
で
し
ょ
う
」

　

東
大
の
志
望
指
数
は
１
２
７
と
前
年

を
上
回
っ
て
い
る
。
第
１
段
階
選
抜
の

倍
率
の
変
化
が
そ
れ
ほ
ど
影
響
し
て
い

な
い
よ
う
だ
が
、油
断
せ
ず
、ま
ず
は
、

共
通
テ
ス
ト
の
演
習
を
重
ね
て
、
本
番

で
目
標
と
す
る
点
を
取
る
こ
と
が
肝
要

だ
と
い
う
。

　

駿
台
の
城
田
さ
ん
は
、
東
北
大
に
注

目
す
る
。

「
前
年
の
模
試
で
は
比
較
的
安
全
志
向

の
受
験
生
が
多
く
、
難
関
国
立
10
大
学

全
体
の
志
望
者
は
減
少
し
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
東
北
大
は
志
望
者
が
増

え
て
お
り
志
願
者
も
増
加
し
ま
し
た
。

25
年
度
入
試
の
東
北
大
の
志
望
者
も
前

年
を
上
回
っ
て
お
り
、
実
際
の
志
願
者

も
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
研
究
志
向
が

強
い
難
関
国
立
大
志
望
者
に
と
っ
て
、

国
際
卓
越
研
究
大
学
に
唯
一
選
ば
れ
て

い
る
影
響
は
大
き
い
の
で
し
ょ
う
」

　

国
際
卓
越
研
究
大
学
と
は
、
世
界
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
力
を
持
つ
大
学
を

育
成
す
る
た
め
に
、
国
が
10
兆
円
規
模

の
フ
ァ
ン
ド
を
運
用
し
て
支
援
す
る
も

の
。
東
大
や
京
大
が
選
ば
れ
な
か
っ
た

中
で
、
東
北
大
が
唯
一
認
定
さ
れ
た
効

果
は
、
学
生
募
集
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
よ
う
だ
。

　

難
関
国
立
10
大
学
の
中
で
前
年
の
指

数
を
下
回
っ
て
い
る
の
は
、
名
古
屋
大

と
神
戸
大
の
み
。
京
大
の
指
数
は
１
０

０
だ
が
、
実
際
の
志
願
者
は
３
年
連
続

で
増
加
を
続
け
て
お
り
、
入
試
の
緩
和

は
期
待
し
な
い
方
が
よ
さ
そ
う
だ
。

　

も
っ
と
も
、
志
望
段
階
の
難
関
国
立

大
人
気
も
、
実
際
の
出
願
は
共
通
テ
ス

ト
の
平
均
点
次
第
と
い
う
面
も
あ
る
。

河
合
塾
の
近
藤
さ
ん
は
言
う
。

大学名 前年比（%）
北海道大 108
東北大 106
東京大 127
東京科学大 110
一橋大 109
名古屋大 97
京都大 100
大阪大 101
神戸大 99
九州大 103

大学名 前年比（%）
筑波大 104
千葉大 110
お茶の水女子大 109
東京外国語大 124
横浜国立大 98
新潟大 104
金沢大 94
岡山大 101
広島大 100
熊本大 105
東京都立大 106
横浜市立大 103
大阪公立大 100

難関国立10大学の
志望動向

準難関国公立大学の
志望動向

第３回駿台・ベネッセ共通テスト模
試の志望者増減。前期日程の数値
東京科学大は旧東京医科歯科大＋
旧東京工業大との比較

国
立
は
東
北
大
に
注
目

早
大
と
上
智
は
激
増
か



2025.1.19-26 84

「
難
関
国
立
大
の
志
望
者
増
は
、
も
と

も
と
要
注
意
な
大
学
が
さ
ら
に
気
を
引

き
締
め
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
た
だ
、
国
公
立
大
の
出
願
状
況
は

共
通
テ
ス
ト
の
難
易
度
に
左
右
さ
れ
ま

す
。
か
つ
て
は
、
難
化
し
た
こ
と
で
一

気
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
志
向
が
し
ぼ
ん
だ
年

も
あ
り
ま
し
た
。
共
通
テ
ス
ト
が
ど
の

よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
も
、
自
分
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
を
冷
静
に
と
ら
え
て
、
２
次

試
験
に
進
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
」

　

私
立
大
は
、前
出
の
大
学
群
の
中
で
、

志
望
者
が
減
少
し
て
い
る
大
学
は
皆

無
。
中
で
も
早
稲
田
大
と
上
智
大
の
志

望
者
の
増
加
が
顕
著
だ
。
早
稲
田
大
は

政
治
経
済
学
部
な
ど
で
共
通
テ
ス
ト
と

大
学
個
別
試
験
を
組
み
合
わ
せ
た
国
立

大
型
の
方
式
を
導
入
し
た
21
年
度
以

降
、
志
願
者
が
減
少
し
て
き
た
。
か
つ

て
は
10
万
人
超
え
が
当
た
り
前
だ
っ
た

志
願
者
が
24
年

度
は
９
万
人
を

下
回
っ
た
。
25

年
度
の
志
望
者

増
は
そ
の
反
動

と
見
ら
れ
る
。

上
智
大
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
イ

メ
ー
ジ
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
国
を
ま

た
い
で
の
移
動
が
制
限
さ
れ
た
コ
ロ
ナ

禍
で
志
願
者
が
大
幅
減
と
な
っ
た
が
、

一
転
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
は
グ
ロ
ー

バ
ル
イ
メ
ー
ジ
が
プ
ラ
ス
と
な
り
、
２

年
連
続
で
志
願
者
が
増
え
た
24
年
度
に

続
き
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

　

学
部
移
転
に
よ
る
出
願
動
向
の
変
動

に
も
注
目
し
た
い
。
東
進
の
島
田
さ
ん

は
、
倍
率
ア
ッ
プ
が
見
込
ま
れ
る
私
立

大
と
し
て
、
次
の
２
大
学
を
挙
げ
た
。

「
千
葉
県
野
田
市
の
野
田
キ
ャ
ン
パ
ス

か
ら
東
京
都
葛
飾
区
の
葛
飾
キ
ャ
ン
パ

ス
に
移
転
す
る
東
京
理
科
大
・
薬
学
部

と
、
滋
賀
県
大
津
市
の
瀬
田
キ
ャ
ン
パ

ス
か
ら
、
京
都
市
内
の
深
草
キ
ャ
ン
パ

ス
に
移
転
す
る
龍
谷
大・社
会
学
部
は
、

と
も
に
交
通
の
利
便
性
が
高
ま
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
志
願
者
が
集

ま
る
と
見
て
い
ま
す
」

　

学
部
系
統
別
の
志
望
状
況
も
見
て
い

こ
う
。
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
、
ベ
ネ
ッ

セ
の
谷
本
さ
ん
は
、
志
願
者
の
減
少
が

続
い
た
文
系
学
部
の
回
復
傾
向
を
指
摘

す
る
。

「
コ
ロ
ナ
禍
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
外
国
語
や
国
際
関
係
の
志
望
者
が

増
え
て
い
ま
す
。
経
済
や
商
学
系
も
人

気
が
回
復
し
て
お
り
、
北
海
道
大
、
東

北
大
、
一
橋
大
、
大
阪
大
、
九
州
大
と

い
っ
た
難
関
国
立
大
の
経
済
は
軒
並
み

志
望
者
増
。
理
系
は
全
体
的
に
堅
調
な

中
、
理
学
部
の
志
望
者
が
増
加
傾
向
。

医
療
系
で
は
医
学
部
が
や
や
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
歯
学
部
の
人
気
が
高
く
な

っ
て
い
ま
す
」

　

デ
ジ
タ
ル
や
グ
リ
ー
ン
関
連
の
人
材

養
成
が
急
務
と
さ
れ
る
中
、
情
報
系
を

含
む
総
合
科
学
や
農
学
も
志
望
者
が
増

加
傾
向
。た
だ
、特
に
情
報
系
は
学
部
・

学
科
の
新
設
や
定
員
増
と
な
る
大
学
が

あ
る
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
倍
率
が
高
く
な

ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
中
に
は
、
定

員
の
増
化
率
に
志
望
者
の
増
加
率
が
追

い
付
か
ず
、
前
年
の
倍
率
を
下
回
る
大

学
も
あ
り
そ
う
な
の
で
、
個
別
大
学
の

出
願
状
況
を
注
視
し
た
い
。

　

難
関
大
の
人
気
が
高
く
、
極
端
に
志

望
者
が
減
少
す
る
学
部
系
統
も
見
ら
れ

な
い
25
年
度
入
試
。
と
は
い
え
、
こ
れ

ま
で
見
て
き
た
難
関
大
も
、
国
公
立
大

と
私
立
大
と
も
に
倍
率
は
年
々
少
し
ず

つ
下
が
っ
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
状

況
も
意
識
し
な
が
ら
、
冷
静
に
出
願
大

学
を
見
定
め
た
い
。

 

大
学
通
信
・
井
沢

　
秀

第３回駿台・ベネッセ共通テスト
模試の志望者増減。一般方式＋共
通テスト方式

主要私立大学の
志望動向

大学名 前年比（%）
青山学院大 113
慶應義塾大 111
上智大 116
中央大 109
東京理科大 111
法政大 112
明治大 109
立教大 119
早稲田大 115
同志社大 106
立命館大 103
関西大 108
近畿大 103
関西学院大 107

早稲田大慶應義塾大



学部／
学科・課程など

難易度
河合塾 駿台 東進 ベネッセ

国公立大
北海道大

総合入試‒文系 62.5 59 64 64 
総合入試‒理系 数学重点
 物理重点
 化学重点
 生物重点
 総合科学

55.0 54 64 62 
57.5 54 64 63 
57.5 55 64 63 
55.0 55 64 62 
57.5 55 64 63 

文 60.0 58 64 65 
教育 60.0 54 64 64 
法 60.0 55 64 63 
経済 60.0 55 63 63 
理 数
 物理
 化
 生物科
 地球惑星科

65.0 63 68 67 
65.0 61 68 67 
62.5 60 67 67 
62.5 60 67 66 
62.5 58 68 66 

医 医
 保健

65.0 68 71 69 
50.0 51 59 57 

歯 55.0 56 64 60 
薬 60.0 59 67 67 
工 応用理工系
 情報エレクトロニクス
 機械知能工
 環境社会工

62.5 61 67 65 
62.5 61 68 66 
60.0 60 67 66 
60.0 59 66 65 

農 60.0 61 67 66 
獣医 65.0 64 69 70 
水産 55.0 51 62 60 

東北大
文 60.0 56 63 64 
教育 60.0 55 63 64 
法 60.0 57 64 65 
経済 60.0 57 63 64 
理 数学系
 物理系
 化学系
 地球科学系
 生物系

60.0 58 66 64 
60.0 58 65 64 
57.5 58 65 64 
57.5 55 64 64 
60.0 57 65 64 

医 医
 保健

67.5 68 71 70 
52.5 52 60 59 

歯 55.0 56 63 62 
薬 60.0 58 65 65 

学部／
学科・課程など

難易度
河合塾 駿台 東進 ベネッセ

工 機械知能・航空工
 電気情報物理工
 化学・バイオ工
 材料科学総合
 建築・社会環境工

60.0 57 65 64 
60.0 56 65 64 
60.0 57 64 64 
60.0 56 65 64 
60.0 56 65 64 

農 60.0 56 64 64 
国際教養大

国際教養 67.5 61 66 70 
筑波大

人文・文化 人文
 比較文化

65.0 57 64 64 
62.5 57 65 64 

社会・国際 社会
 国際総合

65.0 58 65 68 
60.0 57 64 65 

人間 教育
 心理
 障害科

60.0 57 65 66 
65.0 58 66 68 
62.5 57 64 66 

生命環境 生物
 生物資源
 地球

57.5 53 64 63 
52.5 53 62 61 
55.0 51 63 63 

理工 数
 物理
 化
 応用理工
 工学システム
 社会工

60.0 53 63 61 
55.0 54 64 62 
57.5 55 64 62 
57.5 53 64 62 
57.5 53 65 63 
60.0 54 64 62 

情報 情報科
 情報メディア創成
 知識情報・図書館

57.5 55 65 63 
57.5 54 65 63 
82% 57 65 65 

医 医
 看護
 医療科

65.0 66 69 69 
55.0 50 61 59 
57.5 52 62 60 

体育専門 75% 48 62 62 
芸術専門 74% 48 63 60 
総合選抜‒文系 60.0 57 63 66 
総合選抜‒理系Ⅰ 57.5 53 63 63 
総合選抜‒理系Ⅱ 55.0 53 64 62 
総合選抜‒理系Ⅲ 57.5 53 63 61 

千葉大
国際教養 57.5 56 63 64 
文 57.5 54 62 62 
法政経 57.5 53 62 63 
教育 50.0 53 60 54 
理 数学・情報数理 60.0 55 63 62 

2025.1.19-2685

国公立・私立「難関大」河合塾
駿　台
東　進
ベネッセ
【表の見方】　難易度は、河合塾予想（第３回全統共通テス
ト・記述模試・10月実施、合格可能性50％）、駿台予備
学校（2024年度後期目標ライン：駿台全国模試の合格
可能性80％のラインを基にした難易度）、東進（全国統
一高校生テスト・11月実施、Ｃ判定偏差値・合格可能性
50％以上65％未満）、ベネッセコーポレーション（第３
回ベネッセ・駿台マーク模試・11月実施、Ｂ判定値・合

格可能性60％以上80％未満）を使用。河合塾の％表示
は共通テストの得点率。合格可能性80％とは、ある難易
度の大学をそれと同じ難易度を持つ10人が受験した場
合、８人が合格する可能性を示す。原則として最も募集人
員が多い日程、方式、専攻などの難易度を掲載。私立大は
一部を除き共通テスト利用方式は含まない。

協力／大学通信

学科別最終難易度



学部／
学科・課程など

難易度
河合塾 駿台 東進 ベネッセ

 物理
 化
 生物
 地球科

57.5 54 63 61 
57.5 54 63 60 
57.5 55 62 60 
55.0 52 60 60 

工 55.0 52 62 59 
情報・データサイエンス 57.5 54 64 60 
園芸 園芸
 応用生命化
 緑地環境
 食料資源経済

52.5 48 60 60 
55.0 50 61 60 
52.5 48 59 58 
57.5 50 61 60 

医 67.5 68 70 69 
薬 62.5 58 66 67 
看護 52.5 51 61 59 

お茶の水女子大
文教育 人文科
 言語文化
 人間社会科
 芸術・表現行動

62.5 57 64 65 
60.0 57 63 65 
60.0 56 64 66 
55.0 51 60 61 

理 数
 物理
 化
 生物
 情報科

57.5 54 61 62 
55.0 54 62 62 
57.5 55 65 63 
57.5 55 63 64 
57.5 55 64 62 

生活科 食物栄養
 人間生活
 心理

65.0 59 66 64 
62.5 57 64 65 
65.0 57 65 67 

共創工 人間環境工
 文化情報工

57.5 56 64 64 
60.0 58 64 63 

東京大
文科Ⅰ類 67.5 68 70 76 
文科Ⅱ類 67.5 67 70 74 
文科Ⅲ類 67.5 66 70 73 
理科Ⅰ類 67.5 68 71 73 
理科Ⅱ類 67.5 67 71 72 
理科Ⅲ類 72.5 77 74 76 

東京科学大
理 65.0 61 67 68 
工 65.0 61 66 68 
物質理工 65.0 61 65 67 
情報理工 65.0 64 67 69 
生命理工 65.0 60 66 66 
環境・社会理工 65.0 60 66 67 
医 医
 保健衛生

70.0 73 71 73 
60.0 54 64 61 

歯 歯
 口腔保健

60.0 57 65 64 
50.0 51 58 54 

東京外国語大
言語文化 62.5 62 67 66 
国際社会 60.0 58 66 63 
国際日本 60.0 58 65 62 

東京農工大
農 生物生産
 応用生物科
 環境資源科
 地域生態システム
 共同獣医

52.5 53 63 59 
55.0 54 64 60 
52.5 53 62 59 
52.5 53 62 58 
60.0 60 67 64 

工 生命工
 生体医用システム工
 応用化
 化学物理工

55.0 52 63 60 
55.0 50 62 60 
55.0 51 62 60 
52.5 50 62 59 

学部／
学科・課程など

難易度
河合塾 駿台 東進 ベネッセ

 機械システム工
 知能情報システム工

55.0 51 62 60 
55.0 51 62 60 

一橋大
商 65.0 63 66 71 
経済 65.0 63 66 70 
法 67.5 64 67 72 
社会 67.5 63 68 71 
ソーシャル・データサイエンス 67.5 64 66 70 

東京都立大
人文社会 人間社会
 人文

57.5 55 64 62 
57.5 54 64 62 

法 60.0 55 66 63 
経済経営 60.0 54 63 63 
理 数理科
 物理
 化
 生命科

55.0 51 61 57 
55.0 52 62 58 
52.5 53 61 60 
52.5 52 63 59 

都市環境 地理環境
 都市基盤環境
 建築
 環境応用化
 観光科
 都市政策科

52.5 50 62 60 
52.5 51 62 58 
57.5 53 64 60 
52.5 50 62 58 
52.5 51 60 59 
55.0 52 63 58 

システムデザイン 情報科
 電気電子工
 機械システム工
 航空宇宙システム工
 インダストリアルアート

57.5 52 65 60 
57.5 48 62 59 
55.0 49 62 60 
55.0 52 63 60 
52.5 51 63 58 

健康福祉 看護
 理学療法
 作業療法
 放射線

69% 47 61 56 
72% 50 62 55 
66% 49 59 55 
52.5 49 61 56 

横浜国立大
教育 73% 50 62 55 
経済 62.5 52 64 63 
経営 65.0 56 65 64 
理工 機械・材料・海洋系
 化学・生命系
 数物・電子情報系

55.0 53 64 60 
55.0 53 64 60 
57.5 53 64 60 

都市科 都市社会共生
 建築
 都市基盤
 環境リスク共生

74% 54 64 61 
62.5 55 66 64 
55.0 54 65 60 
55.0 52 63 60 

横浜市立大
国際教養 55.0 52 61 58 
国際商 55.0 51 61 59 
理 50.0 51 62 57 
データサイエンス 55.0 52 64 60 
医 医
 看護

67.5 67 69 69 
67% 50 61 55 

新潟大
人文 50.0 50 59 55 
教育 45.0 45 57 51 
法 47.5 48 59 53 
経済科 47.5 47 58 53 
理 47.5 49 57 53 
医 医
 保健

65.0 66 68 67 
47.5 47 56 53 

歯 歯
 口腔生命福祉

55.0 55 60 61 
42.5 48 58 53 
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学部／
学科・課程など

難易度
河合塾 駿台 東進 ベネッセ

工 42.5 46 56 53 
農 47.5 49 58 53 
創生 52.5 47 60 55 

金沢大
融合 先導
 観光デザイン
 スマート創成科

52.5 50 60 59 
52.5 50 60 57 
52.5 49 59 57 

人間社会 人文
 法
 経済
 学校教育
 地域創造
 国際

52.5 50 62 60 
52.5 51 60 59 
52.5 51 60 58 
50.0 51 60 57 
52.5 51 61 57 
52.5 51 61 60 

理工 数物科
 物質化
 機械工/フロンティア工/電子情報通信
 地球社会基盤
 生命理工

52.5 50 60 56 
52.5 50 60 57 
52.5 50 59 55 
52.5 50 60 55 
52.5 50 60 57 

医薬保健 医
 薬
 医薬科
 保健

65.0 66 67 68 
55.0 54 63 62 
52.5 53 63 60 
50.0 47 59 54 

文系一括 55.0 50 64 64 
理系一括 55.0 51 63 58 

名古屋大
文 62.5 57 65 66 
教育 62.5 58 64 67 
法 60.0 59 64 66 
経済 60.0 58 64 66 
情報 自然情報
 人間・社会情報
 コンピュータ科

60.0 56 65 65 
60.0 57 64 67 
62.5 58 66 64 

理 57.5 56 64 64 
医 医
 保健

67.5 67 71 70 
52.5 51 61 59 

工 化学生命工
 物理工
 マテリアル工
 電気電子情報工
 機械・航空宇宙工
 エネルギー理工
 環境土木・建築

60.0 55 64 64 
60.0 56 64 64 
60.0 54 65 64 
60.0 56 65 64 
60.0 58 65 64 
57.5 55 64 64 
60.0 56 64 64 

農 生物環境科
 資源生物科
 応用生命科

57.5 54 64 63 
57.5 55 64 63 
57.5 56 64 64 

京都大
総合人間 67.5 66 67 72 
文 67.5 64 68 72 
教育 67.5 63 68 71 
法 67.5 65 68 72 
経済 67.5 65 68 72 
理 65.0 64 68 70 
医 医
 人間健康科

72.5 75 72 75 
60.0 58 65 65 

薬 65.0 64 68 69 
工 地球工
 建築
 物理工
 電気電子工
 情報

65.0 61 68 67 
65.0 63 68 68 
65.0 64 68 69 
65.0 63 68 68 
67.5 65 69 70 

学部／
学科・課程など

難易度
河合塾 駿台 東進 ベネッセ

 理工化 62.5 61 67 67 
農 資源生物科
 応用生命科
 地域環境工
 食料・環境経済
 森林科
 食品生物科

65.0 61 68 67 
65.0 61 68 68 
62.5 59 67 66 
62.5 61 68 67 
62.5 59 67 67 
65.0 62 68 68 

大阪大
文 65.0 61 66 69 
人間科 65.0 61 66 69 
外国語 62.5 60 64 66 
法 法
 国際公共政策

65.0 62 66 69 
65.0 62 66 69 

経済 65.0 60 66 69 
理 数
 物理
 化
 生物科

62.5 59 65 65 
62.5 58 65 65 
60.0 57 65 65 
60.0 57 65 65 

医 医
 保健

70.0 73 71 72 
57.5 54 63 60 

歯 60.0 57 66 64 
薬 62.5 60 66 67 
工 応用自然科
 応用理工
 電子情報工
 環境・エネルギー工
 地球総合工

60.0 57 66 65 
60.0 57 65 65 
62.5 58 65 65 
60.0 57 65 65 
60.0 57 65 65 

基礎工 電子物理科
 化学応用科
 システム科
 情報科

62.5 57 65 64 
62.5 57 65 64 
62.5 58 65 64 
65.0 61 66 66 

大阪公立大
現代システム科 知識情報システム
 環境社会システム
 教育福祉
 心理
 学域単位募集

55.0 49 62 60 
57.5 50 61 60 
55.0 49 61 59 
57.5 50 62 61 
55.0 51 62 60 

文 60.0 54 63 64 
法 57.5 54 63 63 
経済 57.5 53 63 62 
商 57.5 54 62 62 
理 数
 物理
 化
 生物
 地球
 生物化

55.0 53 62 59 
55.0 52 62 59 
55.0 52 62 59 
55.0 52 63 60 
52.5 51 62 60 
55.0 51 62 60 

工 航空宇宙工
 海洋システム工
 機械工
 建築
 都市
 電子物理工
 情報工
 電気電子システム工
 応用化
 化学工
 マテリアル工
 化学バイオ工

62.5 63 66 65 
60.0 56 64 64 
60.0 57 66 65 
57.5 54 63 60 
55.0 51 62 59 
60.0 58 65 64 
62.5 61 66 64 
62.5 58 65 64 
60.0 57 65 64 
60.0 57 65 64 
60.0 57 65 64 
55.0 51 62 59 

農 応用生物科 55.0 52 62 60 
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学部／
学科・課程など

難易度
河合塾 駿台 東進 ベネッセ

 生命機能化
 緑地環境科

55.0 53 62 60 
55.0 51 61 59 

獣医 60.0 58 66 64 
医 医
 リハビリテーション

67.5 67 69 69 
52.5 49 61 57 

看護 55.0 49 60 59 
生活科 食栄養
 居住環境
 人間福祉

57.5 54 61 60 
57.5 51 63 60 
57.5 51 63 61 

神戸大
文 62.5 56 64 65 
国際人間科 グローバル文化
 発達コミュニティ
 環境共生
 子ども教育

62.5 57 64 65 
62.5 57 64 64 
60.0 55 64 65 
60.0 56 64 64 

法 62.5 57 64 67 
経済 60.0 57 64 66 
経営 62.5 57 64 67 
理 数
 物理
 化
 生物
 惑星

57.5 54 63 61 
57.5 55 64 61 
57.5 54 64 61 
55.0 53 63 60 
55.0 52 63 60 

医 医
 医療創成工
 保健

67.5 68 71 69 
55.0 55 62 63 
55.0 52 62 58 

工 建築
 市民工
 電気電子工
 機械工
 応用化

60.0 54 64 64 
57.5 52 63 62 
57.5 53 64 63 
57.5 53 64 63 
57.5 53 64 63 

システム情報 60.0 54 64 63 
農 食料環境システム
 資源生命科
 生命機能科

57.5 54 63 61 
57.5 55 64 62 
57.5 55 64 62 

海洋政策科 55.0 50 61 57 
岡山大

文 55.0 51 62 59 
教育 学校教育教員養成
 養護教諭養成

52.5 53 60 54 
65% 50 60 54 

法 55.0 51 61 58 
経済 55.0 51 61 58 
理 数
 物理
 化
 生物
 地球科

52.5 51 60 58 
52.5 50 60 56 
50.0 50 60 57 
50.0 50 60 57 
50.0 49 59 56 

医 医
 保健

67.5 67 68 69 
52.5 49 60 56 

歯 55.0 56 64 60 
薬 薬
 創薬科

57.5 57 64 64 
55.0 54 63 58 

工 52.5 49 60 56 
農 52.5 49 60 58 

広島大
総合科 総合科
 国際共創

55.0 52 61 61 
57.5 53 64 61 

文 57.5 51 62 59 
教育 第一類
 第二類

55.0 54 60 55 
52.5 51 61 57 

学部／
学科・課程など

難易度
河合塾 駿台 東進 ベネッセ

 第三類
 第四類
 第五類

57.5 52 61 60 
69% 51 61 53 
57.5 53 62 57 

法 57.5 51 63 59 
経済 55.0 50 61 60 
理 数
 物理
 化
 生物科
 地球惑星システム

50.0 52 61 57 
50.0 52 61 57 
52.5 52 60 57 
50.0 52 60 58 
50.0 50 59 56 

医 医
 保健

65.0 67 68 69 
47.5 49 60 56 

歯 歯
 口腔健康科

60.0 56 63 61 
45.0 49 58 53 

薬 薬
 薬科

60.0 57 64 64 
55.0 54 62 60 

工 第一類
 第二類
 第三類
 第四類
 工学特別コース

50.0 49 60 56 
50.0 49 61 57 
50.0 48 60 56 
52.5 50 61 57 
50.0 48 60 57 

生物生産 50.0 50 60 57 
情報科 55.0 50 62 58 

九州大
共創 60.0 54 63 64 
文 57.5 56 63 64 
教育 57.5 56 63 64 
法 60.0 57 64 65 
経済 経済・経営
 経済工

57.5 56 64 64 
55.0 52 62 60 

理 物理
 化
 地球惑星科
 数
 生物

55.0 55 64 60 
57.5 55 63 60 
57.5 54 63 60 
57.5 55 63 61 
55.0 55 63 60 

医 医
 生命科
 保健

67.5 69 71 70 
57.5 56 62 63 
55.0 51 61 59 

歯 57.5 57 63 63 
薬 創薬科
 臨床薬

57.5 58 64 65 
60.0 59 66 65 

工 Ⅰ群　　　　
 Ⅱ群　　　　
 Ⅲ群　　　　
 Ⅳ群　　　　
 Ⅴ群　　　　
 Ⅵ群　　　　

57.5 55 64 62 
55.0 53 63 61 
57.5 54 63 61 
57.5 52 63 61 
57.5 54 63 61 
57.5 53 63 61 

芸術工 60.0 53 65 64 
農 55.0 54 63 60 

熊本大
文 総合人間
 歴史
 文
 コミュニケーション情報

55.0 51 61 56 
50.0 50 61 56 
55.0 51 60 57 
52.5 51 61 56 

教育 47.5 49 56 53 
法 52.5 50 60 56 
理 50.0 50 59 54 
医 医
 保健

62.5 64 67 68 
47.5 47 58 55 

薬 薬 57.5 55 64 63 
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学部／
学科・課程など

難易度
河合塾 駿台 東進 ベネッセ

 創薬・生命薬科 52.5 52 61 58 
工 土木建築
 機械数理工
 情報電気工
 材料・応用化
 半導体デバイス工学課程

45.0 47 58 53 
45.0 47 57 53 
47.5 47 58 53 
45.0 46 57 53 
47.5 47 57 53 

情報融合 52.5 49 58 57 

私立大
青山学院大

文 英米文
 フランス文
 日本文
 史
 比較芸術

57.5 56 64 70 
81% 51 66 67 
60.0 54 65 69 
60.0 55 66 68 
79% 53 64 69 

教育人間科 教育
 心理

60.0 51 67 70 
60.0 54 66 69 

経済 経済
 現代経済デザイン

60.0 49 67 71 
60.0 48 66 69 

法 法
 ヒューマンライツ

60.0 53 66 68 
60.0 52 66 68 

経営 経営
 マーケティング

57.5 50 65 68 
57.5 50 65 68 

国際政治経済 国際政治
 国際経済
 国際コミュニケーション

78% 53 65 70 
81% 53 65 70 
65.0 55 66 71 

総合文化政策 60.0 54 68 71 
理工 物理科
 数理サイエンス
 化学・生命科
 電気電子工
 機械創造工
 経営システム工
 情報テクノロジー

55.0 48 64 57 
55.0 46 66 59 
55.0 50 64 60 
55.0 49 67 60 
55.0 49 64 60 
55.0 49 65 60 
57.5 52 67 63 

社会情報 60.0 50 64 70 
地球社会共生 57.5 50 68 68 
コミュニティ人間科 55.0 48 68 64 

学習院大
法 法
 政治

55.0 52 65 67 
55.0 52 66 68 

経済 経済
 経営

57.5 51 64 67 
57.5 51 65 68 

文 哲
 史
 日本語日本文
 英語英米文化
 ドイツ語圏文化
 フランス語圏文化
 心理
 教育

57.5 50 66 67 
57.5 51 64 67 
57.5 50 64 66 
55.0 52 66 66 
55.0 50 66 63 
52.5 50 66 64 
57.5 50 66 68 
57.5 50 66 67 

理 物理
 化
 数
 生命科

52.5 47 64 58 
52.5 48 64 59 
55.0 47 64 57 
57.5 50 64 61 

国際社会科 57.5 51 64 68 
慶應義塾大

文 65.0 58 69 74 
経済 65.0 62 71 76 
法 法律
 政治

67.5 62 70 76 
67.5 62 71 76 

学部／
学科・課程など

難易度
河合塾 駿台 東進 ベネッセ

商 65.0 61 69 72 
医 72.5 72 74 74 
理工 学門Ａ
 学門Ｂ
 学門Ｃ
 学門Ｄ
 学門Ｅ

65.0 63 70 67 
65.0 62 71 67 
65.0 63 70 68 
65.0 60 70 67 
65.0 61 71 67 

総合政策 70.0 57 71 76 
環境情報 70.0 58 71 70 
看護医療 57.5 51 64 61 
薬 薬
 薬科

62.5 58 68 66 
62.5 58 69 66 

国際基督教大
教養 67.5 58 70 72 

上智大
神 70% 48 63 60 
文 哲
 史
 国文
 英文
 ドイツ文
 フランス文
 新聞

83% 57 68 71 
62.5 57 67 71 
62.5 57 67 71 
62.5 59 67 71 
80% 55 66 68 
82% 56 66 69 
81% 54 67 71 

総合人間科 教育
 心理
 社会
 社会福祉
 看護

83% 57 67 71 
83% 57 67 72 
84% 58 69 72 
77% 56 66 70 
74% 53 66 59 

法 法律
 国際関係法
 地球環境法

83% 59 68 73 
81% 60 68 71 
81% 58 66 71 

経済 経済
 経営

67.5 57 67 71 
70.0 60 69 72 

外国語 英語
 ドイツ語
 フランス語
 イスパニア語
 ロシア語
 ポルトガル語

65.0 61 68 71 
62.5 58 67 69 
62.5 58 67 69 
62.5 58 66 69 
57.5 54 66 68 
57.5 55 66 67 

総合グローバル 65.0 59 67 71 
理工 物質生命理工
 機能創造理工
 情報理工

60.0 53 68 64 
60.0 54 67 65 
62.5 55 68 65 

中央大
法 法律
 国際企業関係法
 政治

62.5 57 67 72 
57.5 54 67 69 
57.5 54 65 68 

経済 経済
 経済情報システム
 国際経済
 公共・環境経済

57.5 50 66 67 
55.0 48 66 67 
55.0 49 64 67 
57.5 49 66 68 

商 経営
 会計
 国際マーケティング
 金融
 フリーメジャー・コース

57.5 51 66 67 
55.0 50 66 66 
55.0 49 66 66 
57.5 52 66 67 
57.5 51 68 68 

理工 数
 物理
 都市環境
 精密機械工

55.0 50 62 59 
55.0 49 66 60 
55.0 48 68 61 
55.0 50 66 60 
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学部／
学科・課程など

難易度
河合塾 駿台 東進 ベネッセ

 電気電子情報通信工
 応用化
 ビジネスデータサイエンス
 情報工
 生命科
 人間総合理工

55.0 47 67 62 
55.0 50 66 61 
55.0 49 67 61 
57.5 51 67 64 
52.5 50 67 61 
55.0 47 66 59 

文 55.0 51 66 65 
総合政策 政策科
 国際政策文化

57.5 49 66 67 
57.5 49 66 68 

国際経営 55.0 49 67 66 
国際情報 57.5 50 67 69 

津田塾大
学芸 英語英文
 国際関係
 多文化・国際協力
 数
 情報科

45.0 49 62 59 
47.5 50 65 59 
45.0 48 62 60 
42.5 43 63 52 
47.5 44 63 53 

総合政策 52.5 50 63 62 
東京理科大

理 数
 物理
 化
 応用数
 応用化

60.0 58 69 65 
62.5 58 68 66 
60.0 55 68 64 
57.5 56 69 64 
62.5 57 68 65 

薬 薬
 生命創薬科

60.0 54 66 65 
57.5 54 66 64 

工 建築
 工業化
 電気工
 情報工
 機械工

60.0 56 68 65 
55.0 53 66 61 
57.5 53 67 63 
62.5 58 69 66 
60.0 56 68 65 

創域理工 数理科
 先端物理
 情報計算科
 生命生物科
 建築
 先端化
 電気電子情報工
 経営システム工
 機械航空宇宙工
 社会基盤工

57.5 54 68 59 
57.5 53 67 61 
57.5 55 68 63 
57.5 54 68 63 
60.0 53 66 63 
55.0 52 66 61 
57.5 53 65 61 
57.5 54 69 63 
60.0 55 67 63 
57.5 53 62 61 

先進工 電子システム工
 マテリアル創成工
 生命システム工
 物理工
 機能デザイン工

60.0 54 68 63 
57.5 54 69 63 
57.5 55 68 62 
57.5 55 67 62 
57.5 52 67 61 

経営 経営
 ビジネスエコノミクス
 国際デザイン経営

57.5 52 65 68 
57.5 54 66 67 
55.0 51 66 65 

法政大
法 法律
 政治
 国際政治

57.5 51 66 68 
57.5 50 67 65 
57.5 51 65 66 

文 哲
 日本文
 英文
 史
 地理
 心理

57.5 50 66 68 
57.5 51 65 69 
55.0 51 65 68 
57.5 52 66 70 
55.0 50 66 64 
60.0 53 67 70 

経済 経済 55.0 49 63 66 

学部／
学科・課程など

難易度
河合塾 駿台 東進 ベネッセ

 国際経済
 現代ビジネス

55.0 49 62 65 
55.0 48 63 63 

社会 社会政策科
 社会
 メディア社会

55.0 49 63 64 
55.0 49 64 64 
57.5 48 65 66 

経営 経営
 経営戦略
 市場経営

60.0 50 65 69 
55.0 50 64 66 
57.5 49 64 68 

国際文化 60.0 50 67 69 
人間環境 57.5 49 64 67 
現代福祉 福祉コミュニティ
 臨床心理

52.5 47 65 63 
55.0 49 65 64 

キャリアデザイン 57.5 48 65 66 
グローバル教養 60.0 53 66 69 
スポーツ健康 55.0 45 62 63 
情報科 コンピュータ科
 ディジタルメディア

55.0 47 66 60 
52.5 46 66 59 

デザイン工 建築
 都市環境デザイン工
 システムデザイン

55.0 48 64 60 
52.5 48 66 59 
60.0 50 66 63 

理工 機械工
 電気電子工
 応用情報工
 経営システム工
 創生科

55.0 47 65 57 
52.5 47 65 58 
55.0 48 67 59 
57.5 49 66 61 
52.5 46 64 57 

生命科 生命機能
 環境応用化
 応用植物科

57.5 49 64 59 
52.5 47 63 58 
55.0 46 62 58 

明治大
法 60.0 54 67 70 
商 60.0 53 67 69 
政治経済 政治
 経済
 地域行政

60.0 57 67 68 
60.0 55 67 69 
60.0 53 66 69 

文 文
 史学地理
 心理社会

62.5 55 66 71 
60.0 53 68 71 
62.5 54 68 71 

理工 電気電子生命
 機械工
 機械情報工
 建築
 応用化
 情報科
 数
 物理

55.0 51 67 61 
57.5 53 68 61 
57.5 53 67 61 
60.0 52 66 63 
57.5 54 67 62 
60.0 54 68 65 
55.0 54 67 60 
60.0 54 67 63 

農 農
 農芸化
 生命科
 食料環境政策

60.0 53 67 62 
57.5 51 64 62 
57.5 53 67 63 
57.5 52 68 62 

経営 60.0 53 66 71 
情報コミュニケーション 60.0 53 66 71 
国際日本 60.0 55 68 70 
総合数理 現象数理
 先端メディアサイエンス
 ネットワークデザイン

60.0 48 69 61 
57.5 50 69 63 
57.5 49 69 59 

立教大
文 キリスト教
 文
 史
 教育

60.0 51 67 64 
60.0 55 67 68 
60.0 56 67 69 
60.0 54 67 68 
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学部／
学科・課程など

難易度
河合塾 駿台 東進 ベネッセ

異文化コミュニケーション 65.0 56 67 72 
経済 経済
 経済政策
 会計ファイナンス

62.5 53 67 69 
57.5 51 67 66 
57.5 52 67 67 

経営 経営
 国際経営

65.0 54 67 72 
62.5 53 67 71 

理 数
 物理
 化
 生命理

57.5 50 68 61 
57.5 51 68 61 
57.5 50 68 61 
57.5 50 68 62 

社会 社会
 現代文化
 メディア社会

62.5 55 67 71 
60.0 54 67 70 
60.0 54 67 68 

法 法
 国際ビジネス法
 政治

62.5 56 67 67 
60.0 54 67 66 
60.0 54 67 66 

観光 観光
 交流文化

60.0 51 67 67 
57.5 52 67 66 

コミュニティ福祉 コミュニティ政策
 福祉

57.5 50 67 64 
57.5 50 67 65 

現代心理 心理
 映像身体

62.5 55 67 71 
60.0 52 67 66 

スポーツウエルネス 55.0 49 66 64 
早稲田大

政治経済 政治
 経済
 国際政治経済

67.5 61 71 75 
70.0 61 71 75 
67.5 63 71 75 

法 67.5 64 70 75 
教育 教育
 国語国文
 英語英文
 社会科
 理
 数
 複合文化

65.0 57 70 72 
65.0 56 69 72 
65.0 58 69 72 
65.0 59 69 73 
62.5 56 69 66 
62.5 57 70 67 
65.0 58 69 72 

商 67.5 59 70 73 
社会科 70.0 61 69 74 
国際教養 70.0 65 70 72 
文化構想 67.5 60 70 73 
文 67.5 61 69 73 
基幹理工 学系 1
 学系 2
 学系 3
 学系 4

65.0 63 70 68 
65.0 63 70 68 
65.0 63 70 68 
65.0 62 70 68 

創造理工 建築
 総合機械工
 経営システム工
 社会環境工
 環境資源工

62.5 59 70 66 
62.5 59 70 66 
65.0 59 70 66 
65.0 59 70 68 
62.5 59 70 66 

先進理工 物理
 応用物理
 化学・生命化
 応用化
 生命医科
 電気・情報生命工

67.5 63 71 68 
65.0 62 71 68 
65.0 61 70 67 
65.0 61 70 67 
67.5 63 71 68 
65.0 60 70 67 

人間科 人間環境科
 健康福祉科
 人間情報科

65.0 57 65 70 
62.5 55 65 72 
62.5 55 66 69 

スポーツ科 77% 52 68 68 
南山大

学部／
学科・課程など

難易度
河合塾 駿台 東進 ベネッセ

人文 キリスト教
 人類文化
 心理人間
 日本文化

50.0 45 63 59 
52.5 49 63 63 
55.0 50 62 66 
52.5 50 62 63 

外国語 英米
 スペイン・ラテンアメリカ
 フランス
 ドイツ
 アジア

55.0 52 63 68 
47.5 49 62 62 
50.0 50 62 62 
50.0 49 62 61 
50.0 49 62 61 

経済 52.5 50 62 65 
経営 52.5 50 62 64 
法 52.5 50 62 62 
総合政策 52.5 49 63 62 
理工 ソフトウェア工
 データサイエンス
 電子情報工
 機械システム工

47.5 47 59 54 
47.5 48 59 55 
47.5 48 61 52 
47.5 48 59 52 

国際教養 52.5 50 63 64 
同志社大

神 55.0 52 66 65 
文 英文
 哲
 美学芸術
 文化史
 国文

57.5 56 64 68 
60.0 56 65 69 
60.0 55 65 69 
62.5 58 65 71 
62.5 57 65 71 

社会 社会
 社会福祉
 メディア
 産業関係
 教育文化

62.5 56 68 72 
57.5 54 66 68 
60.0 56 66 71 
57.5 52 66 68 
60.0 54 66 71 

法 法律
 政治

60.0 58 66 71 
60.0 57 65 69 

経済 60.0 56 65 70 
商 62.5 55 66 71 
政策 60.0 54 64 69 
文化情報 57.5 53 68 68 
理工 インテリジェント情報工
 情報システムデザイン
 電気工
 電子工
 機械システム工
 機械理工
 機能分子・生命化
 化学システム創成工
 環境システム
 数理システム

62.5 58 68 65 
60.0 58 68 66 
57.5 55 68 62 
57.5 56 69 63 
57.5 55 68 61 
57.5 56 66 62 
57.5 56 68 62 
57.5 55 68 61 
57.5 55 67 64 
60.0 60 68 63 

生命医科 医工
 医情報
 医生命システム

57.5 55 66 60 
55.0 54 68 61 
57.5 57 68 63 

スポーツ健康科 55.0 51 65 66 
心理 60.0 57 67 72 
グローバル・コミュニケーション 62.5 57 69 72 
グローバル地域文化 60.0 58 68 71 

立命館大
法 55.0 52 65 67 
産業社会 52.5 49 62 64 
国際関係 57.5 52 65 69 
文 55.0 51 65 67 
経営 国際経営
 経営

57.5 49 66 68 
57.5 51 65 68 
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学部／
学科・課程など

難易度
河合塾 駿台 東進 ベネッセ

政策科 55.0 50 64 64 
総合心理 57.5 53 66 68 
映像 52.5 49 64 66 
経済 52.5 50 63 65 
スポーツ健康科 52.5 49 63 65 
食マネジメント 52.5 50 63 63 
情報理工 55.0 51 64 59 
理工 数理科
 物理科
 電気電子工
 電子情報工
 機械工
 ロボティクス
 環境都市工
 建築都市デザイン

52.5 49 68 55 
52.5 50 62 55 
52.5 48 61 55 
52.5 49 64 59 
52.5 49 64 57 
52.5 48 62 56 
52.5 48 61 57 
55.0 52 67 60 

生命科 応用化
 生物工
 生命情報
 生命医科

52.5 49 64 59 
52.5 49 64 59 
52.5 50 65 57 
52.5 51 63 60 

薬 薬
 創薬科

55.0 52 63 61 
55.0 50 62 56 

関西大
法 55.0 51 63 68 
文 57.5 50 65 68 
経済 55.0 49 64 67 
商 55.0 48 65 65 
社会 55.0 51 65 67 
政策創造 政策
 国際アジア

55.0 47 64 66 
52.5 47 64 64 

外国語 57.5 51 65 70 
人間健康 52.5 44 62 64 
総合情報 55.0 47 65 61 
社会安全 52.5 47 64 63 
ビジネスデータサイエンス 55.0 46 64 66 
システム理工 数
 物理・応用物理
 機械工
 電気電子情報工

52.5 47 65 57 
50.0 48 65 57 
50.0 48 61 57 
52.5 50 65 59 

環境都市工 建築
 都市システム工
 エネルギー環境・化学工

55.0 50 64 60 
52.5 49 62 57 
50.0 47 63 55 

化学生命工 化学・物質工
 生命・生物工

52.5 47 61 56 
52.5 51 63 58 

近畿大
法 50.0 46 59 63 
経済 経済
 国際経済
 総合経済政策

52.5 46 59 62 
47.5 45 59 62 
50.0 44 59 63 

経営 経営
 商
 会計
 キャリア・マネジメント

47.5 44 60 63 
50.0 44 60 63 
50.0 43 60 61 
47.5 42 60 62 

理工 理
 生命科
 応用化
 機械工
 電気電子通信工
 社会環境工
 エネルギー物質

47.5 43 58 52 
52.5 45 58 57 
47.5 43 58 54 
45.0 44 57 54 
45.0 42 58 54 
47.5 43 58 52 
45.0 41 58 52 

建築 52.5 44 59 59 

学部／
学科・課程など

難易度
河合塾 駿台 東進 ベネッセ

薬 医療薬
 創薬科

55.0 49 62 61 
52.5 46 62 57 

文芸 文
 芸術
 文化・歴史
 文化デザイン

55.0 47 62 61 
47.5 41 62 56 
50.0 47 62 60 
50.0 45 62 60 

総合社会 52.5 43 61 62 
国際 47.5 45 59 62 
情報 55.0 46 57 60 
農 農業生産科
 水産
 応用生命化
 食品栄養
 環境管理
 生物機能科

47.5 46 60 55 
55.0 48 60 59 
50.0 47 60 55 
52.5 48 60 57 
50.0 49 60 54 
47.5 46 60 56 

医 65.0 56 68 69 
生物理工 生物工
 遺伝子工
 食品安全工
 生命情報工
 人間環境デザイン工
 医用工

40.0 45 57 50 
40.0 43 57 50 
40.0 43 57 49 
37.5 43 57 49 
40.0 42 59 48 
40.0 44 57 50 

工 化学生命工
 機械工
 ロボティクス
 電子情報工
 情報
 建築

42.5 42 55 48 
42.5 42 55 49 
42.5 40 55 47 
42.5 41 55 50 
45.0 41 55 52 
42.5 44 55 52 

産業理工 生物環境化
 電気電子工
 建築・デザイン
 情報
 経営ビジネス

40.0 41 57 50 
40.0 41 57 50 
45.0 42 57 51 
47.5 41 57 52 
40.0 39 60 49 

関西学院大
神 52.5 43 62 57 
文 文化歴史
 総合心理科
 文学言語

55.0 53 63 67 
55.0 51 63 66 
52.5 52 63 64 

社会 52.5 50 63 65 
法 法律
 政治

55.0 52 64 67 
55.0 51 63 67 

経済 55.0 50 62 66 
商 55.0 51 62 66 
人間福祉 社会福祉
 社会起業
 人間科

50.0 49 61 64 
52.5 49 61 60 
52.5 49 61 62 

国際 62.5 54 68 70 
教育 52.5 52 62 64 
総合政策 55.0 50 61 63 
理 数理科
 物理・宇宙
 化

52.5 51 61 55 
52.5 50 61 59 
50.0 48 61 54 

工 物質工学課程
 電気電子応用工学課程
 情報工学課程
 知能・機械工学課程

50.0 48 63 54 
50.0 49 63 55 
52.5 51 63 59 
52.5 51 63 58 

生命環境 生物科
 生命医科
 環境応用化

52.5 49 62 60 
52.5 50 62 58 
50.0 49 62 54 

建築 52.5 49 63 57 

2025.1.19-26 92



平辻哲也Weekly Cinema

ひらつじ・てつや　報知新聞社で映画記者として世界三大映画祭などを取材。芸能デスクを務めた後、フリーに。日本映画ペンクラブ会員

上映スケジュールが変更になる場合がありますので、詳細は劇場にお問い合わせください93 2025.1.19-26

男優賞の３冠に輝いた本作は本誌の
シニア読者にこそ見てほしい。
　香港を代表する俳優で審査委員長
を務めたトニー・レオンは「本当に
心打たれる素晴らしい映画。ユーモ
アのセンス、素晴らしいタッチ、そ
してエレガントで映画的表現として
新鮮な作品。すべて完璧に仕上げて
いました」と賛辞を送った。

　筒井康隆氏が1998年に発表した
同名小説が原作。「桐島、部活やめ
るってよ」「紙の月」の吉田大八監
督がメガホンを取った。
　主人公は大学教授の職を辞めて
10年、愛妻にも先立たれた渡辺儀助
（77歳）。大きな古い日本家屋に暮ら
し、年金と講演料、原稿料を計算し
つつ、「それが尽きたら死ぬ時だ」
と決め、遺言書も書いている。
　自ら料理を作り、晩酌を楽しみ、

バーに足を運び、時折、自分を慕う
教え子とのひと時をひそかな楽しみ
としている。そんなある日、パソコ
ン画面から「敵がやって来る」との
メッセージが流れてきて……。
　前半は元大学教授の日常生活の描
写がほとんど。見事な包丁さばき、
物置の片付けといった丁寧な生活ぶ
りに魅せられてしまう。
　昨今、日本映画の主人公は若者ば
かりだが、主演は79歳の長塚京三。
さらに、商業映画では、ほとんどお
目にかからない全編モノクロ作品。
言ってみれば、〝逆張り〟の映画。し
かし、モノクロは全く気にならない。
人間の目は色のない部分を勝手に補
正する機能があるのだろう。むしろ、
色がない〝余白〟を楽しみ、世界観
に没入した。時折、挟み込まれるユ
ーモアのセンスが抜群だ。90歳にな
った筒井氏も映画の公式サイトに
「よくぞモノクロでやってくれた」と
コメント。原作ファンも満足できる。

ズは2012年１月からテレビ東京の
深夜枠でスタートし、シーズン10を
数える人気シリーズとなった。
　輸入雑貨商の主人公・井之頭五郎
が仕事先でメシを食べるだけのドラ
マだが、なぜか中毒性もあってハマ
ってしまう。筆者も紹介された飲食
店に足を運んだことがある。
　初の劇場版は、主演の松重豊が脚

ると、必ず「腹が……減った！」
となってしまうドラマシリー

観 本・監督を務めた集大成。仏パリで
「子供の頃に飲んだスープがもう一
度飲みたい。食材を集めて探してほ
しい」と依頼されたことから、長崎
の離島から、なぜか韓国まで。
　共演は内田有紀、磯村勇斗、村田
雄浩、塩見三省、杏、オダギリジョ
ーと豪華。「梨

イテウォン

泰院クラス」で知られ
る韓国の名優ユ・ジェミョンも特別
出演。中身はボリューム満点だが、
空腹時の鑑賞はご注意を。

37回東京国際映画祭で最高
賞の東京グランプリ、監督賞、

第

敵
© 1998 筒井康隆/新潮社 © 2023 TEKINOMIKATA

脚本・監督：吉田大八 
原作：筒井康隆『敵』(新潮文庫)
出演： 長塚京三、瀧内公美、河合優実、黒沢

あすか、中島歩、カトウシンスケ、髙畑
遊、二瓶鮫一、髙橋洋、唯野未歩子、戸
田昌宏、松永大輔、松尾諭、松尾貴史

宣伝・配給： ハピネットファントム・ス
タジオ/ギークピクチュアズ

１月17日、東京・テアトル新宿他全国公開

劇映画 孤独のグルメ
© 2025「劇映画 孤独のグルメ」製作委員会

１月10日全国公開
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おおだいら・かずえ
1964年、長野県生まれ。文
筆家。大量生産・大量消費
の社会からこぼれ落ちるも
の・コト・価値観をテーマ
に各誌紙に執筆。著書に『東
京の台所』『それでも食べ
て生きてゆく　東京の台
所』『注文に時間がかかる
カフェ』『こんなふうに、
暮らしと人を書いてきた』
『そこに定食屋があるかぎ
り』他多数。『ふたたび歩
き出すとき　東京の台所』
（毎日新聞出版）が１月末
に刊行

　
本
の
背
表
紙
は
「
垂
直
の
花

道
」。本
は
ひ
と
つ
の「
知
層
」。

だ
か
ら
本
表
紙
・
見
返
し
・
本

扉・本
文
と
続
く
構
造
自
体
も
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。

「
頁
」の
音
読
み
は「
ケ
ツ
」で
、

人
が
跪

ひ
ざ
ま
ずい
て
頭こ

う
べを
垂
れ
る
象

形
文
字
か
ら
き
て
い
る
。

　
松
岡
正
剛
さ
ん
の
言
葉
は
没

し
て
な
お
鮮
烈
だ
。
私
は
、
頁

の
「
ペ
ー
ジ
・
コ
ウ
」
以
外
の

読
み
方
を
初
め
て
知
っ
た
。

『
編
集
宣
言
　
エ
デ
ィ
ト
リ
ア

ル
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
』は
、作
夏

逝
去
し
た
編
集
者・著
述
家
、松

岡
さ
ん
の
追
悼
作
だ
。
'79
〜
'81

年
の
連
載
が
軸
に
な
っ
て
い
る
。

　
駆
け
出
し
の
ラ
イ
タ
ー
１
年

目
に
、
私
は
企
業
の
書
籍
の
仕

事
で
束つ

か

の
間ま

、
お
会
い
す
る
機

会
が
あ
っ
た
。
こ
ち
ら
は
一
介

の
ゴ
ー
ス
ト
ラ
イ
タ
ー
。
氏
は

編
集
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
だ
。

　
２
時
間
×
３
回
。
凡
人
の
何

十
倍
も
の
人
と
巡
り
合
っ
た
だ

ろ
う
松
岡
さ
ん
の
、
記
憶
の
片

隅
に
も
残
っ
て
い
な
い
と
思
う
。

　
し
か
し
、
た
っ
た
６
時
間
か

ら
得
た
衝
撃
は
と
ん
で
も
な
か

っ
た
。聞
い
た
単
語
を
、帰
宅
後

ひ
と
つ
ひ
と
つ
調
べ
る
。
関
連

の
書
を
取
り
寄
せ
て
読
む
。
差

し
出
さ
れ
た
言
葉
を
蜘く

蛛も

の
糸

の
よ
う
に
手
繰
っ
て
い
く
と
、章

立
て
が
、
不
思
議
な
ほ
ど
明
確

に
見
え
て
く
る
。
こ
れ
が
編
集

か
と
、
新
し
い
知
識
で
爆
発
し

そ
う
な
こ
め
か
み
を
押
さ
え
な

が
ら
思
っ
た
。
薄
っ
ぺ
ら
な
自

分
の
幹
が
、
少
し
ず
つ
太
く
な

っ
て
い
く
よ
う
な
錯
覚
を
抱
く
。

　
同
時
に
、
正
直
に
告
白
す
る

と
、
心
の
ど
こ
か
で
、
宗
教
、

科
学
、
現
代
思
想
か
ら
芸
術
ま
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で
幅
広
く
編
む
雑
誌
『
遊
』
の

発
行
人
に
、
駆
け
出
し
の
ゴ
ー

ス
ト
ラ
イ
タ
ー
が
い
る
企
業
の

書
籍
な
ど
、
息
継
ぎ
の
合
間
に

で
も
で
き
る
よ
う
な
こ
と
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
編
集
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
と
い
う
壮
大
な
タ
イ
ト
ル

を
掲
げ
た
本
書
を
読
ん
だ
と

き
、
大
き
く
胸
が
震
え
た
。

　

24
年
前
の
あ
の
日
、
穏
や
か

な
笑
顔
で
流
れ
る
よ
う
に
話
し

た
ト
ピ
ッ
ク
ス
が
あ
ち
こ
ち
に

記
さ
れ
て
い
る
。
カ
タ
リ
、間ま

、

世
阿
弥
、能
の
鼓
、セ
ル
ジ
ュ
・

ユ
タ
ン
ス
。
ど
ん
な
仕
事
に
も

こ
ん
な
密
度
で
臨
ん
で
い
た
の

か
。「
本
」
と
い
う
も
の
に
対

し
て
ど
れ
だ
け
全
霊
で
、
真し

ん

摯し

に
向
き
合
っ
て
お
ら
れ
た
か
、

今
頃
わ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
と
き
聞
い
た
間あ

わ
いの
感
覚

や
幽
玄
の
美
、
日
本
人
の
利
己

的
遺
伝
子
と
い
う
視
点
は
、
今

も
自
分
の
根
っ
こ
に
あ
る
。

　

名
も
な
き
若
僧
の
た
っ
た
６

時
間
の
邂か

い

逅こ
う

で
さ
え
、
こ
ん
な

に
も
影
響
を
与
え
た
編
集
者

が
、
時
代
に
ど
ん
な
知
の
宝
を

遺の
こ

し
た
の
か
。本
書
に
は
、も
っ

た
い
な
い
ほ
ど
濃
厚
に
凝
縮
さ

れ
て
い
る
。「
Ｈ

へ
ん
し
ゅ
う

芸
か
ら

Ｅエ
デ
ィ
ト
リ
ア
ル

闘
争
へ
」
と
い
う
誇

り
高
い
宣
言
と
と
も
に
。

『
文
学
の
空
気
の
あ
る
と
こ

ろ
』も
、も
っ
た
い
な
い
本
だ
。

詩
人
の
荒
川
洋
治
さ
ん
の
九
つ

の
講
演
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。 

〝
執
筆
さ
れ
た
作
品
〞
で
な
い

講
演
録
と
い
う
も
の
に
あ
ま
り

興
味
の
な
い
私
は
、
な
に
げ
な

く
立
ち
読
み
し
て
、
２
ペ
ー
ジ

目
で
レ
ジ
に
向
か
っ
て
い
た
。

　

お
も
し
ろ
い
。
紹
介
し
て
い

る
本
を
端
か
ら
買
い
た
く
な

る
。
既
読
の
作
品
を
再
読
し
て

荒
川
さ
ん
の
言
う
魅
力
を
確
認

し
た
く
な
る
。
文
学
を
信
じ
た

く
な
る
。
ブ
ロ
グ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か

ら
〝
や
す
や
す
と
〞
本
が
生
ま

れ
て
い
る
今
と
い
う
時
代
に
、

荒
川
さ
ん
と
い
う
文
学
の
番

人
、
い
や
違
っ
た
、
深
い
洞
察

者
が
い
て
よ
か
っ
た
と
胸
を
な

で
お
ろ
し
た
く
な
る
。
そ
ん
な

本
だ
っ
た
。

　
詩
歌
も
、深
く
広
く
言
及
し
て

い
る
。
文
庫
と
は
言
え
こ
れ
が

９
０
０
円
ぽ
っ
ち
で
い
い
の
か
。

　

目
の
肥
え
た
識
者
の
文
学
案

内
は
多
々
あ
る
が
、
即
レ
ジ
に

向
か
わ
せ
る
最
大
の
魅
力
は
、

語
り
の
軽
妙
さ
だ
。
膨
大
な
デ

ー
タ
、
史
実
、
作
品
の
あ
ら
ま

し
を
説
明
し
て
い
る
の
に
冗
漫

で
な
い
。
た
と
え
ば
、
そ
こ
に

い
た
か
の
よ
う
に
書
く
の
が
上

手
な
井
上
靖
は
、〈
ロ
イ
タ
ー

通
信
み
た
い
な
感
じ
。（
笑
）〉。

　

今
、
文
学
が
ど
ん
な
位
置
に

あ
り
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人

に
手
を
尽
く
し
て
魅
力
を
伝
え

ね
ば
、
と
い
う
焦
燥
に
も
似
た

想
い
が
ユ
ー
モ
ア
を
生
み
、
聴

衆
の
心
を
捉
え
て
い
る
よ
う
に

私
に
は
感
じ
ら
れ
た
。

　

若
者
が
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど

に
よ
っ
て
、
好
き
な
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
ル
ー
ツ
を
辿た

ど

る
こ
と
が

容
易
に
な
っ
た
。
レ
コ
ー
ド
を

掘
り
出
す
ス
ラ
ン
グ
の
「
デ
ィ

グ
る
」
と
い
う
作
業
が
、
今
は

ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
で
き
る
。

　

本
書
を
読
み
進
め
る
と
、
ひ

と
り
の
作
家
が
影
響
を
受
け
た

作
家
、
ま
た
は
同
時
代
の
作
家

の
佳
作
が
数
珠
つ
な
ぎ
に
出
て

く
る
。
巻
末
に
も
リ
ス
ト
が
あ

る
が
、
思
わ
ず
題
名
を
ス
マ
ホ

に
打
ち
込
む
。つ
ま
り
、文
学
を

デ
ィ
グ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

　

言
葉
に
鋭
敏
な
水
先
案
内
人

は
、
今
の
視
点
か
ら
こ
ぼ
れ
落

ち
た
、
失
わ
れ
そ
う
に
な
っ
て

い
る
物
語
を
丁
寧
に
す
く
い
と

り
、
私
達
に
ほ
ら
き
れ
い
だ
よ

と
惜
し
げ
も
な
く
見
せ
て
く
れ

る
。
人
は
も
の
を
知
り
た
い
。

〈
そ
れ
が
生
き
て
い
く
こ
と
の

し
る
し
。〉
と
、
荒
川
さ
ん
は

言
う
。
知
覚
す
る
喜
び
を
求
め

て
、「
本
」
が
欲
し
く
な
っ
た
。

凝縮された知の宝としての
紙の本がたまらなく愛おしい

この欄は、塩見三省、大平一枝、近田春夫、武田砂鉄、平松洋子、南沢奈央の各氏が交代で執筆します

工作舎／1760円

中公文庫／990円
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太
古
の
昔
、
キ
リ
ス
ト
教
や
仏
教
が
世
に
広
ま
る
遥は

る

か
以
前
か
ら
、
人
び
と
は
否い

や

応お
う

な
く
「
死
」
と
い
う
も

の
に
直
面
せ
ざ
る
を
得
ず
、
つ
い
て
は
「
大
な
り
小
な

り
」
考
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
だ
ろ
う
し
、
愛
す
る
も

の
や
自
分
自
身
の
存
在
の
連
続
性
が
そ
こ
で
断
ち
切
ら

れ
る
と
い
う
理
不
尽
に
、
霊
能
力
の
な
い
人
間
で
も
持

て
る
力
の
限
り
を
尽
く
し
て
「
大
な
り
小
な
り
」
抗あ

ら
がお

う
と
し
た
に
違
い
な
い
。
持
て
る
力
―
死
後
の
世
界

へ
向
か
う
想
像
力
で
あ
る
。
想
像
力
に
は
奔
放
な
も
の

と
堅
実
な
も
の
が
あ
っ
て
、
前
者
が
駆
使
さ
れ
る
と
見

た
こ
と
も
聞
い
た
こ
と
も
な
い
（
当
た
り
前
だ
が
）
死

後
の
世
界
と
な
り
、
後
者
は
想
像
力
貧
困
、
つ
ま
り
現

世
と
さ
し
て
変
わ
り
な
い
世
界
が
案
出
さ
れ
る
が
、
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
後
者
の
方
が
大
多
数
の
共
感
と
納
得

を
得
ら
れ
た
だ
ろ
う
。
自
分
の
よ
く
見
知
っ
た
世
界
が

続
い
て
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
方
が
、
安
心
で
き
る

か
ら
。
死
ん
だ
相
手
を
大
切
に
思
え
ば
思
う
ほ
ど
、
現

世
で
好
物
だ
っ
た
だ
ろ
う
も
の
を
与
え
た
く
な
る
。
ハ

ン
バ
ー
グ
や
エ
ビ
フ
ラ
イ
の
絵
が
延
々
並
ん
で
い
る
の

を
見
る
と
、
滑こ

っ

稽け
い

ど
こ
ろ
か
し
ん
み
り
と
胸
を
打
た
れ

る
。
故
人
へ
の
情
愛
と
哀
惜
に
圧
倒
さ
れ
る
の
だ
。
日

本
で
も
山
形
県
の
一
部
な
ど
で
、
未
婚
で
亡
く
な
っ
た

息
子
の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
、
花
嫁
と
婚
礼
を
挙
げ
る

絵
馬
を
寺
社
に
奉
納
す
る
、
ム
カ
サ
リ
絵
馬
と
い
う
習

俗
が
あ
る
ら
し
い
の
は
知
っ
て
い
た
が
、
何
か
そ
こ
に

皮
膚
感
覚
で
互
い
を
探
知
し
合
う
よ
う
な
、
湿
度
の
あ

ア
ジ
ア
の
天
気
図 

三

連載 161
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香港・旧九龍駅の時計台（写真＝共同）

る
、
一
体
感
に
近
い
何
か
、
そ
れ
が
剥
ぎ
取
ら
れ
、
身

も
世
も
な
く
悲
嘆
に
暮
れ
る

―
そ
う
い
う
悲
し
み

が
、出
口
を
求
め
て
い
る
の
を
感
じ
る
。宗
教
以
前
の
、

民
間
信
仰
。
私
自
身
も
そ
う
い
う
社
会
に
い
て
子
ど
も

を
亡
く
し
た
ら
、
絶
対
に
や
っ
た
で
あ
ろ
う
と
確
信
す

る
、
そ
う
い
う
何
か
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
圏
で
は
感
じ
た
こ

と
の
な
い
何
か
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
東
南
端
に
あ
た

る
こ
の
街
か
ら
、
北
西
端
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で
の
「
距

離
」
を
、
知
ら
ず
知
ら
ず
「
測
」
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

香
港
島
と
本
土
側
を
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
の
発
着
点
の
あ

る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ハ
ー
バ
ー
に
は
、
旧
九ク

ー

龍ロ
ン

駅
が
あ

っ
た
。
今
は
時
計
台
だ
け
が
残
っ
て
い
る
が
、
一
九
七

八
年
に
取
り
壊
さ
れ
る
ま
で
は
威
風
堂
々
た
る
赤
煉れ

ん

瓦が

の
英
国
風
の
建
物
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。「（
承
前
）

そ
の
昔
の
よ
き
時
代
、
レ
ー
ル
は
は
る
か
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
か
な
た
へ
つ
な
が
っ
て
い
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
ヴ
ィ
ク

ト
リ
ア
駅
を
汽
車
で
発
っ
た
旅
人
は
、欧
州
を
横
切
り
、

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
か
ら
中
国
を
南
下
し
て
、
は
る
ば
る
あ

の
九
龍
の
終
着
駅
へ
降
り
た
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ

る
。」（『
香
港
世
界
』
山
口
文
憲
）。
気
が
遠
く
な
り
そ

う
な
距
離
だ
。
け
れ
ど
（
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
と
の
間
に
は
ド
ー
バ
ー
海
峡
が
あ
る
が
）、
少
な
く

と
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
香
港
は
、
地
続
き
だ
っ
た
の
だ
。

こ
こ
へ
来
る
飛
行
機
の
機
内
で
読
ん
で
い
た
『
母
、
ア

ン
ナ
』
は
娘
の
ヴ
ェ
ー
ラ
が
、
孤
高
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
今
は
亡
き
ア
ン
ナ
・
ポ
リ
ト
コ

フ
ス
カ
ヤ
の
、
生
活
者
と
し
て
の
一
面
も
記
し
つ
つ
、

二
〇
二
二
年
二
月
二
十
四
日
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
本
格

的
な
軍
事
侵
攻
開
始
以
降
の
ロ
シ
ア
国
内
の
状
況
を
ル

ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
生
々
し

い
生
活
の
記
録
の
重
要
性
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
奇

妙
に
印
象
深
い
細
部
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ロ
シ
ア
政
府

が
こ
う
い
う
「
特
別
軍
事
作
戦
」
の
場
合
、
モ
ス
ク
ワ

や
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
な
ど
の
大
都
市
か
ら
で
は

な
く
、
ま
ず
辺
境
地
か
ら
―
例
え
ば
中
国
か
ら
遠
く

な
い
バ
イ
カ
ル
湖
周
辺
の
共
和
国
、
と
か
―
若
者
を

徴
兵
す
る
と
い
う
内
容
の
記
述
だ
っ
た
（
そ
の
う
ち
大

都
市
か
ら
も
徴
兵
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
だ
が
）。

貧
し
く
経
験
も
な
い
若
者
が
、
い
き
な
り
戦
闘
地
へ
送

ら
れ
る
の
だ
。
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今
年
も
老
夫
婦
は
無
事
新
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
し

か
し
、世
界
中
を
覆
う
不
穏
な
空

気
を
思
え
ば
「
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
」と
は
言
い
に
く
い
。

〈
め
で
た
さ
も
中
く
ら
い
な
り

お
ら
が
春
〉（
小
林
一
茶
）。
句

か
ら
漂
っ
て
く
る
穏
や
か
な
日

常
が
世
界
に
訪
れ
ま
す
よ
う
に

と
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　
　
新
聞

「
し
ん
ぶ
ん
っ
て
な
あ
に
」

　
幼
稚
園
児
が
マ
マ
に
尋
ね
る
。

マ
マ
は
ス
マ
ホ
で
検
索
し
「
ほ

ら
、
こ
う
い
う
も
の
よ
」
と
画

面
を
見
せ
る
。
こ
ん
な
ふ
う
に

本
物
の
新
聞
を
見
た
こ
と
が
な

い
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

　

先
日
、
地
域
の
60
代
知
人
か

ら
電
話
が
あ
っ
た
。

「
お
願
い
が
あ
る
の
。
オ
ガ
ワ

さ
ん
ち
は
新
聞
と
っ
て
ま
す
よ

ね
。
２
カ
月
後
に
孫
の
小
学
校

の
資
源
物
回
収
が
あ
る
ん
だ
け

ど
読
み
終
え
た
新
聞
を
収
納
袋

二
つ
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？
」

　
ま
さ
か
の
お
願
い
品
だ
っ
た
。

知
人
が
続
け
た
。

「
回
収
品
は
新
聞
、
雑
誌
、
段

ボ
ー
ル
の
３
品
目
な
の
。
娘
ん

ち
も
、
う
ち
も
、
近
く
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
ち
も
新
聞
を
と
っ
て

な
い
し
、雑
誌
も
買
わ
な
い
し
、

あ
る
の
は
段
ボ
ー
ル
少
々
だ
け

で
。
娘
に
『
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を
や

っ
て
い
る
の
に
そ
れ
だ
け
じ
ゃ

か
っ
こ
悪
い
。
誰
か
に
古
新
聞

を
も
ら
っ
て
』
と
頼
ま
れ
ち
ゃ

っ
て
。じ
ゃ
、お
願
い
し
ま
す
」

　

お
お
…
…
。
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ

た
。
そ
う
い
え
ば
、
わ
が
家
の

周
囲
で
も
新
聞
を
購
読
す
る
家

が
毎
年
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

先
の
知
人
は
「
ニ
ュ
ー
ス
は

ネ
ッ
ト
と
テ
レ
ビ
で
見
る
か
ら
」

ら
し
い
が
、
私
の
同
年
代
で
も

活
字
離
れ
が
進
ん
で
い
る
。

「
夫
が
死
ん
だ
の
で
読
む
人
い

な
い
し
」「
野
菜
作
り
が
忙
し

く
て
読
む
間
が
な
い
」
な
ど
が

そ
の
理
由
だ
。
子
ど
も
の
頃
か

ら
新
聞
に
馴な

染じ

ん
で
き
た
私
と

し
て
は
寂
し
い
限
り
で
あ
る
。

　

思
っ
た
。
知
人
一
族
の
よ
う

に
何
も
読
ま
な
い
家
庭
が
増
え

て
い
る
こ
と
を
思
う
と
、
こ
れ

か
ら
は
小
学
校
の
資
源
物
回
収

も
モ
ノ
が
集
ま
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
。そ
の
う
ち「
古
い
新
聞

束
、
高
値
買
い
取
り
」
な
ん
て

チ
ラ
シ
が
入
る
か
も
。な
い
か
。

　
　
大
遭
遇

　

昨
年
11
月
初
旬
、
オ
ジ
サ
ン

（
夫
）
と
高
知
に
帰
省
し
た
。

鉄
道
大
好
き
老
夫
婦
は
今
年
も

新
幹
線
を
使
っ
た
。

　

実
家
の
一
画
に
あ
る
妹
宅
に

泊
め
て
も
ら
い
、
墓
参
り
や
友

人
に
会
う
な
ど
の
予
定
を
無
事

終
え
た
。
11
月
10
日
（
日
）、

自
宅
に
戻
る
べ
く
高
知
駅
か
ら

午
前
10
時
13
分
発
の
岡
山
行
き

特
急
南
風
に
乗
っ
た
。
高
知
―

岡
山
間
は
２
時
間
半
弱
。
岡
山

か
ら
の
新
幹
線
指
定
席
も
取
っ

て
あ
り
午
後
４
時
過
ぎ
に
東
京

に
着
く
は
ず
だ
っ
た
。

　

高
知
駅
で
〈
瀬
戸
大
橋
線
の

架
線
ト
ラ
ブ
ル
の
た
め
多
度
津

（
香
川
県
）
止
ま
り
に
な
り
ま

す
〉
と
い
う
表
示
と
ア
ナ
ウ
ン

ス
が
あ
っ
た
が
「
そ
の
う
ち
直

る
だ
ろ
う
」
と
軽
く
考
え
て
い

た
。
特
急
で
岡
山
に
直
行
で
き

な
け
れ
ば
多
度
津
か
ら
高
松
に

回
り
岡
山
行
き
の
快
速
電
車
マ

リ
ン
ラ
イ
ナ
ー
に
乗
る
方
法
が

あ
る
。
高
松
に
着
く
こ
ろ
は
架

線
も
復
旧
し
て
い
る
だ
ろ
う
と

ま
だ
楽
観
し
て
い
た
。

　

高
松
駅
に
着
い
た
の
は
お
昼

帰ってきた

おがわ・ゆり　1946年、高知県生まれ。エッセイスト。女性、
夫婦、家族、育児、介護、社会現象をテーマに執筆。新刊は
〈老齢〉超短編小説集『死んでしまえば最愛の人』（草思社）

新春特別編新春特別編
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加齢人出来事録こんな事もあんな事も

前
。
駅
に
は
人
が
あ
ふ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
初
め
て
瀬
戸
大
橋

線
の
ト
ラ
ブ
ル
は
架
線
が
故
障

し
た
の
で
は
な
く
切
断
し
た
た

め
と
知
っ
た
。
こ
れ
は
お
お
ご

と
で
あ
る
。岡
山
に
渡
れ
な
い
。

最
初
は
午
後
４
時
前
ま
で
運
休

と
の
表
示
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ

な
ら
待
と
う
と
お
昼
を
食
べ
て

駅
に
戻
る
と
電
車
の
運
休
時
刻

が
さ
ら
に
延
び
て
夕
方
に
な
っ

て
い
た
。
駅
は
人
だ
ら
け
、
駅

員
は
説
明
に
大
わ
ら
わ
、
み
ど

り
の
窓
口
は
長
蛇
の
列
で
あ
る
。

　

オ
ジ
サ
ン
に
言
っ
た
。
今
か

ら
高
速
バ
ス
に
乗
っ
て
大
阪
か

名
古
屋
に
行
き
新
幹
線
に
乗
り

換
え
よ
う
と
。
駅
の
す
ぐ
近
く

に
あ
る
高
速
バ
ス
の
切
符
売
り

場
に
行
く
と
こ
こ
も
長
い
列
。

並
ん
だ
も
の
の
す
で
に
大
阪
行

き
の
最
終
便
し
か
な
い
と
の
こ

と
。
あ
き
ら
め
た
。

　

高
松
駅
に
戻
る
と
瀬
戸
大
橋

線
の
運
休
が
さ
ら
に
１
時
間
延

び
て
い
る
。
岡
山
が
遠
い
！　

う
ー
ん
、
ど
う
し
た
も
の
か
と

考
え
て
い
る
と
〈
Ｎ
Ｈ
Ｋ
〉
の

腕
章
を
巻
い
た
若
い
女
性
と
カ

メ
ラ
マ
ン
が
近
づ
い
て
き
た
。

「
お
話
を
伺
っ
て
い
い
で
す
か
」

と
言
う
。「
は
い
」
と
５
分
ほ

ど
し
ゃ
べ
る
。
高
知
へ
墓
参
り

に
行
っ
た
帰
り
で
あ
る
こ
と

「
瀬
戸
大
橋
線
に
乗
れ
な
い
と

岡
山
へ
渡
れ
な
い
、
改
め
て
四

国
は
島
な
ん
だ
な
と
思
い
ま
し

た
」
な
ど
と
話
し
た
。

　

そ
の
あ
と
オ
ジ
サ
ン
と
相
談

し
た
。
私
ら
、
今
日
必
死
で
帰

宅
し
な
く
て
も
特
に
困
る
こ
と

は
な
い
よ
ね
、
今
夜
は
高
松
で

１
泊
し
て
明
日
早
朝
に
発た

つ
こ

と
に
し
よ
う
よ
と
。

　

駅
前
の
宿
泊
施
設
案
内
所
に

向
か
い
事
情
を
話
す
と
実
に
親

切
に
対
応
し
て
く
れ
た
。
お
か

げ
で
駅
か
ら
１
分
の
ホ
テ
ル
に

部
屋
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

午
後
３
時
す
ぎ
の
こ
と
で
あ

る
。

　
高
松
は
懐
か
し
い
町
で
あ
る
。

オ
ジ
サ
ン
の
転
勤
で
子
ど
も
が

幼
稚
園
児
の
頃
住
ん
で
い
た
の

で
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
あ

る
。
駅
周
辺
だ
け
で
も
歩
い
て

み
よ
う
と
ホ
テ
ル
を
出
る
と
目

の
前
に
玉
藻
公
園（
高
松
城
跡
）

が
あ
っ
た
。
公
園
の
片
側
は
瀬

戸
内
海
、
早
い
夕
暮
れ
の
中
に

島
々
と
船
が
浮
か
ん
で
い
る
。

源
平
合
戦
で
有
名
な
台
形
の
屋

島
も
望
め
た
。
い
い
ね
え
！
と

夫
婦
の
会
話
が
少
し
弾
ん
だ
。

　

晩
ご
飯
は
散
策
で
目
を
つ
け

て
お
い
た
居
酒
屋
に
行
っ
た
。

「
生
ビ
ー
ル
う
ま
い
ぜ
！
」
と

た
っ
ぷ
り
飲
み
食
い
し
て
ホ
テ

ル
の
部
屋
に
戻
っ
た
の
が
午
後

８
時
前
。
バ
ッ
グ
の
中
か
ら
携

帯
を
出
し
て
見
る
と
不
在
着
信

数
件
、
メ
ー
ル
が
７
件
も
入
っ

て
い
る
。
何
事
だ
ろ
う
。
メ
ー

ル
は
妹
の
ほ
か
各
地
の
友
人
か

ら
で
〈
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
７
時
の
全
国

ニ
ュ
ー
ス
に
出
て
い
た
ね
！
〉

と
い
う
内
容
ば
か
り
。

　

え
ー
っ
、
駅
で
受
け
た
短
い

取
材
は
全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ

た
の
か
！　

居
酒
屋
に
い
た
の

で
見
逃
し
て
し
ま
っ
た
。
友
人

に
電
話
し
て
み
る
と
詳
し
い
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

　

私
ら
は
朝
か
ら
ニ
ュ
ー
ス
を

全
然
見
て
い
な
か
っ
た
の
だ
が
、

架
線
切
断
で
乗
客
約
１
５
０
人

を
乗
せ
た
快
速
電
車
が
瀬
戸
大

橋
上
で
約
６
時
間
立
ち
往
生
し

た
の
だ
っ
た
。
そ
の
大
ニ
ュ
ー

ス
の
最
後
に
「
帰
れ
な
い
」
私

の
話
が
10
秒
ほ
ど
流
れ
た
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
（
こ
の
映
像
は

高
校
生
の
孫
が
動
画
で
録と

っ
て

く
れ
て
い
て
翌
日
送
信
し
て
く

れ
た
）。

　

翌
早
朝
、
復
旧
し
た
瀬
戸
大

橋
線
に
乗
っ
て
や
っ
と
岡
山
に

渡
り
新
幹
線
に
乗
り
換
え
て
昼

前
に
東
京
に
到
着
し
た
。

　

改
め
て
学
ん
だ
。
い
つ
ど
ん

な
こ
と
に
遭
遇
す
る
か
も
し
れ

な
い
。
移
動
の
際
は
少
し
余
分

に
現
金
を
持
つ
こ
と
、
も
し
宿

泊
せ
ね
ば
な
ら
な
い
場
合
を
想

像
し
て
パ
ン
ツ
（
下
着
）
も
１

枚
持
っ
て
い
た
ほ
う
が
い
い
と
。

私
ら
は
荷
物
全
部
を
宅
配
便
で

自
宅
に
送
っ
た
の
で
「
パ
ン
ツ

だ
け
は
取
り
換
え
た
い
」
と
コ

ン
ビ
ニ
で
買
っ
た
。
私
が
友
人

に
そ
う
話
す
と
「
う
ん
、
パ
ン

ツ
だ
け
に
外
せ
な
い
ね
」
と
。

あ
は
は
は
。

　

帰
宅
し
て
数
日
後
、
10
秒
な

の
に
あ
ち
こ
ち
で
テ
レ
ビ
を
見

た
と
声
を
か
け
ら
れ
た
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
全
国
放
送
で
流
れ
た
ら
指

名
手
配
犯
も
す
ぐ
捕
ま
る
わ
け

だ
と
妙
な
感
心
を
し
た
。

　

思
い
が
け
な
い
こ
と
だ
ら
け

の
帰
途
だ
っ
た
が
、
そ
れ
は
そ

れ
で
味
わ
い
深
い
も
の
と
な
っ

た
。
今
年
も
元
気
で
帰
省
で
き

ま
す
よ
う
に
。
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字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

「
正
法
寺
は
、
火
災
、
震
災
、

空
襲
な
ど
の
被
害
を
被
っ
て
き

ま
し
た
。
蔦
屋
重
三
郎
の
墓
石

も
残
す
こ
と
が
で
き
ず
、
寺
が

灰か
い

燼じ
ん

に
帰
す
る
た
び
、
ご
遺
骨

は
歴
代
が
か
き
集
め
、
守
り
続

け
て
き
ま
し
た
」

　

東
京
都
台
東
区
東
浅
草
に
あ

る
誠

じ
ょ
う

向こ
う

山ざ
ん

正し
ょ
う

法ぼ
う

寺じ

は
ビ
ル
型

の
寺
院
。
３
階
よ
り
上
階
は
室

内
墓
地
と
な
っ
て
い
る
。

　

建
物
に
入
り
、
左
手
の
ド
ア

か
ら
外
へ
出
る
と
、
立
派
な
黒

い
碑
が
現
れ
る
。
蔦
屋
重
三
郎

の
墓
所
だ
。
１
７
９
７
（
寛
政

９
）
年
、
47
歳
で
病
没
し
た
蔦

屋
重
三
郎
は
こ
の
寺
に
葬
ら
れ

た
。
供
養
碑
に
は
び
っ
し
り
と

　

遺
骨
は
供
養
碑
の
左
に
あ
る

萬
霊
塔
に
安
置
し
て
い
る
、
と

正
法
寺
の
住
職
、
佐
野
詮
修
さ

ん
は
話
す
。

　

現
在
の
供
養
碑
は
１
９
９
４

（
平
成
６
）
年
、
正
法
寺
の
現

在
の
建
物
が
完
成
し
た
と
き
に

再
建
さ
れ
た
。
右
側
に
は
蔦
屋

重
三
郎
に
つ
い
て
の
碑
文
、
左

側
に
は
彼
の
実
母
顕
彰
の
碑
文

が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

供
養
碑
の
右
奥
に
は
蔦
屋
家

の
墓
が
あ
る
。
こ
ち
ら
に
は
蔦

屋
重
三
郎
や
母
、
親
族
な
ど
の

名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
下

に
は
山
の
下
に
蔦
の
葉
が
３
枚

描
か
れ
た
模
様
が
あ
り
、
そ
の

左
に
「
蔦
屋
」、
右
に
は
「
通

油
町
」
の
文
字
が
見
え
る
。
後

述
の
よ
う
に
、
こ
の
絵
は
蔦
屋

重
三
郎
の
版
元
印
。
通

と
お
り

油
あ
ぶ
ら

町ち
ょ
う
は
蔦
屋
重
三
郎
が
進
出
し

た
日
本
橋
の
町
名
だ
。

「
版
元
と
し
て
名
を
な
し
た
蔦

屋
重
三
郎
の
心
意
気
が
表
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
」

　

そ
う
感
想
を
も
ら
す
佐
野
さ

ん
は
、
蔦
屋
重
三
郎
関
連
の
情

報
を
集
め
、
正
法
寺
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
発
信
し
て
い
る
。
１

階
に
は
関
連
本
コ
ー
ナ
ー
も
設

け
て
い
る
。

　

蔦
屋
重
三
郎
と
は
ど
う
い
う

人
物
だ
っ
た
の
か
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
の
影
響
に
違
い
は
な

い
も
の
の
、
２
０
２
４
年
の
１

年
だ
け
で
、
蔦
屋
重
三
郎
に
関

す
る
書
籍
、
雑
誌
、
マ
ン
ガ
な

ど
が
、
ざ
っ
と
数
え
た
だ
け
で

も
50
冊
以
上
は
出
て
い
る
。

　

ご
く
簡
単
に
解
説
す
る
と
、

蔦
屋
重
三
郎
は
１
７
５
０
（
寛

延
３
）
年
、
江
戸
の
新
吉
原
に

生
ま
れ
、
22
歳
の
と
き
に
吉
原

大
門
前
に
耕こ

う

書し
ょ

堂ど
う

と
い
う
書
店

を
開
業
。
出
版
し
た
吉
原
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
が
大
人
気
と
な
り
、

出
版
業
を
拡
大
、版
元
と
し
て
、

大
田
南な

ん

畝ぽ

、
山
東
京
伝
ら
と
の

交
流
を
深
め
、
33
歳
の
と
き
日

本
橋
通
油
町
に
進
出
。

　

こ
の
頃
ま
で
は
、
田
沼
意お

き

次つ
ぐ

の
時
代
。
賄
賂
政
治
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
が
、
経
済
が
活
発
な

バ
ブ
ル
の
よ
う
な
時
代
だ
っ
た
。

だ
が
田
沼
が
失
脚
し
、
松
平
定

信
に
よ
る
寛
政
の
改
革
が
始
ま

る
。
書
物
出
版
の
取
締
令
が
出

て
、
41
歳
の
蔦
屋
重
三
郎
は
財

産
の
一
部
を
没
収
さ
れ
る
。
そ

大河ドラマの主人公は
江戸の名プロデューサー　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
べ
ら
ぼ
う
〜
蔦つ

た

重じ
ゅ
う

栄え
い

華が

乃の

夢ゆ
め

噺ば
な
し

〜
」

の
主
人
公
の
モ
デ
ル
は
蔦つ

た

屋や

重じ
ゅ
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

。
数
々
の
書
籍
や
浮
世

絵
を
世
に
出
し
た
江
戸
時
代
の
版
元
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
人
物

だ
っ
た
の
か
？　

ゆ
か
り
の
地
な
ど
を
訪
ね
、人
物
像
を
探
っ
た
。

正法寺の外観

墓石に刻まれた蔦屋重三郎
の版元印

ライター
時田慎也

ときた・しんや　1968年、北海道生まれ。外務省在外公館
派遣員（在ザイール［現コンゴ］日本大使館、在マルセイユ
日本総領事館）、旅行会社勤務を経て、2000年からフリー

▼
ゆ
か
り
の
正
法
寺
は
関
東
大
震
災
や
空
襲
で
焼
失
も
供
養
碑
を
再
建

▼
吉
原
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
財
を
な
し
、美
人
画
や
役
者
絵
の
絵
師
を
発
掘

▼
時
代
の
空
気
を
読
み
、大
衆
に
受
け
る
も
の
を
世
に
送
り
出
す
卓
越
し
た
セ
ン
ス

「
べ
ら
ぼ
う
」な
軌
跡
を
訪
ね
る

蔦
屋
重
三
郎
の

平
成
６
年
に

再
建
さ
れ
た
供
養
碑

蔦
屋
重
三
郎
と
は

ど
う
い
う
人
物
？
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れ
で
も
彼
は
喜
多
川
歌
麿
の
美

人
画
や
東
洲
斎
写
楽
の
役
者
絵

を
発
売
。
さ
ら
に
曲
亭
馬
琴
、

十
返
舎
一
九
を
世
に
出
す
。
だ

が
１
７
９
７
（
寛
政
９
）
年
、

志
半
ば
で
、
脚か

っ

気け

に
よ
り
亡
く

な
っ
た
。

　
版
元
だ
っ
た
蔦
屋
重
三
郎
は
、

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
連
発
す
る
現

在
の
出
版
社
で
あ
り
、
戯
作
者

や
絵
師
を
発
掘
し
、
世
に
出
し

た
敏
腕
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
も

あ
っ
た
。

　

蔦
屋
重
三
郎
や
浮
世
絵
に
つ

い
て
、
世
界
的
な
浮
世
絵
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
誇
る
太
田
記
念

美
術
館
（
東
京
都
渋
谷
区
）
の

学
芸
員
、
日
野
原
健
司
さ
ん
に

話
を
聞
い
た
。

「
蔦
屋
重
三
郎
が
作
っ
た
浮
世

絵
に
は
版
元
印
が
あ
り
ま
す
」

　

正
法
寺
の
墓
石
に
刻
ま
れ
て

い
た
模
様
の
こ
と
だ
。

　

た
だ
、
山
と
葉
の
間
に
丸
い

点
が
あ
る
版
元
印
も
あ
る
。
こ

れ
は
蔦
屋
吉き

ち

蔵ぞ
う

と
い
う
別
の
版

元
。
蔦
屋
重
三
郎
か
ら
暖の

れ
ん簾
分

け
さ
れ
た
店
と
推
測
さ
れ
る
が
、

詳
細
は
不
明
だ
と
い
う
。
浮
世

絵
に
は
版
元
印
や
検
閲
済
み
の

印
や
文
字
な
ど
が
あ
り
、
そ
こ

に
注
目
し
て
鑑
賞
す
る
の
も
お

も
し
ろ
い
が
、
こ
れ
は
か
な
り

の
上
級
者
向
け
。
浮
世
絵
初
心

者
の
楽
し
み
方
を
尋
ね
た
。

「
ま
ず
何
よ
り
も
、
浮
世
絵
は

木
版
画
だ
と
い
う
こ
と
で
す
」

　

浮
世
絵
を
ふ
つ
う
の
「
絵
」

だ
と
勘
違
い
し
て
い
る
人
は
少

な
く
な
い
と
日
野
原
さ
ん
。

　

浮
世
絵
は
色
の
つ
く
面
が
出

て
い
る
凸
版
印
刷
。
線
の
部
分

は
残
し
て
、
そ
の
ま
わ
り
を
彫

る
。
髪
の
毛
の
部
分
な
ど
は
、

１
㍉
の
間
に
数
本
の
線
が
残
る

場
合
も
あ
る
。
相
当
緻
密
な
作

業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

「
絵
師
が
絵
を
描
き
、
数
名
の

彫
師
が
彫
り
、
摺す

り

師し

が
版
木
が

ず
れ
る
こ
と
な
く
摺
る
。
浮
世

絵
は
一
人
の
絵
師
だ
け
で
は
な

く
、
こ
の
ワ
ン
チ
ー
ム
で
作
業

が
行
わ
れ
ま
す
」

　

そ
れ
を
指
揮
す
る
の
が
版
元

だ
と
日
野
原
さ
ん
は
言
う
。

　

浮
世
絵
は
庶
民
に
向
け
て
出

版
さ
れ
た
。
当
時
１
枚
は
、
現

代
の
価
格
で
５
０
０
〜
１
０
０

０
円
だ
っ
た
と
い
う
。
版
元
は

時
代
の
空
気
を
読
み
、
大
衆
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
を
世
に

送
り
続
け
る
。
版
元
の
中
で
も

卓
越
し
た
セ
ン
ス
の
持
ち
主
が

蔦
屋
重
三
郎
だ
っ
た
。

　

蔦
屋
重
三
郎
が
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
し
た
浮
世
絵
や
戯
作
な
ど
は
、

時
代
を
超
え
て
現
代
で
も
注
目

さ
れ
る
力
を
備
え
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
蔦
屋
重
三
郎
の

名
前
と
業
績
を
耳
に
し
て
、
書

店
で
あ
る
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
を

思
い
出
す
人
も
い
る
は
ず
。
同

店
は
現
在
、
国
内
に
約
８
０
０

店
舗
、
中
国
、
台
湾
、
マ
レ
ー

シ
ア
な
ど
海
外
に
約
30
店
舗
を

構
え
る
。
運
営
す
る
カ
ル
チ
ュ

ア
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ク
ラ

ブ
（
本
社
・
東
京
都
渋
谷
区
。

以
下
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）
に
確
認
し
た
。

「
Ｃ
Ｃ
Ｃ
の
創
業
者
で
あ
る
増

田
宗
昭
（
現
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ
取
締
役

会
長
）
は
、
祖
父
が
営
ん
で
い

た
家
業
の
屋
号
が
『
蔦
屋
』
で

あ
っ
た
た
め
、
１
９
８
３
（
昭

和
58
）
年
に
開
業
し
た
１
号
店

の
店
名
を『
蔦
屋
書
店
枚ひ

ら

方か
た

店
』

と
命
名
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

蔦
屋
重
三
郎
の
こ
と
を
知
り
、

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
も
現
代
の
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
な
れ
る
よ
う
、

な
ら
い
ま
し
た
」（
同
社
広
報
）

　
２
０
２
４
年
12
月
５
日
か
ら

全
国
の
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
や
蔦

屋
書
店
な
ど
で
「
蔦
屋
重
三
郎

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
開
始
、
25

年
１
月
17
日
か
ら
は
一
部
店
舗

で
耕
書
堂
の
屋
号
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
販
売

を
す
る
（
店
舗
等
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
順
次
、
企
画
ペ
ー
ジ

で
発
表
予
定
）。

　

ド
ラ
マ
の
舞
台
と
な
る
台
東

区
は
、
公
式
サ
イ
ト
「
蔦
重
ゆ

か
り
の
地　

台
東
区
」
を
オ
ー

プ
ン
。
２
月
１
日
か
ら
は
浅
草

寺
近
く
に
大
河
ド
ラ
マ
館
を
開

設
し
、
耕
書
堂
を
模
し
た
施
設

「
江
戸
新
吉
原
耕
書
堂
」
を
１

月
18
日
か
ら
吉
原
会
館
に
開

設
。
ゆ
か
り
の
地
を
め
ぐ
る
周

遊
バ
ス
も
運
行
の
予
定
だ
。

　

ま
た
、
東
京
国
立
博
物
館
で

は
４
月
22
日
か
ら
、
平
成
館
で

特
別
展
「
蔦
屋
重
三
郎　

コ
ン

テ
ン
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の
風
雲
児
」、

表
慶
館
で
「
浮
世
絵
現
代
」、

７
月
19
日
か
ら
は
平
成
館
で
特

別
展
「
江
戸
☆
大
奥
」
が
開
催

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

25
年
は
ま
さ
に
蔦
屋
重
三
郎

イ
ヤ
ー
と
な
り
そ
う
だ
。
ゆ
か

り
の
地
を
め
ぐ
り
、
蔦
屋
重
三

郎
、
そ
し
て
浮
世
絵
な
ど
の
江

戸
文
化
に
ど
っ
ぷ
り
と
浸
っ
て

み
た
い
。

東
京
国
立
博
物
館
特
別
展
の
ポ
ス
タ
ー

TSUTAYA「蔦屋重三郎プロジェクト特設サイト」
https://tsutaya.tsite.jp/tsutaju/

蔦重ゆかりの地 台東区
https://taito-tsutaju.jp

正法寺
https://temple.nichiren.or.jp/0041045-shoboji/

太田記念美術館
https://www.ukiyoe-ota-muse.jp

浮
世
絵
ワ
ン
チ
ー
ム
を

指
揮
す
る
の
が
版
元

蔦
屋
重
三
郎
と

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
の
関
係

ド
ラ
マ
館
、特
別
展
…

25
年
は
蔦
重
イ
ヤ
ー
に
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お
正
月
も
明
け
、〝
奇
跡
の

９
連
休
〞
と
言
わ
れ
た
長
い
年

末
年
始
の
お
休
み
（
稼
ぎ
時
で

大
忙
し
の
方
も
い
ら
し
た
か
も

だ
が
）
も
一
段
落
し
た
。
な
ん

で
も
２
０
１
９
年
以
来
５
年
ぶ

り
の
９
連
休
だ
っ
た
と
か
。
そ

の
分
た
っ
ぷ
り
遊
ん
だ
り
、
休

ん
だ
り
で
き
た
だ
ろ
う
か
。

　

ご
馳ち

走そ
う

づ
く
し
の
折
で
も
あ

り
、
忘
年
会
か
ら
続
く
、
不
規

則
な
生
活
、
食
べ
す
ぎ
、
飲
み

す
ぎ
の
数
週
間
と
な
っ
て
は
い

な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
す
が
に
続

き
す
ぎ
て
、
胃
の
調
子
が
…
…

と
い
う
方
も
増
え
て
い
る
よ
う

に
思
う
。
毎
年
、
七
草
が
ゆ
の

際
は
、「
胃
を
休
め
る
た
め
の
」

と
い
う
惹

じ
ゃ
っ

句く

が
つ
く
く
ら
い
、

お
正
月
明
け
の
こ
の
時
期
は
リ

セ
ッ
ト
の
期
間
な
の
だ
。

　

胃
腸
は
３
６
５
日
、
毎
日
休

ま
ず
に
食
べ
物
を
消
化
し
て
い

る
大
切
な
臓
器
だ
。暴
飲
暴
食
、

ア
ル
コ
ー
ル
の
と
り
す
ぎ
だ
け

で
な
く
、
喫
煙
な
ど
に
よ
っ
て

も
胃
は
疲
れ
、
傷
つ
く
。

　

口
か
ら
と
っ
た
食
べ
物
を
消

化
す
る
胃
腸
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

は
、
た
ん
ぱ
く
質
、
糖
質
、
脂

肪
を
そ
れ
ぞ
れ
吸
収
し
や
す
い

ア
ミ
ノ
酸
、
ブ
ド
ウ
糖
、
脂
肪

酸
の
形
に
す
る
こ
と
。
そ
の
た

め
に
胃
の
中
で
は
胃
酸
が
分
泌

さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
暴
飲
暴

食
な
ど
で
胃
に
過
度
な
負
担
が

か
か
る
と
、
こ
の
胃
酸
分
泌
の

バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
や
す
く
な

る
。
そ
の
結
果
、
消
化
能
力
が

弱
ま
っ
た
り
、
あ
る
い
は
逆
に

自
分
自
身
の
胃
酸
で
胃
の
粘
膜

を
傷
つ
け
た
り
し
て
し
ま
う
。

そ
う
な
る
と
、
消
化
器
官
全
体

も
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
体
力
も

低
下
し
て
疲
労
が
全
身
に
蓄
積

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
や
が
て

は
い
ろ
い
ろ
な
病
気
の
原
因
に

も
な
り
か
ね
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
胃
腸
の
不
調

は
早
い
段
階
で
解
消
し
、
リ
セ

ッ
ト
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
。

　

胃
の
働
き
が
低
下
し
、
食
物

が
消
化
さ
れ
に
く
く
な
っ
た
状

態
で
は
、い
つ
ま
で
も
食
べ
物
が

胃
に
た
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
不

快
感
、
い
わ
ゆ
る
も
た
れ
を
生

じ
る
。
二
日
酔
い
の
む
か
つ
き

は
過
度
な
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
の

た
め
だ
け
で
は
な
く
、飲
酒
と
と

も
に
タ
バ
コ
を
吸
い
す
ぎ
て
い

る
こ
と
が
原
因
の
場
合
も
あ
る
。

こ
う
し
て
胃
が
疲
れ
て
い
る
と

き
は
、な
に
よ
り
消
化
の
良
い
食

べ
物
で
胃
腸
を
休
ま
せ
る
こ
と

が
肝
心
。
あ
っ
さ
り
し
た
優
し

い
味
の
食
事
が
の
ぞ
ま
し
い
。

　
自
分
で
は
気
づ
き
に
く
い
が
、
年
末
年
始
の
食
生
活
は
意

外
に
乱
れ
が
ち
だ
。
フ
ル
稼
働
し
た
胃
腸
は
悲
鳴
を
上
げ
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
ん
な
時
に
オ
ス
ス
メ
な
の
が
ス

ー
プ
だ
。
手
軽
に
作
る
こ
と
が
で
き
、
体
に
優
し
い
献
立
で

新
年
の
好
ス
タ
ー
ト
を
切
り
た
い
も
の
だ
。

今年は「スープ生活」を始めてみたい今年は「スープ生活」を始めてみたい

▼
食
物
繊
維
が
多
い
と
消
化
の
た
め
に
胃
腸
は
働
き
続
け
て
し
ま
う

▼
脂
分
の
多
い
食
材
は
避
け
、油
を
使
わ
な
い
調
理
で
胃
に
優
し
く

▼
じ
っ
く
り
火
を
通
す
こ
と
で
栄
養
素
を
丸
ご
と
吸
収
で
き
る

年
末
年
始

年
末
年
始
にに
酷
使
し
た
胃
腸

酷
使
し
た
胃
腸
をを
リ
セ
ッ
ト
！

リ
セ
ッ
ト
！

疲れた胃腸に疲れた胃腸に

が
効
く!!

くぼ・かなこ　同志社大英文学科卒業後、辻調理師専門学校に入学し、調
理師免許、ふぐ調理師免許を取得。料理製作、スタイリング、レストラ
ンのメニュー開発やテーブルコーディネート、料理書編集などで活動中

料
理
研
究
家

久
保
香
菜
子

ス
ー
プ

そ
も
そ
も
胃
の
働
き
と
は

な
ん
だ
ろ
う

も
た
れ
、む
か
つ
き
に
は

消
化
の
良
い
食
べ
物
を
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消
化
の
良
い
食
べ
物
と
い
う

と
、そ
う
だ
、き
の
こ
や
海
藻
、

こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
で
あ
っ
さ
り

し
た
も
の
を
、
と
思
わ
れ
た
り

し
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
は
き
の

こ
や
海
藻
、
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど

は
食
物
繊
維
が
豊
富
な
分
、
消

化
が
い
い
と
は
い
い
が
た
い
。

食
物
繊
維
に
は
栄
養
素
を
吸
収

す
る
ス
ピ
ー
ド
を
ゆ
る
や
か
に

す
る
作
用
が
あ
り
、
普
段
で
あ

れ
ば
メ
リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ

る
の
だ
が
、
そ
の
間
ず
っ
と
胃

腸
は
働
き
続
け
る
こ
と
に
な

り
、
休
ま
ら
な
い
。
同
じ
く
ご

ぼ
う
や
コ
ー
ン
、
山
菜
、
さ
つ

ま
い
も
な
ど
も
消
化
は
あ
ま
り

よ
く
な
い
。魚
介
類
で
は
イ
カ
、

タ
コ
、
貝
類
も
案
外
消
化
は
よ

く
な
い
の
だ
。

　

油
脂
分
も
消
化
の
さ
ま
た
げ

に
な
る
の
で
、脂
の
多
い
肉
類
、

魚
類
、
例
え
ば
、
バ
ラ
肉
や
ベ

ー
コ
ン
、
う
な
ぎ
や
青
魚
な
ど

は
避
け
た
ほ
う
が
よ
い
。

　

脂
肪
は
十
二
指
腸
に
到
達
す

る
ま
で
消
化
さ
れ
な
い
。
胃
か

ら
脂
肪
が
送
ら
れ
て
く
る
と
、

十
二
指
腸
で
は
小
腸
で
の
脂
肪

の
消
化
吸
収
を
促
進
す
る
消
化

管
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
る
。

た
だ
こ
の
ホ
ル
モ
ン
は
脂
肪
の

消
化
吸
収
を
促
す
一
方
で
、
胃

の
運
動
を
抑
制
す
る
作
用
も
あ

る
。
脂
肪
が
小
腸
内
に
あ
る
間

は
ホ
ル
モ
ン
分
泌
が
続
く
。
し

た
が
っ
て
そ
の
間
は
胃
の
運
動

が
抑
制
さ
れ
た
ま
ま
に
な
り
、

食
欲
が
な
く
な
っ
た
り
、
食
べ

た
も
の
が
胃
に
た
ま
っ
て
胃
も

た
れ
を
お
こ
し
た
り
す
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
調
理

法
で
も
油
を
使
っ
た
も
の
よ
り

は
な
る
べ
く
油
な
し
の
調
理
法

を
選
び
た
い
も
の
。
揚
げ
物
、

炒
め
物
は
避
け
、
煮
物
、
ゆ
で

た
も
の
な
ど
が
向
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
辛
い
も
の
や
塩
辛
い

も
の
な
ど
の
刺
激
物
は
ひ
か
え

め
に
し
て
ほ
し
い
。
刺
激
物
は

胃
酸
の
分
泌
を
過
剰
に
促
す
こ

と
が
あ
り
、
胃
の
粘
膜
を
荒
ら

し
や
す
い
。

　

消
化
に
良
い
献
立
と
し
て
お

す
す
め
な
の
が
、
ス
ー
プ
。
野

菜
を
メ
イ
ン
に
し
、
通
常
よ
り

も
じ
っ
く
り
火
を
通
し
て
や
わ

ら
か
く
す
る
、
細
か
く
切
る
、

な
ど
の
方
法
で
消
化
し
や
す
い

状
態
に
す
る
こ
と
が
簡
単
だ
か

ら
だ
。
な
お
か
つ
、
汁
に
溶
け

出
た
栄
養
素
は
丸
ご
と
吸
収
で

き
、
体
も
温
ま
る
。

　

グ
ラ
ビ
ア
ペ
ー
ジ
で
６
品
ご

紹
介
し
て
い
る
が
、
特
に
調
子

の
悪
い
時
に
お
す
す
め
な
の

が
、
白
菜
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ
と
、

梅
干
し
と
蓮れ

ん

根こ
ん

の
雑
炊
ス
ー
プ

だ
。
ポ
タ
ー
ジ
ュ
は
野
菜
が
ピ

ュ
レ
状
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

胃
に
優
し
い
。
酒
と
水
だ
け
で

作
っ
て
い
る
の
で
、
白
菜
の
う

ま
み
を
た
っ
ぷ
り
味
わ
っ
て
い

た
だ
け
る
。
ト
ッ
ピ
ン
グ
の
鮭さ

け

フ
レ
ー
ク
は
ち
ょ
っ
と
回
復
し

て
か
ら
、
と
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
梅
干
し
と
蓮
根
の
雑
炊
ス

ー
プ
は
梅
干
し
の
ク
エ
ン
酸
が

食
欲
を
増
し
、
重
湯
の
よ
う
な

優
し
い
と
ろ
み
が
疲
れ
た
胃
に

向
い
て
い
る
。
な
ん
で
も
イ
タ

リ
ア
で
は
病
気
の
折
に
は
ご
く

薄
い
ス
ー
プ
に
細
か
い
パ
ス
タ

を
入
れ
て
煮
た
も
の
を
出
す
の

だ
と
か
。
確
か
に
濃
い
コ
ン
ソ

メ
ス
ー
プ
は
胃
腸
の
調
子
が
悪

い
時
に
は
飲
め
な
い
、
と
い
う

話
も
聞
い
て
い
る
。

　

少
し
元
気
に
な
っ
て
き
た

ら
、
か
ぶ
と
厚
揚
げ
の
み
ぞ
れ

汁
が
ぴ
っ
た
り
だ
。
厚
揚
げ
の

少
し
の
油
分
が
ボ
リ
ュ
ー
ム
感

を
生
み
つ
つ
、
大
根
お
ろ
し
の

あ
っ
さ
り
し
た
風
味
で
の
ど
の

通
り
が
よ
い
は
ず
だ
。

　

さ
ら
に
回
復
基
調
に
な
っ
て

く
れ
ば
、
豆
入
り
ミ
ネ
ス
ト
ロ

ー
ネ
風
や
鶏
ひ
き
肉
の
に
ゅ
う

め
ん
ス
ー
プ
、
ね
ぎ
と
春
雨
の

卵
ス
ー
プ
へ
。
い
ず
れ
も
油
分

は
少
な
く
、
野
菜
を
し
っ
か
り

煮
込
ん
で
風
味
を
出
し
て
い

る
。
に
ゅ
う
め
ん
の
素そ

う

麵め
ん

も
春

雨
も
ス
ー
プ
に
直じ

か

入い

れ
で
手
間

も
か
か
ら
な
い
。

　

も
う
少
し
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
豆
入
り
ミ
ネ
ス
ト

ロ
ー
ネ
風
に
は
ベ
ー
コ
ン
を
足

し
た
り
、
鶏
ひ
き
肉
の
に
ゅ
う

め
ん
ス
ー
プ
に
は
漬
物
や
キ
ム

チ
な
ど
を
添
え
た
り
、
ね
ぎ
と

春
雨
の
卵
ス
ー
プ
に
は
さ
さ
み

を
加
え
た
り
し
て
み
て
ほ
し
い
。

　

こ
う
し
て
食
事
に
も
気
を
使

っ
て
胃
腸
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

し
て
も
、
ス
ト
レ
ス
が
あ
れ
ば

胃
の
調
子
は
な
か
な
か
回
復
し

な
い
は
ず
だ
。
お
休
み
モ
ー
ド

か
ら
お
仕
事
モ
ー
ド
へ
、
急
な

日
常
の
変
化
は
そ
れ
だ
け
で
も

ス
ト
レ
ス
に
な
り
が
ち
。

　

深
呼
吸
を
し
た
り
、
ス
ト
レ

ッ
チ
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
入
浴

タ
イ
ム
、
好
き
な
音
楽
や
香
り

な
ど
を
活
用
し
、
メ
ン
タ
ル
も

ケ
ア
し
な
が
ら
、
胃
腸
の
調
子

を
整
え
て
新
年
の
ス
タ
ー
ト
を

ス
ム
ー
ズ
に
し
た
い
も
の
だ
。

巻
末
グ
ラ
ビ
ア
の
ス
ー
プ
特
集
も
併
せ
て
お
読
み
く
だ
さ
い

消
化
の
良
い
食
べ
物
と
は

ど
ん
な
も
の
？

消
化
し
や
す
い

ス
ー
プ
が
お
す
す
め

胃
腸
に
は

ス
ト
レ
ス
も
大
敵
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開
運
開
運！！

「
手し

ゅ

印い
ん

」
の
三
つ
を
使
用
す
る
。

い
ず
れ
も
霊
験
あ
ら
た
か
な
秘

密
の
修
法
で
あ
り
、
密
教
行
者

の
み
が
授
け
ら
れ
る
と
さ
れ
て

い
る
の
だ
が
、
最
近
で
は
若
者

が
梵
字
の
タ
ト
ゥ
ー
を
入
れ
た

り
、
人
気
ア
ニ
メ
に
真
言
や
手

印
が
登
場
す
る
な
ど
、
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
な
も
の
に
な
っ
て
き
た
。

の
寺
院
は
、
駆
け
込
み
寺
と
い

う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
昔
か

ら
庶
民
の
悩
み
に
耳
を
傾
け
、

加
持
祈
祷
な
ど
で
解
決
し
て
く

れ
る
救
い
の
場
所
で
し
た
」

　

特
に
密
教
系
（
天
台
宗
・
真

言
宗
）
の
寺
院
で
は
、
煩
悩
に

満
ち
た
人
間
の
悩
み
を
解
決
に

導
く
た
め
に
「
梵ぼ

ん

字じ

」「
真し

ん

言ご
ん

」

う
話
す
の
は
、
開
運
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
50
年
間
の
実
績
を

持
つ
日
本
開
運
総
本
部
代
表
の

波
羅
門
氏
だ
。

「
神
社
は
本
来
、
悩
み
や
苦
し

み
な
ど
の
邪
気
を
持
ち
込
ま

ず
、
八や

お
よ
ろ
ず

百
万
の
神
と
同
調
す
る

清
ら
か
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
し

て
共
鳴
す
る
場
所
で
す
。
一
方

　

初
詣
に
神
社
へ
参
拝
し
、
神

様
に
今
年
の
幸
せ
や
安
泰
を
願

っ
た
人
は
多
い
だ
ろ
う
。
し
か

し
、「
今
の
困
窮
を
何
と
か
し

た
い
」「
不
幸
か
ら
抜
け
出
し

た
い
」
と
い
う
切
実
な
願
い
が

あ
る
な
ら
、
お
寺
に
祀ま

つ

ら
れ
て

い
る
「
仏
様
」
を
味
方
に
つ
け

た
ほ
う
が
う
ま
く
い
く
―
そ

「
融ゆ

う

通ず
う

念ね
ん

仏ぶ
つ

宗
と
い
う
宗
派
の

僧
侶
だ
っ
た
私
の
祖
母
は
、
庶

民
の
悩
み
に
合
わ
せ
て
梵
字
を

し
た
た
め
て
手
渡
し
、
そ
れ
を

な
ぞ
っ
た
り
拝
ん
だ
り
す
る
よ

う
指
導
し
て
い
ま
し
た
」

　

と
い
う
波
羅
門
氏
も
祖
母
に

倣
い
、
鑑
定
の
際
に
梵
字
を
渡

し
て
な
ぞ
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ

　

老
後
の
健
康
や
将
来
へ
の
心
配
、
物
価
高
騰
に
よ
る
経
済
不
況
。
そ
ん
な
あ
ら

ゆ
る
不
安
や
悩
み
を
、
梵
字
を
な
ぞ
る
だ
け
で
解
消
、
開
運
で
き
る
と
い
う
。
な

ぜ
か
と
い
え
ば
梵
字
そ
の
も
の
が
仏
様
の
御
姿
で
あ
り
、
そ
こ
に
功
徳
が
宿
っ
て

い
る
か
ら
。
幸
運
な
２
０
２
５
年
を
送
る
た
め
の
御
利
益
が
こ
こ
に
！

波羅門
ばらもん　日本開運総本部代表。ばらもん　日本開運総本部代表。
占術家・開運アドバイザー。実占術家・開運アドバイザー。実
家は代々続く融通念仏宗の家系。家は代々続く融通念仏宗の家系。
大阪府八尾市で有名な霊能者だ大阪府八尾市で有名な霊能者だ
った祖母・叔母の影響を受けてった祖母・叔母の影響を受けて
16歳より占術の道へ。これまで16歳より占術の道へ。これまで
に４万人以上を鑑定。主な著書に４万人以上を鑑定。主な著書
に『梵字大全』（大和出版）『しあに『梵字大全』（大和出版）『しあ
わせを呼ぶ「梵字」』（ＫＡＤＯわせを呼ぶ「梵字」』（ＫＡＤＯ
ＫＡＷＡ）などがあるＫＡＷＡ）などがある

梵
字

２０２５新春２０２５新春
巳
年
守
護
、
金
運
招
来
、

立
身
出
世
、
病
気
不
調
退
散
…

占術師・
開運アドバイザー

を
な
ぞ
っ
て
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ス
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
多
く
の

相
談
者
か
ら
「
悩
み
が
解
決
し

た
」
と
の
報
告
を
受
け
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。

「
梵
字
を
な
ぞ
る
だ
け
で
御
利

益
を
得
ら
れ
る
の
は
、
梵
字
そ

の
も
の
が
仏
様
の
御
姿
で
あ
り
、

そ
の
功
徳
が
宿
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。
そ
の
こ
と
を
理
解
し
て

梵
字
に
親
し
め
ば
、
私
た
ち
も

自
身
で
悩
み
を
解
決
で
き
る
の

だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

さ
ら
に
、
梵
字
を
な
ぞ
る
際

に
「
手
印
」
を
結
び
、「
真
言
」

を
唱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
功
徳

が
強
ま
る
そ
う
だ
。

　

仏
様
の
功
徳
を
得
て
悩
み
を

解
決
す
る
た
め
の
第
一
歩
と
し

て
、
ま
ず
は
梵
字
・
真
言
・
手

印
の
意
味
を
知
っ
て
お
こ
う
。

梵
字
と
は

　

梵
字
は
も
と
も
と
、
イ
ン
ド

の
聖
典
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い

る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
と
い
う
古

い
言
語
を
表
記
し
た
文
字
で
、

仏
教
と
と
も
に
中
国
へ
渡
っ
た

後
に
日
本
へ
伝
来
し
た
。
発
展

し
た
の
は
平
安
時
代
で
、
そ
の

貢
献
者
は
日
本
天
台
宗
の
祖
で

あ
る
最さ

い

澄ち
ょ
う
と
、
日
本
真
言
宗

を
開
い
た
空く

う

海か
い

だ
。

　

空
海
は
、
梵
字
は
仏
様
そ
の

も
の
の
姿
で
あ
り
、
一
文
字
ご

と
に
異
な
る
仏
様
の
力
が
宿
っ

て
い
る
た
め
、
そ
の
役
割
に
よ

っ
て
得
ら
れ
る
功
徳
や
御
利
益

も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
と
説
い
た
。

「
梵
字
に
込
め
ら
れ
た
仏
様
の

御
利
益
を
授
か
る
た
め
に
、
な

ぞ
る
、
書
く
こ
と
を
す
す
め
て

い
ま
す
」と
波
羅
門
氏
は
言
う
。

真
言
と
は

　

梵
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
真

言
」
と
い
う
呪
文
を
有
し
て
い

る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
は

「
マ
ン
ト
ラ
」と
言
い
、
真
実
の

言
葉
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
発

祥
は
や
は
り
イ
ン
ド
で
、
あ
ら

ゆ
る
願
い
を
叶か

な

え
る
た
め
の
呪

術
と
し
て
発
展
し
た
も
の
が
や

が
て
仏
教
界
に
取
り
入
れ
ら
れ
、

後
に
空
海
が
広
め
た
真
言
宗
と

と
も
に
日
本
へ
伝
来
し
た
。

　

仏
教
に
は
も
う
ひ
と
つ
、
仏

様
が
説
法
を
す
る
際
に
体
か
ら

発
す
る
光
の
中
で
説
か
れ
、
あ

ら
ゆ
る
災
難
を
退
け
る
霊
力
を

持
つ
「
陀だ

羅ら

尼に

」
と
い
う
呪
文

が
あ
り
、
日
本
で
は
こ
れ
を
真

言
と
習
合
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

「
つ
ま
り
真
言
は
、
仏
様
に
願

い
を
直
接
届
け
る
こ
と
が
で
き

る
聖
な
る
真
の
言
葉
と
い
う
こ

と
で
す
。
梵
字
を
な
ぞ
り
な
が

ら
唱
え
た
り
、
自
分
に
必
要
だ

と
思
う
も
の
を
暗
記
し
て
、
唱

え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
く
の

も
よ
い
こ
と
で
す
」
と
波
羅
門

氏
。
た
だ
し
あ
く
ま
で
も
「
呪

文
」
な
の
で
、
外
出
先
な
ど
で

は
内な

い

言げ
ん

す
る
（
心
の
中
で
唱
え

る
）
の
が
よ
い
と
言
う
。

手
印
と
は

「
印い

ん

契げ
い

」「
印
相
」「
密
印
」
と

い
っ
た
呼
称
も
あ
る
手
印
は
、

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
ム
ド
ラ

ー
と
言
い
、
手
を
組
み
合
わ
せ

て
結
ぶ
こ
と
で
仏
様
そ
の
も
の

の
象
徴
と
な
る
も
の
だ
。
そ
の

数
は
１
０
０
超
に
も
及
ぶ
。

「
本
来
、
手
印
は
密
教
行
者
が

修
法
の
中
で
結
ぶ
べ
き
も
の
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
例
え
ば
両

手
を
合
わ
せ
る
合
掌
や
、
手
を

固
く
握
る
拳
な
ど
も
手
印
の
ひ

と
つ
で
す
か
ら
、
私
た
ち
も
人

生
と
い
う
荒
行
の
中
で
何
気
な

く
手
印
を
結
ん
で
い
る
わ
け
で

す
。
意
識
を
集
中
さ
せ
、
仏
様

の
姿
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
印

を
結
べ
ば
、
人
生
の
行
者
と
し

て
功
徳
を
得
ら
れ
る
で
し
ょ

う
」
と
波
羅
門
氏
は
考
え
て
い

る
。

　

正
座
を
し
て
息
を
整
え
、
願

望
に
心
を
集
中
さ
せ
な
が
ら
ゆ

っ
く
り
と
印
を
結
ん
で
い
く
の

が
コ
ツ
だ
そ
う
。
し
か
し
手
印

も
ま
た
秘
伝
の
技
な
の
で
、
外

出
先
な
ど
で
は
周
囲
に
見
ら
れ

な
い
よ
う
に
行
う
こ
と
が
必
要

だ
と
い
う
。

梵
字
＋
真
言
＋
手
印
で
最
強

の
運
気
を
手
に
入
れ
る

　

梵
字
は
、
仏
様
そ
の
も
の
が

宿
る
文
字
。
真
言
は
、
仏
様
に

直
接
願
い
を
届
け
る
呪
文
。
手

印
は
仏
様
の
御
姿
を
表
す
も

の
。

　

ち
な
み
に
密
教
で
は
、
手
印

を
結
ぶ
こ
と
で
普
段
の
行
い
か

ら
作
ら
れ
た
「
業ご

う

」
が
浄
化
さ

れ
、
真
言
を
唱
え
る
こ
と
で
言

葉
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
「
業
」

が
浄
化
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

「
私
た
ち
も
ま
た
、
人
生
の
荒

波
の
中
で
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
業
を
作
っ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
仏
様
が
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
こ
の
三
つ
の
知
恵
は
、

そ
ん
な
私
た
ち
を
浄
化
に
導
い

て
く
だ
さ
い
ま
す
。
毎
日
な
ぞ

る
・
唱
え
る
・
結
ぶ
と
い
う
修

行
を
重
ね
る
こ
と
で
、
浄
化
さ

れ
た
心
身
に
仏
様
の
力
が
入

り
、
願
い
を
聞
き
届
け
て
く
だ

さ
る
で
し
ょ
う
」

　

幸
運
な
２
０
２
５
年
を
送
る

た
め
に
も
、
新
年
か
ら
さ
っ
そ

く
始
め
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ

う
か
。

 

構
成
・
文
／
和
場
ま
さ
み

わば・まさみ　東京都生まれ。ライター・編集者・出版プロデューサー。時事わば・まさみ　東京都生まれ。ライター・編集者・出版プロデューサー。時事
問題・医療・精神世界・音楽・お笑いの分野を中心に執筆と企画を手掛ける問題・医療・精神世界・音楽・お笑いの分野を中心に執筆と企画を手掛ける

梵
字
・
真
言
・

手
印
と
は
何
か
？
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❶
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❷
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❸

❹

❹

❺

❻

❼ ❽

梵字・真言・手印の実践法
心にそれぞれの仏様の御姿を思い描きながら、正
座の姿勢で「手印」を結び、「真言」を３遍ない
し７遍唱えた後に「梵字」を好きな回数だけなぞ
る、または書いてください。早朝の静かな時間に、
心を落ち着けて行うとよいでしょう。八大梵字

巳巳みみ

年
の
守
護

年
の
守
護

金
運
招
来

金
運
招
来

幸運開運を呼ぶ!

三
さ ん

昧
ま

耶
や

印
い ん

大
だ い

黒
こ く

天
て ん

印
い ん

普ふ

賢げ
ん

菩ぼ

薩さ
つ

釈
迦
の
右
側
に
立
つ
脇わ
き

侍じ

で
、

悪あ

し
き
衆し

ゅ

生じ
ょ
うを

降ご
う

伏ぶ
く

し
て
あ
ら
ゆ
る

災
難
を
打
ち
破
る
金こ

ん

剛ご
う

薩さ
っ

埵た

と
同
体

と
言
わ
れ
て
い
る
。
悟
り
と
慈
悲
心
を
も
た
ら
し
、健
康
と
繁
栄
、延
命
、

邪
気
退
散
、
学
業
成
就
、
家
庭
平
和
な
ど
の
御
利
益
が
あ
る
。

大だ
い

黒こ
く

天て
ん

イ
ン
ド
神
話
に
登
場
す
る
創
造
と
破
壊
の
神

「
シ
ヴ
ァ
」の
化
身
と
さ
れ
て
い
る
大
黒
天
は
、

日
本
で
は
七
福
神
の
一
柱
と
し
て
有
名
。
恵
比
寿
天
と
親
子
で
あ
る
説
も

あ
る
た
め
、二
仏
と
も
に
祀
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
御
利
益
は
金
運
上
昇
、

商
売
繁
盛
、
蓄
財
、
臨
時
収
入
、
出
世
開
運
、
良
縁
な
ど
。
食
べ
る
こ
と

に
困
ら
な
く
な
る
ほ
ど
の
絶
大
な
福
徳
に
恵
ま
れ
る
。

真
言

オ
ン 

サ
ン
マ
ヤ 

サ
ト
バ
ン

アン

真
言

オ
ン 

マ
カ
キ
ャ
ラ
ヤ 

ソ
ワ
カ

マ

右手右手

右手右手

左手左手

左手左手

左手左手

左手左手

右手右手

右手右手
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❶

❶

❷

❷

❸

❸

❹

❹

❺

❺

❻

❻

❼

❼

❽

❽

❾

10 11

立
身
出
世

立
身
出
世

家
内
安
全

家
内
安
全

剣
け ん

印
い ん

不ふ

動ど
う

明み
ょ
う

王お
う

多
く
の
武
将
や
有
名
人
も
信
仰
す
る
戦
勝
の
仏
で
、
密
教
の
最
高
仏
で
あ
る
大
日
如
来

の
化
身
。
右
手
に
持
つ
龍
の
巻
き
つ
く
宝
剣
で
煩
悩
を
断
ち
、
左
手
に
持
つ
羂け
ん

索さ
く

で
衆

生
の
悪
心
を
縛
っ
て
引
き
寄
せ
、
良
心
に
導
く
と
さ
れ
て
い
る
。
御
利
益
は
立
身
出
世

の
他
に
も
、
禁
酒
禁
煙
な
ど
悪
行
の
滅
却
、
福
徳
、
超
強
力
守
護
な
ど
が
あ
る
。

勢せ
い

至し

菩ぼ

薩さ
つ

勢
至
菩
薩
は
、
阿あ

弥み

陀だ

如
来
の
右
側
（
向
か
っ
て
左
側
）

に
立
つ
脇
侍
で
、
阿
弥
陀
如
来
、
聖
観
音
菩
薩
と
と
も
に

「
阿
弥
陀
三
尊
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
仏
。
知
恵
の
光
で
衆
生
を

照
ら
し
、
迷
い
や
苦
し
み
か
ら
救
う
と
さ
れ
て
い
る
。
手
印
に
は
如

来
の
知
恵
と
教
え
の
意
味
が
あ
る
。
御
利
益
は
家
内
安
全
、
除
災
招

福
、
心
願
成
就
、
厄
除よ

け
、
心
の
安
定
な
ど
。

真
言

ノ
ウ
マ
ク 

サ
ン
マ
ン
ダ

バ
ザ
ラ
ダ
ン 

セ
ン
ダ
マ
カ
ロ
シ
ャ
ダ

ソ
ワ
タ
ヤ 

ウ
ン
タ
ラ
タ 

カ
ン 

マ
ン

勢
せ い

至
し

印
い ん

真
言

オ
ン 

サ
ン
ザ
ン

ザ
ン
サ
ク 

ソ
ワ
カ

カンマン

サク

梵字をなぞって開運!２０２５新春

右手右手

右手右手

左手左手

左手左手

左手左手

左手左手

右手右手

右手右手
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❶

❶

❷

❷

❸

❸

❹

❹

❺

❻

大
往
生

大
往
生

病
気
不
調
退
散

病
気
不
調
退
散薬

や く

師
し

印
い ん

観
か ん

音
の ん

印
い ん

薬や
く

師し

如に
ょ

来ら
い

天
か
ら
薬
を
ま
い
て
衆
生
の
病
を
治
す
と
し
て
「
医
王
」
の
別
名
を
持
つ
。
西

方
の
極
楽
浄
土
に
て
死
後
の
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
阿
弥
陀
如
来
に
対
し
、

東
方
の
瑠る

璃り

光こ
う

浄
土
に
て
病
気
を
治
す
、
衣
食
住
を
満
た
す
、
悩
み
を
解
決
す

る
な
ど
十
二
の
大
願
を
立
て
、
現
世
に
安
ら
ぎ
を
与
え
て
願
い
を
叶
え
る
。
病

気
平
癒
、
延
命
長
寿
の
他
、
眼
病
平
癒
、
持
病
の
薬
を
持
っ
て
薬
師
参
り
を
す

る
と
効
き
目
が
上
が
る
と
い
っ
た
御
利
益
も
。

聖し
ょ
う

観か
ん

音の
ん

菩ぼ

薩さ
つ

阿
弥
陀
如
来
の
脇
侍
。
千せ
ん

手じ
ゅ

観
音
や
馬ば

頭と
う

観
音
な
ど
六
体
の
観
音
に
変
身

で
き
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
三
十
三
も
姿
を
変
え
て
ど
ん
な
問
題
か
ら

も
衆
生
を
救
済
す
る
。
観
音
菩
薩
、
観
世
音
菩
薩
と
の
呼
称
も
あ
る
。
臨

終
の
際
に
は
極
楽
か
ら
迎
え
に
来
て
く
れ
る
た
め
大
往
生
の
御
利
益
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
苦
難
除
去
、
厄
除
け
、
開
運
、
病
気
平
癒
、

人
間
関
係
の
改
善
、
真
実
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
っ
た
御
利
益
も
あ
る
。

真
言

オ
ン 

コ
ロ
コ
ロ 

セ
ン
ダ
リ

マ
ト
ウ
ギ 

ソ
ワ
カ

バイ
（ベイ）

真
言

オ
ン 

ア
ロ
リ
キ
ャ 

ソ
ワ
カ

サ

幸運開運を呼ぶ！八大梵字

右手右手

左手左手

左手左手

左手左手

右手右手

右手右手
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❶

❶

❷

❷

❸

❸

❹

❹

❺

❻ ❼

受
験
合
格

受
験
合
格

宝
く
じ
運
上
昇

宝
く
じ
運
上
昇

金
こ ん

剛
ご う

利
り

剣
け ん

印
い ん

文も
ん

殊じ
ゅ

菩ぼ

薩さ
つ

釈
迦
の
教
え
を
経
典
に
ま
と
め
る
ほ
ど
の
優
れ
た
知
恵
を
持
つ
仏
で
、

釈
迦
の
左
側
に
立
つ
脇
侍
。「
マ
ン
」
は
文
殊
菩
薩
が
右
手
に
持
っ
て

い
る
知
恵
の
剣
を
表
す
梵
字
。
学
業
成
就
や
受
験
、
就
職
合
格
祈
願
の

他
、
書
道
の
上
達
や
安
産
、
厄
除
け
、
延
命
な
ど
の
御
利
益
も
あ
る
。

難な
ん

陀だ

龍り
ゅ
う

王お
う

金
運
、
開
運
、
商
売
繁
盛
を
も
た
ら
す
毘び

沙し
ゃ

門も
ん

天て
ん

（
七
福
神
の
一
柱
で
あ
る
多

聞
天
と
同
仏
）
の
眷け
ん

属ぞ
く

で
あ
る
八
大
龍
王
の
一
体
で
、
す
べ
て
の
龍
を
束
ね
る

長
で
も
あ
る
。
別
名
「
歓
喜
龍
王
」。
そ
の
名
の
と
お
り
、
宝
く
じ
に
高
額
当

選
す
る
よ
う
な
天
に
も
昇
る
喜
び
を
も
た
ら
す
。
一
願
成
就
、
商
売
繁
盛
、
事

業
繁
栄
、
飲
食
業
守
護
、
農
業
漁
業
守
護
、
芸
能
守
護
な
ど
の
御
利
益
あ
り
。

真
言

オ
ン 

ア
ラ
ハ
シ
ャ 

ノ
ウ

九
く

頭
ず

龍
りゅう

印
い ん

真
言

オ
ン
メ
イ
ギ
ャ

シ
ェ
ニ
エ
イ 

ソ
ワ
カ

マン

ナー

梵字をなぞって開運!２０２５新春

右手右手

左手左手

左手左手

左手左手

右手右手

右手右手
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父
の
酒
癖
に
家
族
は
苦
労
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
私
も
飲
み
ま
せ
ん
。

し
か
し
世
間
の
人
は「
強
そ
う
な
の
に
」

と
か「
飲
め
る
よ
う
に
な
る
よ
」と
言
い
、

そ
れ
を
聞
く
だ
け
で
不
快
に
な
り
ま
す
。

高
知
出
身
の
知
人
女
性
は
「
高
知
の
女

は
底
な
し
」
と
言
わ
れ
る
と
殺
意
を
感

じ
る
そ
う
で
す
。
し
ょ
せ
ん
た
だ
の
嗜し

好こ
う

品ひ
ん

な
の
に
「
酒
は
飲
め
て
一
人
前
」

と
い
う
考
え
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
お

二
人
は
飲
酒
に
つ
い
て
ど
う
お
考
え
で

す
か
。（
東
京
都
　
ク
ロ
ネ
コ
　
68
歳
）

マ
ツ
コ

　
ア
ル
ハ
ラ
（
ア
ル
コ
ー
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
）
は
社
会
問
題
の
一
つ
よ

ね
。
で
も
、
最
近
は
だ
い
ぶ
改
善
さ
れ

て
き
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。
相
談
者

さ
ん
の
お
年
だ
と
、
周
り
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
に
は
ま
だ
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
対

す
る
価
値
観
が
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
て

い
な
い
方
が
多
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
。

う
さ
ぎ

　
一
昔
前
な
ら
、「
付
き
合
い

が
悪
い
」
だ
の
「
俺
の
酒
が
飲
め
な
い

の
か
」
だ
の
言
う
人
が
い
て
ね
。

マ
ツ
コ

　
そ
う
そ
う
。
一
部
で
は
ま
だ

そ
う
い
う
の
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け

ど
、会
社
勤
め
の
人
か
ら
話
を
聞
く
と
、

最
近
の
20
代
、
30
代
、
40
代
く
ら
い
で

は
、
結
構
変
わ
っ
て
き
て
る
。「
今
日
、

飲
み
に
行
く
ぞ
」
み
た
い
な
の
は
な
く

な
っ
て
な
い
け
ど
、
そ
こ
に
参
加
し
な

い
と
か
ノ
ン
ア
ル
で
過
ご
し
て
い
る
人

が
「
変
な
ヤ
ツ
」
と
い
う
目
で
見
ら
れ

る
こ
と
は
、
す
っ
か
り
な
く
な
っ
た
っ

て
。
そ
れ
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
意
識
が
高

ま
っ
た
こ
と
と
、
あ
と
は
や
っ
ぱ
り
コ

ロ
ナ
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
よ
ね
。
み

ん
な
で
飲
み
に
行
く
こ
と
が
減
っ
た
か

ら
飲
食
店
さ
ん
は
大
変
だ
け
ど
、
ア
ル

ハ
ラ
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
人
に
は
あ
り

が
た
い
変
化
だ
と
思
う
。

　
な
の
で
、
相
談
者
さ
ん
の
周
り
は
す

ぐ
に
変
わ
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、

日
本
の
社
会
全
体
と
し
て
は
だ
い
ぶ
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
よ
。

う
さ
ぎ

　
も
し
ま
だ
周
り
に
そ
う
い
う

人
が
い
た
ら
、
適
当
に
か
わ
し
て
。
も

ち
ろ
ん
そ
れ
は
今
ま
で
も
、
顔
で
笑
っ

て
心
で
怒
り
つ
つ
、
や
っ
て
き
て
い
た

ん
だ
ろ
う
け
ど
ね
。

マ
ツ
コ

　
ご
相
談
に
は
お
仕
事
は
書
か

れ
て
い
な
い
け
ど
、
お
酒
を
勧
め
ら
れ

る
機
会
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
お
仕

事
は
さ
れ
て
い
る
の
か
し
ら
。

う
さ
ぎ

　
職
場
で
な
く
、
た
と
え
ば
カ

ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
み
た
い
な
の
に
入
っ
て

い
る
の
か
も
ね
。
そ
こ
で
か
わ
す
際
も
、

あ
る
程
度
は
ウ
ソ
を
つ
い
て
も
い
い
と

い
う
か
、
時
に
は
必
要
だ
と
思
う
。

　
昔
っ
て
さ
、
タ
ク
シ
ー
の
社
内
で
タ

バ
コ
が
吸
え
た
で
し
ょ
。
当
時
、
タ
ク

シ
ー
に
乗
っ
て
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
た
ら
、

運
転
手
さ
ん
が
「
お
客
さ
ん
、
女
の
人

は
た
ば
こ
吸
わ
な
い
ほ
う
が
い
い
よ
」

っ
て
言
う
の
。
ど
う
し
て
っ
て
聞
い
た

ら
、「
だ
っ
て
女
の
人
は
、
子
供
を
産

む
で
し
ょ
」
だ
っ
て
。
乗
っ
て
い
る
間

ず
っ
と
そ
ん
な
説
教
を
さ
れ
て
、
あ
げ

く
「
や
っ
ぱ
り
女
は
子
供
を
産
ん
で
一

人
前
で
し
ょ
」
っ
て
話
に
ま
で
発
展
さ

酒
飲
み
が
好
感
持
た
れ
る

社
会
に
激
し
い
違
和
感
が

少
し
く
ら
い
ウ
ソ
つ
い
て
も
い
い
か
ら

早
々
に
話
を
切
っ
ち
ゃ
う
の
が
得
策
よ

453
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れ
た
ん
で
、
こ
の
話
を
打
ち
切
る
に
は

ど
う
し
よ
う
か
と
思
っ
て
、結
局
、「
あ

の
、
私
、
子
供
を
産
め
な
い
体
な
ん
で

す
」
っ
て
言
っ
た
の
。
ウ
ソ
だ
け
ど
。

そ
し
た
ら
相
手
も
急
に
、「
あ
、
す
み

ま
せ
ん
…
…
」
っ
て
ト
ー
ン
が
下
が
っ

た
の
よ
。
頭
に
く
る
こ
と
を
言
わ
れ
た

ら
、
こ
れ
く
ら
い
の
ウ
ソ
で
断
ち
切
っ

ち
ゃ
っ
て
い
い
と
思
う
。
ア
ル
コ
ー
ル

を
無
理
に
勧
め
ら
れ
た
ら
、「
ア
レ
ル

ギ
ー
な
ん
で
す
」
と
か
「
昔
、
す
ご
く

具
合
が
悪
く
な
っ
て
死
に
か
け
た
こ
と

が
あ
っ
て
」
な
ん
て
こ
と
を
言
え
ば
、

た
い
て
い
は
黙
っ
て
く
れ
る
よ
。

マ
ツ
コ

　
相
談
者
さ
ん
の
場
合
は
、
お

父
さ
ま
の
ト
ラ
ウ
マ
が
あ
る
か
ら
、
き

っ
と
ア
ル
ハ
ラ
へ
の
敵
意
も
ひ
と
し
お

な
の
ね
。

う
さ
ぎ

　
で
も
や
っ
ぱ
り
、
そ
こ
で
ケ

ン
カ
腰
に
な
っ
て
も
意
味
な
い
と
思

う
。
殺
意
を
感
じ
る
ほ
ど
腹
が
立
っ
て

も
、
そ
こ
は
や
ん
わ
り
か
わ
し
て
、
そ

の
話
は
終
わ
ら
せ
る
。
そ
れ
が
一
番
だ

と
思
う
。
だ
っ
て
困
っ
た
こ
と
に
、
相

手
に
は
悪
気
は
な
い
ん
だ
か
ら
ね
。

マ
ツ
コ
　
そ
う
、
相
談
者
さ
ん
と
同
年

代
の
相
手
だ
と
、
悪
気
で
潰
そ
う
と
い

う
よ
り
は
、
普
通
に
よ
か
れ
と
勧
め
て

き
て
い
る
可
能
性
も
高
い
わ
ね
。
新
歓

コ
ン
パ
で
一
気
飲
み
し
て
救
急
車
で
運

ば
れ
て
い
た
、
は
し
り
の
世
代
だ
か
ら
。

う
さ
ぎ

　
部
活
と
か
体
育
会
系
の
ノ
リ

で
、「
新
入
生
は
ま
ず
一
気
飲
み
」と
か

ね
。
今
考
え
た
ら
、
マ
ジ
ふ
ざ
け
ん
な

だ
よ
。私
も
仕
方
な
く
飲
ん
で
た
け
ど
。

マ
ツ
コ
　
で
も
そ
れ
も
過
去
の
話
で
す

か
ら
、
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。
今
は
会

食
の
場
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
半
分
く

ら
い
が
飲
ま
な
い
人
な
ん
て
こ
と
も
当

た
り
前
よ
。
昔
は
と
り
あ
え
ず
グ
ラ
ス

に
ビ
ー
ル
を
形
だ
け
注
い
で
、
嫌
々
チ

ビ
チ
ビ
飲
ん
だ
ふ
り
な
ん
か
し
て
た
け

ど
、
今
は
最
初
か
ら
最
後
ま
で
烏ウ

ー

龍ロ
ン

茶

で
そ
の
場
に
ず
っ
と
い
る
人
だ
っ
て
、

何
の
違
和
感
も
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
て

い
る
も
の
。
周
り
に
ア
ル
ハ
ラ
親
父
が

い
た
ら
む
し
ろ
、「
も
う
そ
う
い
う
時

代
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
」
っ
て
教
え
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
よ
。

う
さ
ぎ

　
ガ
ツ
ン
と
行
く
の
？

マ
ツ
コ

　
い
や
、
そ
こ
は
あ
え
て
穏
や

か
に
。
き
っ
と
そ
の
人
た
ち
も
、
飲
む

の
が
当
然
み
た
い
な
時
代
を
経
験
し
て

き
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
こ
う
な
っ
た
面

も
あ
る
の
よ
。
ア
タ
シ
く
ら
い
の
世
代

で
も
若
い
頃
は
、
飲
ん
で
ナ
ン
ボ
み
た

い
な
空
気
は
ま
だ
あ
っ
た
も
の
。
だ
か

ら
、「
こ
の
人
た
ち
も
い
ろ
い
ろ
大
変
な

思
い
し
て
こ
こ
ま
で
き
て
、
こ
う
い
う

意
識
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
の
ね
」
と
思
え

ば
、
多
少
は
優
し
い
目
で
見
て
あ
げ
ら

れ
な
い
か
し
ら
。
や
っ
ぱ
り
ま
だ
ま
だ

意
識
が
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
て
い
な
い

人
は
い
る
と
思
う
。
そ
こ
で
い
ち
い
ち

腹
を
立
て
た
り
か
み
つ
く
よ
り
は
、
は

い
は
い
っ
て
や
り
過
ご
し
ま
し
ょ
う
よ
。

う
さ
ぎ

　
心
の
中
で「
遅
れ
て
る
わ
ね
」

っ
て
舌
を
出
し
て
ね
。

マ
ツ
コ

　
し
か
し
本
当
に
、
コ
ロ
ナ
っ

て
い
ろ
ん
な
も
の
を
変
え
た
わ
よ
ね
。

意
識
が
変
わ
っ
た
と
い
う
か
、
目
が
覚

め
た
と
い
う
か
。

う
さ
ぎ

　
会
社
に
行
か
な
く
て
も
仕
事

は
で
き
る
ん
だ
、
と
か
ね
。

マ
ツ
コ
　
そ
う
。
お
酒
だ
っ
て
、
酒
造

メ
ー
カ
ー
が
「
飲
み
の
場
で
の
多
様
性
」

を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
し
て
い
る
く
ら
い
だ

も
の
。
逆
に
言
う
と
、
そ
う
し
な
き
ゃ

い
け
な
い
く
ら
い
、
ま
だ
根
強
く
残
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
。

う
さ
ぎ

　
田
舎
と
か
は
そ
う
だ
よ
ね
。

マ
ツ
コ
　「
田
舎
」は
や
め
な
さ
い（
笑
）。

 

構
成
／
本
誌
・
中
西
　
庸

社
会
全
体
と
し
て
は
改
善
さ
れ
て
る
わ

ア
ル
ハ
ラ
親
父
も
も
う
過
去
の
遺
物
よ

この連載が書籍になりました！
『幸福幻想 うさぎとマツコの人生相談』
全国書店・ネット書店で好評発売中（本体1600円＋税）
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―
浅
草
は
、幕
府
公
認
の「
江

戸
三
座
」
が
あ
っ
た
、
芝
居
と

は
深
い
縁
が
あ
る
町
。
昭
和
55

（
１
９
８
０
）年
か
ら
、
正
月
の

歌
舞
伎
興
行
が
復
活
、
フ
ァ
ン

を
増
や
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

中
村
橋
之
助
　
７
人
全
員
が
座

頭
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
実
は

今
日
バ
ト
ン
を
持
っ
て
い
る
ん

で
す
が
、
こ
れ
は
令
和
６
年
の

「
新
春
浅
草
歌
舞
伎
」の
千
秋
楽

に
、僕
と
莟か

ん

玉ぎ
ょ
くさ
ん
に
渡
さ
れ

た
も
の
で
す
。
中
村
勘
九
郎
お

兄
さ
ん
、
七
之
助
お
兄
さ
ん
、

尾
上
松
也
お
兄
さ
ん
と
代
々
引

き
継
が
れ
た
バ
ト
ン
を
僕
た
ち

も
さ
ら
に
大
き
な
も
の
に
し
て
、

次
の
代
に
渡
せ
る
よ
う
に
と
、

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

中
村
鷹た

か

之の

資す
け

　
い
つ
か
浅
草
歌

舞
伎
に
と
思
い
続
け
、
念
願
か

な
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
バ
ト

ン
の
実
物
を
目
に
し
ま
す
と
、

先
輩
方
が
リ
レ
ー
し
て
き
た
魂

の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
ま
す
。

中
村
莟
玉

　
僕
は
２
０
１
３
年

に
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
当
時
、
高
校
１
年

生
で
、
と
て
も
う
れ
し
く
て
、

毎
日
学
校
を
早
退
し
て
劇
場
に

通
う
日
々
で
し
た
。
ず
っ
と
お

兄
さ
ん
た
ち
が
い
る
の
が
当
た

り
前
だ
っ
た
の
で
、
上
級
生
１

年
目
と
し
て
、
し
っ
か
り
務
め

た
い
で
す
。

中
村
玉
太
郎

　
小
さ
い
時
か
ら

観
客
と
し
て
観
て
い
て
、
い
つ

か
出
た
い
と
思
っ
て
き
た
の

で
、
つ
い
に
出
ら
れ
る
！ 

あ

り
が
た
い
！ 

と
い
う
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
初
め
て
の

方
に
も
、
歌
舞
伎
っ
て
い
い
な

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

し
っ
か
り
稽け

い

古こ

し
ま
す
。

市
川
染
五
郎

　「
新
春
浅
草
歌

舞
伎
」
は
、
若
手
の
登
竜
門
と

い
わ
れ
ま
す
。
大
役
に
挑
戦
さ

せ
て
い
た
だ
け
る
貴
重
な
機
会

な
の
で
、
若
さ
を
武
器
に
一
致

団
結
し
て
い
き
た
い
で
す
。

尾
上
左
近
　
僕
は
最
年
少
で
す
。

ふ
だ
ん
は
「
菊
五
郎
劇
団
」
で

お
芝
居
を
し
て
い
て
、
同
世
代

と
芝
居
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機

会
が
あ
ま
り
な
い
の
で
、
劇
団

の
名
を
汚
さ
な
い
よ
う
、
成
長

し
て
恩
を
返
し
た
い
。
お
客
様

に
晴
れ
晴
れ
と
し
た
気
持
ち
に

な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

中
村
鶴
松
　
僕
に
と
っ
て
浅
草

は
、「
平
成
中
村
座
」に
６
歳
で

出
て
か
ら
ご
縁
が
あ
り
ま
す
。

勘
九
郎
と
七
之
助
の
兄
か
ら

「
恥
を
か
け
る
だ
け
か
い
て
こ

い
」「
死
ぬ
気
で
や
っ
て
こ
い
」

と
言
わ
れ
て
来
ま
し
た
（
笑
）。

―
皆
さ
ん
、
浅
草
の
町
に
も

　若手俳優が浅草の正月を盛り上
げる「新春浅草歌舞伎」が、今年
も１月２日に幕を上げた。数々の
名優たちが若き日に立った舞台に、
今回は初参加のメンバーも含めた
フレッシュな７人が顔を揃える。
歌舞伎界の次代を担うスター候補
生たちが、年始に飛躍を誓った。

新春浅草歌舞伎新春浅草歌舞伎

力
を
合
わ
せ
て
伝
統
の
バ
ト
ン
を
引
き
継
い
で
い
き
た
い

中
村
玉
太
郎

市
川
染
五
郎

中
村
橋
之
助

中
村
鷹
之
資

中
村
鶴
松

中
村
莟
玉

尾
上
左
近
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思
い
入
れ
が
あ
り
そ
う
で
す

ね
。

鷹
之
資

　
小
さ
い
時
、
着
物
を

着
て
父
と
仲
見
世
で
遊
ん
で
い

た
ら
、
地
元
の
お
ば
さ
ま
た
ち

に
ア
イ
ド
ル
み
た
い
に
声
を
か

け
て
い
た
だ
い
た
思
い
出
が
あ

り
ま
す
。
浅
草
に
は
実
家
の
よ

う
な
あ
た
た
か
さ
を
感
じ
ま
す
。

染
五
郎

　
子
供
の
こ
ろ
、
年
末

に
家
族
で
浅
草
に
お
参
り
し
て
、

仲
見
世
で
刀
や
玩
具
を
買
っ
て

も
ら
う
の
が
楽
し
み
で
し
た
。

玉
太
郎
　
学
校
が
近
く
、
中
華

レ
ス
ト
ラ
ン
や
ア
ッ
プ
ル
パ
イ

が
美お

味い

し
い
お
菓
子
屋
が
好
き

で
よ
く
行
っ
て
い
ま
し
た
。
初

め
て
浅
草
が
仕
事
場
に
な
る
の

で
、
地
元
の
お
客
様
に
も
知
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張
り
た

い
で
す
。

莟
玉

　
僕
も
同
じ
学
校
で
し
た

け
ど
、
玉
太
郎
さ
ん
、
い
つ
開

拓
し
て
た
の
？
（
笑
）

左
近
　
先
日
小
道
具
を
探
し
に

来
て
、
歩
く
と
楽
し
い
町
だ
と

思
い
ま
し
た
。
僕
も
こ
れ
か
ら

開
拓
し
て
い
き
ま
す
。　

―
演
目
は
、
武
智
光
秀
親
子

の
情
愛
と
悲
劇
が
描
か
れ
た

「
絵え

本ほ
ん

太た
い

功こ
う

記き

」十
段
目
、通
称

「
太
十
」
は
じ
め
、
歌
舞
伎
の

教
科
書
的
と
も
い
わ
れ
る
作
品

が
揃そ

ろ

い
ま
す
。
光
秀
は
第
一
部

を
染
五
郎
さ
ん
、
第
二
部
で
は

橋
之
助
さ
ん
が
演
じ
ま
す
ね
。

橋
之
助

　
光
秀
は
父
（
八
代
目

中
村
芝し

翫か
ん

）
も
何
度
も
勤
め
た

お
役
。
今
の
僕
は
体
当
た
り
で

ぶ
つ
か
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、

父
か
ら
は
「
将
来
、
40
代
、
50

代
で
演
じ
る
時
に
、
若
い
こ
ろ

の
経
験
に
加
え
て
積
み
重
ね
た

技
量
を
も
っ
て
挑
め
る
。
う
ら

や
ま
し
い
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

染
五
郎

　
父
（
十
代
目
松
本
幸

四
郎
）
は
光
秀
を
俳
優
祭
で
一

度
や
っ
た
だ
け
な
の
で
「
先
を

越
さ
れ
た
」
と
言
っ
て
い
ま
し

た（
笑
）。
播は

り

磨ま

屋
の
お
じ
さ
ま

（
二
代
目
中
村
吉
右
衛
門
）
が
、

最
後
に
歌
舞
伎
座
で
演
じ
た

際
、
隠
し
て
い
た
顔
を
す
っ
と

見
せ
た
瞬
間
、
鳥
肌
が
立
っ
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の

役
を
祖
父（
二
代
目
松
本
白は

く

鸚お
う

）

か
ら
き
っ
ち
り
教
え
て
も
ら
え

る
の
は
、と
て
も
楽
し
み
で
す
。

―
各
回
の
初
め
に
は
、
恒
例

の
「
お
年
玉
」、
年
始
の
ご
挨あ

い

拶さ
つ

が
あ
り
ま
す
。

橋
之
助

　
す
べ
て
ぶ
っ
つ
け
、セ

ル
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
す
。
最

初
の
年
、
僕
は
、
お
客
様
か
ら

お
題
を
い
た
だ
い
て
「
あ
い
う

え
お
作
文
」
を
や
り
ま
し
た
。

鶴
松
　
や
っ
て
た
ね
！
（
笑
）

橋
之
助

　「
雷
門
」
と
「
ん
」
を

入
れ
ら
れ
た
お
客
様
が
い
て
、

困
り
な
が
ら
も
「『
ん
』と
頑
張

り
ま
す
」と
お
答
え
し
ま
し
た
。

左
近

　
代
々
最
年
少
が
「
あ
い

う
え
お
作
文
」
を
す
る
ん
で
し

ょ
う
か
…
…
。

鶴
松
　
い
ろ
い
ろ
で
す
。
花
道

か
ら
出
て
く
る
人
も
い
る
し
、

選
挙
演
説
み
た
い
な
人
も
い

る
。
こ
の
ご
挨
拶
は
、
す
ご
く

個
性
が
出
ま
す
よ
。

玉
太
郎
　
芝
居
と
は
違
う
緊
張

が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

―
出
番
前
な
ど
緊
張
を
ほ
ぐ

す
秘ひ

訣け
つ

は
あ
り
ま
す
か
？

橋
之
助
　
子
役
の
時
に
父
が　

「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
お

尻
を
た
た
い
て
く
れ
て
以
来
、

緊
張
し
て
い
る
時
は
自
分
で
お

尻
を
た
た
い
て
か
ら
出
ま
す
。

鷹
之
資

　
鏡
台
に
父
（
五
代
目

中
村
富
十
郎
）の
写
真
を
置
き
、

見
守
っ
て
く
だ
さ
い
と
思
い
な

が
ら
、
舞
台
に
出
て
い
ま
す
。

莟
玉

　
僕
は
パ
ン
ダ
好
き
な
の

で
、
化
粧
前
の
前
に
小
さ
い
パ

ン
ダ
を
置
い
て
眺
め
て
ま
す
ね
。

玉
太
郎
　
僕
は
緊
張
が
限
界
を

超
え
る
と
、眠
く
な
る
ん
で
す
。

一
同

　
え
ー
っ
!?

玉
太
郎
　
な
の
で
、
の
ど
飴あ

め

を

な
め
て
、
目
を
閉
じ
て
、
落
ち

着
こ
う
と
し
ま
す
ね
。

染
五
郎
　
出
番
の
前
に
ハ
チ
ミ

ツ
を
入
れ
た
白さ

湯ゆ

を
飲
み
、
お

清
め
の
塩
を
撒ま

い
て
か
ら
舞
台

に
出
て
い
ま
す
。　

鶴
松
　
み
ん
な
い
ろ
い
ろ
あ
る

ん
で
す
ね
。
僕
は
耳
抜
き
を
し

ま
す
。
声
変
わ
り
で
声
に
悩
ん

だ
時
か
ら
の
習
慣
で
す
。　

橋
之
助
　
サ
ウ
ナ
も
い
い
で
す

よ
ね
。
鶴
松
さ
ん
と
僕
、
チ
ー

ム
サ
ウ
ナ
で
す
。　

玉
太
郎

　
僕
も
温
泉
、
サ
ウ
ナ

好
き
！　
負
け
た
く
な
い
で
す
。

莟
玉

　
な
ん
の
勝
負
な
の

（
笑
）。
浅
草
公
会
堂
は
楽
屋
が

大
部
屋
で
み
ん
な
一
緒
だ
か

ら
、
ひ
と
月
過
ご
す
こ
と
で
、

お
互
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
よ
ね
。
舞
台
で
は
一
生
懸

命
、
楽
屋
で
は
楽
し
く
。
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
で
き
て
い
く
の
も

い
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

橋
之
助

　
舞
台
へ
出
て
い
く
時
、

み
ん
な「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」

と
声
を
掛
け
合
う
。
そ
れ
は
力

に
な
り
ま
す
。
今
回
は
Ｗ
キ
ャ

ス
ト
も
あ
る
し
、
７
人
全
員
で

心
を
合
わ
せ
て
、
お
客
様
の
明

日
の
活
力
に
な
る
よ
う
な
お
芝

居
を
お
見
せ
し
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

構
成
／

 

コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
・
ペ
リ
ー
荻
野

出
番
前
の
意
外
な
ル
ー
テ
ィ
ン
は
…

ぺりー・おぎの　『毎日新聞』で「週刊テレビ評」を連載。著書に『テレ
ビの荒野を歩いた人たち』（新潮社）など。時代劇研究家としても活躍
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０
２
４
年
の
ブ
レ
ー
ク
女

優
No.
１
と
い
え
ば
河
合
優

実
で
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

父
親
役
だ
っ
た
錦
戸
亮
に
リ
サ
ー
チ

し
、
太
鼓
判
を
も
ら
っ
て
「
ふ
て
ほ

ど
」
に
オ
フ
ァ
ー
を
し
た
と
聞
く
。

　

そ
の
「
か
ぞ
か
ぞ
」
が
翌
年
、
地

上
波
で
再
放
送
さ
れ
、
河
合
の
知
名

度
は
さ
ら
に
急
上
昇
。
確
か
な
演
技

力
と
昭
和
な
顔
立
ち
に
、
大
人
も

虜と
り
こに
し
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
「
あ

さ
イ
チ
」
の
プ
レ
ミ
ア
ム
ト
ー
ク
に

出
演
し
て
い
る
。

　

近
年
の
出
演
作
が
書
き
き
れ
な
い

ほ
ど
の
フ
リ
ッ
プ
を
見
て
驚
い
て
い

た
の
は
博
多
大
吉
。
映
画
に
つ
い
て

は
22
年
に
公
開
さ
れ
た
作
品
が
な
ん

と
８
本
。
24
年
は
主
演
作
の
「
あ
ん

の
こ
と
」「
ナ
ミ
ビ
ア
の
砂
漠
」
が

海
外
を
含
め
た
映
画
祭
で
高
評
価
を

得
た
。　

　

さ
ら
に
同
日
、
視
聴
者
を
驚
か
せ

た
の
は
河
合
の
ダ
ン
ス
ス
キ
ル
。
小

学
３
年
生
か
ら
高
校
の
部
活
ま
で
続

け
て
い
て
、
ス
ト
リ
ー
ト
か
ら
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
ま
で
こ
な
し
て
い
た
河
合

は
、
後
半
の
「
特
選
！
エ
ン
タ
」
コ

ー
ナ
ー
で
登
場
し
たs**t kingz

（
シ
ッ
ト
キ
ン
グ
ス
）
の
Ｏ
ｇ
ｕ
ｒ

ｉ
と
Ｎ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
の
ダ
ン
ス
を
す
ぐ

「
新
語
・
流
行
語
大
賞
」
の
年
間
大

賞
に
選
ば
れ
た
「
ふ
て
ほ
ど
」
こ
と

「
不
適
切
に
も
ほ
ど
が
あ
る
！
」（
Ｔ

Ｂ
Ｓ
系
）
に
出
演
し
、「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ

ｏ
！
検
索
大
賞
２
０
２
４
」
俳
優
部

門
１
位
に
輝
く
な
ど
大
躍
進
。「
第

75
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦
」
の
ゲ
ス

ト
審
査
員
に
選
ば
れ
た
。
理
由
は

「
見
つ
け
た
の
は
Ｔ
Ｂ
Ｓ
さ
ん
よ
り

も
ウ
チ
が
先
」
と
い
う
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ア

ピ
ー
ル
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

河
合
は
23
年
、「
か
ぞ
か
ぞ
」こ
と

「
家
族
だ
か
ら
愛
し
た
ん
じ
ゃ
な
く

て
、
愛
し
た
の
が
家
族
だ
っ
た
」（
Ｎ

Ｈ
Ｋ 

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
）
に
主
演
。

そ
の
演
技
に
惚ほ

れ
込
ん
だ
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が「
か
ぞ
か
ぞ
」で

２

第694回

河
合
優
実
と
坂
東
龍
汰

「
ま
だ
」の
方
へ
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ズ
の
〝
プ
ラ
ス
ワ
ン
〞
と
し
て
加
入

し
た
河
合
。

「
ふ
て
ほ
ど
」や「
ク
ラ
フ
ト
ボ
ス
」

で
披
露
し
た
歌
声
は
「
令
和
の
百
恵

ち
ゃ
ん
」
と
ま
で
言
わ
れ
、
近
年
の

昭
和
歌
謡
ブ
ー
ム
に
も
ハ
マ
る
河
合

優
実
な
の
だ
っ
た
。

　

だ
が
、
24
年
11
月
、「
ド
デ
ス
カ

＋プ
ラ
ス」（
メ
〜
テ
レ
）
の
エ
ン
タ
メ
コ

ー
ナ
ー
で
河
合
の
快
進
撃
に
つ
い
て

扱
う
こ
と
に
な
っ
た
際
、「
周
り
に

リ
サ
ー
チ
し
て
み
る
と
、
ま
だ
知
ら

な
い
人
も
多
い
」
と
い
う
意
外
な
結

果
を
担
当
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
か
ら
聞
い

た
。「
ふ
て
ほ
ど
」
は
社
会
現
象
に

も
な
っ
た
ド
ラ
マ
だ
っ
た
が
、
見
て

い
な
い
人
に
と
っ
て
は
「
誰
？
」
だ

し
、
男
性
で
言
え
ば
〝
し
ょ
う
ゆ
〞

と
か
〝
塩
〞
に
属
し
、
し
か
も
〝
カ

メ
レ
オ
ン
〞
で
も
あ
る
河
合
の
顔
を

な
か
な
か
覚
え
ら
れ
な
い
人
も
い
る

よ
う
だ
っ
た
。

　

だ
が
25
年
は
〝
紅
白
効
果
〞
で
河

合
は
間
違
い
な
く
全
国
区
と
な
り
、

若
手
女
優
の
ト
ッ
プ
と
し
て
さ
ら
に

開
花
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

そ
の
河
合
が
所
属
す
る
「
鈍
牛
倶

に
マ
ス
タ
ー
し
て
見
事
に
踊
っ
た
の

だ
。

「
ふ
て
ほ
ど
」
で
も
そ
の
片へ

ん

鱗り
ん

が
う

か
が
え
た
が
、
昨
年
、「
ユ
ニ
ク
ロ
」

の
Ｃ
Ｍ
で
綾
瀬
は
る
か
や
松
下
洸
平

ら
と
並
ん
で
踊
っ
た
際
、
河
合
の
キ

メ
ポ
ー
ズ
が
実
に
美
し
く
、
こ
れ
は

本
物
だ
と
思
っ
た
。

　

Ｃ
Ｍ
と
言
え
ば
、
そ
の
「
ユ
ニ
ク

ロ
」
や
「
サ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ヒ
ー

〝
ク
ラ
フ
ト
ボ
ス
〞」「
さ
と
ふ
る
」

な
ど
、
既
に
好
感
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で

上
位
に
君
臨
し
続
け
て
い
る
シ
リ
ー

楽
部
」
に
は
、
24
年
10
月
期
、「
ラ
イ

オ
ン
の
隠
れ
家
」（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
）
で

多
く
の
人
に
見
つ
か
っ
て
し
ま
っ
た

坂
東
龍り

ょ
う

汰た

も
い
る
。

　

坂
東
は
昨
年
、
河
合
と
「
Ｒ
ｏ
Ｏ

Ｔ
／
ル
ー
ト
」（
テ
レ
ビ
東
京
系
）
で

Ｗ
主
演
し
て
い
る
が
、
番
宣
時
ま
で

「
Ｗ
主
演
だ
と
知
ら
な
か
っ
た
」
と

河
合
に
暴
露
さ
れ
る
ほ
ど
業
界
ズ
レ

し
て
い
な
い
の
が
魅
力
。「
ラ
イ
オ

ン
〜
」
の
最
終
回
押
し
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
出
演
し
た
「
Ａ
–
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ

ｏ
＋
」（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
）
で
は
「
シ
ュ
タ

イ
ナ
ー
教
育
」
の
学
校
に
通
っ
て
い

た
せ
い
で
、
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
、
ネ

ッ
ト
に
触
れ
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
改
め
て
紹
介
さ
れ
た
。

「
ハ
マ
ダ
歌
謡
祭
★
オ
オ
カ
ミ
少
年
」

（
同
）
に
出
た
と
き
も
、
誰
も
が
知

っ
て
い
る
よ
う
な
ヒ
ッ
ト
曲
の
イ
ン

ト
ロ
に
全
く
聞
き
覚
え
が
な
く
、
途

方
に
暮
れ
て
し
ま
っ
た
そ
う
だ
。

「
令
和
の
百
恵
ち
ゃ
ん
」
こ
と
河
合

優
実
と
「
平
成
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
知
ら

な
い
」
坂
東
龍
汰
は
、
昭
和
世
代
に

も
必
ず
届
く
25
年
の
有
望
株
。
ど
う

か
お
見
知
り
お
き
を
。

大注目の河合優実（左）
と坂東龍汰（坂東さん
Xより）
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暢
平

物
だ
け
で
な
く
、
全
科
目
平
均

で
上
位
で
あ
る
。

　
悠
仁
さ
ま
の
受
け
た
入
試
は
、

学
校
推
薦
型
（
推
薦
入
試
）
な

の
で
、高
校
の
推
薦
が
あ
れ
ば
、

小
論
文
と
面
接
だ
け
で
合
格
す

る
と
一
般
に
は
思
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
実
際
は
、
不
合
格
も

十
分
に
あ
り
う
る
厳
し
い
試
験

で
あ
る
。

　

悠
仁
さ
ま
が
受
験
す
る
１
年

前
の
生
物
学
類
の
「
小
論
文
」

過
去
問
を
別
掲
と
し
て
紹
介
す

る
。「
小
論
文
」
と
い
う
科
目

名
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
り
、

現
実
は
生
物
と
英
語
の
試
験
に

近
い
。
年
内
に
実
施
す
る
入
試

な
の
で
す
」「
生
物
を
除
い
て

は
、
文
系
科
目
も
理
数
系
科
目

も
成
績
が
伸
び
悩
ん
で
お
ら
れ

る
。
理
解
力
を
測
る
テ
ス
ト
の

点
数
が
芳
し
く
な
い
（
略
）
こ

の
成
績
だ
と
授
業
に
つ
い
て
い

く
の
は
難
し
く
、
ご
本
人
も
苦

し
い
気
持
ち
を
抱
え
て
お
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
」

　

断
言
す
る
が
、
ま
っ
た
く
の

嘘う
そ

で
あ
る
。
悠
仁
さ
ま
の
高
校

３
年
１
学
期
ま
で
の
成
績
は
、

評
定
平
均
４
・
３
以
上
、
学
習

成
績
概
評
は
「
Ａ
」
で
あ
る
。

５
点
満
点
で
あ
る
評
定
平
均
で

４
・
３
以
上
（
概
評
で
Ａ
）
が

付
く
の
は
、
進
学
校
で
あ
る
筑

波
大
附
属
高
校
で
も
15
％
か
ら

20
％
し
か
い
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。
悠
仁
さ
ま
の
成
績
は
、
生

と
具
体
的
な
報
道
を
指
し
て
い

る
と
思
う
。

　

名
前
を
挙
げ
る
と
、
８
月
８

日
に
発
売
さ
れ
た『
週
刊
文
春
』

（
８
月
15
・
22
日
号
）
の
「
筑

附
で
『
異
例
の
成
績
』
悠
仁
さ

ま
の
〝
真
実
〞」
で
あ
る
。
こ

の
記
事
に
は
、「
筑
附
高
の
関

係
者
」
に
よ
る
以
下
の
証
言
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
目
下
の

問
題
は
、
学
業
成
績
に
つ
い
て

で
す
。
悠
仁
さ
ま
は
、
率
直
に

申
し
上
げ
て
〝
異
例
の
成
績
〞

　

悠
仁
さ
ま
が
成
年
と
な
っ
た

２
０
２
４
年
９
月
６
日
を
前
に
、

皇
嗣
職
大だ

い

夫ぶ

の
吉
田
尚
正
は
宮

内
記
者
会
の
記
者
に
対
し
、
進

学
を
巡
っ
て
一
部
メ
デ
ィ
ア
で

「
根
拠
の
な
い
情
報
」
が
流
れ

て
い
る
と
し
た
。
こ
の
時
期
、

悠
仁
さ
ま
の
東
大
進
学
に
反
対

す
る
署
名
活
動
が
行
わ
れ
て
い

た
。
吉
田
が
言
っ
た
「
根
拠
の

な
い
情
報
」
と
は
、
東
大
進
学

の
噂う

わ
さの
こ
と
だ
と
一
般
に
は
考

え
ら
れ
て
い
る
が
、
私
は
も
っ

で
は
、
個
別
学
力
検
査
は
行
わ

な
い
こ
と
が
建
前
な
の
で
、

「
小
論
文
」
と
い
う
科
目
名
と

な
っ
て
い
る
。

　

問
題
Ⅰ
か
ら
Ⅲ
ま
で
あ
り
、

問
題
Ⅰ
が
英
文
を
も
と
に
し
た

設
問
だ
。『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
誌

の
コ
ラ
ム
で
も
著
名
な
英
国
の

免
疫
学
研
究
者
ジ
ョ
ン
・
ト
レ

ゴ
ニ
ン
グ
の
比
較
的
平
易
な
英

文
が
使
わ
れ
た
。
引
用
部
分
は

人
類
と
細
菌
の
関
係
に
つ
い
て

の
記
述
だ
が
、
専
門
用
語
も
あ

り
、
科
学
英
文
を
読
み
慣
れ
て

い
る
必
要
が
あ
る
。
筑
波
の
推

薦
入
試
で
は
、
英
検
や
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｆ
Ｌ
な
ど
の
英
語
資
格
・
検
定

試
験
の
ス
コ
ア
の
提
出
は
必
須

で
は
な
い
が
、
提
出
し
た
方
が

有
利
な
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
受

験
生
は
ス
コ
ア
を
出
し
て
い
る

だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
英
語
力
が

な
け
れ
ば
合
格
は
難
し
い
。

　

問
題
Ⅱ
、
Ⅲ
は
生
物
に
関
す

る
出
題
だ
が
、「
１
０
０
字
程

度
で
記
せ
」
と
い
う
問
い
が
い

く
つ
か
あ
り
、
生
物
学
の
知
識

だ
け
で
な
く
、
日
本
語
の
表
現
もり・ようへい　成城大文芸学部教授。1964年生まれ。博士。毎日新聞で皇室
などを担当。CNN日本語サイト編集長、琉球新報米国駐在を経て、2017年から
現職。著書に『天皇家の財布』（新潮新書）、『天皇家の恋愛』（中公新書）など

社
会
学
的

ウォッ
チ
ン
グ
！

連載 139

英
語
力
が
な
け
れ
ば

解
け
な
い「
小
論
文
」

悠
仁
さ
ま
の
大
学
進
学
で

特
権
利
用
は
あ
り
え
な
い

　
悠
仁
さ
ま
の
大
学
進
学
を
め
ぐ
り
、
ネ
ッ
ト
上
で
は

「
皇
室
特
権
」
が
使
わ
れ
た
と
い
う
議
論
が
か
ま
び
す

し
い
。
真
摯
に
受
験
勉
強
に
励
ん
で
き
た
悠
仁
さ
ま
の

耳
に
入
る
形
で
、
こ
う
し
た
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る

の
は
と
て
も
悲
し
い
。
悠
仁
さ
ま
の
合
格
に
「
特
権
」

利
用
な
ど
あ
り
え
な
い
。（
一
部
敬
称
略
）
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合
格
者
の
最
後
の
受
験
番
号
が

「
×
×
6
2
」
な
の
で
、
60
人

以
上
は
受
験
し
た
だ
ろ
う
。
す

な
わ
ち
、
３
倍
近
く
の
倍
率
は

あ
っ
た
は
ず
だ
。

　

日
本
の
大
学
入
試
は
、
文
部

科
学
省
の
「
大
学
入
学
者
選
抜

実
施
要
項
」
に
よ
り
、「
合
否

判
定
の
方
法
や
基
準
を
明
確
に

定
め
、
あ
ら
か
じ
め
募
集
要
項

力
も
求
め
ら
れ
る
。
筑
波
大
の

場
合
、
一
般
に
推
薦
入
試
の
方

が
一
般
入
試
よ
り
難
し
い
と
言

わ
れ
て
い
る
。
厳
し
い
推
薦
基

準
に
加
え
、
英
語
、
生
物
の
高

度
な
学
力
、
日
本
語
の
表
現
力

が
求
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

生
物
学
類
の
今
回
の
推
薦
入

試
の
倍
率
は
発
表
さ
れ
て
い
な

い
。
た
だ
、
22
人
が
合
格
し
、

薦
型
の
選
抜
で
、
提
出
書
類
の

多
く
に
は
大
人
の
手
が
入
っ
て

い
る
。
専
門
の
塾
が
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
こ
と
は
日
常
茶
飯
事
で

あ
る
。
選
抜
す
る
大
学
教
員
は

そ
ん
な
こ
と
は
百
も
承
知
の
う

え
で
、
な
お
、
受
験
生
個
人
の

資
質
や
能
力
を
見
抜
こ
う
と
し

て
い
る
。
受
験
に
面
接
が
あ
る

の
は
そ
の
た
め
で
も
あ
る
。
専

門
家
集
団
で
あ
る
大
学
教
員
た

ち
の
目
は
節
穴
で
は
な
い
。

　

筑
波
大
の
生
命
環
境
学
群
や

生
物
学
類
で
、
こ
の
秋
か
ら
冬

に
か
け
て
、
特
任
助
教
の
公
募

が
始
ま
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
、

「
悠
仁
さ
ま
の
『
受
け
入
れ
準

備
』」
と
報
じ
る
メ
デ
ィ
ア
ま

で
あ
る
（『
週
刊
現
代
』
12
月

28
・
１
月
４
日
号
）。
牽け

ん

強き
ょ
う

付ふ

会か
い

の
デ
マ
も
い
い
と
こ
ろ
で
、

メ
デ
ィ
ア
の
見
識
が
問
わ
れ
る
。

　

悠
仁
さ
ま
は
公
務
先
で
も
参

考
書
を
持
ち
込
ん
で
必
死
に
勉

強
し
て
生
物
学
徒
の
切
符
を
つ

か
ん
だ
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に

「
特
権
」
要
素
は
１
ミ
リ
も
な

い
。 

（
以
下
次
号
）

等
に
よ
り
公
表
し
、そ
れ
を
遵

じ
ゅ
ん

守し
ゅ

す
る
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。合
否
判
定
に
つ
い
て
は
、

「
中
立
か
つ
公
平
・
公
正
な
意

思
決
定
が
行
わ
れ
る
よ
う
教
授

会
や
入
試
委
員
会
等
の
合
議
制

の
会
議
体
」
が
行
う
。
恣し

意い

的

な
合
格
ラ
イ
ン
が
設
定
さ
れ
、

一
部
の
人
間
だ
け
が
合
否
決
定

に
関
わ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り

え
な
い
。
日
本
の
大
学
の
教
授

会
は
そ
こ
ま
で
腐
っ
て
い
な
い
。

　

悠
仁
さ
ま
の
い
わ
ゆ
る
ト
ン

ボ
論
文
に
大
人
の
手
が
入
り
、

そ
れ
が
不
公
平
で
あ
る
こ
と
を

「
特
権
」
と
呼
ぶ
人
も
い
る
。

ト
ン
ボ
の
標
本
を
採
集
し
た
の

が
悠
仁
さ
ま
自
身
で
あ
る
こ
と

に
疑
い
の
余
地
は
な
く
、
第
一

筆
者
が
悠
仁
さ
ま
で
あ
る
の
に

何
の
問
題
も
な
い
。
赤
坂
御
用

地
の
ト
ン
ボ
相
、
す
な
わ
ち
ど

の
よ
う
な
ト
ン
ボ
が
生
息
し
て

い
る
の
か
を
、
幼
少
の
時
か
ら

探
求
し
続
け
、
そ
れ
が
、
論
文

と
い
う
形
に
な
っ
た
の
は
、
日

本
の
学
術
界
に
と
っ
て
重
要
な

成
果
で
あ
る
。
悠
仁
さ
ま
は
研

究
者
の
助
け
を
借
り
て
そ
れ
を

成
し
遂
げ
た
の
で
あ
り
、
非
難

さ
れ
る
い
わ
れ
は
な
い
。
剽

ひ
ょ
う

窃せ
つ

や
不
正
が
あ
る
と
騒
い
で
い

る
人
も
い
る
が
、
素
人
の
言
い

掛
か
り
に
す
ぎ
な
い
。

　

そ
も
そ
も
総
合
型
や
学
校
推

論
文
や
入
学
を
め
ぐ
る

言
い
掛
か
り
や
デ
マ

問題Ⅰ　次の文章を読み、以下の問に答えなさい。
　Bacteria have evolved to occupy (a) a wide range of different 
environments, living in an extraordinary range of conditions, with 
some bacteria thriving in conditions unconducive to other forms of 
life ‒ the extremophiles. These include bacteria that can live at 
crazy temperatures from +120℃ in boiling hot thermal vents or 
be frozen in ice at －20 ℃ , but there are also bacteria that can 
survive acids that would strip the skin from your bones and 
alkalis that would turn you into soap. All told, they are 
remarkable.

出典：John S. Tregoning （2021） “INFECTIOUS: Pathogens and 
How We Fight Them”より抜粋・一部改変
（注）extraordinary: 並外れた，thriving: 繁栄している，
unconducive: 不利益な，extremophiles: 極限環境微生物

問１  下線部（a）に関連して、以下の設問（1）、（2）に答えよ。
　　  （1） どのような環境が本文中にあげられているか、日本語で

答えよ。
　　  （2） そのような環境でも生息できるバクテリア（細菌）が存

在する背景には、どのような理由があると本文から読み
取れるか。日本語で答えよ。

問題Ⅲ　次の文章を読み、以下の問に答えなさい。
　生体内でおこなわれる２本鎖DNAの複製においては、（a）それぞ
れのDNA鎖を鋳型にして新しい鎖が合成される。DNAに書き込ま
れた遺伝情報はその後、mRNAに転写され、リボソームにおいて、
タンパク質が合成される。

問１   下線部（a）のような複製の方式を何とよぶか。また、この
方式は、遺伝情報の正確な伝達にとってどのような利点があ
るか、100字程度で記せ。

2023年秋に実施された筑波大生物学類の
学校推薦型選抜「小論文」の問題（一部）
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石
破
サ
ン
も
不
本
意
だ
っ
た
ろ
う
。

国
会
で
禁
煙
論
者
の
松
沢
成
文（
維
新
）

に
「
タ
バ
コ
を
や
め
た
ら
ど
う
か
」
と

問
わ
れ
「
１
日
数
本
程
度
に
な
っ
た
。

や
め
る
な
ら
も
う
少
し
だ
」
と
。
嫌
煙

権
を
気
に
し
て
愛
煙
家
返
上
の
ふ
り
を

し
た
▼
石
破
答
弁
は
ウ
ダ
ウ
ダ
と
長
く

て
、
し
ま
い
に
は
何
を
言
っ
て
い
る
か

わ
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
支
持
率
も
上
が

ら
ず
、
早
期
退
陣
論
も
出
て
い
る
▼
し

　

首
相
官
邸
に
「
赤
沢
案
件
」
と
い
う

の
が
あ
る
。
初
入
閣
の
赤
沢
亮
正
・
経

済
再
生
担
当
大
臣
が
官
邸
の
一
室
に
陣

取
り
、
週
に
１
度
、
各
省
の
官
僚
を
呼

び
つ
け
て
指
示
を
与
え
る
。
赤
沢
は
そ

の
結
果
を
石
破
や
官
房
副
長
官
、
秘
書

官
が
待
つ
首
相
執
務
室
に
提
言
を
す
る

と
い
う
。
赤
沢
が
石
破
と
同
郷
と
い
う

だ
け
の
異
例
の
待
遇
で
、
役
人
は
赤
沢

を
通
さ
な
い
と
政
策
が
回
ら
な
い
▼
こ

か
し
、
自
民
党
内
に
は
「
石
破
は
長
持

ち
す
る
ぞ
」と
い
う
見
方
が
出
て
き
た
。

「
１
０
３
万
円
の
壁
」
で
国
民
民
主
、

「
教
育
無
償
化
」
で
維
新
の
会
。
野
党

が
バ
ラ
バ
ラ
だ
か
ら
そ
の
都
度
、
ヌ
エ

の
よ
う
に
野
党
の
要
求
を
あ
れ
こ
れ
飲

み
込
ん
で
生
き
延
び
る
。
党
内
で
表
立

っ
て
石
破
お
ろ
し
も
な
い
。
選
挙
で
ボ

ロ
負
け
し
な
い
限
り
、
石
破
サ
ン
は
妖

怪
の
よ
う
に
ず
る
ず
る
と
這は

い
回
る
。

の
赤
沢
案
件
の
も
う
一
つ
の
不
思
議

は
、
首
相
執
務
室
メ
ン
バ
ー
に
林
芳
正

官
房
長
官
が
入
っ
て
い
な
い
こ
と
だ
。

し
か
し
、
林
は
「
赤
沢
案
件
」
を
意
に

介
さ
ず
、
官
房
長
官
会
見
を
ソ
ツ
な
く

こ
な
し
て
い
る
。
か
と
い
っ
て
難
題
の

根
回
し
や
前
さ
ば
き
を
し
て
い
る
様
子

も
な
い
▼
林
は
石
破
と
は
つ
か
ず
離
れ

ず
の
日
々
。
石
破
が
コ
ケ
た
ら
俺
の

番
、
と
思
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。

丸
飲
み
し

丸
飲
み
し  

ヌ
エ
の
石
破
は

ヌ
エ
の
石
破
は  

生
き
延
び
る

生
き
延
び
る

ソ
ツ
な
く
も

ソ
ツ
な
く
も  
石
破
と
距
離
お
き

石
破
と
距
離
お
き  

次
ね
ら
い

次
ね
ら
い

首
相 

石
破
茂

官
房
長
官 

林
芳
正



「永田町永田町川柳川柳でで詠む詠む
葉月亭遊人

ペン
ネ
ー
ム

シ
リ
ー
ズ
その

川柳で詠む「永田町生きもの劇場」は随時掲載します。2025.1.19-26119

「
体
は
小
さ
い
け
ど
、態
度
は
デ
カ
い
」

な
ん
て
言
わ
れ
て
た
。
で
も
、
立
憲
民

主
党
の
中
で
は
数
少
な
い
「
政
治
家
ら

し
い
政
治
家
」
だ
と
か
。
自
民
党
に
も

顔
が
利
く
。
国
会
対
策
委
員
長
時
代
に

自
民
党
の
森
山
裕
国
対
委
員
長
（
現
幹

事
長
）
と
渡
り
合
う
一
方
、
親
密
な
関

係
を
築
き
あ
げ
た
▼
そ
の
安
住
が
、
な

ん
と
衆
議
院
予
算
委
員
会
の
委
員
長
に

な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
予
算
委
員
会
は
「
花

　
あ
く
ま
で
「
た
ま
た
ま
」
な
ん
だ
け

ど
、
総
選
挙
の
結
果
、
キ
ャ
ス
チ
ン
グ

ボ
ー
ト
を
握
っ
た
国
民
民
主
党
。「
１

０
３
万
円
の
壁
を
ぶ
ち
破
る
」
と
鼻
息

も
荒
い
。
主
役
は
不
倫
の
玉
木
雄
一
郎

代
表
だ
け
ど
、
二
人
三
脚
で
支
え
る
の

が
こ
の
人
だ
。
挨あ

い

拶さ
つ

で
は
「
榛
葉
賀
津

也
57
歳
、
趣
味
は
玉
木
雄
一
郎
」
が
定

番
だ
と
か
▼
で
も
、
み
ん
な
思
っ
て
る
。

「
こ
の
人
誰
」っ
て
。
実
は
、
参
議
員
当

形
委
員
会
」
と
も
い
わ
れ
る
。
テ
レ
ビ

の
中
継
も
入
る
し
ね
。
▼
な
ぜ
？

　
い

う
ま
で
も
な
く
総
選
挙
で
自
民
は
惨
敗

し
、
立
憲
が
躍
進
、
い
く
つ
か
の
重
要

委
員
会
の
委
員
長
席
を
奪
っ
た
か
ら

だ
。
中
で
も
注
目
は
予
算
委
員
長
▼
自

民
は
こ
れ
ま
で
の
所
業
を
棚
に
上
げ
、

「
不
偏
不
党
、
中
立
公
正
に
差
配
し
て

い
た
だ
い
た
」
な
ん
て
安
住
を
ヨ
イ
シ

ョ
。
騙だ

ま

さ
れ
る
な
よ
、
予
算
委
員
長
。

選
４
回
と
、
か
な
り
の
ベ
テ
ラ
ン
で
、

民
主
党
解
党
後
に
国
民
民
主
党
へ
。
民

主
党
時
代
は
「
自
民
党
寄
り
」
で
有
名

だ
っ
た
と
か
▼
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴

び
た
の
は
今
回
が
初
め
て
だ
が
、
な
に

し
ろ
キ
ャ
ス
チ
ン
グ
ボ
ー
ト
を
握
っ
て

い
る
か
ら
、
威
勢
の
い
い
こ
と
。
会
見

な
ん
か
じ
ゃ
、
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
の
シ

ン
バ
並
み
に
吠ほ

え
る
吠
え
る
。
で
も
自

民
党
が
維
新
に
乗
り
換
え
た
ら
…
…
。

小
粒
で
も

小
粒
で
も  

予
算
握
れ
ば

予
算
握
れ
ば  

ヨ
イ
シ
ョ
さ
れ

ヨ
イ
シ
ョ
さ
れ

急
人
気

急
人
気  
吠
え
る
シ
ン
バ
は

吠
え
る
シ
ン
バ
は  「「
壁
壊
せ
！

壁
壊
せ
！
」」

予
算
委
員
長 

安
住
淳

国
民
民
主
党
幹
事
長 

榛
葉
賀
津
也

23
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　　　の歴史歴史はは
新たな段階にに入った入ったM―1

「
終
わ
ら
せ
ま
し
ょ
う
」

　

一
昨
年
に
続
き
、
不
利
と

さ
れ
る
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
に

な
っ
た
令
和
ロ
マ
ン
。
く
じ

で
こ
の
順
番
が
決
ま
っ
た
と

和
ロ
マ
ン
以
後
」
で
語
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

昨
年
12
月
22
日
に
開
催
さ
れ

た
Ｍ
―
１
の
決
勝
。
エ
ン
ト
リ

ー
数
は
１
万
３
３
０
組
と
１
万

組
の
大
台
を
初
め
て
超
え
た
。

ち
な
み
に
２
０
０
１
年
の
第
１

回
は
１
６
０
３
組
。
い
か
に
ビ

ッ
グ
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た
か

が
よ
く
わ
か
る
だ
ろ
う
。
視
聴

率
も
関
東
が
18
・
０
％
、
関
西

が
25
・
５
％
（
ビ
デ
オ
リ
サ
ー

チ
調
べ
。
世
帯
平
均
視
聴
率
）

と
上
々
だ
っ
た
。

　

事
前
の
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
あ

っ
た
。
ひ
と
つ
は
新
顔
も
増
え

た
審
査
員
が
ど
ん
な
審
査
を
す

る
の
か
、
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ

は
令
和
ロ
マ
ン
の
連
覇
な
る

か
、
で
あ
る
。

　

ま
ず
Ｍ
―
１
の
象
徴
的
存
在

だ
っ
た
松
本
人
志
が
不
在
と
な

る
な
か
、
誰
が
審
査
員
を
や
る

の
か
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。
結

局
前
回
の
７
人
か
ら
９
人
に
。

全
体
的
に
若
返
っ
た
こ
と
も
話

題
に
な
っ
た
。

　

初
の
審
査
員
と
な
っ
た
の

は
、
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
・
柴

田
英
嗣
、
か
ま
い
た
ち
・
山
内

健
司
、
オ
ー
ド
リ
ー
・
若
林
正

恭
の
３
人
。
い
ず
れ
も
Ｍ
―
１

な
ど
賞
レ
ー
ス
で
実
績
を
あ
げ

て
き
た
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
と

り
わ
け
若
林
の
就
任
は
サ
プ
ラ

イ
ズ
で
も
あ
り
、
オ
ー
ド
リ
ー

の
人
気
に
加
え
「
あ
ち
こ
ち
オ

ー
ド
リ
ー
」（
テ
レ
ビ
東
京
）

な
ど
で
漫
才
論
や
芸
人
論
を
語

る
こ
と
も
多
く
、
ひ
と
き
わ
高

い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

審
査
員
全
体
の
特
徴
と
し
て

は
、
お
ぎ
や
は
ぎ
・
矢
作
兼
が

ラ
ジ
オ
番
組
で
言
っ
た
「
ガ
チ

す
ぎ
る
」
と
い
う
表
現
が
し
っ

く
り
く
る
。

　

中
川
家
・
礼
二
、博
多
大
吉
、

ナ
イ
ツ
・
塙

は
な
わ

宣
之
ら
を
は
じ

め
、
審
査
員
全
員
が
現
役
の
漫

才
師
。
当
た
り
前
と
思
う
か
も

し
れ
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
Ｍ
―

１
の
審
査
員
は
必
ず
し
も
漫
才

き
の
会
場
の
盛
り
上
が
り

は
す
ご
か
っ
た
。
そ
し
て

舞
台
に
登
場
し
た
高
比
良

く
る
ま
が
開
口
一
番
、
発

し
た
言
葉
が
こ
れ
だ
っ
た
。

　

そ
れ
は
、記
念
す
べ
き

20
回
目
を
迎
え
た
『
Ｍ

―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
』

（
以
下
、Ｍ
―
１
）
の
結

末
を
あ
た
か
も
予
言
し

た
か
の
よ
う
だ
っ
た
。

　
　

ご
存
じ
の
通
り
、

令
和
ロ
マ
ン
が
大
会

史
上
初
の
連
覇
と
い

う
偉
業
を
達
成
。
同

時
に
、
令
和
ロ
マ
ン

は
Ｍ
―
１
の
歴
史
を

ひ
と
つ
終
わ
ら
せ
た

と
言
え
る
。
今
後
Ｍ

―
１
は
、「
令
和
ロ

マ
ン
以
前
」
と
「
令

おおた・しょういち　東京大大学院社会学研究科博士課程単位取得満期退学。研
究のメインテーマは、テレビと戦後日本社会の関係。著書に『芸人最強社会ニッ
ポン』（朝日新書）、『萩本欽一　昭和をつくった男』（ちくま新書）などがある

令
和
ロ
マ
ン〝
史
上
初
〞連
覇

太
田
省
一

　

Ｘ（
旧

　

Ｘ（
旧Tw

itter
Tw
itter

）で
は「
神
回
」「
過
去
最
高
」と
い
っ

）で
は「
神
回
」「
過
去
最
高
」と
い
っ

た
コ
メ
ン
ト
が
あ
ふ
れ
た
『
Ｍ

た
コ
メ
ン
ト
が
あ
ふ
れ
た
『
Ｍ
――
１
グ
ラ
ン
プ
リ
２

１
グ
ラ
ン
プ
リ
２

０
２
４
』（
朝
日
放
送
テ
レ
ビ
制
作
、テ
レ
ビ
朝
日
系
）。

０
２
４
』（
朝
日
放
送
テ
レ
ビ
制
作
、テ
レ
ビ
朝
日
系
）。

節
目
の

節
目
の
2020
回
目
に
し
て「
歴
代
最
高
の
大
会
」と
も
言

回
目
に
し
て「
歴
代
最
高
の
大
会
」と
も
言

わ
れ
る
。
テ
レ
ビ
や
お
笑
い
に
詳
し
い
社
会
学
者
、太

わ
れ
る
。
テ
レ
ビ
や
お
笑
い
に
詳
し
い
社
会
学
者
、太

田
省
一
氏
は
ど
う
見
た
か
。寄
稿
し
て
も
ら
っ
た
。

田
省
一
氏
は
ど
う
見
た
か
。寄
稿
し
て
も
ら
っ
た
。
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師
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
か

つ
て
は
立
川
談
志
や
青
島
幸
男

な
ど
が
務
め
た
こ
と
も
あ
っ
た

し
、
最
近
で
は
立
川
志
ら
く
や

山
田
邦
子
も
い
る
。
し
か
も
今

回
は
、
山
内
や
若
林
だ
け
で
な

く
Ｎ
Ｏ
Ｎ 

Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ
・
石

田
明
、
笑
い
飯
・
哲
夫
が
審
査

員
に
復
帰
す
る
な
ど
理
論
派
が

目
立
っ
た
。

　

実
際
本
番
で
も
、
唯
一
海
原

と
も
こ
は
あ
ま
り
技
術
的
な
こ

と
に
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
そ

れ
以
外
の
審
査
員
は
ネ
タ
の
構

成
、
ツ
ッ
コ
ミ
の
ト
ー
ン
や
ボ

ケ
と
の
バ
ラ
ン
ス
、
さ
ら
に
は

声
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
な
ど
専
門
的

な
点
に
詳
し
く
ふ
れ
る
講
評
が

多
か
っ
た
。
そ
の
あ
た
り
は
や

は
り
「
ガ
チ
す
ぎ
る
」
と
い
う

印
象
通
り
だ
っ
た
。

　

そ
の
点
は
、
令
和
ロ
マ
ン
に

有
利
に
働
い
た
と
思
う
。
高
比

良
く
る
ま
は
、
著
書
の
『
漫
才

過
剰
考
察
』
を
読
ん
で
も
わ
か

る
よ
う
に
、
漫
才
に
対
す
る
鋭

い
分
析
を
も
と
に
ネ
タ
を
つ
く

る
。
単
に
舞
台
を
こ
な
し
て
場

数
を
踏
む
だ
け
で
は
な
い
。
ま

ず
漫
才
を
多
角
的
に
「
研
究
」

し
、
そ
の
知
見
に
基
づ
い
て
自

分
た
ち
の
漫
才
を
組
み
立
て
、

緻
密
に
ネ
タ
を
仕
上
げ
て
い
く
。

　

む
ろ
ん
こ
こ
ま
で
徹
底
し
て

や
れ
る
の
も
、
漫
才
へ
の
並
外

れ
た
愛
が
根
底
に
あ
る
か
ら

だ
。
生
粋
の
「
漫
才
オ
タ
ク
」

と
言
っ
て
も
い
い
。

　

な
か
で
も
Ｍ
―
１
は
、
高
比

良
に
と
っ
て
最
大
に
し
て
最
高

の
研
究
対
象
だ
。
Ｍ
―
１
で
勝

つ
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、

歴
代
の
大
会
を
事
細
か
く
分
析

し
、
漫
才
の
ト
レ
ン
ド
を
予
測

し
、
ど
の
よ
う
な
作
戦
で
行
け

ば
優
勝
の
可
能
性
が
高
ま
る
か

を
考
え
抜
く
。
だ
か
ら
自
分
た

ち
の
漫
才
ス
タ
イ
ル
に
こ
だ
わ

る
と
い
う
よ
り
は
、
し
ゃ
べ
く

り
漫
才
や
漫
才
コ
ン
ト
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
ス
タ
イ
ル
を
臨
機
応

変
に
使
い
分
け
る
と
い
う
き
わ

め
て
ク
レ
バ
ー
な
や
り
か
た
を

と
る
。

　

私
は
、
高
比
良
の
そ
う
し
た

ス
タ
ン
ス
が
、
大
学
お
笑
い
サ

ー
ク
ル
出
身
で
あ
る
こ
と
と
深

く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。
相
方
の
松
井
ケ
ム
リ
と

と
も
に
、
２
人
は
慶
應
義
塾
大

学
の
お
笑
い
サ
ー
ク
ル
出
身
。

そ
こ
で
コ
ン
ビ
を
結
成
。
そ
の

後
吉
本
興
業
の
養
成
所
で
あ
る

Ｎ
Ｓ
Ｃ
に
入
り
、
首
席
で
卒
業

し
た
。
18
年
デ
ビ
ュ
ー
。
23
年

に
結
成
６
年
目
で
Ｍ
―
１
決
勝

初
進
出
に
し
て
優
勝
。
そ
し
て

今
回
史
上
初
の
連
覇
と
な
っ

た
。
異
例
の
ス
ピ
ー
ド
出
世
で

あ
る
。

　

実
は
、
同
じ
く
最
終
決
戦
進

出
を
果
た
し
た
真
空
ジ
ェ
シ
カ

の
２
人
も
、
独
特
の
シ
ュ
ー
ル

な
セ
ン
ス
が
持
ち
味
の
ネ
タ
は

令
和
ロ
マ
ン
と
は
ま
た
違
う

が
、
メ
ン
バ
ー
の
川
北
茂
澄
と

ガ
ク
は
そ
れ
ぞ
れ
慶
應
義
塾
大

学
と
青
山
学
院
大
学
の
大
学
お

笑
い
サ
ー
ク
ル
出
身
で
あ
る
。

決
勝
進
出
者
で
は
マ
マ
タ
ル
ト

も
そ
う
で
、
ほ
か
に
も
ラ
ラ
ン

ド
な
ど
近
年
お
笑
い
界
で
は
大

学
お
笑
い
サ
ー
ク
ル
出
身
者
の

台
頭
が
著
し
い
。

　

大
学
お
笑
い
サ
ー
ク
ル
出
身

の
芸
人
た
ち
は
、
ま
る
で
入
試

の
「
傾
向
と
対
策
」
を
重
視
す

る
受
験
エ
リ
ー
ト
の
よ
う
に
、

Ｍ
―
１
の
歴
史
や
お
笑
い
の
ト

レ
ン
ド
を
頭
に
入
れ
、
入
念
に

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
積
ん
だ

う
え
で
本
番
に
臨
む
。
そ
の
筆

頭
格
が
い
う
ま
で
も
な
く
令
和

ロ
マ
ン
だ
。

　

今
回
、
決
勝
初
進
出
の
バ
ッ

テ
リ
ィ
ズ
が
、「
わ
く
わ
く
す

る
バ
カ
」
と
若
林
も
称
賛
し
た

よ
う
に
、
誰
も
が
親
し
め
る
ア

ホ
キ
ャ
ラ
を
前
面
に
押
し
出
し

た
「
偉
人
の
名
言
ネ
タ
」
で
旋

風
を
巻
き
起
こ
し
、
フ
ァ
ー
ス

ト
ラ
ウ
ン
ド
を
１
位
で
通
過
し

た
。
高
比
良
く
る
ま
も
、
そ
の

勢
い
に
19
年
優
勝
の
ミ
ル
ク
ボ

ー
イ
を
重
ね
合
わ
せ
、「
負
け

を
覚
悟
し
た
」
と
い
う
。

　

だ
が
、
最
終
決
戦
２
本
目
の

ネ
タ
で
、
３
組
の
う
ち
令
和
ロ

マ
ン
だ
け
が
１
本
目
の
「
名
字

ネ
タ
」
よ
り
も
爆
発
力
の
あ
る

「
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
ネ
タ
」
を

出
し
て
き
た
。石
田
や
山
内
も
、

審
査
後
そ
の
点
を
絶
賛
し
て
い

た
。
塙
が
「
今
年
が
一
番
迷
っ

て
い
る
」
と
吐
露
し
た
よ
う
に

史
上
ま
れ
に
見
る
ハ
イ
レ
ベ
ル

の
最
終
決
戦
だ
っ
た
が
、
そ
れ

を
制
し
た
の
は
、
２
本
目
に
１

本
目
の
し
ゃ
べ
く
り
漫
才
と
は

ま
っ
た
く
異
な
る
漫
才
コ
ン
ト

で
、
し
か
も
よ
り
イ
ン
パ
ク
ト

の
強
い
ネ
タ
を
温
存
し
て
お
い

た
令
和
ロ
マ
ン
の
し
た
た
か
な

戦
略
だ
っ
た
。

　

令
和
ロ
マ
ン
の
連
覇
に
よ
っ

て
、受
験
エ
リ
ー
ト
な
ら
ぬ「
Ｍ

―
１
エ
リ
ー
ト
」
の
時
代
が
完

全
に
到
来
し
た
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
そ
れ
と
と
も
に
、
Ｍ
―
１

の
歴
史
は
新
た
な
段
階
に
入
っ

た
。
盤
石
に
も
見
え
る
令
和
ロ

マ
ン
の
牙
城
を
突
き
崩
す
の

は
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
漫
才
師

な
の
だ
ろ
う
か
？

彼
ら
を
突
き
崩
す
の
は
ど
ん
な
漫
才
師
か
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午
前
５
時
過
ぎ
、
ト
ゥ
ク
ト

ゥ
ク
が
薄
暗
い
山
道
を
フ
ル
ア

ク
セ
ル
で
上
っ
て
い
く
。
大
き

な
エ
ン
ジ
ン
音
が
森
に
響
く

が
、
ス
ピ
ー
ド
は
の
ろ
い
。
サ

イ
ド
カ
バ
ー
か
ら
入
る
隙
間
風

が
冷
た
く
、
外
気
温
は
10
℃
く

ら
い
だ
ろ
う
か
。
タ
ク
シ
ー
よ

り
価
格
が
抑
え
ら
れ
る
ト
ゥ
ク

ト
ゥ
ク
を
選
ん
だ
の
で
、
ま
あ

仕
方
な
い
。

「
こ
れ
で
も
暖
か
い
方
だ
ぜ
。

時
期
に
よ
っ
て
朝
は
３
〜
４
℃

の
日
も
あ
っ
て
霜
も
降
り
る
。

街
の
人
々
が
よ
く
酒
を
飲
む
の

も
寒
い
か
ら
な
ん
だ
」

　

運
転
手
の
ガ
ヤ
ン
が
言
う
。

短
髪
に
髭ひ

げ

面づ
ら

、
耳
に
ピ
ア
ス
を

着
け
て
パ
ン
ク
な
雰
囲
気
の

男
。確
か
に
彼
が
言
う
よ
う
に
、

前
夜
、
街
の
酒
店
は
ど
こ
も
地

元
の
労
働
者
で
ご
っ
た
返
し
て

い
た
。
小
乗
仏
教
の
信
者
が
多

い
こ
の
国
は
、
酒
を
あ
ま
り
飲

ま
な
い
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で

少
し
驚
い
た
。

　

日
の
出
の
頃
、
目
的
地
に
到

着
し
た
。
こ
こ
は
ス
リ
ラ
ン
カ

中
央
南
部
に
あ
る
ホ
ー
ト
ン
・

プ
レ
イ
ン
ズ
国
立
公
園
。
筆
者

は
９
月
頭
に
ス
リ
ラ
ン
カ
に
入

り
、
常
夏
の
海
沿
い
の
街
を
旅

し
た
後
、
山
岳
エ
リ
ア
へ
足
を

延
ば
し
た
。
国
立
公
園
へ
は
、

紅
茶
で
有
名
な
ヌ
ワ
ラ
・
エ
リ

ヤ
か
ら
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
で
約
１

時
間
の
道
の
り
だ
っ
た
。

　

ホ
ー
ト
ン
・
プ
レ
イ
ン
ズ
国

立
公
園
は
標
高
２
０
０
０
㍍
台

に
広
が
る
高
原
地
帯
で
、
そ
の

面
積
は
３
０
０
０
㌶
超
え
。
絶

滅
危
惧
種
を
含
む
希
少
な
動
植

　
東
南
ア
ジ
ア
で
一
般
的
な
三
輪
タ
ク
シ
ー
「
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
」
で
上
る
冷
え
込
む

山
道
、
希
少
種
の
息
づ
く
国
立
公
園
、
紅
茶
の
香
り
漂
う
高
地
。
ス
リ
ラ
ン
カ
中
央

南
部
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ
と
文
化
体
験
は
、
自
然
と
人
々
の
息
遣
い
に
触
れ
る
忘
れ
ら

れ
な
い
旅
だ
っ
た

―
。
山
登
り
好
き
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ス
リ
ラ
ン
カ
旅
行
記
。

国
民
や
観
光
客
の
足
と
し
て

一
般
的
な
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク

いちのせ・しん　1992年、山梨県生まれ。ジャーナリス
ト。立教大卒業後、山梨日日新聞記者、雑誌『山と溪谷』
編集者などを経て2020年からフリー

ス
リ
ラ
ン
カ

山
岳
山
岳
地
帯
の
冒
険
と

紅
茶
の
香
り

山登り好き
ジャーナリスト
おすすめ

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

一
ノ
瀬
伸

開放感のある高原が広がる
ホートン・プレインズ国立公園
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物
の
固
有
種
が
数
多
く
生
息
・

生
育
し
、
ハ
イ
キ
ン
グ
目
的
の

観
光
客
を
は
じ
め
、
し
ば
し
ば

研
究
者
も
訪
れ
る
と
い
う
。
他

の
自
然
保
護
区
と
共
に
「
ス
リ

ラ
ン
カ
の
中
央
高
地
」
と
し
て

ユ
ネ
ス
コ
世
界
自
然
遺
産
に
認

定
さ
れ
て
い
る
。
熱
帯
の
国
に

あ
っ
て
涼
し
い
エ
リ
ア
で
、
国

民
に
と
っ
て
の
避
暑
地
で
あ
る
。

　

公
園
の
入
場
料
は
、
サ
ー
ビ

ス
料
や
税
金
を
含
め
て
約
６
０

０
０
円
（
２
０
２
４
年
９
月
時

点
）
と
な
か
な
か
高
い
。
ス
リ

ラ
ン
カ
で
は
観
光
地
や
レ
ス
ト

ラ
ン
で
の
二
重
価
格
が
当
た
り

前
で
、
こ
こ
は
国
民
な
ら
約
75

円
と
い
う
驚
き
の
価
格
差
が
あ

る
。
ち
な
み
に
国
の
全
体
的
な

物
価
は
日
本
よ
り
安
く
、
ロ
ー

カ
ル
な
食
堂
な
ら
カ
レ
ー
が
数

百
円
で
食
べ
ら
れ
る
。
た
だ
、

22
年
に
国
が
債
務
不
履
行
に
陥

っ
た
影
響
で
物
価
が
急
上
昇
。

ガ
ソ
リ
ン
は
日
本
よ
り
高
い
く

ら
い
で
、
タ
ク
シ
ー
や
ト
ゥ
ク

ト
ゥ
ク
の
料
金
も
高
騰
し
て
い

る
。

　

さ
て
午
前
６
時
に
ゲ
ー
ト
が

開
き
、
観
光
客
を
乗
せ
た
数
台

の
車
が
駐
車
場
の
あ
る
管
理
事

務
所
へ
向
か
う
。
ガ
ヤ
ン
に
よ

れ
ば
、
天
気
が
安
定
す
る
１
〜

２
月
頃
は
早
朝
か
ら
数
十
台
が

列
を
な
す
そ
う
だ
。

　

霧
が
立
ち
込
め
る
高
原
に
朝

日
が
差
し
、
美
し
い
。
道
中
で

さ
っ
そ
く
、
サ
ン
バ
ー
の
群
れ

が
お
出
迎
え
し
て
く
れ
た
。
サ

ン
バ
ー
は
東
南
ア
ジ
ア
や
イ
ン

ド
に
生
息
す
る
大
型
シ
カ
だ
。

管
理
事
務
所
で
レ
ン
ジ
ャ
ー
に

よ
る
手
荷
物
検
査
が
あ
り
、
持

参
し
た
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
は
紙
袋

に
移
さ
れ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

ラ
ベ
ル
を
剥
が
さ
れ
た
。
公
園

内
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
を
出

さ
な
い
取
り
組
み
だ
。

「
ス
リ
ラ
ン
カ
ヒ
ョ
ウ
の
写
真

が
撮
り
た
く
て
来
た
ん
だ
。
早

朝
の
方
が
見
ら
れ
る
確
率
が
高

い
か
ら
楽
し
み
だ
よ
」

　

あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
た
ス
リ

ラ
ン
カ
人
男
性
が
言
っ
た
。
最

大
都
市
コ
ロ
ン
ボ
か
ら
来
た
と

い
い
、
大
き
な
カ
メ
ラ
を
持
っ

て
い
る
。
下
調
べ
も
あ
ま
り
し

て
い
な
か
っ
た
の
で
、
ヒ
ョ
ウ

が
い
る
と
彼
の
話
で
初
め
て
知

っ
た
。
危
険
は
な
い
だ
ろ
う
か

と
尋
ね
る
と
、「
心
配
な
い
よ
。

人
間
に
気
づ
い
た
ら
逃
げ
る

さ
」
と
男
性
は
笑
っ
た
。
ス
リ

ラ
ン
カ
ヒ
ョ
ウ
は
、
希
少
な
固

有
種
で
運
が
良
け
れ
ば
観
察
で

き
る
と
い
う
。

　

管
理
事
務
所
か
ら
の
周
回
コ

ー
ス
は
、
往
復
約
８
㌔
の
ハ
イ

キ
ン
グ
。
駐
車
場
で
待
っ
て
い

て
く
れ
る
ガ
ヤ
ン
と
し
ば
し
お

別
れ
し
て
歩
き
始
め
る
と
、
目

の
前
に
は
広
大
な
草
原
が
広
が

る
。
静
寂
の
な
か
の
散
策
は
、

な
ん
と
も
気
持
ち
が
い
い
。

　

森
で
は
鳥
の
さ
え
ず
り
や
小

動
物
が
動
い
た
よ
う
な
音
が
聞

こ
え
る
。
ト
レ
イ
ル
脇
に
咲
く

白
、
黄
、
薄
紫
と
色
と
り
ど
り

の
花
は
、
高
山
植
物
ら
し
く
小

さ
く
て
可
愛
ら
し
い
。
道
は
多

少
の
起
伏
が
あ
る
も
の
の
登
山

と
い
う
ほ
ど
で
は
な
く
、
散
策

と
い
っ
た
感
じ
だ
。

　

森
を
抜
け
、
到
着
し
た
の
は

ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト「
ワ
ー
ル
ズ・

エ
ン
ド
」。
日
本
語
に
訳
す
と

「
地
の
果
て
」
で
、
高
さ
約
９

０
０
㍍
の
切
り
立
つ
絶
壁
か
ら

山
や
海
を
見
渡
せ
る
自
然
の
展

望
台
だ
。
風
を
感
じ
な
が
ら
少

し
休
憩
。
数
日
前
、
寺
院
で
出

会
っ
た
僧
が
教
え
て
く
れ
た
方

法
で
瞑め

い

想そ
う

を
試
し
て
み
る
と
、

脳
か
ら
ノ
イ
ズ
が
消
え
て
い
く

よ
う
な
心
地
良
さ
を
覚
え
た
。

絶壁の「ワールズ・エ
ンド」からはスリルあ
る風景が楽しめる

ハイキングを楽
しむスリランカ
人カップル

地元の食堂ではボリュームたっぷりのカレーを
数百円で味わえる

登山道では
色とりどりの可憐な
花々を観察できた

高
さ
約
９
０
０
㍍

自
然
の
展
望
台
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常
に
生
き
物
の
気
配
を
感
じ

つ
つ
な
か
な
か
姿
を
見
ら
れ
ず

に
い
た
が
、
茂
み
の
カ
サ
コ
ソ

と
い
う
音
に
目
を
や
る
と
、
巨

大
な
ト
カ
ゲ
を
発
見
。
鮮
や
か

な
緑
の
体
に
頬
が
黒
い
。
名
前

は
見
た
目
の
通
り
の
ホ
ホ
グ
ロ

ト
カ
ゲ
で
固
有
種
だ
。
続
い

て
、
木
の
上
に
リ
ス
の
群
れ
も

見
つ
け
た
。

　

通
常
約
３
時
間
で
一
周
で
き

る
と
こ
ろ
、
歩
き
回
っ
て
粘
っ

た
が
、
ス
リ
ラ
ン
カ
ヒ
ョ
ウ
や

サ
ル
の
カ
オ
ム
ラ
サ
キ
ラ
ン
グ

ー
ル
な
ど
固
有
種
に
は
残
念
な

が
ら
出
合
え
な
か
っ
た
。
ガ
イ

ド
本
に
よ
れ
ば
他
に
野
鳥
や
ネ

ズ
ミ
、
チ
ョ
ウ
、
ト
ン
ボ
、
ヘ

ビ
な
ど
多
彩
な
生
き
物
の
固
有

種
も
生
息
。
じ
っ
く
り
と
動
植

物
を
観
察
し
た
い
場
合
、
事
前

申
し
込
み
で
可
能
な
公
園
内
で

の
キ
ャ
ン
プ
が
良
さ
そ
う
。

　

昼
前
に
管
理
事
務
所
へ
戻
る

と
、
ご
っ
た
返
し
て
い
た
。
学

校
や
会
社
な
ど
の
団
体
旅
行
も

多
い
よ
う
で
、
国
民
に
も
親
し

ま
れ
て
い
る
国
立
公
園
な
の
だ

ろ
う
。
午
後
、
再
び
ガ
ヤ
ン
の

ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
に
乗
り
込
み
、

ヌ
ワ
ラ
・
エ
リ
ヤ
の
紅
茶
工
場

へ
。
複
数
あ
る
が
、
ホ
テ
ル
で

「
最
高
の
紅
茶
」
だ
と
す
す
め

ら
れ
た
「
ダ
ム
ロ
・
ラ
ブ
ー
ケ

リ
ー
・
テ
ィ
ー
」
の
工
場
に
行

く
こ
と
に
し
た
。

　

標
高
１
８
０
０
㍍
台
の
ヌ
ワ

ー
ナ
ッ
ツ
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な

ど
を
大
き
な
声
で
売
っ
た
。

　

と
、
序
盤
は
旅
情
た
っ
ぷ
り

で
良
か
っ
た
。
し
か
し
、
目
的

地
の
都
市
キ
ャ
ン
デ
ィ
に
近
づ

く
に
つ
れ
、
乗
客
は
増
え
、
だ

ん
だ
ん
身
動
き
が
取
れ
な
い
ほ

ど
の
満
員
に
。
標
高
が
下
が
る

と
と
も
に
外
気
温
は
ぐ
ん
ぐ
ん

上
昇
し
、
汗
が
吹
き
出
す
。
暑

い
分
、
日
本
の
満
員
電
車
よ
り

過
酷
だ
ろ
う
。
特
大
バ
ッ
ク
パ

ッ
ク
と
共
に
群
衆
を
か
き
分
け

て
な
ん
と
か
降
車
し
、
旅
を
続

け
た
。

ラ
・
エ
リ
ヤ
で
栽
培
さ
れ
た
紅

茶
は「
ハ
イ
グ
ロ
ウ
ン
テ
ィ
ー
」

と
呼
ば
れ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
紅

茶
の
中
で
も
高
級
だ
。
工
場
で

は
紅
茶
の
販
売
の
ほ
か
、
無
料

で
製
造
工
程
を
見
学
し
た
り
、

茶
葉
や
製
造
方
法
に
よ
っ
て
分

類
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
を

飲
み
比
べ
し
た
り
で
き
る
。

〝
王
道
〞
の
ブ
ラ
ッ
ク
テ
ィ
ー

と
健
康
効
果
が
高
い
と
い
う
ホ

ワ
イ
ト
テ
ィ
ー
を
テ
イ
ス
テ
ィ

ン
グ
し
て
み
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に

香
り
高
い
。
コ
ー
ヒ
ー
派
か
ら

紅
茶
派
に
寝
返
っ
て
し
ま
い
そ

う
な
美お

味い

し
さ
で
、
ハ
イ
キ
ン

グ
で
疲
れ
た
体
に
染
み
た
。

　

ス
リ
ラ
ン
カ
旅
の
移
動
は
、

ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
も

さ
る
こ
と
な
が
ら

列
車
が
面
白
い
。

座
席
に
等
級
が
あ

り
、
指
定
席
か
自

由
席
、
ク
ー
ラ
ー

の
有
無
な
ど
違
い

が
あ
っ
て
当
然
料

金
も
異
な
る
の
だ

が
、
低
い
等
級
な

ら
数
時
間
の
移
動

が
た
っ
た
数
百
円

と
格
安
。
た
だ
し
…
…
。

　

筆
者
は
、
ヌ
ワ
ラ
・
エ
リ
ヤ

の
最
寄
り
駅
か
ら
４
時
間
ほ
ど

自
由
席
の
２
等
車
に
乗
っ
た
。

日
曜
日
だ
か
ら
か
乗
車
す
る
と

家
族
連
れ
や
カ
ッ
プ
ル
が
た
く

さ
ん
。
す
で
に
空
席
は
な
い
。

列
車
の
速
度
は
と
て
も
ゆ
っ
く

り
で
、
走
行
中
も
ド
ア
が
開
い

た
ま
ま
の
デ
ッ
キ
に
立
て
ば
、

風
が
気
持
ち
よ
く
景
色
も
楽
し

い
。
大
自
然
を
背
景
に
向
か
い

合
い
終
始
イ
チ
ャ
イ
チ
ャ
し
て

い
る
若
い
男
女
も
絵
に
な
る
。

停
車
駅
か
ら
は
売
り
子
た
ち
が

次
々
に
乗
り
込
ん
で
き
て
、
ピ

紅茶工場では茶葉の製造工程を見学できる

ブラックティーやホワイトティーなど
多種の紅茶を販売

山
間
地
を
走
る
電
車
は
山
々
や
茶
畑
、

田
舎
町
の
風
景
が
楽
し
い

２等車は日曜を楽
しむ家族連れやカ
ップルなどでごっ
た返していた

スリランカの固有
種であるホホグロ
トカゲ

列
車
移
動
の
明
暗

座
席
の
違
い
で
…

スリランカ 山岳山岳地帯の冒険と紅茶の香り
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「
あ
れ
。こ
の
荷
物
、そ
う
い
え

ば
ず
っ
と
置
い
た
ま
ま
だ
な
」

　

東
京
都
内
の
、
と
あ
る
集
合

住
宅
に
住
む
わ
た
し
。
あ
る
日

ふ
と
、
隣
の
部
屋
の
玄
関
前
の

「
置
き
配
」が
気
に
な
っ
た
。
そ

れ
ま
で
も
目
の
端
に
入
っ
て
い

た
は
ず
だ
が
、
意
識
に
の
ぼ
っ

て
い
な
か
っ
た
。で
も
、そ
う
い

え
ば
夏
の
暑
い
時
期
か
ら
置
き

っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
気
が
す
る
。

　

思
い
立
っ
て
、
そ
の
部
屋
番

号
の
郵
便
受
け
を
見
て
み
た
。

チ
ラ
シ
が
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
に
つ

ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
土
曜

日
の
夜
。
翌
朝
、
明
る
い
時
間

帯
に
そ
の
部
屋
を
訪
ね
て
み
る

と
、
換
気
口
に
た
く
さ
ん
の
ハ

エ
が
…
…
。
そ
れ
ま
で
考
え
な

い
よ
う
に
し
て
い
た「
孤
独
死
」

と
い
う
ワ
ー
ド
が
、
一
気
に
現

実
的
に
な
っ
た
。

　

管
理
事
務
所
は
日
曜
日
な
の

で
、不
在
。「
休
日
・
夜
間
に
お

け
る
緊
急
事
故
等
の
連
絡
先
」

に
電
話
を
し
た
。
事
情
を
話
す

と
、「
警
察
に
１
１
０
番
し
て
く

れ
」
と
言
う
。
人
生
で
初
め
て

１
１
０
番
に
電
話
を
か
け
た
。

す
ぐ
に
お
ま
わ
り
さ
ん
が
や
っ

て
き
た
。
私
の
部
屋
の
イ
ン
タ

ー
ホ
ン
を
鳴
ら
し
て
も
ら
い
、

オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
を
解
除
し
て
そ

の
部
屋
の
前
に
案
内
す
る
。

「
消
防
を
呼
ん
で
、
か
ぎ
を
壊

し
て
入
り
ま
す
」
と
、
お
ま
わ

り
さ
ん
。

「
え
、
で
も
旅
行
に
行
っ
て
い

る
だ
け
か
も
し
れ
な
い
で
す
よ

ね
？
」

「
だ
っ
て
、
臭
う
じ
ゃ
な
い
で

す
か
」

　

鼻
が
慣
れ
て
麻ま

痺ひ

し
て
い
た

の
か
。言
わ
れ
て
み
れ
ば
臭
う
。

お
ま
わ
り
さ
ん
が
置
き
配
の
送

り
状
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
１

カ
月
近
く
も
前
の
日
付
が
印
刷

さ
れ
て
い
た
。も
し「
孤
独
死
」

だ
と
す
れ
ば
、
死
後
１
カ
月
ほ

ど
経た

っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

サ
イ
レ
ン
と
と
も
に
消
防
車

が
到
着
。
消
防
隊
員
が
ド
ヤ
ド

　
隣
人
の
玄
関
前
に
放
置
さ
れ
た
荷
物
か
ら
始
ま
っ

　
隣
人
の
玄
関
前
に
放
置
さ
れ
た
荷
物
か
ら
始
ま
っ

た
孤
独
死
の
現
実
。
第
一
発
見
者
と
な
っ
た
わ
た
し

た
孤
独
死
の
現
実
。
第
一
発
見
者
と
な
っ
た
わ
た
し

は
、
恐
怖
と
混
乱
に
直
面
し
た
。
そ
し
て
、
遺
族
や

は
、
恐
怖
と
混
乱
に
直
面
し
た
。
そ
し
て
、
遺
族
や

隣
人
、
不
動
産
管
理
者
に
ま
で
広
が
る
影
響
を
目
の

隣
人
、
不
動
産
管
理
者
に
ま
で
広
が
る
影
響
を
目
の

当
た
り
に
し
、
高
齢
化
社
会
で
孤
独
死
を
防
ぐ
仕
組

当
た
り
に
し
、
高
齢
化
社
会
で
孤
独
死
を
防
ぐ
仕
組

み
作
り
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
。

み
作
り
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
。

ビニールテープで目張りされた隣人の部屋ビニールテープで目張りされた隣人の部屋

▼▼
第
一
発
見
者
と
な
っ
た
戸
惑
い

第
一
発
見
者
と
な
っ
た
戸
惑
い

▼▼
孤
独
死
が
招
く
遺
族
や
隣
人
へ
の
影
響

孤
独
死
が
招
く
遺
族
や
隣
人
へ
の
影
響

隣
人
隣
人
の

が
教
え
て

く
れ
た

孤
独
死

孤
独
死

現
実
現
実

誰
も
誰
も
がが
向
き
合
う
べ
き
社
会

向
き
合
う
べ
き
社
会
のの
課
題
課
題

上條まゆみ
かみじょう・まゆみ　結婚や離婚、再婚、子育
てなど「家族」をテーマに、女性誌や「現代ビ
ジネス」などでインタビューやルポを手がける

ライター
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ヤ
と
隣
室
に
踏
み
込
む
。
し
ば

ら
く
し
て
出
て
き
た
お
ま
わ
り

さ
ん
に
結
果
を
聞
く
と
、「
お

亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
し

た
」。
ど
の
よ
う
な
状
態
だ
っ

た
か
、
聞
く
の
が
怖
く
て
聞
か

な
か
っ
た
。
夏
の
終
わ
り
か
ら

１
カ
月
の
放
置
。
素
人
で
も
、

惨
状
は
想
像
で
き
る
。
遺
体
搬

送
の
際
に
玄
関
の
ド
ア
を
開
け

閉
め
し
た
せ
い
か
、
あ
た
り
一

帯
は
強
い
臭
気
が
漂
っ
て
い

た
。

「
孤
独
死
」
に
明
確
な
定
義
は

な
い
が
、
一
般
的
に
は
「
ひ
と

り
暮
ら
し
を
し
て
い
て
、
誰
に

も
看み

取と

ら
れ
ず
に
亡
く
な
る
こ

と
」
を
い
う
。
東
京
都
監
察
医

務
院
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
東
京

都
区
部
で
発
生
し
た
孤
独
死

は
、
２
０
０
３
年
は
２
８
６
１

件
だ
っ
た
の
が
、
20
年
に
は
６

０
９
６
件
と
、
年
々
増
加
傾
向

に
あ
る
。

　

人
は
亡
く
な
る
も
の
だ
か

ら
、
ひ
と
り
暮
ら
し
で
あ
る
以

上
、
孤
独
死
の
可
能
性
は
誰
に

で
も
あ
り
、
む
や
み
に
恐
れ
る

必
要
は
な
い
。
た
と
え
亡
く
な

る
瞬
間
は
一
人
で
も
、
す
ぐ
に

発
見
さ
れ
れ
ば
よ
い
。

　

困
る
の
は
、
死
後
し
ば
ら
く

発
見
さ
れ
ず
、
遺
体
が
腐
敗
し

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
だ
。
故
人
の

尊
厳
が
損
な
わ
れ
る
し
、
遺
族

も
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
。
遺
体

が
あ
っ
た
場
所
の
汚
染
に
よ

り
、
そ
の
部
屋
の
所
有
者
や
隣

人
な
ど
に
も
影
響
が
及
ぶ
。

　

わ
た
し
の
場
合
、
隣
人
と
は

付
き
合
い
が
な
く
、
顔
を
見
た

こ
と
も
な
か
っ
た
。
一
度
だ
け

後
ろ
姿
を
見
か
け
た
こ
と
が
あ

り
、
初
老
の
男
性
の
ひ
と
り
暮

ら
し
だ
な
、
と
思
っ
た
程
度
。

だ
か
ら
、
孤
独
死
を
さ
れ
た
と

聞
い
て
も
正
直
、悲
し
さ
よ
り
、

恐
ろ
し
さ
の
ほ
う
が
大
き
か
っ

た
。
人
ひ
と
り
亡
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
の
に
不
謹
慎
で
申
し

訳
な
い
が
、
臭
い
や
虫
が
怖
く

て
窓
が
開
け
ら
れ
な
い
、
ベ
ラ

ン
ダ
に
洗
濯
物
が
干
せ
な
い
こ

と
の
ほ
う
が
つ
ら
か
っ
た
。

だ
。
業
を
煮
や
し
て
、
管
理
事

務
所
に
問
い
合
わ
せ
て
み
た
。

　

管
理
事
務
所
は
「
個
人
情
報

保
護
の
観
点
か
ら
詳
細
は
伝
え

ら
れ
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、

わ
た
し
が
第
一
発
見
者
だ
と
い

う
事
情
を
考
慮
し
、
少
し
だ
け

状
況
を
教
え
て
く
れ
た
。
隣
人

の
相
続
人
が
相
続
放
棄
を
し
た

た
め
に
賃
貸
契
約
の
解
除
に
時

間
が
か
か
り
、
当
面
、
誰
も
部

屋
に
入
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
片

付
け
も
掃
除
も
見
通
し
が
立
た

な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

横
浜
市
や
川
崎
市
を
中
心
に

賃
貸
管
理
・
仲
介
を
行
う
不
動

産
管
理
会
社
「
ア
ー
バ
ン
企
画

開
発
」
は
、
お
よ
そ
７
０
０
０

戸
の
物
件
を
管
理
す
る
中
で
、

年
間
５
〜
６
件
の
孤
独
死
に
出

合
う
と
い
う
。
同
社
管
理
部
長

の
菅
野
美
紀
代
さ
ん
に
よ
る

と
、
孤
独
死
が
起
こ
っ
た
場
合

の
流
れ
は
、
こ
う
だ
。

「
異
臭
が
す
る
、
新
聞
が
た
ま

っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
、
部

屋
の
主
と
ず
っ
と
連
絡
が
と
れ

な
い
な
ど
で
、
私
た
ち
不
動
産

　

そ
れ
ま
で
孤
独
死
に
つ
い
て

深
く
考
え
た
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
漠
然
と
、
汚
染
さ
れ
た
部

屋
は
す
ぐ
に
清
掃
が
入
る
も
の

だ
と
思
っ
て
い
た
。
体
液
や
血

液
に
含
ま
れ
る
細
菌
や
悪
臭
な

ど
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
防
護

服
や
防
毒
マ
ス
ク
な
ど
を
着
用

し
た
プ
ロ
が
、
専
用
の
機
材
や

除
菌
剤
を
使
っ
て
跡
形
も
な
く

き
れ
い
に
し
て
く
れ
る
イ
メ
ー

ジ
だ
。
少
し
の
間
、
我
慢
す
れ

ば
、
ま
た
元
通
り
窓
を
開
け
、

洗
濯
物
を
干
し
、
ベ
ラ
ン
ダ
か

ら
夕ゆ

う

陽ひ

を
眺
め
る
生
活
に
戻
れ

る
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
い
つ
ま
で
経
っ

て
も
、
清
掃
が
入
ら
な
い
。
臭

い
や
虫
を
防
ぐ
た
め
、
玄
関
ド

ア
や
換
気
口
、
鍵
穴
に
ま
で
ビ

ニ
ー
ル
テ
ー
プ
で
目
張
り
が
さ

れ
、
消
臭
剤
が
置
か
れ
た
ま
ま

の
状
態
が
、
１
カ
月
以
上
も
続

い
た
。
消
臭
剤
の
お
か
げ
で
腐

敗
臭
は
し
な
く
な
っ
た
が
、
逆

に
消
臭
剤
の
薬
く
さ
さ
が
鼻
に

つ
き
、い
さ
さ
か
気
分
が
悪
い
。

い
っ
た
い
ど
う
な
っ
て
い
る
の

片
付
け
、掃
除
…
見
通
し
が
立
た
な
い

隣人隣人の が教えて
くれたのののののののののののののののののののののののののの がががががががががががががががががががが
くくくくくくくくくくく孤独死孤独死 てててててててててててててててて現実現実
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管
理
会
社
に
通
報
が
入
る
と
、

大
家
さ
ん
に
連
絡
を
す
る
と
と

も
に
、
警
察
の
立
ち
会
い
の
も

と
鍵
を
開
け
て
部
屋
に
入
り
ま

す
。
た
だ
旅
行
に
行
っ
て
い
た

だ
け
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
中
で
亡
く
な
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
警
察
の
捜
査

が
入
っ
て
事
件
性
な
し
と
判
断

さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
が
い
わ
ゆ
る

『
孤
独
死
』
で
す
」

「
不
動
産
の
単
身
入
居
者
が
亡

く
な
る
と
、
入
居
者
が
有
し
て

い
た
賃
借
権
と
居
室
内
の
残
置

物
の
所
有
権
は
、
そ
の
相
続
人

に
引
き
継
が
れ
ま
す
。
そ
こ
で

私
た
ち
は
ま
ず
、
緊
急
連
絡
先

や
連
帯
保
証
人
に
連
絡
し
、
相

続
人
を
探
し
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
人
に
遺
品
の
運
び
出
し
や

賃
貸
契
約
の
解
除
を
お
願
い
し

ま
す
」

　

亡
く
な
っ
て
し
ば
ら
く
発
見

さ
れ
ず
、
遺
体
の
損
傷
が
激
し

い
と
、
特
殊
清
掃
と
呼
ば
れ
る

専
用
の
機
材
や
薬
剤
を
使
っ
て

の
清
掃
が
必
要
と
な
る
こ
と
も

あ
る
。
原
則
と
し
て
清
掃
費
用

は
、
入
居
時
に
払
っ
た
敷
金
で

相
殺
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
ま
か

な
い
き
れ
な
い
と
き
は
、
相
続

人
に
負
担
し
て
も
ら
う
。

　

そ
う
や
っ
て
無
事
き
れ
い
に

な
っ
た
部
屋
は
、
再
び
賃
貸
に

出
す
。
孤
独
死
で
も
病
死
や
老

衰
な
ど
自
然
死
の
場
合
、
事
故

物
件
と
し
て
告
知
義
務
が
あ
る

か
ど
う
か
は
判
断
が
分
か
れ
る

と
こ
ろ
だ
が
、
ア
ー
バ
ン
企
画

開
発
で
は
、
孤
独
死
が
あ
っ
た

部
屋
だ
と
伝
え
た
う
え
で
、
家

賃
を
５
〜
20
％
ほ
ど
下
げ
て
貸

し
て
い
る
。

「
殺
人
事
件
な
ど
で
な
け
れ
ば

と
く
に
気
に
し
な
い
、
家
賃
が

安
い
か
ら
む
し
ろ
好
ん
で
借
り

た
い
と
い
う
お
客
さ
ん
も
多
い

ん
で
す
よ
」（
菅
野
さ
ん
）

選え

り
好
み
を
し
て
い
ら
れ
な
い

事
情
も
あ
る
だ
ろ
う
。
故
人
も

遺
族
も
大
家
も
不
動
産
管
理
会

社
も
、
そ
し
て
隣
人
に
と
っ
て

も
負
担
の
大
き
い
孤
独
死
。
ど

う
す
れ
ば
孤
独
死
を
防
げ
る
の

か
。
あ
る
い
は
、
亡
く
な
っ
て

も
す
ぐ
に
発
見
で
き
る
の
か
。

「
冷
蔵
庫
や
ト
イ
レ
の
ド
ア
、

電
気
ポ
ッ
ト
の
利
用
な
ど
で
安

否
を
確
認
す
る
見
守
り
サ
ー
ビ

ス
が
各
社
か
ら
出
て
お
り
、
高

齢
の
方
の
ひ
と
り
暮
ら
し
で

は
、
そ
の
利
用
を
前
提
に
賃
貸

契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
管
理
費
に
見

守
り
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
を
組
み

込
ん
で
い
る
物
件
も
あ
る
し
、

大
家
さ
ん
が
自
腹
で
新
聞
や
ヤ

ク
ル
ト
の
配
達
な
ど
を
し
て
も

ら
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
」（
菅
野
さ
ん
）

　

ち
な
み
に
孤
独
死
は
、
高
齢

者
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
日

本
少
額
短
期
保
険
協
会
の
孤
独

死
対
策
委
員
会
が
24
年
12
月
に

ま
と
め
た
「
第
９
回
孤
独
死
現

状
レ
ポ
ー
ト
」
に
よ
る
と
、
孤

独
死
の
死
亡
時
平
均
年
齢
は
男

性
63
・
０
歳
、
女
性
61
・
８
歳

で
、
64
歳
ま
で
の
現
役
世
代
が

47
・
５
％
。
孤
独
死
は
全
世
代

に
わ
た
る
問
題
だ
。

　

同
委
員
会
で
は
、
孤
独
死
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
の
対
策
と
し

て
、
行
政
や
マ
ス
コ
ミ
が
中
心

と
な
っ
て
国
民
に
対
し
「
孤
独

死
は
よ
り
身
近
に
起
こ
り
得
る

も
の
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
を

普
及
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
す
る
。ま
た
、家
族
や
友
人
・

知
人
が
互
い
を
思
い
や
り
、
連

絡
を
取
り
合
う
文
化
の
確
立

や
、地
域
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー・

自
治
体・政
府
な
ど
が
連
携
し
、

包
括
的
に
孤
独
・
孤
立
を
生
ま

な
い
仕
組
み
の
構
築
が
急
務
で

あ
る
と
し
て
い
る
。

　

夏
か
ら
秋
が
過
ぎ
、
木
枯
ら

し
が
吹
き
始
め
て
も
、
隣
家
の

玄
関
ド
ア
は
、
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー

プ
で
厚
く
目
張
り
さ
れ
た
ま

ま
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
つ
つ

も
、
い
っ
た
い
中
が
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
、
想
像
す
る
こ
と

は
や
め
て
い
る
。

　

た
い
て
い
は
、
こ
れ
で
一
件

落
着
。
と
こ
ろ
が
稀ま

れ

に
、
ス
ム

ー
ズ
に
は
い
か
な
い
こ
と
が
あ

る
。
身
内
が
い
な
い
、
連
絡
が

取
れ
な
い
、
相
続
人
が
い
て
も

相
続
放
棄
を
さ
れ
て
し
ま
う
ケ

ー
ス
だ
。

　

相
続
人
で
な
い
第
三
者
が
勝

手
に
財
産
の
処
分
を
行
う
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
、
そ
の
場
合

は
管
理
会
社
等
利
害
関
係
人
が

申
し
立
て
、
家
庭
裁
判
所
に
選

任
さ
れ
た
相
続
財
産
管
理
人
が

遺
産
の
清
算
を
進
め
る
。

　

と
、
言
葉
で
説
明
す
る
の
は

簡
単
だ
が
、
最
終
的
に
決
着
す

る
ま
で
に
数
カ
月
の
時
間
が
か

か
る
。そ
の
間
、部
屋
は
片
付
け

も
清
掃
も
入
ら
な
い
ま
ま
、放
置

さ
れ
る
の
だ
。
わ
が
隣
人
の
ケ

ー
ス
は
、
お
そ
ら
く
こ
れ
だ
。

　

老
後
は
、
住
む
家
を
借
り
に

く
く
な
る
と
言
わ
れ
る
。
そ
の

理
由
に
納
得
で
き
た
。
孤
独
死

の
可
能
性
が
高
い
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
に
部
屋
を
貸
す
こ

と
は
、た
し
か
に
リ
ス
キ
ー
だ
。

と
は
い
え
、
超
高
齢
化
・
核
家

族
化
が
進
み
、
単
身
高
齢
者
の

数
は
増
え
る
一
方
。
借
り
手
の

高
齢
者
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
現
実

誰も誰もがが向き合うべき社会向き合うべき社会のの課題課題
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日
本
の
ガ
チ
中
華
店
、
そ
の

栄
枯
盛
衰
よ
り
早
い
の
が
在
日

中
国
人
の
口
コ
ミ
だ
。
オ
ー
ナ

ー
や
料
理
人
の
出
身
地
は
も
と

よ
り
、
食
材
の
入
手
経
路
、
サ

ー
ビ
ス
の
良
し
あ
し
ま
で
ネ
ッ

ト
上
に
情
報
が
出
回
っ
て
い

る
。

　

経
営
者
や
料
理
人
が
代
わ
れ

ば
、
客
層
も
入
れ
替
わ
る
。
少

し
で
も
日
本
人
好
み
の
味
に
ア

レ
ン
ジ
し
た
途
端
、「
ニ
セ
モ

ノ
」
の
烙ら

く

印い
ん

を
押
す
。
そ
ん
な

中
国
人
は
、
そ
も
そ
も
同
郷
意

識
の
強
い
民
族
だ
。
故
郷
の
地

名
を
冠
し
て
い
て
も
他
省
出
身

者
が
店
主
の
店
に
は
見
向
き
も

し
な
い
。
料
理
人
が
同
郷
で
も

オ
ー
ナ
ー
が
他
省
人
な
ら
「
味

が
分
か
ら
な
い
奴や

つ

に
管
理
で
き

る
は
ず
が
な
い
」
と
切
っ
て
捨

て
る
。

　

こ
れ
ほ
ど
辛し

ん

辣ら
つ

な
理
由
は
、

中
国
人
に
と
っ
て
の
プ
ラ
イ

ド
、〝
面メ

ン

子ツ

〞
を
懸
け
て
い
る

か
ら
だ
。
名
産
や
旬
の
食
材
、

看
板
料
理
と
注
文
方
法
、
そ
の

食
べ
方
に
ま
で
こ
だ
わ
る
。
店

選
び
を
し
く
じ
る
の
は
も
っ
て

の
ほ
か
。
だ
か
ら
徹
底
的
に
ふ

　
ブ
ー
ム
に
な
り
久
し
い
日
本
風
の
中
華
料
理
「
町
中
華
」

と
対
極
的
に
、
本
場
の
味
を
日
本
で
味
わ
え
る
「
ガ
チ
中
華
」

も
話
題
だ
。
そ
の
中
で
も
、
日
本
人
の
舌
に
媚こ

び
な
い
、
在

日
中
国
人
が
日
々
通
う
ガ
チ
中
の
ガ
チ
中
華
の
名
店
を
、
中

国
事
情
に
詳
し
い
ラ
イ
タ
ー
が
足
で
発
掘
。
常
連
た
ち
が
ひ

っ
そ
り
楽
し
む
最
高
の
味
わ
い
方
を
お
伝
え
す
る
。

日
本
人
が
知
ら
な
い

「
シ
ン・ガ
チ
中
華
」

ラ
イ
タ
ー 

北
上
行
夫

きたかみ・ゆきお　1971年生まれ。香港系通信社日本支局ディレクター。企業向けASEAN
市場リサーチ業務の傍ら、中華圏マーケットのアナリストやライターが集う路邊社に参画

在日中国人が惚れ込む
本場の味を楽しみつくす!
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る
い
に
か
け
る
。
そ
ん
な
彼
ら

が
プ
ラ
イ
ド
を
懸
け
て
通
う
都

内
の
「
シ
ン
・
ガ
チ
中
華
」
を

訪
ね
て
み
た
。

馴な

染じ

み
の
具
が
ひ
と
通
り
揃そ

ろ

っ

て
い
る
が
、
こ
の
店
で
は
羊
蝎

子
の
脇
役
に
す
ぎ
な
い
。

　

こ
の
羊
蝎
子
、
出
さ
れ
た
ら

ど
さ
り
と
鍋
に
入
れ
る
の
が
本

場
の
流
儀
だ
。
空
い
た
皿
は
た

だ
ち
に
店
員
へ
返
却
す
る
勢
い

が
望
ま
し
い
。
鍋
か
ら
こ
ぼ
れ

落
ち
そ
う
に
な
る
羊
蝎
子
を
ぐ

つ
ぐ
つ
煮
込
む
う
ち
に
肉
が
柔

ら
か
く
な
り
、
骨
か
ら
身
が
簡

単
に
剥
が
れ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
の
頃
合
い
を
見
計
ら
っ
て
、

エ
イ
ヤ
と
取
り
出
す
。

 

か
ぶ
り
つ
く
前
に
タ
レ
を
準

備
し
て
お
く
の
だ
が
、
常
連
た

ち
は
店
が
提
供
す
る
既
製
品
で

は
な
く
、
調
味
料
と
薬
味
が
並

ぶ
専
用
コ
ー
ナ
ー
で
自
ら
調
合

す
る
。
本
場
の
配
合
は
、
た
っ

ぷ
り
の
ご
ま
油
に
大
さ
じ
２
杯

の
腐
乳
（
豆
腐
の
発
酵
食
品
）、

食
塩
と
ネ
ギ
、
ニ
ン
ニ
ク
、

生し
ょ
う

姜が

、
パ
ク
チ
ー
を
少
々
。

小
皿
の
上
で
ペ
ー
ス
ト
状
に
な

る
ま
で
か
き
混
ぜ
て
で
き
あ
が

り
。

　

鍋
か
ら
取
り
出
し
た
羊
蝎
子

は
別
皿
で
待
機
さ
せ
て
お
く
。

骨
の
部
分
を
手
で
つ
か
め
る
ま

で
冷
ま
す
も
よ
し
、
使
い
捨
て

手
袋
を
片
手
に
は
め
、
箸
で
肉

を
取
り
出
す
も
よ
し
。

　

前
出
の
タ
レ
に
羊
蝎
子
を
ち

ょ
こ
っ
と
付
け
て
食
す
。
最
初

の
一
口
を
噛か

み
し
め
た
瞬
間
、

肉
の
旨
み
が
じ
わ
り
と
口
の
中

に
広
が
り
、
肉
に
染
み
込
ん
だ

ス
ー
プ
が
溢あ

ふ

れ
出
す
。
生
姜
や

八
角
、
シ
ナ
モ
ン
、
唐
辛
子
な

ど
の
ス
パ
イ
ス
が
味
を
引
き
立

て
る
。
柔
ら
か
い
脂
身
と
少
し

歯
ご
た
え
の
あ
る
肉
の
部
分
の

食
感
、
香
ば
し
さ
、
旨
み
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
自
然
と
次

の
塊
に
手
が
伸
び
て
し
ま
う
。

　

骨
や
骨
髄
か
ら
出
る
コ
ラ
ー

ゲ
ン
は
健
康
や
美
容
に
も
嬉う

れ

し

く
、
煮
込
む
時
間
が
長
い
ほ
ど

ス
ー
プ
が
濃
厚
に
な
り
体
を
温

め
て
く
れ
る
。
そ
こ
に
脇
役
と

し
て
他
の
具
を
加
え
る
の
も
よ

い
が
、
メ
イ
ン
だ
け
で
も
ま
っ

た
く
飽
き
が
こ
な
い
の
は
、
常

連
客
の
卓
上
に
高
く
積
ま
れ
た

骨
の
山
が
証
明
し
て
い
た
。

　

ま
ず
は
ガ
チ
中
華
の
聖
地
と

呼
ば
れ
る
池
袋
か
ら
Ｊ
Ｒ
山
手

線
で
ひ
と
駅
、
大
塚
の
火
鍋
店

「
東と

う

華か

涮
肉
」
へ
。
北
口
繁
華

街
を
歩
い
て
３
分
、
文
字
通
り

〝
看
板
メ
ニ
ュ
ー
〞
を
大
き
く

掲
げ
た
看
板
が
目
印
だ
。

　

オ
ー
ダ
ー
は
「
東
華
し
ゃ
ぶ

し
ゃ
ぶ
特
選
〜
炭
火
火
鍋
」

（
４
９
８
０
円
・
１
２
０
分
食

べ
放
題
＆
飲
み
放
題
）一
択
で
、

ひ
た
す
ら
秘
伝
の
羊ヤ

ン

蝎シ
ェ

子ズ

（
羊

の
背
骨
肉
）
を
お
か
わ
り
し
続

け
る
の
が
、
３
代
に
わ
た
り
ラ

ム
肉
を
究
め
て
き
た
同
店
の
料

理
長
に
対
す
る
敬
意
で
も
あ

る
。

「
鴛お

し

鴦ど
り

鍋
」
と
名
付
け
ら
れ
た

ス
ー
プ
は
旨う

ま

辛か
ら

＆
さ
っ
ぱ
り
の

２
種
。
霜
降
り
牛
肉
や
豚
バ
ラ

肉
、
つ
み
れ
、
鴨ヤ

ー

血シ
ェ

、
ハ
チ
ノ

ス
、
キ
ノ
コ
＆
野
菜
類
な
ど
お

　

続
い
て
、
上
野
に
あ
る
湖
南

料
理
の
有
名
店
「
李り

厨ち
ゅ
う」
へ
。

高
田
馬
場
に
姉
妹
店
が
あ
る

が
、
中
国
人
が
利
用
す
る
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
よ
る
と
、
上
野
店
で
は
確

実
に
同
省
出
身
の
料
理
長
が
腕

を
振
る
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

そ
の
噂う

わ
さど
お
り
、
辛
さ
の
中

に
多
彩
な
味
わ
い
を
も
つ
メ
ニ

ュ
ー
が
豊
富
だ
。
筍

た
け
の
こと
燻く

ん

製せ
い

肉
の
炒
め
も
の
「
干
鍋
腊
肉
脆

笋
」
や
、
魚
の
頭
ま
る
ご
と
の

蒸
し
も
の
「　

椒
魚
頭
」（
１

９
８
０
円
）
な
ど
の
人
気
メ
ニ

ュ
ー
に
外
れ
な
し
。「
正

し
ょ
う

宗
し
ゅ
う

（
本
場
）
の
味
付
け
で
！
」
と

言
い
添
え
て
注
文
す
れ
ば
、
湖

南
料
理
な
ら
で
は
の
〝
酸サ

ン

辣ラ
ー

味

（
酸
っ
ぱ
辛
さ
）〞
を
堪
能
で
き

る
。

　

辛
さ
も
い
ろ
い
ろ
、
好
み
も

い
ろ
い
ろ
。
と
い
う
こ
と
で
、

東華涮肉（大塚・北京火鍋）
東京都豊島区北大塚2-11-4 三浦屋ビル
TEL 03-5980-9046
11:00～23:00

本
場
の
火
鍋
を
心
ゆ
く
ま
で
味
わ
う

四
川
よ
り
も
ホ
ッ
ト
な
湖
南
料
理
の
名
店
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初
心
者
は
ま
ず
焼
き
唐
辛
子
と

ピ
ー
タ
ン
の
冷
菜
「
擂
椒
皮

蛋
」（
８
８
０
円
）
や
、
豚
肉
の

農
家
風
青
唐
辛
子
炒
め
「
農
家

小
炒
肉
」（
１
２
８
０
円
）と
い

う
、
間
違
い
な
く
白
米
に
合
う

お
か
ず
系
か
ら
試
さ
れ
た
い
。

　

壺つ
ぼ

入
り
の
擂
椒
皮
蛋
は
、
ピ

リ
ッ
と
し
た
辛
さ
と
豊
か
な
旨

み
が
調
和
し
た
一
品
。
ピ
ー
タ

ン
の
風
味
と
ク
リ
ー
ミ
ー
な
食

感
に
、
熟
成
さ
れ
た
卵
の
深
い

コ
ク
。
そ
こ
に
軽
く
焼
い
た
青

唐
辛
子
を
す
り
つ
ぶ
し
て
作
っ

た
辛
み
が
重
な
り
、
レ
ン
ゲ
で

よ
そ
っ
て
白
米
に
ど
さ
り
と
の

せ
れ
ば
、
何
杯
で
も
い
け
る
。

パ
ク
チ
ー
や
ネ
ギ
、
ピ
ー
マ
ン

の
香
り
が
味
を
ま
と
め
、
濃
厚

か
つ
爽
や
か
。

　

農
家
小
炒
肉
は
、
ジ
ュ
ー
シ

ー
で
香
ば
し
い
豚
肉
と
、
野
菜

の
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
食
感
が
ポ
イ

ン
ト
。
ニ
ン
ニ
ク
や
生
姜
が
利

い
た
特
製
タ
レ
の
絡
み
加
減
は

浅
す
ぎ
ず
深
す
ぎ
ず
、
こ
ち
ら

も
白
米
が
進
む
ひ
と
皿
。

　

い
ず
れ
も
家
庭
料
理
だ
か

ら
、料
理
人
の
腕
が
問
わ
れ
る
。

ブ
レ
な
い
〝
鉄
板
〞
の
酸
辣
味

　

訪
日
外
国
人
客
が
目
立
つ
ア

メ
横
を
歩
い
て
、
御
徒
町
へ
足

を
運
ぶ
と
、
Ｊ
Ｒ
駅
手
前
の
路

地
裏
の
２
階
に
「
王ワ

ン

さ
ん
私ス

ー

家ジ
ャ
ー

菜ツ
ァ
イ」
は
あ
る
。
一
見
よ
く

あ
る
ガ
チ
中
華
の
外
観
だ
が
、

店
主
も
料
理
人
も
貴
州
人
の
こ

の
店
の
ウ
リ
は
、
自
家
製
泡パ

オ

菜ツ
ァ
イ（
野
菜
を
乳
酸
発
酵
さ
せ

た
漬
物
）
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
郷
土
料
理
に
あ
る
。

　

店
の
至
る
所
に
鎮
座
す
る
大

き
な
甕か

め

に
は
、
実
家
に
代
々
伝

わ
る
漬
け
汁
に
、
茎
レ
タ
ス
や

唐
辛
子
、
ド
ク
ダ
ミ
の
根
、
サ

サ
ゲ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
大
根
の
皮

な
ど
の
泡
菜
を
仕
込
ん
で
い

る
。
炒
め
物
や
鍋
料
理
に
用
い

る
に
は
、
ほ
ど
良
い
酸
味
と
塩

味
が
出
る
食
べ
ご
ろ
を
見
極
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。つ
ま
り
、

泡
菜
を
使
う
料
理
は
期
間
＆
数

量
限
定
。
通
常
メ
ニ
ュ
ー
で
紹

介
で
き
な
い
か
ら
、
店
主
が
納

得
し
た
時
に
の
み
、
手
書
き
の

壁
メ
ニ
ュ
ー
で

告
知
し
て
い
る
。

　

取
材
当
日

は
、
燻く

ん

製せ
い

干
し

豚
肉
と
ド
ク
ダ

ミ
の
根
を
炒
め

た
「
腊
肉
炒
折

耳
根
」（
１
６

８
０
円
）
と
、

を
求
め
、
夜
は
中

国
人
客
で
ご
っ
た

返
す
。
昼
に
少
人

数
で
訪
れ
、
定
食

も
の
に
擂
椒
皮
蛋

を
追
加
し
て
シ
ェ

ア
す
る
の
も
一
興

だ
。

　

ち
な
み
に
白
米

は
お
櫃ひ

つ

で
出
さ
れ

る
。
常
連
客
に
倣な

ら

っ
て
、
ぜ
ひ
気
合

で
完
食
を
。

　

さ
わ
や
か
な
酸
味
と
強
め
の

塩
味
が
特
徴
の
酸
豆
角
は
、
挽

肉
の
旨
み
を
引
き
立
て
、
深
い

コ
ク
を
引
き
出
し
て
い
た
。

　

そ
し
て
、
２
品
と
も
鮮
烈
に

酸
っ
ぱ
辛
い
。
唐
辛
子
の
泡
菜

の
し
わ
ざ
で
あ
る
。
箸
で
探
っ

て
ひ
と
口
か
じ
っ
て
い
る
と
、

店
主
が「
ビ
ー
ル
お
代
わ
り
？
」

と
に
っ
こ
り
微ほ

ほ

笑え

ん
で
い
た
。

イ
ン
ゲ
ン
豆
の
漬
物
と
挽ひ

き

肉に
く

の

辛
味
炒
め「
酸
豆
角
肉
末
」（
１

１
８
０
円
）
の
２
品
を
薦
め
て

く
れ
た
。
噛
む
ほ
ど
に
旨
み
が

広
が
る
腊
肉
は
、
豚
肉
を
塩
漬

け
し
て
か
ら
燻
製
に
し
た
も

の
。
ド
ク
ダ
ミ
特
有
の
ほ
ろ
苦

さ
と
風
味
は
、
腊
肉
の
重
厚
な

香
ば
し
さ
の
お
か
げ
で
、
そ
ん

な
に
気
に
な
ら
な
い
。

　

次
に
、
阿
佐
谷
の
住
宅
街
の

一
角
、中
杉
通
り
に
面
し
た「
み

ん
み
ん
小

シ
ョ
ー

籠ロ
ン

包ポ
ウ

」
へ
。
24
年

８
月
の
開
店
以
来
、
中
国
人
が

連
日
列
を
作
る
、
話
題
の
一
軒

だ
。

王さん私家菜（御徒町・貴州料理）
東京都台東区上野4-2-8-2F
TEL 03-5826-8313
11:00～23:00

李厨（上野・湖南料理）
東京都台東区上野7-3-2 GE上野駅前ビル2F
TEL 03-6231-7760
11:00～15:00/17:00～23:00

父
が
作
っ
た
味
を
息
子
が
伝
え
る
小
籠
包

気
安
い
見
た
目
の
奥
に
ガ
チ
中
の
ガ
チ
な
味
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ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
ぐ
店
構

え
で
は
な
い
。
客
席
ス
ペ
ー
ス

は
あ
る
が
、
大
半
は
持
ち
帰
り

客
で
、
屋
台
に
近
い
ス
タ
イ

ル
。
取
材
当
日
は
10
席
ほ
ど
の

店
を
４
人
の
店
員
が
フ
ル
稼
働

で
ま
わ
し
て
い
た
。

　

店
主
兼
料
理
長
は
浙
江
省
紹

興
の
出
身
。
父
親
は
北
京
へ
出

て
30
年
以
上
、
飲
食
店
を
経
営

し
て
い
た
。
営
業
時
間
は
早
朝

５
時
か
ら
深
夜
23
時
ま
で
。
竹

の
蒸せ

い
ろ籠
か
ら
立
ち
上
る
柔
ら
か

い
湯
気
と
懐
か
し
い
香
り
、
そ

こ
に
集
ま
る
地
元
客
、
そ
し
て

父
親
の
背
中
を
見
て
育
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
店
を
襲
っ

た
の
が
コ
ロ
ナ
禍
。
２
店
舗
に

っ
た
。

　

で
き
た
て
の
小
龍
包
を
、
ラ

ー
ド
を
薄
く
ひ
い
た
フ
ラ
イ
パ

ン
の
上
で
卵
と
一
緒
に
蒸
し
焼

き
に
す
る
「
焼
き
卵
小
籠
包
」

（
６
個
７
９
０
円
）
も
ま
た
、

父
親
直
伝
の
味
だ
。

　

常
連
と
し
て
顔
を
覚
え
て
も

ら
え
る
至
福
は
「
茶
屋
」
で
味

わ
え
る
。
西
武
新
宿
線
・
都
営

大
江
戸
線
中
井
駅
近
く
の
妙
正

寺
川
沿
い
。
看
板
に
は
「
台
湾

居
酒
屋
」
と
あ
る
が
、
そ
の
た

た
ず
ま
い
は
昭
和
の
小
料
理
屋

そ 

の
も
の
。
小
上
が
り
の
畳
席

に
上
が
れ
ば
、
在
日
41
年
の
台

湾
出
身
の
女お

か
み将
の
自
宅
に
招
か

れ
た
か
の
よ
う
な
気
分
に
な
る
。

　

こ
の
店
で
は
、
メ
ニ
ュ
ー
を

吟
味
せ
ず
に
、
女
将
の
お
薦
め

に
委
ね
る
の
が
流
儀
だ
。

　

取
材
当
日
は
、
生
の
素
材
を

活い

か
し
た
し
じ
み
の
醤

し
ょ
う

油ゆ

漬

け「
鹹
蜆
仔
」（
７
０
０
円
）と
、

海
老
の
紹
興
酒
漬
け
「
紹
興
醉

拡
大
し
た
店
を
泣
く
泣
く
た
た

ん
だ
父
に
向
か
い
、「
こ
の
世

で
い
ち
ば
ん
旨
い
小
籠
包
を
日

本
で
出
し
た
い
」
と
手
を
挙
げ

た
の
が
、
日
本
に
留
学
経
験
の

あ
る
息
子
だ
っ
た
。

　

日
本
人
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
小

籠
包
と
い
え
ば
、
薄
い
皮
と

熱
々
の
肉
汁
た
っ
ぷ
り
の
上
海

式
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
こ
の
店
の「
小
籠
包
」

（
６
個
６
６
０
円
）
は
ま
っ
た

く
違
い
、面
包（
中
国
の
パ
ン
）

か
中
華
饅ま

ん

頭じ
ゅ
う
の
よ
う
な
見
た

目
の
杭
州
式
。
そ
れ
だ
け
で
、

〝
本
場
感
〞
に
期
待
が
ふ
く
ら

む
。

　

注
文
を
受
け
て
か
ら
具
を
詰

め
て
調
理
す
る
の
が
父
子
相
伝

の
鉄
則
だ
。
少
々
待
た
さ
れ
た

分
、
出
さ
れ
た
ら
す
ぐ
、
黒
酢

の
み
で
ひ
と
口
で
食
す
。
香
ば

し
い
厚
め
の
皮
は
ほ
ん
の
り
甘

く
、
歯
応
え
の
あ
る
具
材
の
肉

は
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
ほ
く
ほ
く
だ

産
紹
興
酒
を
合
わ
せ
る
至
福
。

　

台
湾
式
卵
焼
き
「
菜
脯
蛋
」

（
７
０
０
円
）
の
陰
の
主
役
・

塩
漬
け
大
根
や
、
シ
メ
の
「
魯

肉
飯
」 （
中
９
５
０
円
、
大
１

２
０
０
円
）
の
ご
ろ
ご
ろ
の
っ

た
豚
バ
ラ
肉
煮
な
ど
、
す
べ
て

の
メ
ニ
ュ
ー
に
熟
練
の
技
が
凝

縮
さ
れ
て
い
る
。
柿
の
皮
や
玉

ネ
ギ
か
ら
抽
出
し
た
甘
み
で
味

付
け
す
る
な
ど
、
一
朝
一
夕
で

は
で
き
な
い
、
長
年
培
わ
れ
て

き
た
知
恵
と
技
術
に
裏
付
け
ら

れ
た
味
だ
。

　

魯
肉
飯
の
具
を
つ
ま
み
に
、

紹
興
酒
を
お
代
わ
り
す
る
と
、

蝦
」（
５
０
０
円
）
が
食
べ
ご

ろ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
通
常

メ
ニ
ュ
ー
に
も
手
書
き
黒
板
に

も
載
っ
て
い
な
い
、酒
の
あ
て
。

あ
ふ
れ
る
旨
み
を
ち
ゅ
う
ち
ゅ

う
啜す

す

り
な
が
ら
、
渋
め
の
台
湾

つ
い
で
に
ア
ヒ
ル
の

血
の
プ
デ
ィ
ン
グ

「
鴨
血
豆
腐
」（
７
５

０
円
）
を
ニ
ラ
と
一

緒
に
さ
っ
と
炒
め
て

く
れ
た
。

「
お
酒
に
合
い
ま
す

よ
」

　

こ
れ
も
も
ち
ろ
ん

旬
の
隠
し
メ
ニ
ュ

ー
。
再
訪
を
誓
う
ひ

と
皿
だ
っ
た
。

みんみん小龍包
 （阿佐谷・浙江料理）
東京都杉並区阿佐谷南3-32-1
藤澤ビル1F
11:00～20:00
（土日は21:00まで、水定休）

茶屋（中井・台湾料理）
東京都新宿区中落合1-20-16
TEL 03-3361-5830
18:00～23:30（月・火定休）

「
食
は
台
湾
に
あ
り
」を
実
感
す
る
隠
れ
名
店

日本人が知らない「シン・ガチ中華」
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遺
症
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

た
ま
た
ま
『
Ａ
Ｉ
を
賢
く
利

用
し
て
老
後
を
図
々
し
く
生
き

る
』
と
い
う
本
を
昨
年
の
12
月

に
出
し
た
。

　

そ
こ
で
一
番
強
調
し
た
か
っ

て
い
る
。

　

シ
ニ
ア
層
の
人
に
と
っ
て
み

れ
ば
、
そ
ん
な
の
関
係
な
い
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

お
そ
ら
く
、
そ
れ
は
デ
ジ
タ
ル

デ
バ
イ
ド
（
情
報
格
差
）
の
後

に
ど
ん
な
形
で
入
っ
て
く
る
の

か
を
見
せ
て
も
ら
え
、
子
ど
も

心
に
未
来
を
想
像
し
て
気
分
が

沸
き
立
っ
た
も
の
だ
。

　

今
回
は
、
Ａ
Ｉ
が
主
役
に
な

る
だ
ろ
う
と
勝
手
な
想
像
を
し

　

実
は
、
私
は
１
９
７
０
年
の

万
博
に
感
激
し
た
口
だ
。

　

月
の
石
よ
り
、
や
は
り
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
が
我
々
の
暮
ら
し

　
２
０
２
５
年
が
ど
ん
な
年
か

を
は
っ
き
り
と
予
言
で
き
な
い

が
、
大
阪
万
博
が
開
か
れ
る
の

は
間
違
い
な
い
。

　ＡＩ搭載のロボットが家事や介護をサポート
し、自動運転の車いすが移動を自由にしてくれる。
さらには認知症予防にも―。ＡＩ時代は長生
きすることが楽しくなる、と話すのはベストセ
ラー『80歳の壁』の著者、和田秀樹氏だ。老化
予防の常識を覆す和田氏の新提言をお届けする。

「 老年格差で負けない 
人生の黄金期は70代だ!」

正月編Ａ
Ｉ
こ
そ
、

高
齢
者
の
味
方
だ
和田秀樹
和田秀樹こころと体のクリニック院長

わだ・ひでき　1960年、大阪府生まれ。東京大医学部卒。精神科医。高齢
者専門の精神科医として30年以上にわたって高齢者医療の現場に携わる。
著書に『80歳の壁』（幻冬舎新書）、『老いたら好きに生きる』（毎日新聞出
版）、『AIを賢く利用して老後を図々しく生きる』（日本実業出版社）など

Ａ
Ｉ
と
Ｉ
Ｔ
は
別
物
だ
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た
の
は
、
Ａ
Ｉ
と
Ｉ
Ｔ
は
違
う

と
い
う
こ
と
だ
。

　

Ｉ
Ｔ
と
い
う
の
は
、
パ
ソ
コ

ン
に
し
て
も
ス
マ
ホ
に
し
て
も
、

か
な
り
複
雑
な
操
作
を
覚
え
な

い
と
い
け
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
を
ク
リ
ア

す
る
人
は
大
勢
い
て
、
そ
れ
を

使
っ
て
自
己
発
表
を
し
た
り
、

友
達
を
作
っ
た
り
し
て
、
ス
マ

ホ
が
使
え
て
よ
か
っ
た
と
幸
せ

を
感
じ
て
い
る
高
齢
者
も
少
な

く
な
い
。

　

一
方
で
、
そ
れ
に
乗
り
遅
れ

て
、
世
の
中
が
ス
マ
ホ
が
使
え

な
い
と
フ
ァ
ミ
レ
ス
で
注
文
も

で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る

た
め
に
、
高
齢
者
は
疎
外
さ
れ

て
い
る
と
感
じ
る
人
も
大
勢
い

る
の
は
確
か
だ
ろ
う
。

　

だ
か
ら
、
Ａ
Ｉ
が
普
及
し
て

も
高
齢
者
は
置
い
て
け
ぼ
り
と

思
っ
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い

は
ず
だ
。

　

し
か
し
、
Ａ
Ｉ
と
Ｉ
Ｔ
は
根

本
的
に
違
う
。

　

Ａ
Ｉ
は
人
工
知
能
な
の
で
、

我
々
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
向
こ

う
が
考
え
て
く
れ
る
。
Ｉ
Ｔ
は

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
の
だ
が
、
要

す
る
に
道
具
だ
。
だ
か
ら
ス
マ

ホ
で
あ
れ
、
パ
ソ
コ
ン
で
あ
れ

こ
ち
ら
が
使
い
方
を
身
に
つ
け

な
い
と
い
け
な
い
。

　

そ
う
言
わ
れ
て
も
ピ
ン
と
こ

な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
要
す

る
に
Ａ
Ｉ
は
ド
ラ
え
も
ん
の
よ

う
な
も
の
だ
。

　

の
び
太
君
が
困
っ
て
い
る

と
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
助
け
て

く
れ
る
も
の
を
提
供
し
て
く
れ

る
の
だ
。

　

た
と
え
ば
、
Ａ
Ｉ
を
搭
載
し

た
自
動
運
転
の
車
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
に
座
り
、
行
き
先
を
言
う

だ
け
で
、
そ
こ
ま
で
の
経
路
だ

け
で
な
く
、
飛
び
出
し
て
く
る

子
供
も
予
知
し
て
、
事
故
を
起

　

Ａ
Ｉ
が
シ
ニ
ア
世
代
の
味
方

な
の
だ
と
私
が
言
い
た
い
理
由

の
最
大
の
も
の
は
老
後
の
不
安

の
多
く
が
Ａ
Ｉ
で
解
決
さ
れ
る

こ
と
だ
。

　

た
と
え
ば
認
知
症
の
不
安
で

あ
る
。

　

認
知
症
は
、
初
期
の
う
ち
は

基
本
的
に
記
憶
障
害
が
目
立
つ

が
、
理
解
力
な
ど
は
落
ち
な
い

し
、
人
と
の
話
も
通
じ
る
。

　

鍵
と
か
財
布
を
ど
こ
に
置
い

こ
さ
ず
に
目
的
地
に
連
れ
て
行

っ
て
く
れ
る
。

　

行
き
先
の
住
所
を
言
う
必
要

す
ら
な
い
。
そ
れ
も
Ａ
Ｉ
が
探

し
て
く
れ
る
。帰
り
は「
家
に
帰

り
た
い
」と
言
う
だ
け
で
い
い
。

　

家
の
住
所
も
向
こ
う
が
覚
え

て
い
て
く
れ
る
の
だ
。

　

要
す
る
に
命
令
さ
え
で
き
れ

ば
、
自
分
の
思
う
と
お
り
に
な

る
の
が
Ａ
Ｉ
な
の
だ
。

　

ま
だ
、
そ
の
レ
ベ
ル
に
は
至

っ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
ど

ん
ど
ん
進
歩
す
る
か
ら
、
究
極

的
に
は
そ
ん
な
ふ
う
に
な
る
と

考
え
て
よ
い
。

　

大
阪
万
博
で
は
、
ど
の
レ
ベ

ル
ま
で
進
歩
し
て
い
る
の
か
見

も
の
だ
と
私
は
楽
し
み
に
し
て

い
る
。

た
の
か
忘
れ
て
し
ま
っ
て
、
捜

す
の
に
も
の
す
ご
く
時
間
が
か

か
っ
た
り
、
ひ
ど
い
場
合
は
、

誰
か
が
盗
っ
た
と
騒
ぎ
、
警
察

を
呼
ん
だ
り
す
る
の
だ
が
、
普

段
は
人
と
ま
と
も
に
会
話
が
で

き
る
と
い
う
の
が
初
期
認
知
症

の
パ
タ
ー
ン
だ
。

　

そ
れ
に
対
し
て
カ
メ
ラ
と
Ａ

Ｉ
が
内
蔵
さ
れ
た
腕
時
計
の
よ

う
な
も
の
を
常
時
身
に
つ
け
て

い
れ
ば
、カ
メ
ラ
で
撮
っ
た
映
像

を
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
よ

う
に
記
録
し
た
も
の
を
Ａ
Ｉ
が

解
析
し
て
く
れ
て
、昨
日
の
何
時

何
分
に
テ
ー
ブ
ル
の
右
端
に
置

き
ま
し
た
よ
と
教
え
て
く
れ
る
。

　

冷
蔵
庫
を
あ
け
る
た
び
に
そ

の
腕
時
計
Ａ
Ｉ
が
記
録
し
て
く

れ
る
の
で
、
昨
日
ト
マ
ト
を
買

っ
た
の
に
、
ス
ー
パ
ー
で
ま
た

買
お
う
と
す
れ
ば
、「
昨
日
買

い
ま
し
た
」と
教
え
て
く
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
多
く
の
記
憶
障

害
は
Ａ
Ｉ
が
解
決
し
て
く
れ
る
。

　

理
解
力
が
落
ち
て
き
て
も
、

い
ろ
い
ろ
な
形
で
、
わ
か
り
や

す
く
言
い
直
し
て
く
れ
る
だ
ろ

う
。
そ
れ
で
も
わ
か
ら
な
け
れ

ば
、
も
っ
と
わ
か
り
や
す
い
言

葉
を
用
意
し
て
く
れ
る
。

　

Ａ
Ｉ
研
究
者
の
落
合
陽
一
さ

ん
に
聞
い
た
話
だ
が
、
当
初
２

０
２
６
年
く
ら
い
に
Ａ
Ｉ
が
人

間
の
国
語
力
に
追
い
つ
く
予
定

だ
っ
た
の
だ
が
、
23
年
に
追
い

つ
い
て
し
ま
い
、
そ
れ
で
チ
ャ

ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
よ
う
な
も
の
が

実
用
化
さ
れ
た
と
い
う
。

　

と
い
う
こ
と
で
Ａ
Ｉ
の
理
解

力
や
判
断
力
は
、
人
間
の
賢
い

人
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
認
知
症
で
６
歳
の

子
ど
も
く
ら
い
に
理
解
力
が
衰

え
て
も
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
読
み

物
や
話
を
６
歳
の
子
ど
も
に
わ

か
る
言
葉
に
変
換
し
て
く
れ
る
。

　

判
断
力
が
落
ち
た
ら
Ａ
Ｉ
に

判
断
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と

も
可
能
だ
ろ
う
。

　

す
で
に
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
が

可
能
に
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う

に
、
話
し
相
手
に
も
な
れ
る
。

　

悩
み
事
を
相
談
し
た
り
、
愚

痴
を
こ
ぼ
し
た
際
に
、
一
般
的

な
、
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
賢
く

老
後
の
不
安
が
Ａ
Ｉ
で
消
え
る
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て
冷
静
な
レ
ベ
ル
で
、
そ
れ
に

返
答
し
て
く
れ
る
。

　

と
い
う
こ
と
で
孤
独
の
不
安

も
Ａ
Ｉ
が
解
消
し
て
く
れ
る
。

　

つ
い
で
に
い
う
と
、
Ａ
Ｉ
が

岸
田
文
雄
前
首
相
の
声
と
抑
揚

で
そ
っ
く
り
に
話
す
と
い
う
技

術
が
話
題
に
な
っ
た
が
、
Ａ
Ｉ

と
の
会
話
は
ロ
ボ
ッ
ト
語
の
よ

う
な
人
工
的
な
音
声
で
は
な
い
。

　

福
山
雅
治
の
よ
う
な
優
し
い

　

私
が
も
っ
と
期
待
し
て
い
る

の
は
、
Ａ
Ｉ
を
積
ん
だ
ロ
ボ
ッ

ト
だ
。

　

Ａ
Ｉ
は
自
分
で
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
し
、
経
験
や
知
識
が

増
え
る
こ
と
で
学
習
し
て
い
く

能
力
も
あ
る
。

　

だ
か
ら
Ａ
Ｉ
が
毎
日
の
料
理

の
レ
シ
ピ
を
考
え
て
く
れ
る
な

ど
朝
飯
前
だ
。

　

な
ら
ば
そ
れ
を
ロ
ボ
ッ
ト
に

搭
載
す
れ
ば
、
毎
日
料
理
を
作

っ
て
も
ら
う
こ
と
だ
っ
て
可
能

に
な
る
だ
ろ
う
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
掃
除
機
は
既
に
あ

声
と
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
し

ゃ
べ
り
か
け
て
く
れ
る
こ
と
も

可
能
だ
。

　

毎
日
の
そ
の
会
話
が
楽
し
み

に
な
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
認
知
症
の
人
も
常
時

話
し
相
手
が
い
れ
ば
、
進
行
は

遅
く
な
る
。

　

と
い
う
こ
と
で
認
知
症
の
不

安
や
孤
独
の
不
安
を
Ａ
Ｉ
は
一

気
に
解
決
し
て
く
れ
る
の
だ
。

る
が
、
人
型
の
ロ
ボ
ッ
ト
な
ら

天
井
の
掃
除
や
窓
を
き
れ
い
に

し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
し
、
風
呂

や
ト
イ
レ
の
掃
除
も
し
て
く
れ

る
か
ら
大
助
か
り
だ
。

　

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
介
護
が
必

要
に
な
っ
た
時
に
何
で
も
し
て

く
れ
る
の
が
Ａ
Ｉ
搭
載
の
ロ
ボ

ッ
ト
の
強
み
だ
。

　

こ
ち
ら
が
命
令
す
れ
ば
、
入

浴
介
助
も
で
き
る
だ
ろ
う
し
、

車
い
す
に
乗
せ
て
く
れ
る
こ
と

も
可
能
だ
ろ
う
。

　

今
、
人
間
が
で
き
る
こ
と
は

た
い
て
い
Ａ
Ｉ
が
で
き
る
と
考

え
て
よ
い
。

　

Ａ
Ｉ
の
声
は
素す

敵て
き

な
人
の
声

に
で
き
る
と
話
を
し
た
が
、
今

は
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
が
発
達
し

て
、
家
を
建
て
る
こ
と
も
で
き

る
時
代
だ
か
ら
、
ロ
ボ
ッ
ト
だ

っ
て
、
そ
れ
こ
そ
福
山
雅
治
さ

ん
や
大
谷
翔
平
さ
ん
や
北
川
景

子
さ
ん
と
同
じ
ル
ッ
ク
ス
の
も

の
は
作
れ
る
（
も
ち
ろ
ん
モ
デ

ル
の
人
の
許
可
は
必
要
だ
が
）。

　

そ
ん
な
美
男
美
女
が
家
事
全

般
や
介
護
を
や
っ
て
く
れ
る
の

だ
。

　

そ
し
て
美
声
で
話
し
相
手
に

な
っ
て
く
れ
る
。

　

今
か
ら
20
年
前
の
愛
知
万
博

の
と
き
に
、
既
に
２
本
足
で
踊

っ
た
り
、
受
付
業
務
が
で
き
る

ロ
ボ
ッ
ト
が
開
発
さ
れ
て
い
た

の
だ
か
ら
、
こ
う
い
う
話
は
ま

っ
た
く
夢
物
語
で
は
な
い
。

　

こ
う
い
う
ロ
ボ
ッ
ト
が
１
台

あ
れ
ば
、
老
人
ホ
ー
ム
に
入
る

必
要
が
な
く
な
る
。

　

最
期
ま
で
在
宅
と
い
う
の
は

十
分
可
能
に
な
る
。

　

医
療
に
つ
い
て
も
、
お
そ
ら

て
き
て
く
れ
た
ら
、
在
宅
で
十

分
な
末
期
医
療
が
受
け
ら
れ
る

は
ず
だ
。

　

老
人
ホ
ー
ム
に
も
病
院
に
も

入
ら
な
い
ま
ま
で
死
ぬ
こ
と
が

可
能
に
な
り
、
最
期
ま
で
酒
も

飲
め
る
し
、
好
き
な
も
の
を
食

べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
タ
バ
コ

だ
っ
て
Ｏ
Ｋ
だ
。

　

こ
う
な
る
と
、
自
分
の
介
護

を
考
え
て
、
子
ど
も
に
媚こ

び

を
売

る
必
要
が
な
く
な
る
。

　

寂
し
い
か
ら
再
婚
し
た
い
の

に
、
子
ど
も
の
反
対
に
遠
慮
す

る
必
要
も
な
く
な
る
の
だ
。

　

あ
る
い
は
、
気
の
合
わ
な
い

配
偶
者
と
、
介
護
の
不
安
か
ら

く
は
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と

か
、
世
界
中
の
論
文
を

み
て
、
最
適
の
健
康
管

理
を
提
言
し
て
く
れ
る

だ
ろ
う
。

　

今
の
医
者
よ
り
、
は

る
か
に
薬
を
減
ら
し

て
、
寿
命
を
延
ば
し
て

く
れ
る
医
療
が
提
供
さ

れ
る
。
あ
と
は
、
薬
な

ど
も
ロ
ボ
ッ
ト
が
取
っ

ず
っ
と
別
れ
ら
れ
な
い
と
い
う

こ
と
も
な
く
な
る
。

　

最
期
は
Ａ
Ｉ
を
積
ん
だ
ロ
ボ

ッ
ト
が
な
ん
で
も
や
っ
て
く
れ

る
と
開
き
直
れ
れ
ば
、
好
き
放

題
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

つ
い
で
に
い
う
と
、
老
人
ホ

ー
ム
に
入
ら
ず
に
、
最
期
ま
で

生
活
で
き
る
な
ら
、
２
０
０
０

万
円
く
ら
い
し
て
も
そ
の
ロ
ボ

ッ
ト
は
売
れ
る
。

　

テ
ス
ラ
の
電
気
自
動
車
も
当

初
は
１
０
０
０
万
円
く
ら
い
の

値
段
な
の
に
売
れ
た
か
ら
、
一

気
に
実
用
化
し
た
。
昨
年
船
井

電
機
が
倒
産
し
た
が
、
あ
あ
い

う
会
社
が
社
運
を
か
け
て
、
す

Ａ
Ｉ
で
在
宅
死
が
可
能
に
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ご
い
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
し
て
く

れ
れ
ば
、
日
本
の
将
来
は
明
る

い
の
だ
が
、
そ
う
い
う
こ
と
に

　

多
少
、
周
囲
の
人
に
嫌
わ
れ

て
も
、
最
後
は
ロ
ボ
ッ
ト
が
話

し
相
手
に
な
っ
て
く
れ
る
し
、

介
護
も
し
て
く
れ
る
の
な
ら
、

そ
れ
こ
そ
「
嫌
わ
れ
る
勇
気
」

も
持
て
る
だ
ろ
う
し
、
好
き
に

生
き
て
い
く
と
い
う
選
択
も
可

能
に
な
る
。

　

最
初
に
の
び
太
と
ド
ラ
え
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
す
る
経

営
者
が
見
当
た
ら
な
い
の
が
情

け
な
い
。

ん
の
話
を
し
た
が
、
あ
の
マ
ン

ガ
が
面
白
い
の
は
、
の
び
太
の

要
求
が
厚
か
ま
し
く
、
ユ
ニ
ー

ク
だ
か
ら
だ
。

　

Ａ
Ｉ
は
ど
ん
ど
ん
進
歩
し
て

い
く
だ
ろ
う
し
、
Ａ
Ｉ
に
対
し

て
厚
か
ま
し
い
要
求
を
す
る
人

が
増
え
る
ほ
う
が
、
Ａ
Ｉ
が
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
。

　

ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
の

要
求
水
準
が
高
か
っ
た
か
ら
ア

イ
フ
ォ
ン
が
発
達
し
た
よ
う
に
、

今
の
技
術
者
は
経
営
者
の
要
求

の
ほ
と
ん
ど
を
か
な
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

厚
か
ま
し
い
要
求
を
す
る
ほ

う
が
偉
い
の
だ
。

　

孤
独
や
嫌
わ
れ
る
こ
と
を
恐

れ
ず
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
厚
か
ま
し

い
要
求
を
す
る
わ
が
ま
ま
で
厚

か
ま
し
い
人
が
時
代
を
進
歩
さ

せ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
。

　

高
齢
者
は
お
と
な
し
く
し
て

い
ろ
と
い
う
世
論
は
、
日
本
の

発
展
の
邪
魔
で
し
か
な
い
。

　

モ
ー
タ
ー
の
技
術
も
蓄
電
池

の
技
術
も
世
界
で
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
だ
っ
た
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
が
電

気
自
動
車
を
作
れ
な
か
っ
た
の

は
、
厚
か
ま
し
さ
が
足
り
な
か

っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　

私
の
み
る
と
こ
ろ
愛
知
万
博

の
時
に
、あ
の
レ
ベ
ル
の
ロ
ボ
ッ

ト
を
作
れ
る
技
術
が
あ
っ
た
日

本
で
、
20
年
後
の
大
阪
万
博
で

こ
の
レ
ベ
ル
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
見

せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
た

ら
、
そ
れ
は
技
術
者
の
問
題
で

は
な
く
、経
営
者
の
発
想
力
、そ

し
て
厚
か
ま
し
さ
の
乏
し
さ
に

ほ
か
な
ら
な
い
と
私
は
考
え
る
。

　

と
い
う
こ
と
で
高
齢
者
は
も

っ
と
厚
か
ま
し
く
な
る
べ
き
な

の
で
あ
っ
て
、
お
と
な
し
く
世

間
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

な
ん
て
思
う
の
は
、
日
本
の
た

め
に
な
ら
な
い
。

　

大
阪
万
博
で
作
ろ
う
と
し
た

空
飛
ぶ
タ
ク
シ
ー
は
金
が
か
か

り
す
ぎ
て
、
数
台
し
か
飛
ば
な

い
と
い
う
話
だ
。

　

一
方
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ

ア
の
戦
争
で
ド
ロ
ー
ン
が
大
活

躍
し
、
わ
ず
か
５
０
０
㌦
の
ロ

ボ
ッ
ト
が
爆
薬
を
積
ん
で
、
40

㌔
先
の
目
標
を
正
確
に
攻
撃
し

て
い
る
。
な
ら
ば
１
万
㌦
く
ら

い
あ
れ
ば
、
60
㌔
の
人
間
を
乗

せ
て
40
㌔
く
ら
い
飛
べ
る
ド
ロ

ー
ン
を
開
発
し
よ
う
と
な
ぜ
思

わ
な
い
の
か
。

　

ド
ロ
ー
ン
を
使
う
と
い
う
発

想
が
あ
れ
ば
こ
ん
な
こ
と
に
な

ら
な
か
っ
た
は
ず
だ
。

　

た
と
え
ば
、「
交
通
戦
争
」

と
言
わ
れ
た
１
９
７
０
年
代

に
、
大
量
の
歩
道
橋
が
作
ら
れ

た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
が
つ
い
て
い
な
い

た
め
に
、
手
押
し
車
を
押
す
脚

の
弱
っ
た
高
齢
者
が
道
を
渡
れ

な
い
。

　

そ
う
い
う
人
に
一
時
的
に
ド

ロ
ー
ン
に
な
る
車
い
す
が
用
意

で
き
た
ら
、
人
々
の
可
動
域
は

ず
っ
と
広
が
る
。

　
２
年
ほ
ど
前
、
講
演
会
の
帰

り
に
金こ

ん

毘ぴ

羅ら

さ
ん
に
通
り
が
か

っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
１
０
０
０
段
を
超
え
る
階
段

を
上
ら
な
い
と
本
堂
に
つ
け
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
心
不
全
の

持
病
を
抱
え
る
の
で
、
今
行
っ

て
お
か
な
い
と
、
数
年
後
で
は

無
理
と
思
い
、
そ
の
と
き
に
上

っ
た
。

　
で
も
、そ
う
い
う
ド
ロ
ー
ン
が

あ
れ
ば
、金
毘
羅
さ
ん
ど
こ
ろ
か

富
士
山
に
登
る
こ
と
も
可
能
だ
。

　

厚
か
ま
し
い
要
求
が
な
い
か

ら
（
あ
と
は
そ
れ
を
邪
魔
す
る

公
権
力
の
た
め
に
）
そ
れ
が
実

現
し
な
い
だ
け
だ
。

　

Ａ
Ｉ
は
老
後
を
ど
ん
ど
ん
幸

せ
に
し
て
く
れ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
あ
る
し
、
何
か
困
っ
た
こ

と
が
あ
れ
ば
解
決
し
て
く
れ
る
。

　

高
齢
者
が
厚
か
ま
し
い
要
求

を
し
て
、
ど
ん
ど
ん
世
の
中
を

進
歩
さ
せ
て
く
れ
る
の
が
Ａ
Ｉ

社
会
と
い
う
も
の
だ
。

　

希
望
と
欲
望
を
も
っ
て
Ａ
Ｉ

社
会
の
原
動
力
に
な
っ
て
ほ
し

い
。

わ
が
ま
ま
で
厚
か
ま
し
い

 

高
齢
者
が
幸
せ
に
な
る
時
代

和田秀樹 和田秀樹こころと体のクリニック院長

AIこそ、高齢者の味方だ
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昨
年
、令
和
6（
２
０
２
４
）

年
は
長
い
大
相
撲
の
歴
史
に
お

い
て
も
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ
ン
グ

な
年
と
な
っ
た
。
そ
の
数
多
い

主
役
の
一
人
が
尊

た
け
る

富
士
だ
。

　

入
門
か
ら
わ
ず
か
10
場
所
目

で
新
入
幕
優
勝
と
い
う
１
１
０

た
。
将
来
を
大
い
に
嘱
望
さ
れ

た
ニ
ュ
ー
ス
タ
ー
た
ち
の
出
現

は
、
今
年
の
相
撲
界
の
盛
り
上

が
り
を
期
待
さ
せ
る
。

　
こ
う
し
た
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は
、

い
ず
れ
も
第
一
人
者
で
あ
る
横

綱
照
ノ
富
士
が
休
場
し
た
場
所

で
起
き
て
い
る
。
横
綱
不
在
の

留
守
を
預
か
る
大
関
陣
は
優
勝

争
い
で
、
大お

お
い
ち
ょ
う

銀
杏
も
ま
だ
結
え

な
い
彼
ら
〝
ぽ
っ
と
出
〞
の
後こ

う

塵じ
ん

を
拝
す
る
展
開
に
終
始
。
横

綱
に
次
ぐ
相
撲
協
会
の
看
板
力

士
と
し
て
、
大
き
な
屈
辱
を
味

わ
っ
て
き
た
。

　

先
の
１
年
納
め
の
九
州
場
所

も
照
ノ
富
士
は
全
休
。
優
勝
候

補
に
は
「
１
０
０
年
に
１
人
の

逸
材
」
と
も
言
わ
れ
、
前
場
所

は
２
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た

新
大
関
大
の
里
を
筆
頭
に
挙
げ

る
声
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、大

関
デ
ビ
ュ
ー
場
所
は
本
来
の
圧

倒
的
な
パ
ワ
ー
や
勢
い
に
も
欠

け
、
優
勝
戦
線
か
ら
フ
ェ
ー
ド

ア
ウ
ト
し
て
い
く
姿
を
横
目
に
、

奮
起
し
た
の
は
琴
櫻
、
豊
昇
龍

の
既
存
の
大
関
陣
だ
っ
た
。

　

相
手
の
攻
め
に
う
ま
く
対
処

し
な
が
ら
、
や
お
ら
得
意
の
右

四
つ
に
組
み
止
め
て
最
後
は
盤

石
な
形
で
仕
留
め
る
琴
櫻
に
対

し
、
豊
昇
龍
は
低
く
鋭
い
立
ち

合
い
か
ら
、
激
し
く
相
手
を
突

き
上
げ
て
そ
の
ま
ま
一
気
に
押

し
込
む
か
、
右
の
廻ま

わ

し
を
取
っ

て
常
に
自
分
か
ら
先
に
仕
掛
け

て
勝
負
を
つ
け
る
と
い
う
、
全

く
対
照
的
な
相
撲
ぶ
り
で
両
者

は
快
調
に
白
星
を
積
み
上
げ
て

い
っ
た
。

　

誰
が
優
勝
す
る
か
予
想
も
つ

か
な
い
番
狂
わ
せ
の
場
所
も

年
ぶ
り
の
大

偉
業
を
成
し

遂
げ
た
。
さ

ら
に
そ
れ
を

上
回
っ
た
の

が
大
の
里
。

初
土
俵
か
ら

７
場
所
目
で

初
賜し

盃は
い

を
抱

き
、
そ
の
ま

ま
一
気
に
超

異
例
の
〝
ち

ょ
ん
髷ま

げ

〞
大

関
と
な
っ

面
白
い
が
、
番
付
上
位
力
士
が

優
勝
争
い
を
け
ん
引
す
る
展
開

は
や
は
り
土
俵
が
引
き
締
ま

る
。
両
大
関
は
他
の
力
士
の
追

随
を
許
さ
ず
、
と
も
に
１
敗
の

ま
ま
千
秋
楽
を
迎
え
た
。

　

大
関
同
士
に
よ
る
楽
日
相
星

決
戦
は
21
年
ぶ
り
。
ピ
ン
と
張

り
つ
め
た
緊
張
感
が
漂
う
千
秋

楽
結
び
の
土
俵
で
、
先
手
を
取

っ
た
の
は
や
は
り
豊
昇
龍
だ
っ

た
。
右
か
ら
の
喉
輪
を
何
度
も

繰
り
出
し
て
押
し
込
み
、
琴
櫻

は
上
体
が
の
け
反
る
が
、
下
半

身
は
根
が
生
え
た
よ
う
に
揺
る

が
な
い
。
相
手
の
右
か
ら
の
上

手
出
し
投
げ
も
余
裕
を
持
っ
て

残
す
と
最
後
は
叩た

た

き
落
と
し
た
。

終
わ
っ
て
み
れ
ば
、
琴
櫻
の
安

定
感
が
際
立
っ
た
一
番
だ
っ
た
。

　

ス
ピ
ー
ド
出
世
で
１
０
０
年
に
１
人
の
逸
材
と
称
さ
れ
た
若
手
力
士
、
大
横
綱
を
祖
父
に
持

つ
俊
英
な
ど
、
相
撲
界
に
続
々
と
ニ
ュ
ー
ス
タ
ー
が
誕
生
し
て
い
る
。
今
年
は
照
ノ
富
士
の
１

人
横
綱
時
代
に
ピ
リ
オ
ド
が
打
た
れ
そ
う
な
予
感
。
土
俵
の
上
で
の
熱
き
戦
い
を
見
逃
す
な
！

豊昇龍との取組前に塩をまく
琴櫻　福岡国際センターで
2024年11月24日

琴櫻（奥）にはたき込みで敗れ、
悔しい表情を浮かべる豊昇龍　
福岡国際センターで　2024年
11月24日

2024年春場所  110年ぶりの新
入幕優勝の前頭・尊富士が一
夜明けて記者会見
2024年3月25日

2024年九州場所14日目　
大の里の土俵入り

し、目が離せない 空
前
の

令
和
大
相
撲
ブ
ー
ム来る
来
るが!

相撲ジャーナリスト

荒井太郎
あらい・たろう　1967年、東京都生まれ。早稲田大卒業。専門
誌に取材執筆しながら、テレビ、ラジオ出演、コメント提供多数。
『大相撲事件史』『知れば知るほど大相撲』（舞の海氏との共著）、
近著に元横綱・稀勢の里を描いた『愚直』など著書多数

所
も

初場所の入場券は
すでに完売！
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悲
願
の
初
優
勝
を
達
成
し
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
「
決
定
戦

を
経
験
し
た
り
、
優
勝
に
近
づ

い
て
も
で
き
な
い
場
所
が
続
い

て
、
苦
し
い
思
い
も
あ
っ
た
」

と
し
み
じ
み
。
関
脇
時
代
の
１

年
前
の
初
場
所
は
優
勝
争
い
の

単
独
ト
ッ
プ
に
立
つ
も
、
照
ノ

富
士
に
本
割
、
決
定
戦
と
も
敗

れ
て
賜
盃
を
さ
ら
わ
れ
た
。
先

の
夏
場
所
も
小
結
大
の
里
と
ト

ッ
プ
に
並
び
な
が
ら
、
場
所
の

大
詰
め
で
阿あ

炎び

に
痛
恨
の
逆
転

負
け
を
喫
し
て
涙
を
吞の

ん
だ
。

　
や
っ
と
の
思
い
で
手
繰
り
寄

せ
た
初
賜
盃
だ
っ
た
が
「
正

直
、
実
感
が
そ
ん
な
に
思
っ
て

い
た
よ
り
な
く
て
。
自
分
で
は

も
っ
と
あ
る
か
な
と
思
っ
て
い

た
ん
で
す
け
ど
」
と
さ
ほ
ど
感

慨
が
な
か
っ
た
の
は
、
更
な
る

高
み
を
見
据
え
て
い
る
か
ら
な

の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
盤
石

な
相
撲
ぶ
り
と
隙す

き

の
な
い
土
俵

際
の
詰
め
、
険
し
い
表
情
を
崩

さ
ず
、
他
者
を
寄
せ
つ
け
な
い

緊
張
感
に
満
ち
た
オ
ー
ラ
を
身

に
つ
け
た
27
歳
の
大
関
は
、
満

を
持
し
て
綱
取
り
に
挑
戦
す
る
。

　

横
綱
初
代
琴
櫻
を
祖
父
に
持

つ
〝
２
代
目
〞
は
、
幼
い
頃
か

ら
横
綱
へ
と
続
く
相
撲
道
を
叩

き
込
ま
れ
て
き
た
。
小
学
生
の

頃
、
あ
る
相
撲
大
会
で
獲
得
し

た
銀
メ
ダ
ル
を
誇
ら
し
げ
に
見

せ
る
と「
２
位
と
い
う
こ
と
は
、

誰
か
に
負
け
た
ん
だ
な
」
と
怒

ら
れ
た
。
以
来
、
優
勝
し
た
ト

ロ
フ
ィ
ー
や
メ
ダ
ル
、
賞
状
以

外
は
、
祖
父
の
目
が
届
か
な
い

と
こ
ろ
に
隠
す
こ
と
に
な
っ

た
。

「
優
勝
し
ま
し
た
と（
墓
前
に
）

報
告
し
て
も
、
喜
ん
で
く
れ
る

か
わ
か
ら
な
い
（
笑
）。
そ
ん

な
ん
じ
ゃ
（
横
綱
に
）
上
が
れ

な
い
ぞ
と
言
わ
れ
な
い
よ
う

に
」
と
偉
大
な
祖
父
か
ら
受
け

た
薫
陶
は
、
全
身
に
染
み
つ
い

て
い
る
。

　
大
一
番
に
敗
れ
た
豊
昇
龍
は
、

関
脇
で
の
初
優
勝
以
来
と
な
る

２
度
目
の
賜
盃
は
な
ら
ず
。
そ

れ
で
も
13
勝
は
立
派
な
数
字
だ
。

上
手
狙
い
の
変
わ
り
気
味
の
立

ち
合
い
や
、
強
引
な
投
げ
は
影

を
潜
め
、
相
撲
内
容
も
正
攻
法

に
進
化
し
た
印
象
を
受
け
、
審

判
部
は
初
場
所
が
両
大
関
に
よ

る
ダ
ブ
ル
綱
取
り
の
位
置
づ
け

に
な
る
と
の
見
解
を
示
し
た
。

　

叔
父
が
横
綱
朝
青
龍
で
あ
る

モ
ン
ゴ
ル
出
身
の
25
歳
は
「
12

勝
で
優
勝
し
て
、
何
で
13
勝
で

優
勝
で
き
な
い
の
か
な
」
と
い

う
も
ど
か
し
い
思
い
を
大
事
な

場
所
で
ぶ
つ
け
る
。
同
時
昇
進

と
な
れ
ば
、
昭
和
45
（
１
９
７

０
）
年
春
場
所
後
の
玉
乃
島

（
玉
の
海
）、
北
の
富
士
以
来
、

55
年
ぶ
り
と
な
る
。

　

新
大
関
の
場
所
は
９
勝
６
敗

と
平
凡
な
成
績
に
終
わ
っ
た
大

の
里
は
「
前
は
勝
つ
と
会
場
全

体
が
応
援
し
て
く
れ
た
け
ど
、

大
関
に
な
る
と
負
け
れ
ば
歓
声

が
起
き
る
。
今
ま
で
と
は
違
い

ま
す
ね
。
横
綱
に
上
が
る
人

は
、
こ
う
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
は
ね
退の

け
て
上
が
っ
て
い
く

ん
だ
な
と
」
と
責
任
あ
る
地
位

に
就
い
た
こ
と
を
身
を
も
っ
て

実
感
。〝
場
慣
れ
〞
し
た
初
場

所
は
、
巻
き
返
し
を
図
っ
て
く

る
は
ず
だ
。

　

こ
の
１
年
は
休
場
が
ち
だ
っ

た
横
綱
照
ノ
富
士
は
、
九
州
場

所
後
の
冬
巡
業
で
い
き
な
り
稽け

い

古こ

相
手
に
大
の
里
を
指
名
。
関

取
衆
相
手
に
相
撲
を
取
っ
た
の

は
、名
古
屋
場
所
千
秋
楽
以
来
、

約
５
カ
月
ぶ
り
だ
っ
た
が
、
得

意
の
右
四
つ
に
組
み
止
め
れ
ば

新
鋭
の
大
関
も
歯
が
立
た
ず
。

い
ま
だ
健
在
ぶ
り
を
見
せ
つ
け

た
第
一
人
者
は
「
九
州
場
所
中

も
筋
ト
レ
で
追
い
込
ん
だ
り
、

毎
日
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い

ま
す
。
毎
場
所
出
た
い
と
思
っ

て
い
る
ん
で
」
と
初
場
所
出
場

に
も
意
欲
を
示
し
た
。

　

関
脇
、
小
結
陣
に
新
顔
こ
そ

な
い
も
の
の
、
大
栄
翔
、
若
元

春
、
阿
炎
、
若
隆
景
と
優
勝
や

大
関
取
り
を
経
験
し
て
い
る
実

力
者
が
勢せ

い

揃ぞ
ろ

い
し
、
充
実
の
陣

容
だ
。

　

全
盛
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
る
両
大
関
の
ダ
ブ
ル
綱
取
り

で
幕
を
開
け
る
令
和
７
年
は
、

複
数
の
横
綱
誕
生
も
期
待
大
。

実
績
十
分
の
役
力
士
の
中
か
ら

は
、
大
関
を
掴
み
取
る
者
も
出

て
き
そ
う
だ
。

　

令
和
６
年
は
28
年
ぶ
り
に
全

６
場
所
90
日
間
で
入
場
券
が
完

売
す
る「
札
止
め
」を
マ
ー
ク
。

新
年
初
場
所
も
す
で
に
前
売
り

は
15
日
間
完
売
だ
。
平
成
初
期

は
群
雄
割
拠
の
時
代
を
経
て
、

若
乃
花
、
貴
乃
花
の
〝
若
貴
〞

や
曙

あ
け
ぼ
の、
武
蔵
丸
、
貴
ノ
浪
ら
、

ヤ
ン
グ
パ
ワ
ー
が
台
頭
し
て
空

前
の
相
撲
ブ
ー
ム
が
巻
き
起
こ

っ
た
。〝
役
者
〞
の
顔
ぶ
れ
が

揃
っ
て
き
た
令
和
の
時
代
に

も
、
そ
ろ
そ
ろ
大
相
撲
ブ
ー
ム

到
来
を
予
感
さ
せ
る
。

平
成
初
期
は
群
雄
割
拠
、令
和
は
…

実力派人気力士が続々誕生

▼
昨
年
九
州
場
所
千
秋
楽
で
は
大
関
同
士
の
相
星
対
決
、今
場
所
は
ダ
ブ
ル
で
綱
取
り

▼
琴
櫻
、豊
昇
龍
の
大
関
陣
を
猛
追
！ 

若
手
も
ベ
テ
ラ
ン
も
し
の
ぎ
を
削
る
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富山県

志賀町

岐阜県
福井県

―
木き

地じ

師し

の
お
仕
事
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

木
地
師
と
は
、
ろ
く
ろ
を
使

っ
て
椀わ

ん

や
盆
、
盃
な
ど
の
日
用

木
工
品
を
加
工
・
製
造
す
る
職

人
の
こ
と
で
す
。
現
在
、
制
作

し
た
木
地
は
輪
島
や
京
都
、
東

京
な
ど
に
卸
し
て
い
ま
す
。

　

能
登
で
は
若
い
木
地
師
が
少

な
く
、
地
震
で
離
れ
て
い
っ
た

方
も
多
い
の
で
、
被
災
後
に
戻

っ
て
き
た
自
分
は
「
よ
く
帰
っ

て
き
て
く
れ
た
ね
」
と
言
わ
れ

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
仕
事
を
次
世
代
に
繫つ

な

い
で

い
か
な
け
れ
ば
、
と
い
う
責
任

も
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。ま
た
、

木
地
の
制
作
か
ら
漆う

る
しの
塗
り
ま

で
一
貫
し
て
行
う
自
身
の
作
品

創
り
も
行
っ
て
い
ま
す
。

―
志し

賀か

町ま
ち

に
移
住
し
た
き
っ

か
け
は
。

　

志
賀
町
に
移
住
し
た
の
は
２

０
１
５
年
で
す
。
も
と
も
と
全

国
ど
こ
で
も
い
い
か
ら
自
分
た

ち
夫
婦
に
合
う
場
所
を
探
そ
う

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
日
本

全
国
を
探
す
の
は
途
方
も
な
い

こ
と
だ
と
気
付
い
て
（
笑
）。

大
学
時
代
に
よ
く
遊
び
に
行
っ

て
い
た
能
登
を
回
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

能
登
町
や
珠
洲
、
七
尾
な
ど

を
３
年
か
け
て
探
し
ま
わ
っ
て
、

最
後
に
出
会
っ
た
の
が
志
賀
町

で
す
。
た
ま
た
ま
入
っ
た
商
店

で
出
会
っ
た
方
か
ら
紹
介
し
て

も
ら
っ
た
家
に
一
目
惚
れ
し
、

即
決
で
し
た
。
海
の
目
の
前
と

い
う
環
境
と
、
町
の
人
の
温
か

さ
が
決
め
手
で
し
た
ね
。
初
対

面
で「
住
む
家
を
探
し
て
い
る
」

な
ん
て
い
う
自
分
た
ち
に
親
切

に
し
て
く
れ
た
近
所
の
方
た
ち

を
好
き
に
な
っ
た
ん
で
す
。

　

古
民
家
は
自
分
た
ち
で
工
夫

し
な
が
ら
Ｄ
Ｉ
Ｙ
し
、
元
々
あ

っ
た
蔵
を
工
房
に
し
て
、
自
給

自
足
の
生
活
を
目
指
し
ま
し

た
。

　

町
で
挙
げ
た
結
婚
式
の
様
子

（
地
元
の
伝
統
的
な「
縄な

わ

張は

り
」）

が
町
報
誌
の
表
紙
を
飾
っ
た
こ

と
で
、知
ら
な
い
人
か
ら
も「
お

　能登地方を襲った地震から１年が経
つ。壊滅的な打撃を被りながらも、以前
の生活を取り戻すべく復興に力を注ぐ
人々がいる。震災後、能登に暮らす人々
は何を感じ、何を思うのか。能登に生
きる人々のリアルをお伝えする不定期
連載の第１回は、10年前に移住したあ
る木地師の「いま」の姿をお届けする。

ライター・矢島まどか

たなか・しゅんや「木漆工をき」代表。1986年大阪府出身。金沢美術
工芸大学で漆・木工を専攻。アート作品制作を経て、石川県挽物轆轤

技術研修所で５年間修業を積む。2015年、能登半島にある志賀町に移住し木地師として独
立し、漆器の木地制作を手掛けている

▼
海
の
目
の
前
と
い
う
環
境
と
、
町
の
人
の
温
か
さ
が
決
め
手
で
移
住
を
決
意

▼
震
災
は
大
き
な
試
練
だ
っ
た
が
、
自
給
自
足
を
実
践
す
る
と
い
う
夢
を
明
確
に
し
た

▼
多
岐
に
わ
た
る
技
術
を
身
に
つ
け
家
族
と
と
も
に
生
き
抜
く
力
を
養
い
た
い

自
給
自
足
の
先
に
あ
る

〝
百
姓
〞と
し
て
の
未
来

木
工
製
品
を
制
作
す
る
木
地
師
の
挑
戦

シリーズシリーズ

田中俊也

能
登
の
地
で
見
つ
け
た

〝
終
の
棲
家
〞
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ー
田
中
さ
ん
！
」と
声
を
か
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た（
笑
）。

お
陰
で
地
域
に
溶
け
込
む
の
は

早
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
か
。

―
地
震
発
生
後
、
京
丹
後
へ

移
り
住
ん
で
い
た
田
中
さ
ん
一

家
。
志
賀
町
に
戻
ら
れ
た
理
由

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で

家
が
全
壊
判
定
を
受
け
、
家
族

全
員
で
京
都
府
の
丹
後
に
避
難

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
向

こ
う
に
住
む
選
択
肢
も
あ
り
ま

し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
が
「
志

賀
町
に
帰
り
た
い
」
と
言
っ
て

く
れ
た
こ
と
が
能
登
に
戻
ろ
う

と
い
う
気
持
ち
を
後
押
し
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

震
災
は
大
き
な
試
練
で
あ
っ

た
一
方
で
、
志
賀
町
を
拠
点
に

自
給
自
足
を
実
践
す
る
と
い
う

夢
を
明
確
に
す
る
契
機
に
も
な

り
ま
し
た
。
畑
で
穫と

れ
た
野
菜

や
山
の
幸
、
海
の
幸
を
家
族
で

楽
し
む
、
そ
れ
が
何
よ
り
の
贅ぜ

い

沢た
く

で
す

―
自
給
自
足
の
暮
ら

し
を
目
指
す
き
っ
か
け

が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

　

漠
然
と
、
今
の
日
本

で
ど
う
生
き
抜
く
か
を

考
え
続
け
て
き
ま
し

た
。
志
賀
町
の
自
然
豊

か
な
環
境
は
、
自
給
自

足
の
理
想
を
追
求
す
る

上
で
最
適
な
場
所
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
狩
猟

免
許
や
船
舶
免
許
も
取

得
し
た
の
で
、
電
気
工
事
士
の

資
格
な
ん
か
も
取
れ
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
家
族
で

住
む
場
所
、
家
族
が
食
べ
る
も

の
く
ら
い
は
、
す
べ
て
自
分
た

ち
で
賄
う
こ
と
が
理
想
で
す
ね
。

　

開
拓
し
が
い
の
あ
る
山
、海
、

田
ん
ぼ
な
ど
が
揃そ

ろ

っ
て
い
る
こ

の
土
地
で
、
自
分
で
手
を
動
か

し
な
が
ら
わ
く
わ
く
す
る
よ
う

な
生
活
を
作
り
た
い
で
す
。

―
今
や
り
た
い
こ
と
は
な
ん

で
す
か
？

　

か
ね
て
掲
げ
て
い
た
自
給
自

足
の
生
活
を
目
標
に
し
て
狩
猟

と
船
、
田
ん
ぼ
の
準
備
を
し
て

い
ま
す
。
同
時
に
、
災
害
時
に

対
応
で
き
る
よ
う
な
水
道
や
電

気
に
頼
ら
な
い
オ
フ
グ
リ
ッ
ド

の
家
も
建
て
る
予
定
で
す
。
有

事
の
際
は
う
ち
を
拠
点
に
集
落

の
人
が
集
ま
れ
る
よ
う
な
、
み

ん
な
の
助
け
に
な
れ
る
よ
う
な

場
所
を
つ
く
り
た
い
ん
で
す
。

　

震
災
が
起
き
た
か
ら
こ
そ
今

ま
で
や
ろ
う
と
思
っ
て
考
え
て

い
た
こ
と
は
間
違
い
じ
ゃ
な
か

っ
た
と
思
え
た
し
、
僕
ら
が
目

指
し
て
い
た
も
の
は
こ
れ
で
よ

か
っ
た
ん
だ
と
思
え
た
。
地
震

は
た
ま
た
ま
だ
け
ど
、
大
き
な

き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
で
す
。

　

志
賀
町
と
し
て
も
オ
フ
グ
リ

ッ
ド
に
力
を
入
れ
て
い
く
構
想

は
あ
る
よ
う
な
の
で
、
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
に
な
っ
て
災
害
に
強
い

町
に
な
る
第
一
歩
を
自
分
た
ち

の
足
で
踏
み
出
し
た
い
。若
者
が

移
住
し
て
く
れ
る
よ
う
な
強
い

町
を
一
か
ら
つ
く
っ
て
い
き
た

い
。志
賀
町
に
帰
っ
て
き
た
か
ら

に
は
、ヤ
ル
気
満
々
で
す（
笑
）。

―
木
地
師
と
し
て
の
使
命
と

新
た
な
挑
戦
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

震
災
後
に
解
体
さ
れ
て
い
っ

て
い
る
家
の
大
黒
柱
な
ど
を
使

っ
た
お
椀
作
り
を
考
え
て
い
ま

す
。
解
体
さ
れ
て
し
ま
う
家
の

材
料
を
活い

か
し
て
お
椀
や
器
を

作
れ
た
ら
、
そ
の
家
の
記
憶
を

形
に
残
す
こ
と
が
で
き
る
。
地

震
で
解
体
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
家
が
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど

あ
っ
て
、
寂
し
が
っ
て
る
人
を

た
く
さ
ん
見
て
き
た
か
ら
こ
そ
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
な
ん
だ

ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
育
っ
た
家
の
木
材
か

ら
、
ひ
と
家
族
分
く
ら
い
の
お

椀
セ
ッ
ト
な
ん
か
を
作
れ
た
ら

喜
ん
で
く
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
。
近
所
で
よ
く
遊
び
に
行

っ
た
り
一
緒
に
ご
は
ん
を
食
べ

て
い
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
家
が

解
体
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
ま

ず
は
そ
こ
で
形
に
す
る
つ
も
り

で
す
。
な
に
も
し
な
け
れ
ば
全

部
ゴ
ミ
に
な
っ
て
し
ま
う
も
の

を
形
で
残
し
た
い
で
す
ね
。

―
田
中
さ
ん
が
目
指
す
未
来

と
は
。

　

何
で
も
で
き
る
〝
百
姓
〞
に

な
り
た
い
で
す
。
木
地
師
と
し

て
の
自
分
は
も
ち
ろ
ん
、
狩
猟

や
農
業
、
漆
の
仕
事
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
る
技
術
を
身
に
つ
け

な
が
ら
家
族
と
と
も
に
生
き
抜

く
力
を
養
い
た
い
。
今
年
４
月

に
は
東
京
・
麻
布
で
の
展
覧
会

も
予
定
し
て
い
る
た
め
、
自
身

の
作
品
創
り
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

やじま・まどか　1992年、埼玉県生まれ。フリーライター。不動産
業界に６年ほど身を置く。2023年より東京と石川の二拠点で生活し、
現在は能登半島で古民家宿の管理人を務める。地酒に目が無い

ひとつひとつ丁寧に制作していく

震
災
が
も
た
ら
し
た

新
た
な
決
意
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貴あ

な
た方

は
私
の
亡
き
夫
に
生
き
写
し
で
す
。
い
え
、
風
貌
で
は
な
く

仕
事
に
対
す
る
情
熱
や
、
こ
だ
わ
り
、
妥
協
を
許
さ
ぬ
そ
の
姿
勢
、

一
見
頑
固
と
も
思
わ
れ
る
そ
の
性
格
す
べ
て
が
、
私
の
夫
そ
の
ま
ま

で
す
。

　
亡
き
夫
は
考
古
学
者
で
し
た
。
石
器
時
代
が
専
門
で
す
が
、
行
政

発
掘
な
の
で
ど
の
時
代
の
遺
跡
も
掘
り
、
多
岐
に
わ
た
る
仕
事
内
容

に
は
小
学
校
で
の
縄
文
土
器
の
作
成
指
導
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
夏

休
み
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
く
、
暑
さ
の
中
で
の
作
成
、
野
焼
き
な

ど
は
大
変
で
し
た
。

　
研
究
に
没
頭
す
る
と
昼
も
夜
も
な
く
、
そ
の
性
格
が
災
い
し
た
か

70
歳
で
が
ん
に
な
り
天
国
へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。
残
さ
れ
た
私
は
自

分
の
人
生
も
終
わ
っ
た
よ
う
な
虚む

な

し
い
気
持
ち
に
さ
い
な
ま
れ
、
著

名
な
学
者
の
妻
と
言
わ
れ
て
も
心
寂
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
あ
る
日
の
午
後
、ふ
と
の
ぞ
い
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
貴
方
は
い
た
の
で
す
。

　
ド
ア
を
押
し
て
中
へ
入
る
な
り
、
私
の
心
は
奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
こ
に
は
黄
瀬
戸
や
織
部
の
美
し
い
陶
器
の
数
々
、
素す

敵て
き

な

花
活い

け
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

　
発
掘
と
陶
芸
の
世
界
は
違
え
ど
、
酷
暑
の
夏
も
極
寒
の
冬
を
も
乗

り
越
え
て
き
た
二
人
の
男
性
の
姿
が
、
私
に
は
は
っ
き
り
見
え
ま
し

た
。

　
古
墳
を
開
く
と
き
と
、
焼

し
ょ
う

成せ
い

窯が
ま

を
開
く
と
き
の
、
恐
れ
と
期
待
が

入
り
混
じ
る
気
持
ち
は
二
人
と
も
同
じ
だ
っ
た
ろ
う
。

「
ご
興
味
が
お
あ
り
で
す
か
？
」

　
作
家
の
男
性
に
声
を
か
け
ら
れ
、
私
は
我
に
返
っ
た
。

　
そ
の
日
以
来
、
私
は
貴
方
の
フ
ァ
ン
と
な
り
、
春
秋
に
開
催
さ
れ

る
作
陶
展
は
私
の
唯
一
の
楽
し
み
と
な
り
ま
し
た
。
季
節
が
巡
る
毎ご

と

に
貴
方
の
作
品
に
出
会
え
る
こ
と
が
、
私
の
無
上
の
喜
び
と
な
り
ま

し
た
。

　
春
の
雨
　
秘
め
た
る
想
　
引
き
寄
せ
る

貴
方
へ

グ
ラ
ナ
ダ
（
岐
阜
県
）
77
歳

ペ
ン
ネ
ー
ム

あ
の
人

あ
の
人
へ
の
へ
の

手
紙
手
紙
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生
き
生
き
と
浮
か
び
上
が
っ
て

き
ま
し
た
。

　

廉
太
郎
は
音
楽
の
才
能
に
恵

ま
れ
、
ド
イ
ツ
に
留
学
す
る
の

で
す
が
、
病
魔
に
侵
さ
れ
23
歳

と
い
う
若
さ
で
夭よ

う

逝せ
い

し
て
い
ま

す
。才
能
に
恵
ま
れ
た
彼
に
は
、

無
念
で
や
り
き
れ
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
。（
栃
木
県
・
河
村
平

八
郎
・
63
歳
・
会
社
員
）

◆
今
年
、
旅
立
っ
た
人
々
＝

１
月
5
―
12
日
合
併
号　

馴な

染じ

み
の
あ
る
方
々
が
多
く
旅
立
た

れ
ま
し
た
。
自
分
自
身
が
そ
ん

な
歳と

し

ご
ろ
に
な
っ
た
か
ら
で
し

ょ
う
か
。
特
に
西
田
敏
行
さ
ん

が
急
逝
さ
れ
た
の
に
は
驚
き
ま

し
た
。
映
画
「
学
校
」
で
の
夜

間
中
学
の
教
師
役
の
西
田
敏
行

さ
ん
に
は
、
自
分
が
教
師
の
道

を
選
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
わ
せ

て
も
ら
え
ま
し
た
。
ま
た
、
私

の
生
徒
た
ち
が
文
化
祭
で
東
日

本
大
震
災
支
援
を
取
り
上
げ
た

と
き
、手
描
き
の
自
画
像
に「
一

年
五
組
の
皆
さ
ん
の
や
さ
し
さ

に
感
謝
」
と
書
い
た
色
紙
を
送

っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
全
身

◆
川
嶋
み
ど
り
（
93
）
看
護
の

本
質
と
は
、
体
本
来
の
治
る
力

を
引
き
出
す
こ
と
＝
12
月
29
日

号　

働
き
始
め
て
最
初
に
関
わ

っ
た
９
歳
の
ト
シ
エ
ち
ゃ
ん
の

全
身
を
丁
寧
に
洗
っ
て
明
る
く

最
期
を
送
っ
た
話
は
鮮
烈
で
し

た
。
患
者
に
直
接
触
れ
る
こ
と

の
大
切
さ
を
強
調
し
な
が
ら
、

現
在
の
病
院
の
厳
し
い
現
状
を

認
め
つ
つ
現
実
に
向
き
合
う
。

91
歳
で
始
め
た
合
気
道
の
話
は

私
へ
の
提
案
に
も
思
え
ま
し

た
。

　

93
歳
の
今
な
お
今
日
の
一
日

を
反
省
す
る
。
そ
の
さ
わ
や
か

な
生
き
様
に
元
気
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。（
福
岡
県
・
松
浦
秀
幸
・

57
歳
・
会
社
員
）

◆
日
本
史
・
今
ま
で
に
な
い
人

物
伝
＝
同　
「
今
ま
で
に
な
い
」

と
の
意
味
が
、
よ
く
理
解
で
き

ま
し
た
。「
荒
城
の
月
」「
箱
根

八
里
」
な
ど
の
名
曲
で
知
ら
れ

た
作
曲
家
滝
廉
太
郎
の
伝
記
を

詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
多
彩
な
人
間
関
係
の
紹
介

と
と
も
に
、
彼
の
人
物
像
も
、

か
ら
や
さ
し
さ
が
に
じ
み
出
る

西
田
敏
行
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど
う
か
穏
や

か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。（
大

阪
府
・
田
中
康
之
・
63
歳
）

◆
年
末
年
始
に
必
見　

心
が
動

く
！　

配
信
動
画
厳
選
43
本
＝

同　

友
達
に
、
近
所
の
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
会
員
に
な
っ
た
人

が
い
ま
す
。
最
初
は
、「
自
分

を
追
い
込
ん
で
、
汗
か
い
て
さ

あ
。
最
高
だ
よ
。
お
前
も
や
っ

た
ら
い
い
の
に
」
と
か
言
っ
て

ま
し
た
が
、
久
々
に
会
っ
た
時

は
、
ほ
と
ん
ど
行
っ
て
な
い
と

言
っ
て
ま
し
た
。
解
約
し
た
の

か
と
聞
く
と
、
そ
の
ま
ま
と
い

う
こ
と
で
、
も
っ
た
い
な
い
な

と
思
い
ま
し
た
。

　

私
、
今
号
の
特
集
を
見
て
愕が

く

然ぜ
ん

と
し
ま
し
た
。
サ
ブ
ス
ク
動

画
、
ほ
ぼ
、
契
約
し
て
い
る
ん

で
す
よ
。
で
も
、
私
、
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
を
解
約
し
ろ
よ
！
み

た
い
に
は
思
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
ん
な
に
い
い
コ
ン
テ
ン

ツ
が
あ
る
な
ら
、
こ
の
冬
、
見

な
き
ゃ
と
思
い
ま
し
た
。
せ
っ

か
く
お
金
、
払
っ
て
る
ん
で
す

か
ら
ね
。
や
め
る
の
も
い
い
け

ど
、
上
手
に
利
用
す
る
の
も
大

事
で
す
よ
ね
。（
愛
知
県
・
竹

内
祐
司
・
61
歳
・
会
社
員
）

◆
冬
に
要
注
意
！
な
3
つ
の

病
気
＝
同　

季
節
柄
大
流
行
す

る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
納
得
し

た
が
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
夏
場

の
食
中
毒
の
原
因
と
な
る
病
原

体
な
の
で
ピ
ン
と
こ
な
か
っ

た
。

　

ま
た
私
は
腰
痛
が
持
病
で
整

形
外
科
に
は
昔
お
世
話
に
な
り

リ
ハ
ビ
リ
を
勧
め
ら
れ
た
が
、

今
は
姿
勢
を
正
し
て
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
に
勤
し
ん
で
い
る
の
で
腰

痛
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。

が
、
気
温
が
下
が
る
冬
場
に
な

る
と
筋
肉
が
硬
直
し
や
す
く
な

り
血
流
も
よ
ど
み
が
ち
に
な
る

と
は
主
治
医
か
ら
聞
い
て
い
た

の
で
、
腰
痛
が
悪
化
す
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
こ
の
二
つ
は
季

節
外
れ
の
よ
う
だ
が
、
侮
っ
て

は
い
け
な
い
病
気
だ
と
、
こ
の

特
集
で
分
か
っ
た
。（
新
潟
県
・

佐
藤
祐
一
・
75
歳
）
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▼以降の刊行スケジュール▼

「サンデー毎日デジタル」で
誌面をもっと深く! 　

専
門
誌
の
編
集
長
７
人
に

業
界
予
測
を
し
て
も
ら
い
ま

し
た
が
、紙
だ
け
で
な
く「
動

画
」「
ネ
ッ
ト
」
と
の
連
動
を

強
調
す
る
編
集
長
が
多
か
っ

た
で
す
。
小
誌
も
「
サ
ン
デ

ー
毎
日
デ
ジ
タ
ル
」
を
よ
り

充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

左
記
の
よ
う
に
、『
サ
ン

新
年
１
号
目
は
作
っ
て

い
て
楽
し
か
っ
た
で

す
。令
和
の
大
相
撲
ブ
ー
ム
、

蔦
屋
重
三
郎
、
梵
字
を
な
ぞ

っ
て
開
運
！
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
。
寺
島
実
郎
氏
の
「
ト

ラ
ン
プ
２
・
０
は
日
本
が
米

国
と
正
対
す
る
チ
ャ
ン
ス
」

も
響
き
ま
し
た
。

デ
ー
毎
日
』
の
定
価
を
改
定

し
ま
す
。
コ
ス
ト
削
減
を
推

し
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
原

材
料
費
や
物
流
費
が
上
昇
し

て
い
る
た
め
で
す
。
よ
り
内

容
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す

の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 （
藤
後
野
里
子
）

表紙＝吉野北人（THE RAMPAGE）

1月21日（火）発売

次号
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ウ
ナ
ズ
キ
ヒ
メ
フ
ヨ
ウ（
頷
き
姫
芙
蓉
）は

ア
オ
イ
科
マ
ル
バ
ビ
ス
ク
ス
属
。
フ
ヨ
ウ
（
芙

蓉
）の
花
の
変
形
で
、
蕾つ

ぼ
み
の
時
は
上
に
向
い

て
い
ま
す
が
、
成
長
す
る
と
、
う
な
ず
く
よ

う
に
下
を
向
い
て
咲
く
の
が
こ
の
名
前
の
由

来
で
す
。

　
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
が
花
を
咲
か
せ
る
寸
前
の

よ
う
に
も
見
え
る
の
で
、
別
名
ス
リ
ー
ピ
ン

グ
・
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

実
際
、
ウ
ナ
ズ
キ
ヒ
メ
フ
ヨ
ウ
は
、
左
の
写
真

以
上
に
花
弁
を
開
く
こ
と
が
な
く
、そ
の
理

由
も
媒
介
す
る
虫
と
の
関
係
上
な
ど
諸
説

あ
る
よ
う
で
す
が
、
詳
細
は
明
ら
か
に
な
っ

て
い
な
い
神
秘
に
包
ま
れ
た
花
で
す
。

　
フ
ヨ
ウ（
芙
蓉
）の
花
が
日
本
で
は
古
く
か

ら
「
美
し
く
明
る
い
人
」
の
例
え
と
し
て
万

葉
の
歌
や
芭
蕉
の
句
な
ど
に
も
詠
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
も
し「
頷
き
姫
芙
蓉
」が
そ
の
時

代
の
日
本
に
あ
っ
た
ら
、
私
た
ち
に
は
も
っ
と

慣
れ
親
し
み
の
あ
る
花
名
だ
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

熱帯植物園はこの季節に花を楽しめる冬
庭としてのオアシスといえます。ここ東京
都江東区にある夢の島熱帯植物館は、大
温室、ハーブ園、オーストラリア庭園での
植物の管理が素晴らしく、都内に居ながら

にして年間を通して観察できる植物園。特
に大温室では、園路の途中で滝の裏をくぐ
ったり、ポリネシア風のあずま屋も配して、
世代を超えて一日中楽しめるところです。 
 撮影地：夢の島熱帯植物館

 

写
真
・
文
／
大
泉
省
吾

１
月

　
ウ
ナ
ズ
キ
ヒ
メ
フ
ヨ
ウ 

（
ア
オ
イ
科
マ
ル
バ
ビ
ス
ク
ス
属
）



控
え
め
に
下
を
向
き
　

う
な
ず
く
よ
う
に
咲
く





食べすぎ＆飲みすぎがちな年末年始も一段落。
ちょっとお疲れ気味な胃腸に優しい「スープ」のレシピを紹介します。
 レシピ作成・調理　久保香菜子　撮影　菅原史子

しみじみ、じんわり、ほっこり　白菜のポタージュ

いろいろ野菜でボリュームたっぷり！　豆入りミネストローネ風スープ

 材料（２人分）  
白菜（横薄切り） 200ｇ
酒 大さじ２
水 1+1/4カップ
鮭フレーク 小さじ2
しょうが汁 少々
塩 小さじ1/4弱

 作り方  
❶ 白菜と酒、水1/2カップを鍋に
入れ、ぴったり蓋をして中火に
かける。沸騰してきたら弱火に
し、約10分、白菜がくたくたに
なるまで蒸し煮にする。
❷ ❶をミキサーにかけ、残りの水
を足しながらなめらかなスー
プ状にする。鍋に戻して温め、
塩、しょうが汁を加える。

❸ 器に盛り、鮭フレークをトッピ
ングする。

 材料（２～ 3人分）  
ミックスビーンズ（缶詰、真空パックなど） 60g
玉ねぎ（１㎝角切り） 50ｇ
にんじん（１㎝角切り） 50ｇ
セロリ（１㎝角切り） 25ｇ
キャベツ（１㎝角切り） 50ｇ
じゃがいも（１㎝角切り） 70ｇ
トマトジュース（食塩不使用） １カップ
水 １カップ
パセリの茎 6～ 7㎝
ローリエ 1/3枚
オリーブオイル 小さじ１
塩 小さじ1/4
パセリ（みじん切り）、バゲット（トースト） 適宜

 作り方  
❶ 鍋にオリーブオイルを熱し、玉ねぎ、にんじん、
セロリ、キャベツ、じゃがいもを炒める。透き
通ってきたら、ミックスビーンズとトマトジュー
ス、水、パセリの茎、ローリエを加え、沸いたら
ふつふつと沸くくらいの火加減で約15分煮る。
水分量が減ってきたら元の量まで湯を足す。

❷ じゃがいもに火が通っていれば塩を加えて味
を調え、器に盛って好みでみじん切りのパセリ
を振り、トーストしたバゲットを添える。

手軽で優しい味わい
身も心も温まるスープ

水１カップ＝200cc



鍋でもなく雑煮でもないスープ
かぶと厚揚げのみぞれ汁

歯ごたえと酸味でスッキリ！
梅干しと蓮根の雑炊スープ

 材料（２人分）  
かぶ 1個
厚揚げ 1枚（70ｇ）
だし 1+1/2カップ
酒 大さじ1+2/3
みりん 大さじ1弱
塩 小さじ1/4弱
薄口しょうゆ 小さじ1/4弱
水溶き片栗粉（片栗粉大さじ2：水大さじ4）
大根おろし 大さじ3
柚子の皮（せん切り） 適宜
 作り方  
❶ かぶは筋まで皮をむき、小さめに乱
切りにする。厚揚げはさっと熱湯に通
して水気をふき、2㎝角に切る。
❷ だしを温め、煮立ってきたら1を加え、
再度煮立ってきたら、ふつふつと煮立
つ程度の火加減で約10分煮る。水分
量が減ったら元の量まで湯を足す。

❸ 酒、みりん、塩、薄口しょうゆを加え、
再度煮立ってきたら水溶き片栗粉を
徐々に加えながらよく混ぜ、煮立てて
粉臭さを抜く。大根おろしを加えて再
度煮たて、器に盛り、柚子の皮をあし
らう。

 材料（２人分）  
蓮根 80ｇ
ごはん 50ｇ
だし １＋1/2カップ
梅干し 1個
三つ葉（みじん切り） 適宜
 作り方  
❶ 蓮根は皮をむき、小さい乱切りにす
る。
❷ だしを煮立て、1を加えて再度煮たて、
ふつふつと沸くぐらいの火加減で約
10分煮る。水分量が減ったら元の量
まで湯を足す。
❸ 蓮根に火が通ったら、ごはんと梅干し
を種を除いてつぶしながら加え、再度
煮立ててから1～ 2分、ごはんがふん
わり膨らむまで煮る。
❹ 器に盛り、三つ葉を好みで散らす。



102 ～ 103㌻の特集も併せてお読みください

ランチでも夜食でもOK
鶏ひき肉のにゅうめんスープ
 材料（2～ 3人分）  
鶏ひき肉 50ｇ
昆布 4ｇ
水 2カップ
酒 大さじ2強
ブロッコリー（極小房） 40ｇ
そうめん 1束
胡椒 適宜
 作り方  
❶ 鍋を熱し、鶏ひき肉を油なしで炒め
る。色が変わってきたら鍋底から木べ
らではがすようにするときれいに取
れる。全体に白っぽくなるまで炒め
る。水、昆布、酒を加え、弱火にして約
20分煮出す。途中汁が減ったら元の
量まで湯を足す。

❷ ブロッコリーを加えて煮立て、そうめ
んを三等分程度に折って加える。ざっ
と混ぜて３分ほど煮る。味を見て、足
りなければ塩（分量外）を加える。
❸ 器に盛り、好みで胡椒を振る。

カロリー低めだけど食べ応え十分　ねぎと春雨の卵スープ
 材料（２人分）  
長ねぎ（粗みじん切り） 2/3本
太白ごま油 小さじ1
しょうが（皮付き薄切り） 1枚
水 1＋1/2カップ
チキンブイヨン 少々
酒 大さじ2
薄口しょうゆ 少々
春雨 15ｇ
水溶き片栗粉
 （片栗粉大さじ1：水大さじ2）
卵 1個
万能ねぎ（小口切り） 適宜

 作り方  
❶ 春雨は5センチ長さ程度に切
る。（戻さずにそのままで良い）
❷ 太白ごま油を鍋に熱し、ねぎ
を炒める。しんなりしたら、水、
しょうが、チキンブイヨン、酒を
加える。中火で煮たて、沸騰し
たらふつふつと沸くぐらいの
火加減で2～ 3分煮る。

❸ 味を見て、薄口しょうゆで調え
る。春雨を加えてふつふつと沸
くぐらいの火加減で5分ほど煮
る。
❹ 春雨がやわらかくなったら、混
ぜながら水溶き片栗粉を徐々
に加えてとろみをつけ、再度煮
立てて粉臭さを抜く。卵をほぐ
して糸状に流し入れ、固まって
きたら大きく混ぜてかきたま
状にする。

❺ 器に盛り、好みで万能ねぎを
散らす。



病
院
通
い
も
悪
く
な
い

　
先
日
、
首
か
ら
背
中
に
か
け
て
、
ブ
ツ
ブ
ツ
が
で
き
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
こ
と
な
の
で
、
思
い
切
っ
て
病
院
に
で
か

け
た
。

　
随
分
、
待
た
さ
れ
た
が
、
文
庫
本
一
冊
を
持
参
し
て
い
っ
た
の
で

問
題
は
な
い
。

　
私
の
背
中
を
チ
ラ
と
見
た
医
師
は
、
即
座
に
、

 「
あ
あ
、
帯
状
疱ほ

う

疹し
ん

で
す
ね
」

　
と
、
こ
と
も
な
げ
に
言
う
。

　
帯
状
疱
疹
と
い
え
ば
、
す
ご
く
痛
い
と
い
う
先
入
観
が
あ
っ
た
の

で
意
外
だ
っ
た
。

 「
念
の
た
め
お
薬
だ
し
て
お
き
ま
す
が
、
大
丈
夫
で
し
ょ
う
」

 「
な
に
か
注
意
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
」

　
と
、
私
は
き
い
た
。
も
っ
と
医
学
的
な
情
報
が
欲
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
若
い
医
師
は
、
う
な
ず
い
て
言
っ
た
。

 「
暖
か
く
し
て
、
よ
く
お
や
す
み
に
な
る
こ
と
で
す
ね
」

　
拍
子
抜
け
し
た
の
は
、
あ
ま
り
に
も
簡
単
な
ア
ド
バ
イ
ス
だ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

　
大
学
病
院
に
私
が
期
待
し
た
の
は
、
も
っ
と
学
術
的
な
助
言
だ
っ

た
。
な
ん
だ
か
あ
ま
り
に
も
素
朴
な
言
葉
の
よ
う
な
気
が
し
て
、
ヘ

エ
ー
と
思
っ
た
の
が
正
直
な
気
持
ち
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
帰
っ
て
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
こ
れ
は
い
い
ア
ド
バ
イ

ス
だ
、
と
い
う
気
が
し
て
き
た
。

　
な
ん
で
も
エ
ビ
デ
ン
ス
で
証
明
さ
れ
る
時
代
に
、「
暖
か
く
し
て
、
よ

く
や
す
む
」
こ
と
は
大
事
な
こ
と
だ
ろ
う
。
病
院
も
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な

い
、
と
思
っ
た
。
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暖
か
く
し
て
、

よ
く
お
や
す
み
く
だ
さ
い
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│
あ
る
医
師
の
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葉


